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概要 0

はじめに

はじめに スターリ ング コマースの電子商取引 (EC) ソフ ト ウェア、 Gentran:Server® for 
Windows® をご購入いただきあ りがと う ございます。

Gentran:Server には、 ト レーディング パートナーとの電子データ交換に必要とな

る次のツールが用意されています。

◗ データ  ト ランスレーシ ョ ン

◗ プロセス管理

◗ コ ミ ュニケーシ ョ ンズ システム

このソフ ト ウェアおよびサポート  ツールは使いやすく、 業務にすぐ役立てるこ

とができます。
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本書について 0

本書の構成

はじめに このマニュアルでは、 Gentran:Server の管理に関する基礎的な情報および使用方

法について説明します。

本書の対象読者 このマニュアルは、 次の作業を担当するシステム管理者を対象にしています。

◗ EC のインス トールおよび実装

◗ システムの保守および管理

◗ 自動処理の構成および使用

前提となる知識 このマニュアルの前提となる知識と して、 PC および Microsoft® Windows の使用

に関する知識が必要です。

本書の内容 このマニュアルは、 複数の章で構成されています。 各章の概要を説明します。

◗ 第 1 章 「はじめに」 では、 このマニュアルの内容、 構成、 および表記につい
て説明します。 また、 この章には、 このマニュアルおよび Gentran:Server 
データ  ト ランスレーシ ョ ン処理で使用する用語の定義が記載されています。

◗ 第 2 章 「システム管理者の機能」 では、 Gentran:Server のインス トールの管
理と保守に関する基本的な情報および手順について説明します。

◗ 第 3 章 「オーディ ッ ト通知システムの使い方」 では、 オーディ ッ ト通知シス
テムのコンポーネン ト と機能、 エラー レポート と通知機能の構成方法、 お
よびオーディ ッ ト  ログと通知ログを使用してシステム活動をモニターする
方法について説明します。

◗ 第 4 章 「ポス ト  インス トール セッ ト アップ オプシ ョ ン」 では、
Gentran:Server のポス ト  インス トール セッ ト アップ プログラムのオプシ ョ ン
の使用についての推奨事項を説明します。

◗ 付録 A 「データベース  テーブル」 は、 テーブルのレコードを作成、 更新、 削
除する と きに各データベース  テーブルの情報をすばやく参照できるよ うに
する目的で書かれた Gentran:Server データベース  テーブルの参照です。 ま
た、 テーブルの各フ ィールドの使用目的も記載されています。

◗ 付録 B 「 ト ラブルシューティング」 では、 Gentran:Server の ト ラブルシュー
ティングに関する基礎的な情報を記載し、 一般的な Gentran:Server の問題の
解決に必要な一連の作業について説明します。

( 次のページへ続く )
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◗ 付録 C 「プロセス管理の手動セッ ト アップ」 では、 プロセス管理機能を手動
で実行する方法について説明します。

◗ 付録 D 「システム情報」 では、 Gentran:Server プログラム ( 実行ファイル ) お
よび既定のフォルダ構造について作業について説明します。

◗ 付録 E 「パートナー ファ イルの配置」 では、 パートナー インポート、 パー
トナー エクスポート、 パートナー テーブル インポート、 およびパートナー 
テーブル エクスポートのファ イルの配置について説明します。

◗ 付録 F 「Gentran:Server ユーティ リ ティ と  Gentran:Server モジュール」 では、
ユーティ リ ティおよびモジュール プログラムについて説明します。

◗ 付録 G 「エラー メ ッセージ」 では、 Gentran:Server のエラー メ ッセージ番号
およびその修正方法を解説します。

オンライン ヘルプ 
システム

このマニュアルの内容の大半がオンライン  ヘルプ システムにも記載されていま

す。 このマニュアルに記載の全ダイアログ ボッ クスのエレ メン ト定義、 処理の

詳細情報、 処理手順の説明は、 すべてオンライン ヘルプにも含まれています。
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はじめに サポート情報 1 - 5
システムの概要 0

サポート情報

はじめに スターリ ング コマース社では、 Gentran:Server ソフ ト ウェアに関する質問や問題

についてお答えするため、 熟練した製品サポート担当者によるサポート を提供
しています。

電話番号 ご利用になるサポート電話番号は、 『インス トール準備 カード』 を参照して くだ

さい。

サポートに連絡する
前に

迅速なサポート を提供するため、 次の事項についてご協力をお願いします。

◗ まず、 発生した問題を再現してみて、 イベン トの正確な順序を記録して くだ
さい。

◗ 製品サポートへのお問い合わせの際には、 下記の情報をご用意ください。

情報 説明

ユーザー情報 会社名、 氏名、 電話番号および内線番号、 および
ケース番号 ( 以前に報告された問題を照会する場

合 )。

システム構成 Gentran:Server バージ ョ ン ( およびインス トールさ

れているサービス  パッ ク )、 プラ イマ リ  Gentran シ
ステム コン ト ローラおよび問題が発生しているす

べてのコンピュータの情報。 Windows オペレーティ

ング システムのバージ ョ ン、 搭載メモ リ、 有効

ディ スク容量、 データベース  バージ ョ ン、

Microsoft Data Access (MDAC) のバージ ョ ン、 およ

び Internet Explorer のバージ ョ ン。

ハード ウェア、 ソフ ト ウェア、 およびシステムの構
成に対して加えた 近の変更も記入して ください。

システム データ  ス ト ア どのコンピュータがシステム  データ  ス ト ア内に

フォルダを格納しているのか。

( 次のページへ続く )
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スターリング 
コマース社 
Support Web Site 
( 英語 ) へのアクセス

スターリ ング コマース社 Customer Support Web Site は Gentran:Server for Windows 
のサポートに関する次の重要な情報が記載されています。

◗ サポート  サービスの範囲

◗ カスタマ サポート  ポ リシー

◗ 優先コール

◗ カスタマ サポートの電話番号一覧

◗ Support on Demand ケースの作成方法

◗ Support on Demand ケースのステータスの確認方法

◗ Support on Demand ケースへの情報追加の方法

Customer Support Web Site は常にアップデート されており、 スターリ ング コマー

ス製品のユーザーの皆様にご利用いただけます。 この Web サイ トには、 新の

製品アップデート情報が記載されています。 製品情報に関する重要な情報源と
してご活用ください。

参照
Customer Support World Wide Web Site へのアクセス方法に関する情報については、
『インス トール準備 カード』 を参照して ください。

マニュアル Customer Support Web Site にはドキュ メン ト  ライブラ リがあ り、 Gentran:Server 
for Windows マニュアル セッ トがすべて含まれています。 随時このライブラ リか

ら製品マニュアルを  PDF フォーマッ トでダウンロードできます。

エラー メ ッセージ 表示されたエラー メ ッセージの正確な語句表現と

ソフ ト ウェアでのエラーが発生した時点、 およびロ
グ ファ イルも記録して ください。

試みた解決策 問題の解決を試みた際の手順とその結果の記録、 推
定される問題の発生回数と問題を再生するこ とがで
きるかど うかを報告して ください。

情報 説明
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Gentran:Server の概要

概要 このセクシ ョ ンでは、 このマニュアルで使用する  Gentran:Server 用語を定義しま
す。 これらの用語を理解してから、 このマニュアルを読み進めるよ うにして く
ださい。

Gentran:Server 
エグゼクテ ィブ

"Gentran:Server エグゼクティブ " とは、 定義されたサーバー上のコ ミ ュニケー

シ ョ ンおよびト ランスレーシ ョ ン機能の実行を制御する  Gentran:Server サービス

のこ とです。 Gentran:Server エグゼクティブは、 Gentran:Server システムの " プラ

イマ リ  Gentran システム コン ト ローラ " およびすべての " セカンダ リ  コン ト ロー

ラ " にインスト ールされます。 また、 " プライマリ  システム  コント ローラ " では、

Gentran:Server エグゼクティブは、 重要なシステム情報の集中管理も行います。

Gentran 
スケジューラ

"Gentran スケジューラ " は Gentran:Server エグゼクティブのコンポーネン トで、

スケジュールされたイベン トについて、 設定された間隔をおいてイベン トのタ
イ ミ ングを確認します。

Gentran ポーラ Gentran ポーラは Gentran:Server エグゼクティブのコンポーネン トで、 あらかじ

め設定された間隔をおいて、 指定されたファ イルの存在をポーリ ングします。

コ ミ ュニケーシ ョ ン 
コン ト ローラ

" コ ミ ュニケーシ ョ ン コン ト ローラ " は、 Gentran:Server とデータを交換する相

手組織 ( 付加価値ネッ ト ワーク  (VAN) またはト レーディング パートナー ) とのコ

ミ ュニケーシ ョ ンを管理するために使用します。 Gentran:Server ファ イル イン

ターフェイスを介し、 コ ミ ュニケーシ ョ ン  コン ト ローラは、 専用線接続やダイ

ヤルアップ接続だけでなく、 サード  パーティーのコ ミ ュニケーシ ョ ン  パッケー

ジとの対話もサポートするこ とができます。

コ ミ ュニケーシ ョ ン セッシ ョ ンの完了後に、 ポス ト  コ ミ ュニケーシ ョ ン プロセ

スがコ ミ ュニケーシ ョ ン  コン ト ローラで実行されます。 ポス ト  コ ミ ュニケー

シ ョ ンズ プロセスには、 アウ トバウンド  データのコ ミ ュニケーシ ョ ン状態の更

新、 インバウンド  データのコンポーネン ト  ドキュ メン トへの分離、 Control 
Number の確認、 およびエラー チェッ クなどがあ り ます。

メモ
Gentran:Server システム内の任意のコンピュータをコ ミ ュニケーシ ョ ン  コン ト
ローラにするこ とができますが、 そのシステムにはモデムなどのコ ミ ュニケー
シ ョ ン機器を介して EC データの送受信機能が装備されており、 Gentran:Server 
システムのコ ミ ュニケーシ ョ ン  コンポーネン トがインス トールされている必要
があ り ます。

( 次のページへ続く )
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Gentran:Server の概要 はじめに1 - 8
システム構成 " システム構成プログラム " を使用する と、 システム全体に影響する次のよ うな

構成パラ メータを変更できます。

◗ システム データ  ス ト ア フォルダ

◗ セキュ リ ティ  モード

◗ ク ラ イアン ト通知パラ メータ

◗ オーディ ッ ト  パラ メータ

◗ コン ト ローラ設定

◗ システムで使用される  ODBC データ  ソース

◗ システムに許容されるオーディ ッ ト  エン ト リの 大数

◗ 分割機能の登録

◗ ユーザー プロファ イル

◗ Gentran:Server エグゼクティブ サービスの中止と起動

システム データ  
ストア

" システム  データ  ス ト ア " は、 すべての共有 Gentran:Server データの保管場所と

して使用されます。 通常、 システム データ  ス ト アは、 Gentran:Server システム内

の各コンピュータのファ イル サーバーとなるコンピュータに置かれます。

Gentran:Server システムに置く こ とができるシステム  データ  ス ト アは 1 つのみで

すが、 必要に応じて、 関連付けられたフォルダおよびファ イルを複数のコン
ピュータ  ( 分散システム環境内 ) に分散させるこ とができます。

メモ
システム データ  ス ト アが置かれるコンピュータは、 Gentran:Server システム内の
すべてのコンピュータからアクセス可能でなければなり ません。

セカンダリ  
コン ト ローラ

Windows ネッ ト ワーク内に追加のコン ト ローラ  (" セカンダ リ  コン ト ローラ ") を
配置できます。 これによ り、 プロセスの負荷を分散でき、 よ り速く効率的なス
ループッ ト を実現できます。 セカンダ リ  コン ト ローラは、 次のいずれかになり

ます。

◗ プロセス  コン ト ローラ

◗ コ ミ ュニケーシ ョ ン コン ト ローラ

◗ プロセス  コン ト ローラ と コ ミ ュニケーシ ョ ン  コン ト ローラ

通知 " 通知 " サブシステムでは、 通知パラ メータを設定するこ とによ り、 エラーが発
生するタイ ミ ングを事前に通知できます。 通知パラ メータを指定する と、 通知
プログラムが実行されているユーザー インターフェイス  ク ラ イアン トに警告を
送信するか、 あるいは指定したオーディ ッ ト  メ ッセージがオーディ ッ ト  ログに
書き込まれた場合に指定したデジタル ページャー番号を呼び出すよ うにシステ
ムに指示できます。

( 次のページへ続く )
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データベース " データベース " は、 Gentran:Server がシステム  データを格納するために使用す

る関連データベースです。 このデータベースを使用する と、 複数のユーザーが
同じデータにアクセスできます。 ほかのコンポーネン ト とデータベース との対
話は、 ODBC™ ( オープン データベース  コネクティ ビティ ) で行われるため、

データベース  コン ト ローラ上でさまざまなデータベース管理システムを使用で

きます。

メモ
Gentran:Server との使用が認証されているデータベース管理システムを確認する
には、 『インス トール準備 カード』 を参照して ください。

プライマリ  
Gentran システム 
コン ト ローラ

" プライマ リ  システム  コン ト ローラ " は、 システム内での処理要求の管理と分

散、 オーディ ッ ト機能の管理、 およびその他すべてのシステム  コンポーネン ト

の制御に使用します。

プロセス 
コン ト ローラ

" プロセス  コン ト ローラ " は、 システム内の処理要求を管理および分散するこ と

によ り、 システムの ト ランスレーシ ョ ン負荷を分散して、 高速かつ効率的なス
ループッ ト を実現します。

メモ
Gentran:Server システム内のどのコンピュータでも、 プロセス  コン ト ローラ  コン
ポーネン トがインス トールされていればプロセス  コン ト ローラにできます。

ユーザー 
インターフェイス 
クライアン ト

ユーザー インターフェイス  ク ラ イアン ト とは、 " プライマ リ  システム コン ト

ローラ " または " セカンダ リ  コン ト ローラ " 以外の、 Gentran:Server システム内

のすべてのコンピュータです。 ユーザー インターフェイス  ク ライアン トは、 シ

ステムのモニターおよび制御に必要な機能を提供します。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月
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Gentran:Server データ  ト ランスレーシ ョ ン処理

インバウンド  
データのト ランス
レーシ ョ ン

次の図に、 インバウンド  ト ランスレーシ ョ ン処理を示します。

( 次のページへ続く )

コ ミ ュニケータ

ト ランスレータ

インターチェンジ エンベロープを
開封しグループを分ける

グループ エンベロープを開封し
ト ランザクシ ョ ン セッ ト を分ける

更新し取引関係を探して

? イン 

インターチェンジをネッ トワークから受信し
ト ランスレータに渡す

エラー チェ ックを行い

? アウト  アウト  
ワークスペース

ドキュ メン ト  ターンアラウンド

ドキュメントへ

生成と整合

一時
記憶領域

ト ランザクシ ョ ン エンベロープを
開封し ドキュ メン ト を分ける

イン ドローワ

適合ドキュメン ト を移動する

➊

➋ ➌

➍

➎

➏

➑
➒ ➒

ポスト

ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を

インターチェンジをネッ トワークから受信し
ト ランスレータに渡す

イン 

自動エクスポート

アウト

受信確認の

エクスポート

または印刷ドキュメン ト  データベースを

ドキュ メン ト ドキュ メン ト

ドキュ メン ト

エクスポート

または印刷

一時
記憶領域

一時
記憶領域

ドキュ メン ト

関連付ける

➐

Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



はじめに Gentran:Server データ  ト ランスレーシ ョ ン処理 1 - 11
インバウンド  
データのト ランス
レーシ ョ ン処理

インバウンド  データの ト ランスレーシ ョ ンは、 次の手順で処理されます。

段階 説明

1 コ ミ ュニケータは、 ネッ ト ワーク経由で、 ト レーディング パート

ナーからのインターチェンジを受信します。

2 コ ミ ュニケータがインターチェンジを ト ランスレータに渡します。

3 ト ランスレータは、 インターチェンジ エンベロープを開封し、 各

グループを一時記憶領域に分けるために、 システム  インターチェ

ンジ ブレーク  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を使用します。

4 ト ランスレータは、 グループ エンベロープを開封し、 各ト ランザ

クシ ョ ン セッ ト を一時記憶領域に分けるために、 システム  グルー

プ ブレーク  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を使用します。

5 ト ランスレータは、 システム ト ランザクシ ョ ン ブレーク  ト ラン

スレーシ ョ ン オブジェク ト を使用して、 次を行います。

◗ ト ランザクシ ョ ン エンベロープを開封する

◗ 各ドキュ メン ト を、 システム  データ  ス ト アの別々のファイル
に分ける

◗ ドキュ メン トに関する参照情報と と もに、 レコードをデータ
ベースに書き込む

6 ト ランスレータが、 各ドキュ メン トの取引関係を検索するかど う
かによって、 次を実行します。

◗ 検索する場合は、 その関係と関連付けられているエクスポー
ト、 ドキュ メン ト  ターンアラウンド、 および印刷の ト ランス
レーシ ョ ン オブジェク トの識別が行われます。 取引関係およ
びト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を見つけるこ とができた
場合は、 その ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を使用してド
キュ メン トのチェッ クが行われます。

◗ 検索しない場合 (取引関係またはト ランスレーシ ョ ン  オブジェ
ク トが見つからない場合 ) には、 そのドキュ メン トは不適合
と してマーク され、 [? イン ドキュ メン ト ] に格納されます。

7 ドキュ メン トが、 EDI スタンダードに適合しているかど うかに

よって、 次を実行します。

◗ 適合している場合は、 ドキュ メン トの状態が適合に変更され、
[ イン ドキュ メン ト ] に格納されます。

◗ 適合していない場合は、[? イン ドキュ メン ト ] に格納されたま
ま とな り ます。 詳細なエラー レポートが生成されるので、
ユーザーはこれをも とに原因を究明するこ とができます。

( 次のページへ続く )
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( 次のページへ続く )

8 取引関係で、 ドキュ メン トのファンクシ ョナル受信確認が生成さ
れるよ うに指定した場合、 ト ランスレータは、 システム受信確認
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を使用して受信確認を生成し

ます。

◗ 適合している受信確認は、送信のため [ アウ ト  ドキュ メ ン ト ] 
に移されます。

◗ 適合していない受信確認 ( または、 受信確認ト ランスレーシ ョ
ン オブジェク トでエラーが発生した場合 ) は、 [? アウ ト  ド
キュ メン ト ] に移されます。

また、 ト ランスレータは、 受信確認タイプの ト ランスレーシ ョ ン  
( 例 ： 997、 CONTRL など ) を受信したと きにも受信確認の整合性

を取り ます。

9 取引関係で自動エクスポート または自動ターンアラウンドを指定
した場合は、 指定されたエクスポート  ト ランスレーシ ョ ン オブ

ジェク トでエクスポートが行われるか、 指定されたドキュ メン ト  
ターンアラウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トで適切な応答

ドキュ メン トが生成されます。

 ( 続き )
段階 説明
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アウトバウンド  
データのト ランス
レーシ ョ ン

次の図に、 アウ トバウンド  ト ランスレーシ ョ ン処理を示します。

( 次のページへ続く )
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アウトバウンド  
データのト ランス
レーショ ン  プロセス

アウ トバウンド  データの ト ランスレーシ ョ ンは、 次の手順で処理されます。

段階 説明

1 次の 3 通りの うちのいずれかの方法で、 アウ トバウンド  データの

ト ランスレーシ ョ ンを開始します。

◗ 時間限定セッシ ョ ンまたはポーリ ング セッシ ョ ンを使用して、
プロセス管理システムでファイルをインポート します。 すべ
ての有効なドキュ メン トが適合状態でデータベースに書き込
まれ、 [ アウ ト  ドキュ メン ト ] に格納されます。 無効なドキュ
メン トは不適合状態とな り、 [? アウ ト  ドキュ メン ト ] に格納
されます。

◗ アプ リ ケーシ ョ ン ファ イルをインポート します。 手動でイン
ポート したドキュ メン トは、 [ ワークスペース ] に格納され
ます。

◗ [ ドキュ メン ト  エディ タ ] を使用してドキュ メン ト を入力しま
す ( 適切なデータ入力ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トが 
Gentran:Server に登録されている場合のみ )。 これらのドキュ
メン トは [ ワークスペース ] に格納されます。

2 ファ イルをインポートする場合、 システム構成からのインポート
定義がチェッ ク され、 ファ イル名とシステム  インポート  ト ランス

レーシ ョ ン オブジェク トが照合されます。

3 アプ リ ケーシ ョ ン ファ イル内の各ドキュ メン トに対応する取引関

係 ( パートナー エディ タで確立 ) は、 このシステム インポート  ト
ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を使用して識別されます。 これに

よ り、 ドキュ メン トの処理にどのインポート  マップを使用するか

が識別されます。

4 ファ イル内のドキュ メン トに対応する取引関係が識別され、 その
関係で指定されているインポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク

トが確認されます。

5 ト ランスレータは、 インポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト

を使用して、 ドキュ メン トのチェ ッ クを行います。 適合している  
( 有効な ) ドキュ メン トは、 OK とマーク されます。 適合していな

い ( 無効な ) ドキュ メン トは、 失敗とマーク されます。

( 次のページへ続く )
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6 まだインポート  ファ イル内にドキュ メン トが残っている場合は、

すべてのドキュ メン トが処理されるまでステップ 3 ～ 5 が繰り返

されます。

7 電子商取引 (EC) マネージャ  を介して手動でファ イルをインポー

ト した り、 [ ドキュ メン ト  エディ タ ] を使用した場合は、 適合ド

キュ メン ト を  [ アウ ト  ドキュ メン ト ] にポス トする必要があ り

ます。

メモ
[ アウ ト  ドキュ メン ト ] に格納されたドキュ メン トは、 プロセス
管理システムまたは電子商取引 (EC) マネージャの伝送オプシ ョ ン
を使用して送信できます。

 ( 続き )
段階 説明
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概要 0

はじめに

この章の目的 この章では、 Gentran:Server の管理と保守に関する基本的な情報および手順につ

いて説明します。 次のよ うな ト ピッ クが含まれています。

◗ システムの起動と停止

◗ セキュ リ ティの設定

◗ 構成パラ メータの変更

◗ コ ミ ュニケーシ ョ ン プロファ イルの設定

◗ イベン ト  ビューアの使用

◗ GNTSTART.EXE と  TOMULTI.EXE ユーティ リ ティの使用

管理ツール Gentran:Server には、 システム構成など、 管理ツールと して使用できるプログラ

ムがいくつか用意されています。

また、 重大なエラーやオーディ ッ ト  エラーは Windows のアプリ ケーシ ョ ン イベ

ン ト  ログ (Windows イベン ト  ビューアからアクセス ) に書き込まれるので、 この

ログを使用してハード ウェアやソフ ト ウェアの問題を調べるこ とができます。

システム構成
プログラムへの
アクセス

次のいずれかの方法で、 システム構成プログラムにアクセスできます。

◗ Gentran:Server EC マネージャのメ イン ツールバーにある  [ 構成 ] アイコン 

 をク リ ッ ク します。

◗ [ スタート ] メニューから  [ プログラム ]、 [Gentran Server] の順に選択し、
[Gentran Server の構成 ] を選択して、 システム構成プログラムにアクセスし
ます。

既定では [ コン ト ローラ ] タブが表示されます。

メモ
システム構成プログラムにアクセスするには、 Gentran:Server にシステム管理者
と してログインする必要があ り ます。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月
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システム構成 – [ コン トローラ ] タブ 0

概要

はじめに システム構成の [ コン ト ローラ ] タブでは、 システムの各コン ト ローラの設定を

変更するこ とができます。 これには、 コン ト ローラの Gentran:Server サービスを

停止および開始するこ と も含まれます。 Gentran:Server システムは、 一連のタス

クを適切な順序で実行するこ とによ り、 いつでも停止および起動できます。

また、 [ コン ト ローラ ] タブを使用する と、 Gentran ポーラ  サービスおよび 
Gentran スケジューラ  サービスを開始および停止するこ と もできます。

推奨事項
ネッ ト ワークの保守、 Gentran:Server を実行しているコンピュータのオペレー
ティング システムのアップグレード、 および Gentran:Server データベースの保守
と再編成を実行する際には、 まずシステムを停止して ください。

加えて、 [ コン ト ローラ ] タブでは同時に実行できるプロセス管理イベン ト数の

上限を設定するこ と もできます。

( 次のページへ続く )
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図 次に、 システム構成の [ コン ト ローラ ] タブを示します。

各部と機能 次の表に、 [ コン ト ローラ ] タブの各部分とその機能を示します。

各部 機能

コン ト ローラ 選択されているコン ト ローラの名前が表示されます。

メモ
ク ラ イアン トからシステム構成を開始する と、 既定で
プライマ リ  Gentran システム  コン ト ローラが表示され
ます。

選択 選択されているコン ト ローラの設定および開始 / 停止

のコン ト ロールが表示されます。

( 次のページへ続く )
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( 次のページへ続く )

参照 [ ネッ ト ワーク  サーバーの選択 ] ダイアログ ボッ クス

が表示されます。 このダイアログ ボッ クスから適切

なコン ト ローラを選択できます。

ユーザー 選択されているコン ト ローラに Gentran:Server エグゼ

クティブが使用する  ODBC ログオン アカウン トの

ユーザー ID が表示されます。

パスワード Gentran:Server エグゼクティブが使用する  ODBC ログ

オン アカウン トのパスワードが表示されます。

確認 Gentran:Server エグゼクティブが使用する  ODBC ログ

オン アカウン トのパスワードを確認します。

停止 / 開始 選択されているコン ト ローラの適切なサービスを停止
または開始できます ( サービスは左側にリ ス ト されて

います )。

依存関係 Gentran:Server エグゼクティブを開始する前に開始す

る必要のあるサービスまたはグループを読み込む順番
を選択できます。

メモ
Gentran:Server エグゼクティブ サービスが依存する
サービスは、 次のよ うに順序付けられている必要があ
り ます。

1. Gentran オーディ ッ ト通知サービス

2. Gentran:Server メールボッ クス  サービス

3. Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ サービス  
( インス トールされている場合 )

自動起動 Gentran:Server エグゼクティブ サービスを自動的に開

始した り、 選択されているコン ト ローラの Gentran 
ポーラ  サービスや Gentran スケジューラ  サービスを  
Gentran:Server エグゼクティブの開始時に自動的に開

始した りできます。

間隔 ポーリ ングまたはスケジュールされているイベント の 
Gentran:Server によるチェック実施間隔を変更できます。

同時に発生するプロ
セス管理イベン トの
数を制限する

同時に発生するプロセス管理イベン トの数を制限でき
ます。

大イベン ト数 同時に実行できるプロセス管理イベン トの数が表示さ
れます。

各部 機能
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依存関係 [ コン ト ローラ ] タブの [ 依存関係 ] をク リ ッ クする と、 Gentran:Server エグゼク

ティブを開始する前に開始する必要のあるサービスまたはグループを読み込む
順番を選択するこ とで、 依存関係を指定できます。 Gentran:Server エグゼクティ

ブ サービスは、 インス トールされている次の 3 つのサービスに依存します。

◗ RPC サービス

◗ MSSQL サービス

◗ SQL エグゼクティブ サービス  

図
次の図に、 [ 依存関係 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

メモ
Gentran:Server エグゼクティブ サービスは、 Gentran オーディ ッ ト通知、
Gentran:Server メールボッ クス、 および Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ 
サービスにも依存しています ( サービスの順序は、 この文の記述のとおりです )。

注意
依存関係の変更は慎重に行う必要があ り ます。 依存関係の変更が適切かど うか
を確認して ください。
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システムの起動方法

はじめに Gentran:Server システムは、 システム構成プログラムがインス トールされている

ユーザー インターフェイス  ク ラ イアン ト またはコン ト ローラから起動できます。

メモ

◗ システムを起動するには、 Windows 管理者権限および Gentran:Server 管理者
権限が必要です。

◗ インス トールした Gentran:Server が HIPPA に対応している場合は、 デスク
ト ップでパスワード保護されたスク リーン  セーバーがアクティブになって
いなければ、 アクティブにするまで Gentran:Server にログオンできません。

手順 Gentran:Server システムを起動するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 システム構成プログラムがインス トールされているコンピュータ
の [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
システムが停止しているこ とを知らせる メ ッセージ ボッ クスが表
示されます。

メモ
使用するセキュ リ ティ  モードによっては、 Gentran:Server をまだ実
行していないと きに Gentran:Server プログラム  (システム構成など ) 
を開始する と、 [ ログイン ] ダイアログ ボッ クスが表示される場
合があ り ます。

2 [OK] をク リ ッ ク して、 メ ッセージを確認します。

システムからの応答
[ システム構成 ] ダイアログ ボッ クス  ([ コン ト ローラ ] タブ ) が表
示されます。

メモ
[ コン ト ローラ ] タブでは、 Windows の起動時に Gentran:Server エ
グゼクティブが自動的に開始するよ うに設定できます。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



システム管理者の機能 システムの起動方法 2 - 9
3 [ コン ト ローラ ] ボッ クスに、 プライマ リ  システム コン ト ローラ

の名前が表示されているかど うかによって、 次を実行します。

◗ 表示されている場合は、 ステップ 4 に進みます。

◗ 表示されていない場合は、 [ コン ト ローラ ] ボッ クスにコン ト
ローラ名を入力し、 [ 選択 ] をク リ ッ ク して、 選択したコン ト
ローラの設定および開始 / 停止のコン ト ロールを表示します。

4 Gentran:Server エグゼクティ ブ ( プライマリ  システム  コント ローラ ) 
の右にある  [ 開始 ] をク リ ッ ク して、 Gentran:Server エグゼクティ

ブを開始し、 システムを起動します。

システムからの応答
Gentran:Server システムが起動します。 Gentran:Server エグゼク
ティブが正し く開始される と、 Gentran ポーラおよび Gentran スケ
ジューラの [ 開始 ] ボタンが表示されます。

5 選択されているコン ト ローラの Gentran:Server エグゼクティブ 
サービスを Windows システムの起動時に起動するかど うかによっ

て、 次を実行します。

◗ 起動する場合は、Gentran:Server エグゼクティブの [停止 /開始 ] 
ボタンの右にある  [ 自動起動 ] チェッ クボッ クスをオンにし
ます。

◗ 起動しない場合は、 ステップ 6 に進みます。

6 Gentran:Server エグゼクティブ サービスが依存しているサービスの

順序が適切かど うかを確認します。 [ 依存関係 ] をク リ ッ ク して、

Gentran:Server エグゼクティブを開始する前に起動する必要のある

次のサービスまたはグループを読み込む順番を選択します。

1. Gentran オーディ ッ ト通知サービス

2. Gentran:Server メールボッ クス  サービス

3. Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ サービス  ( インス トール
されている場合 )

注意
依存関係の変更は慎重に行う必要があ り ます。 依存関係の変更が
適切かど うかを確認して ください。

参照
Gentran:Server エグゼクティブ サービスが依存するサービスの詳細
については、 「依存関係」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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7 Gentran ポーラ  サービスを起動するかど うかによって、 次を実行

します。

◗ 起動する場合は、Gentran ポーラの右にある  [ 開始 ] をク リ ッ ク
します。

◗ 起動しない場合は、 ステップ 8 に進みます。

メモ
Gentran ポーラは、 Gentran:Server エグゼクティブの開始時に自動
的に開始するよ う設定できます。 また、 Gentran ポーラがシステム
をポーリ ングする間隔も指定できます。

参照
Gentran ポーラを自動的に開始する方法、 およびポーリ ング間隔の
設定の詳細については、 「コン ト ローラの設定を変更する方法」 を
参照して ください。

8 Gentran スケジューラ  サービスを起動するかど うかによって、 次

を実行します。

◗ 起動する場合は、Gentran スケジューラの右にある  [ 開始 ] をク
リ ッ ク します。

◗ 起動しない場合は、 ステップ 9 に進みます。

メモ
Gentran スケジューラは、 Gentran:Server エグゼクティブの開始時
に自動的に開始するよ う設定できます。 また、 スケジュールされ
ているイベン ト を  Gentran スケジューラがチェッ クする間隔も指
定できます。

参照
Gentran スケジューラを自動的に起動する方法、 およびスケジュー
ル間隔の設定の詳細については、 「コン ト ローラの設定を変更する
方法」 を参照して ください。

9 システムに他のコン ト ローラがあるかど うかによって、 次を実行
します。

◗ ある場合は、 ステップ 10 に進みます。

◗ ない場合は、 ステップ 13 に進みます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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10 [ コン ト ローラ ] ボッ クスにセカンダ リ  コン ト ローラの名前を入

力するか、 [ 参照 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ ネッ ト ワーク  サーバーの選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。 適切なコン ト ローラを選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

11 選択されているコン ト ローラの設定および開始 / 停止コン ト ロー

ルを表示するには、 [ 選択 ] をク リ ッ ク します。

12 ステップ 4 ～ 9 を実行します。

13 [OK] をク リ ッ ク して、 システム構成プログラムを終了します。

 ( 続き )
ステップ 操作
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システムの停止方法

はじめに Gentran:Server システムは、 システム構成プログラムがインス トールされている

ユーザー インターフェイス  ク ラ イアン ト またはコン ト ローラから停止できます。

メモ
システムを停止するには、 Windows 管理者権限および Gentran:Server 管理者権限
が必要です。

注意
プライマ リ  システム コン ト ローラの Gentran:Server エグゼクティブ サービスを
停止する前に、 すべてのセカンダ リ  コン ト ローラ上の Gentran:Server エグゼク
ティブ サービスを停止する必要があ り ます。 セカンダ リ  コン ト ローラを停止す
る前にプライマ リ  システム コン ト ローラを停止する と、 セカンダ リ  コン ト ロー
ラでエラーが発生します。

手順 Gentran:Server システムを停止するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 Gentran:Server システムにログインしているユーザーがいないこ と

を確認します。

推奨事項
Windows Server のド メ イン マネージャを使用して、 直ちにログオ
フするよ う促すメ ッセージをすべてのユーザーに送信します。

2 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[ システム構成 ] ダイアログ ボッ クス  ([ コン ト ローラ ] タブ ) が表
示されます。

( 次のページへ続く )
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3 ◗ システムにセカンダ リ  コン ト ローラがあるかど うかによって、
次を実行します。

◗ ある場合は、[ コン ト ローラ ] タブの [ コン ト ローラ ] ボッ クス
にセカンダ リ  コン ト ローラの名前を入力します。

◗ ない場合は、 [ コン ト ローラ ] ボッ クスにプライマ リ  コン ト
ローラの名前を入力します。

別の操作方法
[ 参照 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ ネッ ト ワーク  サーバーの選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。 適切なコン ト ローラを選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

4 [ 選択 ] をク リ ッ ク し、 選択されているコン ト ローラの設定および

開始 / 停止コン ト ロールを表示します。

5 Gentran:Server エグゼクティブの右にある  [ 停止 ] をク リ ッ ク して、

Gentran:Server エグゼクティ ブを無効にし、 システムを停止します。

システムからの応答
警告が表示されます。

6 [ はい ] をク リ ッ ク して、 Gentran:Server エグゼクティブ サービス

を停止します。

システムからの応答
Gentran:Server システムが停止します。

7 ステップ 3 ～ 6 を実行して、 Gentran:Server システムにある他のコ

ン ト ローラの Gentran:Server エグゼクティブ サービスをそれぞれ

停止します。

メモ
プライマ リ  システム コン ト ローラの Gentran:Server エグゼクティ
ブ サービスは、 後に停止して ください。

8 [OK] をク リ ッ ク して、 システム構成プログラムを終了します。

 ( 続き )
ステップ 操作
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コン ト ローラの設定を変更する方法

はじめに [ コン ト ローラ ] タブでは、 同時に実行できるプロセス管理イベン ト数の上限を

設定するこ とができます。 また、 ODBC ログオン アカウン ト を変更した り、

Gentran:Server サービスの自動起動を指定したり、 データのポーリ ング間隔やス

ケジュールされているイベン トのチェッ ク実施間隔を変更したりできます。

メモ
同時に実行されるイベン トの数を制限するこ とによ り、 プロセスをよ り効率的
に実行できます。 アクティブなイベン トの数が設定されている上限に達する と、
それ以降のアクティブなイベン トはブロ ッ ク された状態にな り ます。 ブロ ッ ク
されたイベン トは、 現在実行されているイベン トの処理が完了する と実行され
ます。

手順 コン ト ローラ設定を変更するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[ システム構成 ] ダイアログ ボッ クス  ([ コン ト ローラ ] タブ ) が表
示されます。

2 ◗ [ コン ト ローラ ] タブの [ コン ト ローラ ] ボッ クスに、 コン ト
ローラの名前を入力します。

◗ [ 選択 ] をク リ ッ ク し、 選択されているコン ト ローラの設定お
よび開始 / 停止コン ト ロールを表示します。

メモ
[ コン ト ローラ ] タブのボッ クスは、 システムのコン ト ローラであ
るコンピュータが選択される と、 アクティブになり ます。

( 次のページへ続く )
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3 Gentran:Server エグゼクティブ サービスが使用する  ODBC ログオ

ン アカウン ト を変更する場合は、 次の手順に従います。

◗ [ 設定 ] セクシ ョ ンの [ ユーザー] ボッ クスに、Gentran:Server エ
グゼクティブが使用する  ODBC ログオン アカウン トのユー
ザー ID を入力します。

◗ [ ユーザー ] ボッ クスの右にある  [ パスワード ] ボッ クスに、
Gentran:Server エグゼクティブが使用する  ODBC ログオン  アカ
ウン トのパスワードを入力します。

◗ [ パスワード ] ボッ クスの右にある  [ 確認 ] ボッ クスに、
Gentran:Server エグゼクティブが使用する  ODBC ログオン  アカ
ウン トのパスワードをも う一度入力します。

4 Windows システムの起動時に、 選択されているコン ト ローラで 
Gentran:Server エグゼクティブ サービスが開始するよ う設定するに

は、 Gentran:Server エグゼクティブの [ 停止 / 開始 ] ボタンの右に

ある  [ 自動起動 ] チェッ クボッ クスをオンにします。

5 Gentran:Server エグゼクティブ サービスが依存しているサービスの

順序が適切かど うかを確認します。 [ 依存関係 ] をク リ ッ ク して、

Gentran:Server エグゼクティブを開始する前に起動する必要のある

次のサービスまたはグループを読み込む順番を選択します。

1. Gentran オーディ ッ ト通知サービス

2. Gentran:Server メールボッ クス  サービス

3. Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ サービス  ( インス トール
されている場合 )

Gentran:Server エグゼクティブを開始する前に起動する必要のある

その他のインス トール済みのサービス  ( データベース管理システ

ムなど ) またはグループを読み込む順番が [ 依存関係 ] ダイアログ 
ボッ クスで選択されているこ とを確認します。

メモ
選択されているコン ト ローラがデータベース  コン ト ローラでもあ
る場合は、 Gentran:Server エグゼクティブが自動的に起動する前
に、 必ずデータベース管理システムを有効にしておく必要があ り
ます。

6 Gentran:Server エグゼクティブの開始時に、 選択されているコン ト

ローラで Gentran ポーラ  サービスを開始したい場合は、 Gentran 
ポーラの [ 停止 / 開始 ] ボタンの右にある  [ 自動起動 ] チェッ ク

ボッ クスをオンにします。

7 Gentran:Server によるデータのコン ト ローラのポーリ ング間隔を変

更する場合は、 Gentran ポーラの [ 停止 / 開始 ] ボタンの右にある  
[ 間隔 ] ボッ クスで間隔を選択します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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8 Gentran:Server エグゼクティブの起動時に、 選択されているコン ト

ローラで Gentran スケジューラ  サービスを開始したい場合は、

Gentran スケジューラの [ 停止 / 開始 ] ボタンの右にある  [ 自動起

動 ] チェッ クボッ クスをオンにします。

9 スケジュールされているイベン トの Gentran:Server によるチェッ ク

実施間隔を変更する場合は、 Gentran スケジューラの [ 停止 / 開始 ] 
ボタンの右にある  [ 間隔 ] ボッ クスで間隔を選択します。

10 同時に発生するプロセス管理イベン トの数を制限するかど うかに
よって、 次を実行します。

◗ 制限する場合は、 [ 同時に発生するプロセス管理イベン トの数
を制限する ] チェッ クボッ クスをオンにして、 [ 大イベン ト
数 ] ボッ クスに同時に実行できるプロセス管理イベン トの数
を入力します。

メ モ
変更を有効にするには、 Gentran:Server エグゼクティブ 
サービスをいったん停止して再度開始する必要があ り ま
す。 システムを停止および起動する方法の詳細について
は、 「システムの起動方法」 を参照して ください。

◗ 制限しない場合は、 ステップ 11 に進みます。

11 ◗ [OK] をク リ ッ ク して、システム構成プログラムを終了します。

◗ または、 [ 適用 ] をク リ ッ ク して、 システム構成を終了せずに、
変更を保存します。

 ( 続き )
ステップ 操作
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システム構成 – [ システム ] タブ 0

概要

はじめに システム構成の [ システム ] タブでは、 次の処理を実行できます。

◗ ODBC データ  ソースの変更

◗ Gentran:Server が使用する メールボッ クスの選択

◗ 時間切れ受信確認のチェッ ク実施間隔の指定

◗ 受信確認の延期を生成する間隔の指定

◗ 受信確認の延期を整合する間隔の指定

◗ ほぼ同時に大量に送られてく る容量の小さなファ イルを自動的に " バッチ処
理 " する連結の間隔の指定

ODBC データ  ソース とは、 データベースを識別するため ODBC ド ラ イバに渡さ

れるパラ メータのセッ トです。 Gentran:Server データベースを他のコンピュータ

に移動した り、 データベース製品を変更した りする際には、 ODBC データ  ソー

スの変更が必要となる場合があ り ます。

注意
ODBC データ  ソースを変更する と、 そのデータ  ソースによって指定されていた 
Gentran:Server データベースには接続できな くなるので、 変更は慎重に行う必要
があ り ます。

[ システム ] タブでは、 時間切れ受信確認のチェッ ク頻度を指定できます。 これ

によ り、 時間切れ受信確認のチェッ ク頻度を少なく した り、 チェッ ク機能を完
全に無効にしたりできます。 時間切れのチェッ ク頻度を少なくする、 または
チェッ ク機能を無効にするこ とによ り、 システムのスループッ ト速度を向上で
きる場合があ り ます。

加えて、 受信確認の延期の生成および整合する間隔の設定、 およびほぼ同時に
大量に送られてく る容量の小さなファ イルを自動的に " バッチ処理 " する連結の

間隔を指定できます。

メモ
設定されたこれらの間隔の開始時間は、 Gentran:Server エグゼクティブ サービス
が起動ルーチンを完了する時刻によ り ます。 たとえば、 エグゼクティブ サービ
スが午前 8 時 24 分 32 秒に開始した場合、 間隔が 30 秒であれば、 延期された処
理は毎分 32 秒と  02 秒の時点で実行されます。 また、 間隔が 15 分に設定されて
いる場合、 延期された処理は毎時 39 分、 54 分、 09 分、 および 24 分の時点で実
行されます。

参照
受信確認の延期または即時処理のフラグ ( パートナー エディ タの [ インバウンド
関係 ] ダイアログ ボッ クス  ([ 詳細 ] オプシ ョ ン )) を設定する方法の詳細につい
ては、 『ユーザー ガイ ド』 の 「受信確認の使い方」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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図 次の図に、 システム構成の [ システム ] タブを示します。

( 次のページへ続く )
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各部と機能 次の表に、 [ システム ] タブの各部分とその機能を示します。

各部 機能

ODBC データ  ソース Gentran:Server データベースにアクセスするため指定

される  ODBC データ  ソースの名前が表示されます。

Gentran:Server で使

う、 メールボッ クス
を選んでください

Gentran:Server が使用する メールボッ クスが表示され

ます。

時間切れ受信確認の
チェッ ク間隔を入力
して ください

時間切れの受信確認をチェッ クする分単位の間隔 ( 値
は整数 ) が表示されます。

受信確認生成の間隔
を入力して ください

受信確認を生成する分単位の間隔 ( 値は整数 ) が表示

されます。

メモ
この機能を使用して、 受信確認の処理を延期するこ と
ができます。

受信確認整合の間隔
を入力して ください

受信確認との整合性をと る分単位の間隔 ( 値は整数 ) 
が表示されます。

メモ
この機能を使用して、 受信確認の処理を延期するこ と
ができます。

ファ イルの自動連結
の間隔を入力して く
ださい

容量の小さなファ イルを  1 つのファイルに連結して処

理 ( バッチ ) する間隔 ( 秒単位 ) が表示されます。

メモ
ほぼ同時に大量に送られてく る容量の小さなファ イル
を自動的にバッチ処理したい場合、 この機能は効果的
です。
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ODBC データ  ソースの変更方法

はじめに ODBC データ  ソース とは、 データベースを識別するため ODBC ド ラ イバに渡さ

れるパラ メータのセッ トです。 さまざまな理由で、 指定されている  ODBC デー

タ  ソースを変更しなければならない場合があ り ます。

例
Gentran:Server データベースを他のコンピュータに移動したり、 データベース製
品を変更した り した場合は、 ODBC データ  ソースを変更する必要がある場合が
あ り ます。

注意

◗ ODBC データ  ソースを変更する と、 そのデータ  ソースによって指定されて
いた Gentran:Server データベースには接続できな くなるので、 変更は慎重に
行う必要があ り ます。

◗ データ  ソースは、 Gentran:Server にログオンしているユーザーがいないと き
に変更して ください。

手順 ODBC データ  ソースを変更するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[ システム構成 ] ダイアログ ボッ クス  ([ コン ト ローラ ] タブ ) が表
示されます。

2 [ システム ] タブを選択します。

3 [ システム ] タブの [ODBC データ  ソース ] リ ス トで、

Gentran:Server データベースにアクセスするため指定される  ODBC 
データ  ソースの名前を選択します。

4 ◗ [OK] をク リ ッ ク して、システム構成プログラムを終了します。

◗ または、 [ 適用 ] をク リ ッ ク して、 システム構成を終了せずに、
変更を保存します。
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時間切れ受信確認のチェ ック頻度を変更する方法

はじめに この機能を使用する と、 時間切れ受信確認のチェッ ク頻度を分単位 ( 値は整数 ) 
で指定できます。 これによ り、 時間切れ受信確認のチェッ ク頻度を少なく した
り、 チェ ッ ク機能を完全に無効にした りできます。

使用目的 時間切れ受信確認のチェッ ク頻度を少なくする、 またはチェッ ク機能を無効に
するこ とによ り、 システムのスループッ ト速度を向上できる場合があ り ます。

手順 時間切れ受信確認のチェッ ク頻度を変更するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[ システム構成 ] ダイアログ ボッ クス  ([ コン ト ローラ ] タブ ) が表
示されます。

2 [ システム ] タブを選択します。

3 時間切れ受信確認のチェッ クボッ クスに、 時間切れ受信確認を
チェッ クする間隔を分単位 ( 値は整数 ) で入力します。

メモ
値と してゼロを入力する と、 時間切れ受信確認のチェッ ク機能は
完全に無効になり ます。

4 ◗ [OK] をク リ ッ ク して、システム構成プログラムを終了します。

◗ または、 [ 適用 ] をク リ ッ ク して、 システム構成を終了せずに、
変更を保存します。
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システム構成 – [ メールボックス ] タブ 0

概要

はじめに [ システム構成 ] ダイアログ ボッ クスの [ メールボッ クス ] タブでは、 メール

ボッ クス  サブシステムのパラ メータを表示、 変更、 作成、 および削除できます。

また、 メールボッ クスが処理するデータの型や、 それぞれの型に対するシステ
ムの動作を指定できます。

図 次に、 システム構成の [ メールボッ クス ] タブを示します。

( 次のページへ続く )
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各部と機能 次の表に、 [ メールボッ クス ] タブの各部分とその機能を示します。

各部 機能

( リ ス ト ) 定義済みのメールボッ クス  パラ メータが表示され

ます。

新規作成 新しいメールボッ クスの設定を定義できます。

削除 選択されたメールボッ クスの設定を削除します。

コンテンツ メ ッセージのコンテンツ  タイプが表示されます。

メモ
この値の大文字と小文字は区別されます。

サブコンテンツ メ ッセージのサブコンテンツのタイプが表示されま
す。 有効な値は次のとおりです。

◗ [Import]
◗ [Document-EDI]
◗ [EDI]

◗ [RosettaNet] (Gentran:Server for RosettaNet をインス
トールしている場合のみ )

メモ
この値の大文字と小文字は区別されます。

動作 指定されたコンテンツおよびサブコンテンツのタイプ
が出現する と きに実行されるシステムの動作が表示さ
れます。 有効な値は次のとおりです。

◗ [GDW_Process_MBFile] ( インバウンド伝送から
メールボッ クスのファ イルを処理 )

◗ [GDW_Import] ( 指定されたファイルから  
Gentran:Server の " インポート " 機能を実行 )

◗ [GDW_MBImport] ( 指定されたファ イルから  
Gentran:Server の " メールボッ クス  インポート " 機
能を実行 )
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メールボックス パラメータの変更方法

手順 メールボッ クス  パラ メータを変更するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[ システム構成 ] ダイアログ ボッ クス  ([ コン ト ローラ ] タブ ) が表
示されます。

2 [ メールボッ クス ] タブを選択します。

3 [ コンテンツ ] 列で、 修正するパラ メータ  セッ ト を選択します。

4 [ コンテンツ ] リ ス トで、 メ ッセージ コンテンツ  タイプを選択ま

たは入力します。

5 [ サブコンテンツ ] リ ス トで、 メ ッセージ サブコンテンツ  タイプ

を選択または入力します。

6 [ 動作 ] リ ス トで、 指定されたコンテンツおよびサブコンテンツ  
タイプが出現する と きに実行されるシステムの動作を選択します。

7 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
メ ッセージが表示され、変更を有効にするにはプライマ リ  Gentran 
システム コン ト ローラをいったん停止してから再度開始する必要
のあるこ とが通知されます。

8 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ コン ト ローラ ] タブが表示されるので、 プライマ リ  Gentran シス
テム コン ト ローラを停止して再起動します。 詳細については、
「システムの停止方法」 を参照して ください。

9 [OK] をク リ ッ ク して、 システム構成プログラムを終了します。
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新しいメールボックス パラメータの作成方法

手順 新しいメールボッ クス  パラ メータを作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[ システム構成 ] ダイアログ ボッ クス  ([ コン ト ローラ ] タブ ) が表
示されます。

2 [ メールボッ クス ] タブを選択します。

3 [ メールボッ クス ] タブで、 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
新しいメールボッ クスの設定を定義できます。

4 [ コンテンツ ] リ ス トで、 メ ッセージ コンテンツ  タイプを選択ま

たは入力します。

5 [ サブコンテンツ ] リ ス トで、 メ ッセージ サブコンテンツ  タイプ

を選択または入力します。

6 [ 動作 ] リ ス トで、 指定されたコンテンツおよびサブコンテンツ  
タイプが出現する と きに実行されるシステムの動作を選択します。

7 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
メ ッセージが表示され、変更を有効にするにはプライマ リ  Gentran 
システム コン ト ローラをいったん停止してから再起動する必要の
あるこ とが通知されます。

8 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ コン ト ローラ ] タブが表示されるので、 プライマ リ  Gentran シス
テム コン ト ローラを停止して再起動します。 詳細については、
「システムの停止方法」 を参照して ください。

9 [OK] をク リ ッ ク して、 システム構成プログラムを終了します。
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メールボックス パラメータの削除方法

手順 メールボッ クス  パラ メータを削除するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[ システム構成 ] ダイアログ ボッ クス  ([ コン ト ローラ ] タブ ) が表
示されます。

2 [ メールボッ クス ] タブを選択します。

3 [ コンテンツ ] 列で、 削除する メールボッ クス  パラ メータを選択

し、 [ 削除 ] をク リ ッ ク します。

注意
選択されたメールボッ クス  パラ メータは、 警告なしに削除され
ます。

4 [OK] をク リ ッ ク して、 システム構成プログラムを終了します。
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システム構成 – [ 分割機能 ] タブ 0

概要

はじめに [ システム構成 ] ダイアログ ボッ クスの [ 分割機能 ] タブでは、 Gentran:Server の
分割機能の登録を定義および編集できます。 既定の分割機能の登録は、 システム
にインス トールされています。 分割機能の各登録には、 受信したデータのイン
ターチェンジを識別および分割するために必要なパラ メータが含まれています。

使用する場合 独自のスタンダードを実装した り、 実装している  EDI スタンダードを変更した

りする と きには、 分割機能の登録の定義、 編集、 または削除が必要となる場合
があ り ます。

注意
Gentran:Server に標準装備されている既定の分割機能の登録は変更した り削除し
たり しないよ う強くお勧めします。

( 次のページへ続く )
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図 次に、 システム構成の [ 分割機能 ] タブを示します。

各部と機能 次の表に、 [ 分割機能 ] タブの各部分とその機能を示します。

各部 機能

新規作成 新しい分割機能の登録を定義できます。

削除 選択した分割機能の登録を削除します。

推奨事項
Gentran:Server に標準装備されている既定の分割機能
の登録は削除しないでください。

上へ移動 分割機能の登録を リ ス ト内で上に移動します。

( 次のページへ続く )
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下へ移動 分割機能の登録を リ ス ト内で下に移動します。

種類 分割機能の登録の種類が表示されます。

値

◗ [ 固定 ] では、 EDI データに定義済みの区切文字の
セッ トが含まれている必要があ り ます。 [ 固定 ] 
は、 既定の値です。

◗ [ 位置固定 ] では、区切文字が EDI データの定義さ
れた位置に存在する必要があ り ます。 システム
は、 この位置を基に区切文字を特定します。

◗ [ 位置可変 ] では、 インターチェンジの開始セグメ
ン ト と終了セグメン ト、 エレ メン ト区切文字の位
置 ( 区切文字を特定するために使用される情報 )、
開始セグメン トのエレ メン トの数、 開始セグメン
トの 大長、 および開始セグメン ト と終了セグメ
ン トに含まれる 後のエレ メン トの 大長が定義
されている必要があ り ます。

◗ [ 固定長 ] では、 終了セグメン トの 大長が定義さ
れている必要があ り ます。

◗ [CII] では、 データは CII スタンダードである必要
があ り ます。

◗ [XML] では、 データは開始セグメン トが定義され
ている  XML データである必要があ り ます。

◗ [NCPDP バッチ ] では、 データは NCPDP バッチ 
データである必要があ り ます。

メ モ
NCPDP バッチの分割機能の登録は、 1 つしか定義
できません。 定義済みの NCPDP バッチ分割機能
の登録が既に存在する と きに、 NCPDP バッチの
分割機能の登録を新たに追加しよ う とする と、
NCPDP バッチの 2 つ目のエン ト リは作成できない
こ とを通知する メ ッセージが表示されます。

メモ
[ 種類 ] の値を変更する と、 [ 分割機能 ] タブの他の
ボッ クスがアクティブまたは非アクティブにな り
ます。

開始 インターチェンジの開始セグメン トが表示されます。

終了 インターチェンジの終了セグメン トが表示されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
各部 機能
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インターチェンジ 
ブレーク

インターチェンジを分割するのに使用されるインター
チェンジ ブレーク  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト

が表示されます。

メモ
この リ ス トには、 登録されているインターチェンジ 
ブレーク  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トだけが表
示されます。

ファンクシ ョナル 
グループ ブレーク

インターチェンジ内のファンクシ ョナル グループを

分割するのに使用されるファンクシ ョナル グループ 
ブレーク  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが表示さ

れます。

メモ
この リ ス トには、 登録されているインターチェンジ 
ブレーク  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トだけが表
示されます。

ト ランザクシ ョ ン 
セッ ト  ブレーク

インターチェンジ内の ト ランザクシ ョ ン  セッ ト を分

割するのに使用される ト ランザクシ ョ ン  セッ ト  ブ
レーク  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが表示され

ます。

メモ
この リ ス トには、 登録されているインターチェンジ 
ブレーク  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トだけが表
示されます。

F/A 抽出 インターチェンジ レベルのファンクシ ョナル受信確

認をインターチェンジから抽出するのに使用される
ファンクシ ョナル受信確認ブレーク  ト ランスレー

シ ョ ン オブジェク トが表示されます。

メモ
この リ ス トには、 登録されているインターチェンジ 
ブレーク  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トだけが表
示されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
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タグ 使用しているスタンダードに応じて、 次の値が表示さ
れます。

◗ 種類が [ 固定 ] である場合は、タグ セパレータが表
示されます。

◗ 種類が [ 位置固定 ] である場合は、インターチェン
ジにおけるタグ  セパレータの位置が表示されます。

メモ

◗ [ 位置固定 ] の場合、 システムはこの値を使用して
タグ セパレータを特定し、 インターチェンジを分
割します。

◗ 使用しているスタンダードでタグ セパレータが
使用されない場合は、 [ タグ ] ボッ クスに 「0」 ( ゼ
ロ ) を入力します。

エレ メン ト 使用しているスタンダードに応じて、 次の値が表示さ
れます。

◗ 種類が [ 固定 ] である場合は、エレ メン ト  セパレー
タが表示されます。

◗ 種類が [ 位置固定 ] である場合は、インターチェン
ジにおける 初のエレ メン ト  セパレータの位置が
表示されます。

◗ 種類が [ 位置可変 ] である場合は、インターチェン
ジにおける 初のエレ メン ト区切文字の位置が表
示されます。

メモ

◗ [ 位置固定 ] および [ 位置可変 ] の場合、システムは
この値を使用してエレ メン ト区切文字を特定し、
インターチェンジを分割します。

◗ 使用しているスタンダードでエレ メン ト  セパレー
タが使用されない場合は、 [ エレ メン ト ] ボッ クス
に 「0」 ( ゼロ ) を入力します。

( 次のページへ続く )
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サブエレ メン ト 使用しているスタンダードに応じて、 次の値が表示さ
れます。

◗ 種類が [ 固定 ] である場合は、サブエレ メン ト  セパ
レータが表示されます。

◗ 種類が [ 位置固定 ] である場合は、インターチェン
ジにおける 初のサブエレ メン ト  セパレータの位
置が表示されます。

メモ

◗ [ 位置固定 ] の場合、 システムはこの値を使用して
サブエレ メン ト区切文字を特定し、 インターチェ
ンジを分割します。

◗ 使用しているスタンダードでサブエレ メン ト  セパ
レータが使用されない場合は、 [ サブエレ メン ト ] 
ボッ クスに 「0」 ( ゼロ ) を入力します。

セグメン ト 使用しているスタンダードに応じて、 次の値が表示さ
れます。

◗ 種類が [ 固定 ] である場合は、 セグメン ト  ターミ
ネータが表示されます。

◗ 種類が [ 位置固定 ] である場合は、インターチェン
ジにおける 初のセグメン ト  ターミネータの位置
が表示されます。

メモ

◗ [ 位置固定 ] の場合、 システムはこの値を使用して
セグメン ト  ターミネータを特定し、 インターチェ
ンジを分割します。

◗ 使用しているスタンダードでセグメン ト  ターミ
ネータが使用されない場合は、 [ セグメン ト ] ボッ
クスに 「0」 ( ゼロ ) を入力します。

Rep Elem 使用しているスタンダードで繰り返しデータ  エレ メ

ン ト を含む複合フ ィールドが使用されている場合は、
インターチェンジにおける繰り返しエレ メン ト  セパ

レータの場所が表示されます。 これらのフ ィールド
は、 リ アルタイム伝送では処理できないほど多くの発
生を含むこ とができるよ う書式化されている場合があ
り ます。

( 次のページへ続く )
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リ リース文字 使用しているスタンダードに応じて、 次の値が表示さ
れます。

◗ 種類が [ 固定 ] である場合は、 リ リース指示記号が
表示されます。

◗ 種類が [ 位置固定 ] である場合は、インターチェン
ジにおける 初のリ リース指示記号の位置が表示
されます。

メモ

◗ [ 位置固定 ] の場合、 システムはこの値を使用して
リ リース指示記号の区切文字を特定し、 インター
チェンジを分割します。

◗ 使用しているスタンダードで リ リース指示記号が
使用されない場合は、 [ リ リース文字 ] ボッ クスに
「0」 ( ゼロ ) を入力します。

小数点符号 使用しているスタンダードに応じて、 次の値が表示さ
れます。

◗ 種類が [ 固定 ] である場合は、小数点の表記記号が
表示されます。

◗ 種類が [ 位置固定 ] である場合は、数値フ ィールド
の小数点を表すコンマ (,) またはピ リオド  (.) が表
示されます。

◗ 種類が [ 位置可変 ] である場合は、数値フ ィールド
の小数点を表すコンマ (,) またはピ リオド  (.) が表
示されます。

メモ
使用しているスタンダードで小数点が使用されない場
合は、 [ 小数点符号 ] ボッ クスに 「0」 ( ゼロ ) を入力し
ます。

Gentran が探す

バイナリ  
セグメン ト名

データ内で検索されるバイナリ  セグメン トの名前を

指定します。 有効な値は、 次のとおりです。

◗ [BIN] ( バイナリ  セグメン トの名前 )
◗ [BDS] ( バイナリ  セグメン トの名前 )
◗ または、 このエディ ッ ト  ボッ クスをブランクにし

ておく こ とができます。 ブランクは、 データにバ
イナリ  セグメン トが含まれないこ とを示します。
この場合、 バイナリ  セグメン トはチェッ ク されま
せん。

メモ
上記以外の値を入力する と、 正しい値を入力するよ う
警告する メ ッセージが表示されます。

( 次のページへ続く )
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開始セグメン トの数 インターチェンジ開始セグメン トに含まれるエレ メン
トの数が表示されます。

メモ
セグメン ト  ターミネータを特定するために使用され
るコン ト ロールです ( システムは、 後のエレ メン ト
に含まれる英数字以外の 初の文字をセグメン ト  
ターミネータ と して認識します )。

開始セグメン トの
大長

インターチェンジ開始セグメ ント の 大長が表示され
ます。

メモ
セグメン ト  ターミネータを特定するために使用され
るコン ト ロールです ( システムは、 開始セグメン トの
大長を超えるセグメン ト  ターミネータは検索しま

せん )。

開始セグメン ト内の
後のエレ メン トの
大長

インターチェンジ開始セグメン トに含まれる 後のエ
レ メン トの 大長が表示されます。

メモ
セグメン ト  ターミネータを特定するために使用され
るコン ト ロールです ( システムは、 開始セグメン トに
含まれる 後のエレ メン トの 大長を超えるセグメン
ト  ターミネータは検索されません )。

終了セグメン トの
大長

インターチェンジ終了セグメ ント の 大長が表示され
ます。

メモ
インターチェンジの終端を識別するために使用される
コン ト ロールです。

 ( 続き )
各部 機能
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新しい分割機能の登録の定義方法

はじめに 独自のスタンダードを実装した り、 実装している  EDI スタンダードを変更した

りする と きには、 新しい分割機能の登録を定義する必要があ り ます。

手順 新しい分割機能の登録を定義するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[ システム構成 ] ダイアログ ボッ クス  ([ コン ト ローラ ] タブ ) が表
示されます。

2 [ 分割機能 ] タブを選択します。

3 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
新しい分割機能の登録を定義できます。

4 [ 種類 ] リ ス トで、 分割機能の登録の種類を選択します。

5 次の値を指定します。

◗ [ 開始 ] ボッ クス  ( 使用できる場合 )
◗ [ 終了 ] ボッ クス  ( 使用できる場合 )
◗ [ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] セクシ ョ ンで、 ド ロ ップ

ダウン リ ス トから適切なブレーク  ト ランスレーシ ョ ン オブ
ジェク ト を選択します。

◗ [ 区切文字 ] セクシ ョ ンで、 使用しているスタンダードに応じ
た区切文字を指定します。

参照
詳細については、 「各部と機能」 を参照して ください。

6 ◗ [OK] をク リ ッ ク して、システム構成プログラムを終了します。

◗ または、 [ 適用 ] をク リ ッ ク して、 システム構成を終了せずに、
変更を保存します。
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分割機能の登録の編集方法

はじめに 独自のスタンダードを実装した り、 実装している  EDI スタンダードを変更した

りする と きには、 分割機能の登録の修正が必要となる場合があ り ます。

注意
Gentran:Server に標準装備されている既定の分割機能の登録は変更しないよ う強
くお勧めします。

手順 分割機能の登録を編集するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[ システム構成 ] ダイアログ ボッ クス  ([ コン ト ローラ ] タブ ) が表
示されます。

2 [ 分割機能 ] タブを選択します。

3 [ 分割機能 ] タブの [ 種類 ] 列で、 編集する分割機能の登録を選択

します。

4 種類を変更する場合は、 [ 種類 ] リ ス トで分割機能の登録の種類を

選択します。

5 必要に応じて、 次の値を修正します。

◗ [ 開始 ] ボッ クス  ( 使用できる場合 )
◗ [ 終了 ] ボッ クス  ( 使用できる場合 )
◗ [ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] セクシ ョ ンで、 ド ロ ップ

ダウン リ ス トから適切なブレーク  ト ランスレーシ ョ ン オブ
ジェク ト を選択します。

◗ [ 区切文字 ] セクシ ョ ンで、 使用しているスタンダードに応じ
た区切文字を指定します。

参照
詳細については、 「各部と機能」 を参照して ください。

6 ◗ [OK] をク リ ッ ク して、システム構成プログラムを終了します。

◗ または、 [ 適用 ] をク リ ッ ク して、 システム構成を終了せずに、
変更を保存します。
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分割機能の登録の削除方法

はじめに 独自のスタンダードを実装した り、 実装している  EDI スタンダードを変更した

りする と きには、 分割機能の登録の削除が必要となる場合があ り ます。

注意

Gentran:Server に標準装備されている既定の分割機能の登録は削除しないよ う強

くお勧めします。

手順 分割機能の登録を削除するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[ システム構成 ] ダイアログ ボッ クス  ([ コン ト ローラ ] タブ ) が表
示されます。

2 [ 分割機能 ] タブを選択します。

3 [ 種類 ] 列で、 削除する分割機能の登録を選択し、 [ 削除 ] をク

リ ッ ク します。

システムからの応答
選択された分割機能の登録は、 警告なしに削除されます。

4 [OK] をク リ ッ ク して、 システム構成プログラムを終了します。
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分割機能の登録の順番を変更する方法

はじめに インターチェンジは、 [ 分割機能 ] タブの分割機能リ ス トにある登録の順番に

従って分割されるため、 分割機能リ ス トの並べ替えが必要となる場合があ り
ます。

例
したがって、 UNA セグメン トのいずれかを定義する前に UNB セグメン トの分割
機能の登録を定義した場合は、 (UNB は UNA に埋め込まれるため ) リ ス ト内で 
UNA 登録が UNB 登録よ り先に表示されるよ う順番を変更し、 インターチェンジ
が適切な順番で処理されるよ うにするこ とができます。

手順 分割機能の登録の順番を変更するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[ システム構成 ] ダイアログ ボッ クス  ([ コン ト ローラ ] タブ ) が表
示されます。

2 [ 分割機能 ] タブを選択します。

1 [ 分割機能 ] タブの [ 種類 ] 列で、 移動する分割機能の登録を選択

します。

◗ [ 上へ移動 ] をク リ ッ ク して、 その分割機能の登録を リ ス ト内
で上へ移動します。

◗ または、 [ 下へ移動 ] をク リ ッ ク して、 その分割機能の登録を
リ ス ト内で下へ移動します。

2 ◗ [OK] をク リ ッ ク して、システム構成プログラムを終了します。

◗ または、 [ 適用 ] をク リ ッ ク して、 システム構成を終了せずに、
変更を保存します。
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システム構成 – [ ユーザー ] タブ 0

概要

はじめに システム構成の [ ユーザー ] タブでは、 Gentran:Server のユーザーを管理できま

す。 システム  セキュ リ ティは、 システムにログオンできるユーザーや、 ユー

ザーが利用できる機能を管理する、 重要な継続的ステップです。 セキュ リ ティ
によ り、 システムの特定の領域を変更できるユーザーを限定して、 データの整
合性を守るこ とができます。

メモ

◗ システムに Gentran:Server のユーザーを追加する必要があ り ます。

◗ Gentran:Server を  " 統合 " セキュ リ テ ィ  モードで実行している場合、
Gentran:Server のユーザー ID と  Windows のユーザー ID が一致していれば、
ユーザーは Gentran:Server へのログオンを要求されません。

◗ Gentran:Server システムで " 統合 " セキュ リ ティ を使用している場合、 ユー
ザーの Windows パスワードが変更されたと きには、 そのユーザーの 
Gentran:Server およびデータベースのパスワードにも変更が必要となる場合
があ り ます。

( 次のページへ続く )
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図 次の図に、 システム構成の [ ユーザー ] タブを示します。

ユーザー タブの

各部と機能

次の表に、 [ ユーザー ] タブの各部分とその機能を示します。

各部 機能

( リ ス ト ) 定義済みの Gentran:Server ユーザーのリ ス トが表示さ

れます。

新規作成 新しいユーザーを定義できる  [ アクセス制限 ] ダイア

ログ ボッ クスが表示されます。

編集 ユーザー アクセス  パラ メータを変更できる  [ アクセ

ス制限 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

削除 選択されているユーザーを削除します。
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[ アクセス制限 ] 
ダイアログ ボックス

次に、 [ アクセス制限 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

[ アクセス制限 ] 
ダイアログ ボックス

の各部と機能

次の表に、 [ アクセス制限 ] ダイアログ ボッ クスの各部分とその機能を示します。

各部 機能

ユーザー ID ユーザーの一意のログオン識別子が表示されます。

ユーザー名 ユーザーの名前が表示されます。

パスワード
パスワードの確認

ユーザーのパスワードが表示されます。

メモ
パスワードは、 [ パスワードの確認 ] ボッ クスで確認
する必要があ り ます。

( 次のページへ続く )
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セキュ リ ティ  
マ ト リ ッ クス

ユーザーのアクセス権を選択できます。

システム管理者は、 他のユーザーの設定を更新してシ
ステム管理者権限を与えたり、 自分のシステム管理者
権限を削除するこ と もできます。 自分の権限を変更
し、 いったんプロファ イルを保存する と、 権限を リ
セッ トできな くなる場合があ り ます。

メモ
システム管理者権限を持つユーザーがシステムに一人
しか存在しない場合、 そのユーザーから管理者権限を
削除するこ とはできません。

有効な選択肢は次のとおりです。

◗ [ システム管理 ] を選択する と、 システム管理者権
限が与えられます。

注意
システム管理者と して割り当てるユーザー
は、 慎重に検討してください。 システム構
成プログラムには、 システム管理者だけが
アクセスできます。

◗ [ パートナー プロファ イル ] を選択する と、パート
ナー エディ タ とパートナーのウ ィザードへのアク
セス権が与えられます。

◗ [送信 /受信 ] を選択する と、データを送受信するア
クセス権が与えられます。

◗ [ インポート ] を選択する と、 データをインポート
するアクセス権が与えられます。

◗ [ エクスポート ] を選択する と、 データをエクス
ポートするアクセス権が与えられます。

◗ [ 画面入力 ] を選択する と、ドキュ メン ト  エディ タ  
( 画面入力 ) サブシステムへのアクセス権が与えら
れます。

◗ [ 自動処理 ] を選択する と、 プロセス管理サブシス
テムへのアクセス権が与えられます。

各部 機能
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新しいユーザーの追加方法

はじめに 新しいユーザーを設定できるのは、 システム管理者権限を持つユーザーだけで
す。 システム管理者権限を持っていない場合は、 担当のセキュ リ テ ィ管理者に
依頼して設定を完了する必要があ り ます。

メモ
Gentran:Server で、 ユーザーは各自、 自分のパスワードを変更できます。

手順 新しいユーザーを追加するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[ システム構成 ] ダイアログ ボッ クス  ([ コン ト ローラ ] タブ ) が表
示されます。

2 [ ユーザー ] タブを選択します。

3 [ ユーザー ] タブで、 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ アクセス制限 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4 [ ユーザー ID] ボッ クスに、 このユーザーの一意のログオン識別子

を入力します。

5 [ ユーザー名 ] ボッ クスに、 このユーザーの名前を入力します。

6 [ パスワード ] ボッ クスに、 ユーザーのパスワードを入力します。

7 [ パスワードの確認 ] ボッ クスに、 ユーザーのパスワードをも う一

度入力します。

8 [ セキュ リ ティ  マ ト リ ッ クス ] セクシ ョ ンで、 ユーザーがアクセ

スする必要のあるシステム内の領域を選択します。

9 [OK] をク リ ッ ク して、 [ アクセス制限 ] ダイアログ ボッ クスを閉

じます。

10 [OK] をク リ ッ ク して、 システム構成プログラムを終了します。
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ユーザーのアクセス制限の変更および表示方法

はじめに ユーザーのアクセス制限プロファ イルを変更できるのは、 システム管理者権限
を持つユーザーだけです。 システム管理者権限を持つユーザーは、 自分のプロ
ファ イルだけでなく、 他のすべてのユーザーのシステム  アクセス権も変更でき

ます。

メモ
システム管理者権限を持つユーザーがシステムに一人しか存在しない場合、 そ
のユーザーから管理者権限を削除するこ とはできません。

手順 ユーザーのアクセス制限プロファ イルを変更するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[ システム構成 ] ダイアログ ボッ クス  ([ コン ト ローラ ] タブ ) が表
示されます。

2 [ ユーザー ] タブを選択します。

3 変更したいユーザーのユーザー ID を選択し、 [ 編集 ] をク リ ッ ク

します。

システムからの応答
[ アクセス制限 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4 ユーザー名を修正するには、 [ ユーザー名 ] ボッ クスにこのユー

ザーの名前を入力します。

5 ユーザーのパスワードを修正するには、 次のボッ クスにパスワー
ドを入力します。

◗ [ パスワード ] ボッ クス

◗ [ パスワードの確認 ] ボッ クス

6 [ セキュ リ ティ  マ ト リ ッ クス ] セクシ ョ ンで、 ユーザーがアクセ

スする必要のあるシステム内の領域を選択します。

7 [OK] をク リ ッ ク して、 [ アクセス制限 ] ダイアログ ボッ クスを閉

じます。

8 [OK] をク リ ッ ク して、 システム構成プログラムを終了します。
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ユーザーの削除方法

はじめに システムからユーザー アクセス  プロファ イルを削除できるのは、 セキュ リ テ ィ

管理者 ( システム管理者権限を持つユーザー ) だけです。

メモ
システム管理者権限を持つユーザーが一人しか存在しない場合、 そのユーザー
をシステムから削除するこ とはできません。

手順 ユーザーを削除するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[ システム構成 ] ダイアログ ボッ クス  ([ コン ト ローラ ] タブ ) が表
示されます。

2 [ ユーザー ] タブを選択します。

3 削除するユーザーのユーザー ID を選択し、 [ 削除 ] をク リ ッ ク し

ます。

システムからの応答
削除を確認するダイアログ ボッ クスが表示されます。

4 [OK] をク リ ッ ク して、 選択されているユーザーを削除します。

5 [OK] をク リ ッ ク して、 システム構成プログラムを終了します。
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システム構成 – [ ディレク ト リ ] タブ 0

概要

はじめに [ システム構成 ] ダイアログ ボッ クスの [ ディ レク ト リ ] タブでは、

Gentran:Server のインス トール時に作成したシステム  データ  ス ト ア フォルダを

修正できます。

また、 ドキュ メン トやト ランスレータ  レポートのフォルダ ( インバウンド  イン

ターチェンジとアウ トバウンド  インターチェンジ、 ドキュ メン ト 、 およびト ラ

ンスレータ  レポート ) を、 ファ イルの作成日や日時に基づく階層型のファイル

構造と して構成するこ と もできます。

メモ
階層型ファ イル構造を使用する と、 1 つのフォルダに大量のファイルが保存され
るこ とを避け、 またフォルダの操作性が向上されるので、 システムの機能性が
向上します。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



システム管理者の機能 概要 2 - 47
図 次に、 システム構成の [ ディ レク ト リ ] タブを示します。

( 次のページへ続く )
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各部と機能 次の表に、 [ ディ レク ト リ ] タブの各部分とその機能を示します。

各部 機能

ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク ト

登録済みのト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが表示

されます。

メモ
既定値は [RegTransObj] です。

自動処理セッシ ョ ン すべてのプロセス管理イベン ト、 セッシ ョ ン、 および
カレンダのファイルが表示されます。

メモ
既定値は [Unattend] です。

アーカイブ ファ イル すべてのアーカイブ ファ イルが表示されます。

メモ
既定値は [Archive] です。

エラー ファ イル 分割機能で認識されなかったインターチェンジやネッ
ト ワーク  レポートが表示されます。

メモ
既定値は [ErrorData] です。

インバウンド伝送 メールボッ クス  インポート  ファ イルが表示されます。

メモ
既定値は [TransIn] です。

メモ
TRANSIN ディ レク ト リに設定するパスは、 [ インポー
ト ] タブでメールボッ クス  インポートに対して指定
する  UNC ファ イルのパス と一致している必要があ り
ます。

参照
インポート指定を設定する方法の詳細については、
「システム構成 – [ インポート ] タブ」 を参照して くだ
さい。

外部データ  ファ イル すべての外部データ  ファ イルのコピーが表示され

ます。

メモ
既定値は [ExternalData] です。

インバウンド  
インターチェンジ

受信されたすべてのインターチェンジが表示され
ます。

メモ
既定値は [IntIn] です。

( 次のページへ続く )
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アウ トバウンド  
インターチェンジ

送信されたすべてのインターチェンジが表示され
ます。

メモ
既定値は [IntOut] です。

ドキュ メン ト すべてのドキュ メン ト  ファ イルが表示されます。

メモ
既定値は [Documents] です。

ト ランスレータ
レポート

すべての ト ランスレータ  レポートが表示されます。

メモ
既定値は [TranRpt] です。

ディ レク ト リの形式 ドキュ メン トやト ランスレータ  レポートのフォルダ

を、 ファ イルの作成日や日時に基づく階層型のファ イ
ル構造と して構成できます。

使用できるオプシ ョ ンは、 次のとおりです。

◗ [ なし ] ( 既定値です )
◗ [YYYY/MM/DD] ( 日付別にファ イルを分類。 日付

書式は #YYYY/MM/DD)
◗ [YYYY/MM/DD/HH] ( 日時別にファイルを分類。

日時の書式は #YYYY/MM/DD/HH)

メモ
このオプシ ョ ンでディ レク ト リ構造を設定する と、
4 桁表記の年に対応する階層レベルを 上位に持つ構
造が作成されます。 その下位に 2 桁表記の月および 
2 桁表記の日に対応するレベルが作成され、 指定され
た書式によっては、 さ らに 2 桁表記の時間 (24 時間形
式 ) のレベルが作成されます。

ディ レク ト リ構造の変更は、 既存の構造には影響を与
えません。 新たにシステムに読み込まれるファ イル
は、 こ こで指定される階層レベルに格納されます。

PIP 0A1 
インターチェンジ

すべてのアウ トバウンド  PIP 0A1 エラー通知動作の

インターチェンジ (Gentran:Server for RosettaNet バー

ジ ョ ン 5.0 がインス トールされている場合 ) が表示さ

れます。

メモ
既定値は [IntRNPIP0A1] です。

... ( 参照 ) [ ディ レク ト リの選択 ] ダイアログ ボッ クスから適切

なフォルダを選択できます。

各部 機能
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



システム データ  ストア フォルダの修正方法 システム管理者の機能2 - 50
システム データ  ストア フォルダの修正方法

はじめに システム構成プログラムを使用する と、 Gentran:Server のインス トール時に作成

されるシステム データ  ス ト ア フォルダを修正できます。

手順 システム データ  ス ト ア フォルダを修正するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[ システム構成 ] ダイアログ ボッ クス  ([ コン ト ローラ ] タブ ) が表
示されます。

2 [ ディ レク ト リ ] タブを選択します。

( 次のページへ続く )
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3 [ ディ レク ト リ ] タブで、 次のいずれかの方法でシステム データ  
ス ト ア フォルダを修正します。

◗ 適切なボッ クスにパス とフォルダを入力します。

◗ または、 [...] ( 参照 ) をク リ ッ ク して、 フォルダを選択します。

システムからの応答
[ ディ レク ト リの選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます ( ファ
イル パスを選択して [OK] をク リ ッ ク します )。

注意
Gentran:Server を分散環境で実行している場合は、 すべてのフォル
ダを  ( ド ラ イブ マッピングを使用するのではなく ) UNC 書式で入
力する必要があ り ます。

参照 (...) ボタンをク リ ッ ク して [ ディ レク ト リの選択 ] ダイアログ 
ボッ クスからフォルダを選択した場合は、 自動的に UNC 書式で

フォルダが指定されます。

4 ドキュ メン トやト ランスレータ  レポートのフォルダ ( インバウン

ド  インターチェンジとアウ トバウンド  インターチェンジ、 ドキュ

メン ト 、 およびト ランスレータ  レポート ) を、 ファ イルの作成日

や日時に基づく階層型のファイル構造と して構成するかど うかに
よって、 次を実行します。

◗ 構成する場合は、 [ ディ レク ト リの形式 ] リ ス トでファ イル構
造を選択します。

◗ 構成しない場合は、 ステップ 5 に進みます。

5 [OK] をク リ ッ ク して、 システム構成プログラムを終了します。

 ( 続き )
ステップ 操作
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システム構成 – [ セキュリティ ] タブ 0

概要

はじめに [ システム構成 ] ダイアログ ボッ クスの [ セキュ リ ティ ] タブでは、 システムの

セキュ リ ティ  モードを定義できます。 Gentran:Server では、 次の 3 つのセキュ リ

ティ  モードがサポート されています。

◗ " 統合 "
◗ " 混合 "
◗ " 標準 "

推奨事項
Gentran:Server とデータベースのセキュ リ ティ  モードは同じにしておく こ とをお
勧めします。

メモ
使用するセキュ リ ティ  モードによっては、 Gentran:Server をまだ実行していない
と きに Gentran:Server プログラム  ( システム構成など ) を起動すると 、 [ ログイン ] 
ダイアログ ボッ クスが表示される場合があ り ます。

注意
ODBC データ  ソースが " 統合 " または " 混合 " のセキュ リ ティ  モードをサポート
していない、 またはサポートするよ う構成されていない場合は、 個別のログオ
ンが必要となる場合があ り ます。

" 統合 " 
セキュリティ  モード

" 統合 " は、 推奨されているセキュ リ ティ  モードです。 このモードでは、

Gentran:Server のユーザー ID が Windows の ID と同じであれば、 Gentran:Server へ
のサインオンは要求されません。

単体のシステムの場合
構成されているシステムが 1 つしかない場合、 このモードでは、 ログインに失敗
しない限り、 別のユーザーと して Gentran:Server にログインするこ とはできませ
ん。 ログインに失敗する と、 [ ログイン ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 シス
テムへのアクセス権が確認されます。

複数のシステムがある場合
構成されているシステムが複数ある場合、 " 統合 " セキュ リ ティ  モードでは、
[ ログイン ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 適切な Gentran:Server システムを
選択できます ([ ログイン ] ダイアログ ボッ クスでは、 ユーザー ID およびパス
ワードは無効です )。

( 次のページへ続く )
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" 混合 " 
セキュリティ  モード

" 混合 " セキュ リ ティ  モードでは、毎回 Gentran:Server の [ ログイン ] ダイアログ 
ボッ クスが表示されます。 Windows のユーザー名が既定値です。

Gentran:Server ユーザー ID が Windows のユーザー ID と同じである場合は、 [ ロ

グイン ] ダイアログ ボッ クスで [OK] をク リ ッ ク します。 この場合、 パスワード

の確認は行われず、 ユーザーは Gentran:Server にログインできます。

既定のユーザー名を変更する と、 パスワードの入力が求められ、 Gentran:Server 
にログインする前にパスワードの確認が行われます。 このモードを使用する と、
ユーザーの名前で簡単にログインできるほかに、 別のユーザーと してログイン
するこ と もできます。

" 標準 " 
セキュリティ  モード

" 標準 " セキュ リ ティ  モードでは、 毎回 Gentran:Server へのログインを行う必要

があ り ます。 [ ログイン ] ダイアログ ボッ クスでは、 Windows のユーザー名が既

定値で表示されます。

( 次のページへ続く )
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図 次に、 システム構成の [ セキュ リ ティ ] タブを示します。
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Gentran:Server のセキュリテ ィ  モードを定義する方法

手順 Gentran:Server のセキュ リ ティ  モードを定義するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[ システム構成 ] ダイアログ ボッ クス  ([ コン ト ローラ ] タブ ) が表
示されます。

2 [ セキュ リ ティ ] タブを選択します。

3 適切な Gentran:Server セキュ リ ティ  モードのオプシ ョ ンを選択し

ます。

4 ◗ [OK] をク リ ッ ク してセキュ リ ティ  モードを保存し、 [ システ
ム構成 ] ダイアログ ボッ クスを閉じます。

◗ または、 [ 適用 ] をク リ ッ ク して、 システム構成を終了せずに、
セキュ リ ティ  モードを保存します。
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システム構成 – [ インポート ] タブ 0

概要

はじめに [ システム構成 ] ダイアログ ボッ クスの [ インポート ] タブでは、 特定の拡張子

を持つ特定の場所にあるファ イルを ト ランスレーシ ョ ンする際に使用するイン
ポート またはシステム インポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を指定でき

ます。

メモ
インポート またはシステム  インポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トは、
パートナー関係を特定するキーを構築するために使用されます。 次いで、 特定
されたパートナー関係に基づき、 データの ト ランスレーシ ョ ンで使用される ト
ランスレーシ ョ ン オブジェク トが特定されます。

使用する場合 各インポート  ファ イル タイプに対して、 インポート処理中にト ランスレーシ ョ

ンを開始するために使用するインポート またはシステム  インポート  ト ランス

レーシ ョ ン オブジェク ト を指定するインポート指定を定義する必要があ り ます。

必要に応じて、 ワイルド  カード  (*) を使用できます。

参照
インポートおよびシステム インポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの詳細
については、 『アプ リ ケーシ ョ ン  インテグレーシ ョ ン ユーザー ガイ ド』 の 「イ
ンポート処理の設定」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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ファイル タイプと

ファイル名

インポートするファ イルは、 ファ イルのタイプまたは特定のファ イル名で指定
できます。

推奨事項
パス とフォルダを指定する方法よ り、 ファ イル タイプを指定する方法を推奨し
ます。 ファ イル タイプを指定すれば、 ユーザーは UNC ファ イル名を使用せず
に、 自分のローカル ド ラ イブから特定のタイプのファイルをインポートできる
からです。

インポートが機能しない場合
次のいずれかの場合、 インポートは正常に機能しません。

◗ システム構成の [ インポート ] タブで UNC ファ イル名を指定し、 インポート
でローカル ド ラ イブ (C ド ラ イブなど ) を指定する場合。

◗ システム構成の [ インポート ] タブでファイル タイプまたはファ イル名を指
定し、 インポートで UNC ファ イル名を指定する場合。

◗ 指定したインポート  フォルダに 2 つの異なる共有が設定されており、 システ
ム構成の [ インポート ] タブが一方を使用し、 インポートで他方を使用する
場合。

インポートが成功する場合
次のいずれかの場合、 インポートは正常に機能します。

◗ システム構成の [ インポート ] タブで UNC ファ イル名を指定し、 インポート
でマッピングされたド ラ イブ ( 例、 F ド ラ イブなど ) を指定する場合。

◗ システム構成の [ インポート ] タブと インポートの両方で、 UNC ファ イル名
を指定する場合 ( ただし、 両方で同じ共有を使用する場合 )。

◗ システム構成の [ インポート ] タブと インポートの両方で、 ファ イル タイプ
またはファ イル名を指定する場合。

( 次のページへ続く )
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図 次に、 システム構成の [ インポート ] タブを示します。

( 次のページへ続く )
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各部と機能 次の表に、 [ インポート ] タブの各部分とその機能を示します。

各部 機能

( リ ス ト ) 定義済みのインポート指定が表示されます。

新規作成 新しいインポート指定を定義できます。

削除 選択したインポート指定を削除します。

上へ移動 インポート指定を リ ス ト内で上に移動します。

下へ移動 インポート指定を リ ス ト内で下に移動します。

参照 [ ディ レク ト リの選択 ] ダイアログ ボッ クスからファ

イルのパスを選択できます。

ファ イル パス ファ イルのパスおよびタイプ ( または特定のファイル

名 ) が表示されます。

メモ
特定のファ イル名を入力するか、 ワイルドカード  (*) 
を使用して特定の拡張子を持つファイルすべて (*.txt 
など ) を指定できます。

ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク ト

指定タイプのファ イルのインポートの際に、 そのファ
イルの ト ランスレーシ ョ ンを開始するために使用する
インポート またはシステム  インポート  ト ランスレー

シ ョ ン オブジェク ト を表示します。

メモ
[ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] リ ス トには、 シ
ステムで登録されている各インポートおよびシステム  
インポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの説明
が表示されます。
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新しいインポート指定の定義方法

はじめに インポートする各ファイル タイプに対して、 インポート指定 ( ファ イルの場所、

ファ イル名、 ファ イル拡張子など ) を定義する必要があ り ます。 インポート指定

でまだ定義されていない特定の場所にあるファ イル、 特定の名前のファ イル、
または特定のファ イル拡張子を持つファイルをインポートするには、 新しいイ
ンポート指定を作成する必要があ り ます。

手順 インポート指定を定義するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[ システム構成 ] ダイアログ ボッ クス  ([ コン ト ローラ ] タブ ) が表
示されます。

2 [ インポート ] タブを選択します。

3 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
新しいインポート指定を定義できます。

( 次のページへ続く )
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4 次のいずれかの方法で、 [ ファ イル パス ] ボッ クスに入力します。

◗ ファ イル タイプを入力します。

◗ [ 参照 ] をク リ ッ ク して、 フォルダを選択します。

システムからの応答
[ ディ レク ト リの選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます ( ファ
イル パスを選択し、 [OK] をク リ ッ ク します )。

推奨事項
このボッ クスで、 パス とフォルダを指定するよ り、 ファ イル タイ
プを入力するよ う推奨します。 ファ イル タイプを指定すれば、
ユーザーは UNC ファ イル名を使用せずに、 自分のローカル ド ラ
イブから特定のタイプのファイルをインポートできるからです。

メモ
メールボッ クス  インポートの場合は、 UNC パス とファ イル名を指
定する必要があ り ます。 この場合は、 [ ディ レク ト リ ] タブで 
TRANSIN ディ レク ト リに設定したパス と同一のパスを指定して く
ださい。

参照
ディ レク ト リ設定の詳細については、 「システム構成 – [ ディ レク
ト リ ] タブ」 を参照して ください。

5 [ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] リ ス トで、 指定タイプの

ファ イルのインポートの際にそのファ イルの ト ランスレーシ ョ ン
を開始するために使用するインポート またはシステム  インポート  
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を選択します。

6 ◗ [OK] をク リ ッ ク して、システム構成プログラムを終了します。

◗ または、 [ 適用 ] をク リ ッ ク して、 システム構成を終了せずに、
インポート指定を保存します。

 ( 続き )
ステップ 操作
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インポート指定の編集方法

はじめに 既存のインポート指定を編集できます。 既存のインポート指定で設定されてい
るファ イルのインポート元、 特定のファイル名、 またはファイル拡張子を変更
する場合は、 インポート指定を編集する必要があ り ます。

手順 インポート指定を編集するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[ システム構成 ] ダイアログ ボッ クス  ([ コン ト ローラ ] タブ ) が表
示されます。

2 [ インポート ] タブを選択します。

3 [ ファ イル パス ] 列で、 編集するインポート指定を選択し、 その

インポート指定を表示します。

4 次のいずれかの方法で、 [ ファ イル パス ] ボッ クスに入力します。

◗ ファ イル タイプを入力します。

◗ [ 参照 ] をク リ ッ ク して、 フォルダを選択します。

システムからの応答
[ ディ レク ト リの選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます ( ファ
イル パスを選択し、 [OK] をク リ ッ ク します )。

推奨事項
このボッ クスで、 パス とフォルダを指定するよ り、 ファ イル タイ
プを入力するよ う推奨します。 ファ イル タイプを指定すれば、
ユーザーは UNC ファ イル名を使用せずに、 自分のローカル ド ラ
イブから特定のタイプのファイルをインポートできるからです。

メモ
メールボッ クス  インポートの場合は、 UNC パス とファ イル名を指
定する必要があ り ます。 この場合は、 [ ディ レク ト リ ] タブで 
TRANSIN ディ レク ト リに設定したパス と同一のパスを指定して く
ださい。

参照
ディ レク ト リ設定の詳細については、 「システム構成 – [ ディ レク
ト リ ] タブ」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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5 [ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] リ ス トで、 指定タイプの

ファ イルのインポートの際にそのファ イルの ト ランスレーシ ョ ン
を開始するために使用するインポート またはシステム  インポート  
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を選択します。

6 ◗ [OK] をク リ ッ ク して、システム構成プログラムを終了します。

◗ または、 [ 適用 ] をク リ ッ ク して、 システム構成を終了せずに、
インポート指定を保存します。

 ( 続き )
ステップ 操作
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インポート指定の削除方法

手順 インポート指定を削除するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[ システム構成 ] ダイアログ ボッ クス  ([ コン ト ローラ ] タブ ) が表
示されます。

2 [ インポート ] タブを選択します。

3 [ ファ イル パス ] 列で、 削除するインポート 指定を選択し、 [ 削除 ] 
をク リ ッ ク します。

注意
インポート指定は、 警告なしに削除されます。

4 [OK] をク リ ッ ク して、 システム構成プログラムを終了します。
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インポート指定の順番の変更方法

はじめに 同じファ イル パスに対して 1 つ以上の ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を定義

している場合、 インポート指定リ ス トの順番の変更が必要な場合があ り ます。

1 つ以上のインポート指定でまったく同じファ イル パスが指定されている場合、

システムは [ インポート ] タブで 初にリ ス ト されているインポート指定を使用

して、 パートナー関係を特定するキーを作成します。 次いで、 特定したパート
ナー関係に基づき、 データの ト ランスレーシ ョ ンで使用する ト ランスレーシ ョ
ン オブジェク ト を特定します。

メモ
リ ス ト内で、 *.* ( 指定パス内のすべてのファイル ) を含むファ イル パスが他の
すべてのファイル指定よ り前にある場合、 それ以降のファ イル指定はすべて無
視されます。

手順 インポート指定の順番を変更するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[ システム構成 ] ダイアログ ボッ クス  ([ コン ト ローラ ] タブ ) が表
示されます。

2 [ インポート ] タブを選択します。

3 [ ファ イル パス ] 列で、 順番を変更するインポート指定を選択し

ます。

◗ [ 上へ移動 ] をク リ ッ ク して、 インポート指定を リ ス ト内で上
に移動します。

◗ [ 下へ移動 ] をク リ ッ ク して、 インポート指定を リ ス ト内で下
に移動します。

4 [OK] をク リ ッ ク して、 システム構成プログラムを終了します。
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システム構成 – [ オーディ ッ ト / 通知 ] タブ 0

概要

はじめに [ オーディ ッ ト / 通知 ] タブでは、 オーディ ッ ト通知サブシステムにアクセスし

て、 すべてのオーディ ッ トおよび通知パラ メータを設定できます。

参照
詳細については、 「オーディ ッ ト通知システムの使い方」 を参照して ください。
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システム構成 – [ 外部データ ] タブ 0

概要

はじめに [ システム構成 ] ダイアログ ボッ クスの [ 外部データ ] タブでは、 Gentran:Server 
が外部データ  ファ イルをシステム データ  ス ト アにコピーする方法を定義できま

す。 次のシステム動作が生じた場合に、 外部データ  ファ イルのコピーを行う よ

う指定できます。

◗ ファ イル処理

◗ インポート

◗ エクスポート  

メールボッ クスから受信したインバウンド  データを処理する場合と、 メール

ボッ クスを介して受信したインポート  データを処理する場合 ( メ ッセージ コン

テンツ  タイプが アプ リ ケーシ ョ ン / インポートの場合 ) は、 常にデータが外部

データ  フォルダへコピーされます。 したがって、 [ 外部データ ] タブでユーザー

が設定できるのは、 上記パラ メータのみです。

いずれの場合でも、 システムは Gentran:Server でデータを処理するために、 メー

ルボッ クス  メ ッセージからデータを抽出します。 これらの外部データは常に外

部データ  フォルダにコピーされます。

Gentran:Server から メールボッ クスへ送信されたアウ トバウンド  データについて

は、 メールボッ クス  メ ッセージと関連付けられるので外部データ  フォルダに保

存されません。 したがって、 データがアウ トバウンド送信され、 メールボッ ク
ス内のそのデータが削除またはアーカイブされた場合、 そのデータは 
Gentran:Server 外部データ  ビューでは表示できません。

メモ
ファ イル処理、 外部データのインポート、 エクスポートのいずれもコピーする
よ う指定しないと、 Gentran:Server ドキュ メン ト  ブラウザで、 外部データ  ファ イ
ルを表示するオプシ ョ ンは使用できません。

参照
外部データの表示に関する詳細については、 『ユーザー ガイ ド』 の 「アーカイブ
と復元の使い方」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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図 次の図に、 システム構成の [ 外部データ ] タブを示します。

各部と機能 次の表に、 [ 外部データ ] タブの各部とその機能を示します。

各部 機能

ファ イル処理 ファ イル処理に関連する外部データを外部データ  フォル

ダへコピーするこ とを示します ( 選択されている場合 )。

インポート インポートに関連する外部データを外部データ  フォルダ

へコピーするこ とを示します ( 選択されている場合 )。

エクスポート エクスポートに関連する外部データを外部データ  フォル

ダへコピーするこ とを示します ( 選択されている場合 )。
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外部データ  オプシ ョ ンの設定方法

手順 Gentran:Server で外部データ  オプシ ョ ンを定義するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[ システム構成 ] ダイアログ ボッ クス  ([ コン ト ローラ ] タブ ) が表
示されます。

2 [ 外部データ ] タブを選択します。

3 外部データ  ファ イルのコピーを実施する  Gentran:Server 動作の

チェッ クボッ クスをオンにします。

4 ◗ [OK] をク リ ッ ク して設定を保存し、 [ システム構成 ] ダイアロ
グ ボッ クスを閉じます。

◗ または、 [ 適用 ] をク リ ッ ク して、 システム構成を終了せずに、
設定を保存します。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



概要 システム管理者の機能2 - 70
イベント  ビューアの使用 0

概要

はじめに Windows イベン ト  ビューアを使用して、 Windows アプ リ ケーシ ョ ン イベン ト  ロ
グを表示できます。 Gentran:Server は、 オーディ ッ ト  ログへ書き込めないエラー 
( データベースを開く際のエラーなど ) やオーディ ッ ト  エラー ( オーディ ッ ト  ロ
グへの書き込み不能など ) などの重大なエラーを  Windows アプ リ ケーシ ョ ン イ
ベン ト  ログへ書き込みます。

Windows アプ リ ケーシ ョ ン イベン ト  ログ サービスは、 Windows を起動する と自

動的に開始します。 既定では、 Gentran:Server は、 Gentran:Server を実行している

コンピュータのアプリ ケーシ ョ ン  イベン ト  ログに、 これらの重大なエラーを書

き込みます。

メモ
Gentran:Server を  Windows 98 または Windows Millennium Edition コンピュータで
実行している場合、 Gentran:Server はホーム  フォルダのテキス ト  ファ イル 
(Gentranevent.log) に重大なエラーを書き込みます。

メモ

◗ 通知パラ メータを設定して、 これらのメ ッセージが通知コンポーネン トへ送
信されるよ うにするこ と もできます。

◗ Gentran:Server で、 ユーザー定義のオーディ ッ ト  メ ッセージを  Windows イベ
ン ト  ログに書き込むよ う指定するこ とができます。

参照

◗ 通知パラ メータの設定に関する詳細については、 「通知の追加方法」 を参照
して ください。

◗ オーディ ッ ト  メ ッセージを Windows イベン ト  ログへ書き込むよ う指定する
方法については、 「オーディ ッ ト  メ ッセージの追加方法」 を参照して くだ
さい。

使用目的 Gentran:Server によ りアプ リ ケーシ ョ ン イベン ト  ログに書き込まれる情報の中に

は、 ハード ウェアまたはソフ ト ウェア問題の分析に役立つ情報が含まれている
場合があ り ます。 また、 システム管理者は Gentran:Server の Windows アプリ ケー

シ ョ ン  イベン ト  ログを定期的に確認するこ とで、 Gentran:Server の処理に影響が

生じる前に、 問題を発見し、 エラーを検出、 修正できる場合があ り ます。

( 次のページへ続く )
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イベン ト  ログの

表示

適切なセキュ リ ティ権限でログオンしているシステム管理者は、 アクセス権を
持つ各コンピュータのアプリ ケーシ ョ ン  イベン ト  ログを表示できます。

推奨事項
システム管理者は、 Gentran:Server が実行されている各コンピュータのアプ リ
ケーシ ョ ン イベン ト  ログを定期的に参照するよ うお勧めします。

アプ リ ケーシ ョ ン イベン ト  ログは、 Windows イベン ト  ビューアで表示できま

す。 通常イベン ト  ビューアは、 Windows の [ スタート ] メニューから、 [ プログ

ラム ]、 [ 管理ツール ] の順に選択し、 [ 管理ツール ] グループの中にあるイベン

ト  ビューア アイコンをク リ ッ クするこ とで表示できます。

メモ
各コンピュータの Windows アプ リ ケーシ ョ ン イベン ト  ログには、 Gentran:Server 
によって記録されたメ ッセージだけでなく、 同じコンピュータで実行されてい
る他の Windows アプ リ ケーシ ョ ンによって記録されたメ ッセージも含まれてい
ます。 ただし、 アプリ ケーシ ョ ン イベン ト  ログでイベン トの表示をフ ィルタし
て、 Gentran:Server のイベン トだけを表示できます。

参照
イベン ト  ログの記録と表示に関する詳細については、 Windows イベン ト  ビュー
アのオンライン ヘルプを参照して ください。
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概要 0

はじめに

この章の目的 この章では、 次の内容について説明します。

◗ オーディ ッ ト通知システムのコンポーネン ト と機能

◗ エラー レポート と通知機能の構成方法

◗ オーディ ッ ト  ログと通知ログを使用してシステム活動をモニターする方法

オーディ ッ ト通知
システムについて

オーディ ッ ト通知システムは、 エラーを識別するためのソフ ト ウェア コンポー

ネン トで、 Gentran:Server と共にインス トールされます。 このシステムを使用し

て、 Gentran:Server およびその関連システム  ( メールボッ クス、 アーカイブ、

ユーザー システムなど ) 内でのオーディ ッ ト  メ ッセージの生成および通知動作

を構成できます。

Microsoft® 
Outlook® の要件

プライマ リ  Gentran システム コン ト ローラに、 Microsoft Outlook をインス トール

している必要があ り ます。 Microsoft 社によ り実施されたセキュ リ テ ィの変更に

よ り、 Office XP 以降の Outlook (Outlook 2002 以降を含む ) では、 メ ッセージを自

動的に送信するために、 Outlook で Microsoft Exchange Server の使用を構成する必

要があ り ます。 さ らに、 プライマ リ  Gentran システム コン ト ローラは、 Microsoft 
Exchange Server と同じ ド メ インまたは同様に信頼されたド メ イン内に存在する

必要があ り ます。

注意
Outlook で別の構成を使用する と、 Outlook ク ラ イアン トが起動していない限り、
メ ッセージを自動的に送信できな くな り ます。

メモ
E メールのバッ クエンドに Microsoft Exchange を使用している場合、
Gentran:Server メールボッ クス  サービスは Exchange メールボッ クスへのアクセス
が許可されている ド メ イン アカウン ト を使用する必要があ り ます。 これによ り、
Gentran:Server メールボッ クス  サービスは、 パスワードを入力せずにメールボッ
クスに直接ログオンできるよ うにな り ます。

( 次のページへ続く )
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主な用語 次の表は、 この章で使用される主な用語を示します。

用語 説明

オーディ ッ ト  メ ッセージ オーディ ッ ト  メ ッセージはオーディ ッ ト通知

システムで定義され、 説明文や他の情報を使
用して、 システムが処理している内容に関す
る概要データのログを記録します。 システム  
コンポーネン トは、 コンポーネン トで発生し
ている処理を示す特定のオーディ ッ ト  メ ッ

セージを記録するよ うオーディ ッ ト通知サー
バーに対して要求します。

オーディ ッ ト  ログ エン ト リ オーディ ッ ト通知サーバーによって、 オー
ディ ッ ト  メ ッセージがオーディ ッ ト  ログに書

き込まれる と、 その情報がオーディ ッ ト  ログ 
エン ト リ と して表示されます。 このエン ト リ
によ り、 ユーザーはシステム活動をモニター
できます。

ソース オーディ ッ ト  メ ッセージを生成するシステム

またはファンクシ ョナル システム領域 
(Gentran:Server、 アーカイブ、 ユーザー シス

テムなど )。

メモ
オーディ ッ ト  メ ッセージ番号では、 ソースは
ソース  ID と呼ばれる数値で表されます。

コンポーネン ト オーディ ッ ト  メ ッセージを生成する特定の

ソースの構成要素 (Gentran:Server 自動処理プ

ログラムなど )。

メモ
オーディ ッ ト  メ ッセージ番号では、 コンポー
ネン トはコンポーネン ト  ID と呼ばれる数値で
表されます。

メ ッセージ ID コンポーネン トの特定のエラーを示す 1 ～ 
65535 の番号。

( 次のページへ続く )
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オーディ ッ ト通知システムの使い方 はじめに 3 - 5
( 次のページへ続く )

オーディ ッ ト  メ ッセージ番号 オーディ ッ ト  メ ッセージに割り当てられる番

号。 3 つの識別フ ィールド  ( ソース  ID、 コン

ポーネン ト  ID、 およびメ ッセージ ID) で構成

されます。

例
1-1-1000

この例で、 初の 1 はソース  ID を、 2 番目の 
1 はコンポーネン ト  ID を、 後の 1000 は
メ ッセージ ID を示します。

参照
ソースおよびコンポーネン トの数値について
は、 「ソースおよび コンポーネン トの 数値」
を参照して ください。

通知 特定のエラー メ ッセージが生成されたと きに

オーディ ッ ト通知システムによって開始され
る、 ユーザー定義の E メール、 ページャー、

警告メ ッセージ、 または通知タイプのプロセ
ス管理イベン ト。

通知ログ エン ト リ 通知ログに表示される項目。 オーディ ッ ト通
知システムによって生成された通知の情報を
要約します。

イベン ト  ID オーディ ッ ト通知システムによってすべての
システム イベン トに割り当てられる一意の番

号 ( およびオーディ ッ ト  ログ エン ト リ )。 同

じプロセス管理イベン ト、 ユーザー セッシ ョ

ン、 またはシステムが生成するイベン トから
生成されたオーディ ッ ト  ログ エン ト リには、

同じイベン ト  ID 番号が割り当てられます。 既

定では、 同じイベン ト  ID のエン ト リは、 オー

ディ ッ ト  ログ表示で同じグループに分類され

ます。

オペレータ 特定のオーディ ッ ト  メ ッセージが生成された

場合に、 通知を受け取るよ う システムで設定
されているユーザー。

 ( 続き )
用語 説明
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はじめに オーディ ッ ト通知システムの使い方3 - 6
システム フロー 次の図に、 オーディ ッ ト通知システム内のデータのフローを示します。

システムでの
フローの説明

次の表に、 オーディ ッ ト通知システムのフローを説明します。

段階 説明

1 処理中にイベン トが発生し、 オーディ ッ ト  メ ッセージの生成が開

始します。

2 適切なシステムまたはシステム  コンポーネント により 、 オー

ディ ッ ト 通知サーバーにオーディ ッ ト  メ ッ セージが送信されます。

3 オーディ ッ ト通知サーバーによ り、 設定された送信先にメ ッセー
ジが送信されます。 送信先には、 オーディ ッ ト  ログ、 Windows イ
ベン ト  ログ、 通知ログのいずれかまたはすべてを指定できます 
( 通知がオーディ ッ ト  メ ッセージ用に生成される場合 )。

4 生成されたメ ッセージに適用される通知の設定内容に従い、 オー
ディ ッ ト通知サーバーによ り、 特定のオペレータに対して通知 
( 警告メ ッセージ、 E メール、 ページャー ) が行われるか、 プロセ

ス管理イベン トが開始します。
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オーディ ッ ト通知システムの使い方 構成の概要 3 - 7
構成の概要

はじめに オーディ ッ ト通知システムは、 必要に応じて多様に構成できます。 この ト ピッ
クでは、 使用例を挙げて構成オプシ ョ ンを説明します。

オーディ ッ ト通知
システムの使用目的

処理活動のモニター ( またはオーディ ッ ト ) は、 エラーを特定し、 修正する上で

重要です。 オーディ ッ ト通知システムを使う と、 エラーとモニターするシステ
ム活動を特定し、 効率よ くそれらのエラーをモニターして対応できるだけでな
く、 エラーを修正する必要がある場合に適切な担当者にそのエラーを知らせる
こ と もできます。 オーディ ッ ト通知システムでは、 次の処理を実行できます。

◗ オーディ ッ ト  メ ッセージを修正および追加する

◗ オーディ ッ ト  ログで参照する必要のないメ ッセージを非表示にする

◗ 特定のエラーが発生した場合の通知先を設定する

◗ 同一のエラーに対する複数の応答 ( 通知 ) を構成する

◗ 簡単に参照できるよ うにオーディ ッ ト  ログ表示を並べ替える

使用例 オーディ ッ ト通知システムを使う と、 合計金額が指定した額を超える請求書を
受け取る度に、 新しいオーディ ッ ト  メ ッセージを生成するよ う設定できます。

次いで、 請求書を処理する担当者に、 E メールで通知するよ う構成できます。

オーディ ッ ト  
メ ッセージに
含まれる情報

オーディ ッ ト  メ ッセージには、 次のよ うな処理およびユーザー活動の概要が含

まれます。

◗ プロセス管理イベン トで発生するステップ

◗ ドキュ メン トの編集者

◗ メールボッ クスの作成者

◗ 処理のエラー情報 ( ト ランスレーシ ョ ン エラーやパートナーが見つからない
など )

◗ コ ミ ュニケーシ ョ ン エラー

◗ データベース  エラーやネッ ト ワーク  エラーなどのシステム エラー

( 次のページへ続く )
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構成の概要 オーディ ッ ト通知システムの使い方3 - 8
イベン ト  ID の
使用目的

イベン ト番号は、 同一のプロセス管理イベン ト 、 ユーザー セッシ ョ ン、 メール

ボッ クス  イベン ト 、 またはシステム生成のイベン トで生成されたオーディ ッ ト  
ログ エン ト リすべてで同じにな り ます。 既定では、 同じイベン ト  ID のエン ト リ

は、 オーディ ッ ト  ログで同じグループに分類されます ( 同一イベン トのエン ト

リは日時で並べ替えられます )。 これによ り、 関連するイベン ト をオーディ ッ ト  
ログの中から簡単に見つけるこ とができます。

例
2 つのプロセス管理イベン トが同時に発生した場合は、 オーディ ッ ト  ログ エン
ト リに関連付けられたそれぞれのイベン ト  ID を確認するこ とで、 いずれのイベ
ン トに対応するエン ト リかを容易に区別できます。

オーディ ッ ト  
メ ッセージの処理を
カスタマイズする
方法 

オーディ ッ ト通知システムでは、 システム活動を重要度に従いモニターできる
よ うに、 オーディ ッ ト  メ ッセージとオーディ ッ ト  ログ表示をカスタマイズでき

ます。

例

◗ システム定義のオーディ ッ ト  メ ッセージをカスタマイズします。
システム定義のオーディ ッ ト  メ ッセージとは、 Gentran:Server によって生成
される メ ッセージです。 この記述メ ッセージ テキス トに情報を追加し、 そ
のメ ッセージのオーディ ッ ト  ログ表示に、 カスタマイズされた情報を含め
るこ とができます。 メ ッセージは、 その重要度に応じて、 Windows イベン ト  
ログおよびオーディ ッ ト  ログに書き込むよ う設定できます。

◗ ユーザー作成のオーディ ッ ト  メ ッセージをシステムに追加します。
オーディ ッ ト通知システムでは、 オーディ ッ ト  ログに書き込むユーザー作
成のオーディ ッ ト  メ ッセージを定義し、 次いでプロセス管理や拡張ルール
を使用して、 それらのメ ッセージをオーディ ッ ト  ログへ書き込むよ う構成
できます。 これらのメ ッセージは、 " ユーザー定義 " のオーディ ッ ト  メ ッ
セージと呼ばれます。

参照
ユーザー定義のメ ッセージをオーディ ッ ト  ログへ書き込むよ う  Gentran:Server コ
ンポーネン ト を構成する方法については、 「プロセス管理の使い方」 および 「拡
張ルールの使い方」 の章を参照して ください。

◗ オーディ ッ ト  ログ表示をカスタマイズする。

— 列の見出しをク リ ッ クするか、 日 / 時表示またはイベン ト表示を指定し、
表示リ ス トのメ ッセージを並べ替えるこ とができます。

— 条件フ ィルタ機能を使用し、 指定した条件を満たすメ ッセージだけを表
示できます。

— オーディ ッ ト  ログで一度に表示できるデータの量を指定し、 情報をすば
やく表示できます。

— 必要なイベン トのメ ッセージをオーディ ッ ト  ログに書き込むよ う指定で
きます。 また、 不要なオーディ ッ ト  メ ッ セージをオーディ ッ ト  ログに書
き込まないよ う指定するこ と もできます。 こ うするこ とで、 オーディ ッ
ト  ログが不要なデータで一杯になるこ とを避けるこ とができます。

( 次のページへ続く )
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オーディ ッ ト通知システムの使い方 構成の概要 3 - 9
システムで
オペレータを
定義する目的

オーディ ッ ト通知システムで、 特定のオーディ ッ ト  メ ッセージが生成されたと

きに通知を受信するユーザー ( オペレータ ) の識別情報を設定する必要があ り ま

す。 識別情報には、 名前、 E メールの情報、 およびページャー番号などが含まれ

ます。 通知の設定時には、 指定した受信者のオペレータの定義が使用されます。

通知の使用目的 通知は、 定義したオペレータにシステム活動についての警告を知らせるために
使用します。 通知を設定するには、 次の情報を指定します。

◗ 通知を開始するオーディ ッ ト  メ ッセージまたはオーディ ッ ト  メ ッセージの
タイプ

◗ 通知を受信するオペレータ

◗ 通知動作のタイプ (E メール、 警告メ ッセージ、 ページャー )

オーディ ッ ト通知システムでは、 次のよ うな設定を行えます。

◗ 通知の条件
通知は、 次のメ ッセージの応答と して送信できます。

— 特定のオーディ ッ ト  メ ッセージ

— 指定レベル ( 警告メ ッセージなど ) のオーディ ッ ト  メ ッセージすべて

— 特定の機能ソースまたはコンポーネン ト  (Gentran:Server または サーバー
/ 構成プログラムなど ) によって生成されたオーディ ッ ト  メ ッセージす
べて 

◗ 通知の種類 
通知は、 警告メ ッセージ、 ページャー、 E メール、 またはプロセス管理イベ
ン ト などで行う よ う設定できます。

◗ オーディ ッ ト  メ ッセージ 1 つに対して送信される通知の数
たとえば、 1 つのオーディ ッ ト  メ ッセージに対して、 複数のオペレータに
ページャーおよび E メールで通知できるよ うに設定できます。
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構成処理 オーディ ッ ト通知システムの使い方3 - 10
構成処理

はじめに オーディ ッ トおよび通知の構成は、 継続して行う作業です。 必要に応じてメ ッ
セージ、 オペレータ、 通知プロパティを変更したり、 オーディ ッ ト  ログの表示

を調整した りできます。 システムは Gentran:Server を正常にインス トールした後

すぐに使用できる状態にな り ますが、 通知は適切な構成を行う まで送信されま
せん。

別のシステム  コンポーネン ト を構成する場合、 構成によっては論理的な順序で

行う必要があ り ます。

例

◗ 通知をページャーまたは E メールで送信するには、 特定のサーバー設定が必
要です。

◗ すでにシステムを使用している場合は、 オペレータへの通知を追加する前
に、 通知の送信先オペレータを設定する必要があ り ます。

構成処理 次の表に、 オーディ ッ トや通知を構成するための標準的な手順を示します。

段階 説明

1 オーディ ッ ト通知サーバーが E メールおよびページャーの通知を

送信できるよ うに、 データベース情報とモデム情報を構成します。

参照
サーバー設定の構成については、 「オーディ ッ ト通知サーバー設定
の構成」 を参照して ください。

2 オペレータ情報を定義します。

参照
システムでオペレータを定義する方法については、 「オペレータ情
報の構成」 を参照して ください。

3 定義したオペレータに対して、 通知を設定します。

参照
通知の設定については、 「通知の操作」 を参照して ください。

4 必要に応じて、 システム生成のオーディ ッ ト  メ ッセージを修正し

ます。

参照
オーディ ッ ト  メ ッセージの修正については、 「オーディ ッ ト  メ ッ
セージの操作」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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オーディ ッ ト通知システムの使い方 構成処理 3 - 11
5 必要に応じて、 新しいオーディ ッ ト  メ ッセージを定義します。

参照
新規オーディ ッ ト  メ ッセージの定義については、 「オーディ ッ ト  
メ ッセージの操作」 を参照して ください。

6 必要に応じて、 次の方法でオーディ ッ ト  ログ表示を調整します。

◗ 並べ替え順および列の順序を設定します。

◗ 必要に応じて、 選択したエン ト リだけが表示されるよ うに表
示のフ ィルタを設定します。

◗ エン ト リ を既定の順序 ( イベン ト  ID) で リ ス ト しない場合は、
日 / 時による並べ替えを指定します。

◗ 一度に表示するデータ  ( オーディ ッ ト  ログのエン ト リ ) を調整
する場合は、 既定のページ サイズを変更します。

メモ
これらの設定は、 現在のセッシ ョ ンだけで維持されます。 次回シ
ステムを使用する際には、 ユーザー設定を リセッ トするか、 既定
の設定を使用する必要があ り ます。

参照
オーディ ッ ト  ログ表示のカスタマイズについては、 「オーディ ッ
ト  ログの使い方」 を参照して ください。

 ( 続き )
段階 説明
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システム コンポーネント 0

概要

はじめに 次に示す 6 つのシステム コンポーネン トで、 オーディ ッ ト  メ ッセージと通知操

作を構成した り、 システム活動をモニターするために使用する機能を表示でき
ます。

◗ サーバー設定

◗ オーディ ッ ト  メ ッセージ

◗ オーディ ッ ト  ログ

◗ オペレータ

◗ 通知

◗ 通知ログ

この項では、 上記のシステム コンポーネン ト と、 構成可能なそれらのコンポー

ネン ト を表示する  [Gentran:Server for Windows システム構成 ] ダイアログ ボッ ク

スについて説明します。

システム 
コンポーネン ト

次の表に、 オーディ ッ トおよび通知動作を設定するためのシステム  コンポーネ

ン ト とその説明を示します。

コンポーネン ト 機能

サーバー設定 次に示すデータベースおよび通知に関連する情報の構
成を行えます。

◗ システムが使用する  ODBC データ  ソース

◗ システムが Gentran:Server データベース  システム
にアクセスするために使用する  ID とパスワード

◗ オーディ ッ ト通知システムで使用される依存関係 
( データベース  サービスまたはグループを読み込
む順番 )

◗ 通知の送信に使用される  MAPI プロファ イルおよ
び通信ポート

このコンポーネン トから、 オーディ ッ ト通知システム
の機能を開始および停止するこ と もできます。

( 次のページへ続く )
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オーディ ッ ト  
メ ッセージ

◗ システムで定義されているオーディ ッ ト  メ ッセー
ジすべてのリ ス ト を表示します。

◗ 次の処理を実行できます。

— Gentran:Server によって定義されたメ ッセージ
のオーディ ッ ト  メ ッセージ情報 ( オーディ ッ
ト  ログや Windows イベン ト  ログを含め、
メ ッセージが書き込まれるログなど ) を一部
変更する

— 個人用 ( ユーザー定義 ) のオーディ ッ ト  メ ッ
セージを追加、 変更、 および削除する

— 特定のオーディ ッ ト  メ ッセージを検索する

オーディ ッ ト  ログ ◗ システム コンポーネン トによって書き込まれた
オーディ ッ ト  ログ エン ト リの リ ス ト を表示し
ます。

◗ 同じシステム イベン ト  ( 特定のプロセス管理イベ
ン ト またはユーザー セッシ ョ ンなど ) で生成され
たオーディ ッ ト  ログ エン ト リ を簡単に参照でき
るよ うに、 同じイベン ト  ID 番号で識別します。

◗ 次の処理を実行できます。

— オーディ ッ ト  ログ エン ト リ  ( 列、 並べ替え
順、 ページ サイズ ) の表示方法をカスタマイ
ズする

— フ ィルタの条件を使用し、 表示する メ ッセー
ジの条件を指定する

— 特定のエン ト リ を検索する

— オーディ ッ ト  ログ エン ト リの詳細なプロパ
ティを表示する

オペレータ 次の処理を実行できます。

◗ 通知を受け取るユーザーの E メール アドレスや
ページャー情報などのプロパティを定義または変
更する

◗ 通知を追加および削除する

◗ オペレータに設定した E メールまたはページャー
情報が正しいこ とをテス トする

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
コンポーネン ト 機能
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概要 オーディ ッ ト通知システムの使い方3 - 14
通知 ◗ システムで定義されている通知すべてのリ ス ト を
表示します。

◗ 次の処理を実行できます。

— 通知を追加、 変更、 および削除する

— 通知の詳細なプロパティを表示する

◗ 通知には、 次の設定を行えます。

— 特定のオーディ ッ ト  メ ッセージまたは重要度 
( 警告メ ッセージなど ) に基づいて通知を行う
よ う設定する

— メ ッセージを生成する特定の機能ソースまた
はコンポーネン ト  ( ト ランスレータなど ) に
基づいて通知を行う よ う設定する

— 通知の手段 ( 警告メ ッセージ、 ページャー、
E メール、 またはプロセス管理イベン ト ) を
設定する

— 任意の通知タイプ ( ページャーと  E メールな
ど ) の組み合わせで、 複数の応答を設定する

— 複数のオペレータに送信するよ う設定する

通知ログ 次の処理を実行できます。

◗ ユーザー自身に対して生成された通知のリ ス ト を
表示する

◗ 生成された通知すべてのリ ス ト を表示する

◗ 通知ログ エン ト リの詳細なプロパティを表示する

◗ 通知ログを開いてログオンしている間に、 通知ロ
グの警告を受信する

◗ ユーザー自身に対して生成された通知ログ エン ト
リ をすべて削除する

◗ 生成された通知ログ エン ト リ をすべて削除する

 ( 続き )
コンポーネン ト 機能
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オーディ ッ ト通知システムの使い方 構成を行うシステム コンポーネン トへのアクセス 3 - 15
構成を行うシステム コンポーネン トへのアクセス

はじめに [Gentran:Server for Windows システム構成 ] ダイアログ ボッ クス  ([ オーディ ッ ト /
通知 ] タブ ) では、 オーディ ッ ト通知システム  コンポーネン トへアクセスして、

オーディ ッ トおよび通知を構成できます。 アクセスできるコンポーネン トは、
次のとおりです。

◗ オーディ ッ ト  メ ッセージ

◗ 通知

◗ オペレータ

◗ サーバー設定

メモ
このダイアログ ボッ クスで、 オーディ ッ ト  ログの内容を削除するこ と もでき
ます。

参照
この機能の詳細については、 「オーディ ッ ト  ログの削除」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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構成を行うシステム コンポーネン トへのアクセス オーディ ッ ト通知システムの使い方3 - 16
[ システム構成 ] ダ
イアログ ボックス

次に、 [ システム構成 ] ダイアログ ボッ クス  ([ オーディ ッ ト / 通知 ] タブ ) を示

します。

( 次のページへ続く )
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オーディ ッ ト通知システムの使い方 構成を行うシステム コンポーネン トへのアクセス 3 - 17
各部と機能 次の表に、 [ システム構成 ] ダイアログ ボッ クス  ([ オーディ ッ ト / 通知 ] タブ ) 
の各部とその機能を示します。

各部 機能

メ ッセージ [Gentran オーディ ッ ト  メ ッセージ ] ブラウザを開き、

オーディ ッ ト  メ ッセージのリ ス ト を表示します。 こ

のダイアログ ボッ クスから別のダイアログ ボッ クス

を表示して、 次の処理を実行できます。

◗ Gentran:Server で定義されている メ ッセージのユー
ザー関連オーディ ッ ト  メ ッセージ情報を変更する

◗ 個人用 (ユーザー定義) のオーディ ッ ト  メ ッセージ
を追加、 変更、 および削除する

◗ 特定のオーディ ッ ト  メ ッセージを検索する

通知 [GENTRAN 通知 ] ダイアログ ボッ クスを開き、 シス

テムで定義されている通知のリ ス ト を表示します。
このダイアログ ボッ クスから別のダイアログ ボッ ク

スを表示して、 通知を追加、 変更、 および削除でき
ます。

オペレータ [Gentran オペレータ ] ブラウザを開き、 システムで定

義されているオペレータのリ ス ト を表示します。 この
ダイアログ ボッ クスから別のダイアログ ボッ クスに

アクセスして、 次の処理を実行できます。

◗ オペレータを追加および削除する

◗ E メール アドレスやページャー番号など、 オペ
レータのプロパティを変更する

サーバー データベースおよび通知サーバー オプシ ョ ン ( 通信

ポートおよび MAPI プロファ イルなど ) および、 設定

サービスの依存関係を構成する  [Gentran オーディ ット /
通知サーバーのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスを開

きます。 このダイアログ ボッ クスで、 オーディ ッ ト

通知サーバーを停止および開始できます。

削除 オーディ ッ ト  ログの内容を削除します。

メモ
オーディ ッ ト  ログは、 プロセス管理セッシ ョ ンで 
GDW_Audit_Purge コマンドを使用するこ とで削除す
るこ と もできます。

参照
プロセス管理の詳細については、 『ユーザー ガイ ド』
を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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構成を行うシステム コンポーネン トへのアクセス オーディ ッ ト通知システムの使い方3 - 18
[ システム構成 ] 
ダイアログ ボックス

を表示する方法

[Gentran:Server for Windows システム構成 ] ダイアログ ボッ クスを表示するには、

[ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、 [Gentran Server 
の構成 ] の順に選択します。 [ システム構成 ] ダイアログ ボッ クスが表示された

ら、 [ オーディ ッ ト / 通知 ] タブを選択します。

OK 変更した構成を更新して、 ダイアログ ボッ クスを閉

じます。

キャンセル ダイアログ ボッ クスを閉じます。

適用 変更した構成に更新して、 ダイアログ ボッ クスを開

いた状態にしておきます。

各部 機能
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オーディ ッ ト通知システムの使い方 概要 3 - 19
オーディ ッ ト通知サーバー設定の構成 0

概要

はじめに オーディ ッ ト通知サーバーは、 オーディ ッ ト通知システムの正常な操作に欠か
せない、 いくつかの機能を実行します。 次に、 オーディ ッ ト通知サーバーが実
行する機能を示します。

◗ イベン ト  ID の生成

◗ オーディ ッ ト  ログへのエン ト リの書き込み

◗ Windows イベン ト  ログへのエン ト リの書き込み

◗ 通知の生成

◗ 通知ログへのエン ト リの書き込み

オーディ ッ ト通知サーバー処理を適切に機能させるためには、 いくつかのオー
ディ ッ ト通知サーバー設定を指定する必要があ り ます。

メモ
オーディ ッ ト通知サーバーは、 個別の Windows サービス と して実行されます。

サーバー機能の説明 次の表に、 オーディ ッ ト通知サーバーによって実行される機能を示します。

機能 説明

イベン ト  ID の生成 新しいプロセス管理セッシ ョ ンや対話型のユーザー 
セッシ ョ ンが開始する と、 Gentran:Server プログラム

はオーディ ッ ト通知サーバーに対し、 新しいイベン ト  
ID を生成するよ う要求します。

オーディッ ト  ログへの

エン ト リの書き込み

Gentran:Server プログラムはメ ッ セージをオーディ ッ ト  
ログへ書き込んだ後、 オーディ ッ ト通知サーバーに対
して、 オーディ ッ ト  メ ッセージをオーディ ッ ト  ログ 
データベース  テーブルに書き込むよ う要求します。

Windows イベン ト  
ログへのエン ト リの
書き込み

システムが、 Windows イベン ト  ログへ書き込むよ う

設定されているオーディ ッ ト  メ ッセージをオー

ディ ッ ト通知データベース  テーブルに書き込むと、

オーディ ッ ト通知サーバーは、 オーディ ッ ト通知シス
テムが実行されているコンピュータの Windows イベ

ン ト  ログに、 そのメ ッセージを書き込みます。

( 次のページへ続く )
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概要 オーディ ッ ト通知システムの使い方3 - 20
( 次のページへ続く )

通知の生成 ◗ システムはオーディ ッ ト  ログをエン ト リに書き込
むと きに、 そのオーディ ッ トが通知を行う よ う設
定されているかど うかを確認します。 通知を行う
よ う設定されている場合、 オーディ ッ ト通知サー
バーはその通知に対して設定されている動作 
( ページャーや E メールの送信、 警告の生成、 ま
たはプロセス管理イベン トの開始 ) を開始します。

◗ ユーザーが通知ログをアクティブに設定している
場合、 オーディ ッ ト通知サーバーは、 アクティブ
なユーザーへの新しい通知が生成されたこ とを通
知ログ プログラムに通知します。 次いで、 通知ロ
グはそのユーザーに対して警告メ ッセージを生成
します。

メモ
オーディ ッ ト通知サーバーが、 通知で定義されている
動作を実行できない場合、 サーバーはエン ト リ を  
Windows イベン ト  ログおよびオーディ ッ ト  ログに書
き込みます。

通知ログへの
エン ト リの書き込み

E メール、 ページャー、 または警告通知の動作を実行

した後、 オーディ ッ ト通知サーバーは通知ログを更新
します。

 ( 続き )
機能 説明
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オーディ ッ ト通知システムの使い方 概要 3 - 21
オーディ ッ ト
通知サーバーの
ダイアログ ボックス

次の表に、 サーバー コンポーネン ト を構成するダイアログ ボッ クスを示します。

オーディ ッ ト通知
処理の開始と停止

オーディ ッ ト通知システムは、 Gentran:Server と同時に自動的に起動します。 た

だし、 [Gentran オーディ ッ ト / 通知サーバーのプロパティ ] ダイアログ ボッ クス

の [ サービスの開始 / サービスの停止 ] を使用して、 システムを停止および再起

動するこ とができます。

メモ
他のサービスが、 オーディ ッ ト通知システムに依存している場合があ り ます。
この場合、 [ サービスの停止 ] を選択する と、 同時に停止する他のシステムを示
すメ ッセージ ボッ クスが表示され、 操作を続けるかど うか確認が行われます。

ダイアログ ボックス 機能

Gentran オーディ ッ ト /
通知サーバーの
プロパティ

次に示すデータベースおよび通知に関連する情報の構
成を行えます。

◗ システムが使用する  ODBC データ  ソース

◗ システムが Gentran:Server データベース  システム
にアクセスするために使用する  ID とパスワード

◗ 通知の送信に使用される  MAPI プロファ イルおよ
び通信ポート

このダイアログ ボッ クスから、 オーディ ッ ト通知サー

バーの機能を開始および停止するこ と もできます。

依存関係 Gentran オーディ ッ ト通知の動作が、 他のインス トー

ル済みサービス  ( データベース  サービスなど ) やグ

ループを読み込む順番に依存しているかど うかを指定
できます。

メモ
適切な依存関係が選択されていないと、 必要なアクセ
スが行えなくな り、システムは起動できなくな り ます。
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[ オーディ ッ ト / 通知サーバーのプロパティ ] ダイアログ ボックス オーディ ッ ト通知システムの使い方3 - 22
[ オーディ ッ ト / 通知サーバーのプロパティ ] 
ダイアログ ボックス

はじめに [Gentran オーディ ッ ト / 通知サーバーのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスでは、

データベース と通知サーバーに関連する情報を構成できます。 このダイアログ 
ボッ クスで、 サービスを停止または開始するこ と もできます。 [Gentran オー

ディ ッ ト / 通知サーバーのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスには、 次の 2 つのタ

ブがあ り ます。

◗ データベース

◗ 通知

[ データベース ] 
タブ

次の図に、 [Gentran オーディ ッ ト / 通知サーバーのプロパティ ] ダイアログ ボッ

クス  ([ データベース ] タブ ) を示します。

( 次のページへ続く )
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オーディ ッ ト通知システムの使い方 [ オーディ ッ ト / 通知サーバーのプロパティ ] ダイアログ ボックス 3 - 23
各部と機能 次の表に、 [Gentran オーディ ッ ト / 通知サーバーのプロパティ ] ダイアログ ボッ

クス  ([ データベース ] タブ ) の各部とその機能を示します。

( 次のページへ続く )

各部 機能

ODBC データ  ソース システムが Gentran:Server オーディ ッ ト通知データ

ベース  テーブルにアクセスするために使用する  
ODBC データ  ソースを指定します。

ユーザー ID オーディ ッ ト通知システムがデータベース  システム

にログオンするために使用するユーザー ID ( データ

ベース管理者が作成 ) を指定します。

パスワード オーディ ッ ト通知システムがデータベース  システム

にログオンするために使用するパスワード  ( データ

ベース管理者が作成 ) を指定します。

サービスの開始 /
サービスの停止 

オーディ ッ ト通知システムを起動または停止します。

メモ
オーディ ッ ト通知システムは、 Gentran:Server と同時
に自動的に起動します。 サービスを停止した場合で
も、 [ サービスの開始 ] を使用して、 システムを再起
動できます。

依存関係 [ 依存関係 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

OK 入力した情報で [ オーディ ッ ト通知サーバーのプロパ

ティ ] を更新して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル サーバーのプロパティに変更を適用せずに、 ダイアロ
グ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。
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[ オーディ ッ ト / 通知サーバーのプロパティ ] ダイアログ ボックス オーディ ッ ト通知システムの使い方3 - 24
[ 通知 ] タブ 次に、 [Gentran オーディ ッ ト / 通知サーバーのプロパティ ] ダイアログ ボッ クス  
([ 通知 ] タブ ) を示します。

( 次のページへ続く )
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オーディ ッ ト通知システムの使い方 [ オーディ ッ ト / 通知サーバーのプロパティ ] ダイアログ ボックス 3 - 25
各部と機能 次の表に、 [Gentran オーディ ッ ト / 通知サーバーのプロパティ ] ダイアログ ボッ

クス  ([ 通知 ] タブ ) の各部とその機能を示します。

各部 機能

MAPI プロファ イル E メールおよびページャー通知の送信に使用する  
MAPI プロファ イルを指定します。

参照
オーディ ッ ト通知で MAPI を使用する要件の詳細につ
いては、 「Microsoft® Outlook® の要件」 を参照して く
ださい。

MAPI プロファ イルの設定方法については、 使用する  
MAPI メ ッセージング ソフ ト ウェアに付属のマニュア
ルを参照して ください。

メモ
通知の MAPI プロファ イルは、 オーディ ッ ト通知サー
ビス と同じ  Windows ログインおよびパスワードを使
用して設定する必要があ り ます。 つま り、 ユーザーは
その ID とパスワードを使用して Windows にログイン
し、 MAPI プロファ イルを作成する必要があ り ます。
同じ  ID と パスワード を使用しないと 、 MAPI プロファ
イルはオーディ ッ ト通知で使用できなくな り ます。

通信ポート モデムがインス トールされている通信ポート を指定し
ます。

OK 入力した情報で [ オーディ ッ ト通知サーバーのプロパ

ティ ] を更新して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル サーバーのプロパティに変更を適用せずに、 ダイアロ
グ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。
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[ 依存関係 ] ダイアログ ボックス オーディ ッ ト通知システムの使い方3 - 26
[ 依存関係 ] ダイアログ ボックス

はじめに [ 依存関係 ] ダイアログ ボッ クスでは、 オーディ ッ ト通知システムの操作が、 他

のインス トール済みサービス  ( データベース  サービスなど ) やグループを読み込

む順番に依存しているかど うかを指定できます。

メモ
適切な依存関係が選択されていないと、 依存するサービスが起動している と き
以外は必要なアクセスが行えなくな り、 システムは起動できな くな り ます。

[ 依存関係 ] 
ダイアログ ボックス

次に、 [ 依存関係 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

メモ
Gentran:Server エグゼクティブ サービスも、 Gentran オーディ ッ ト通知、
Gentran:Server メールボッ クス、 および Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ 
サービスの順に依存しています。

( 次のページへ続く )
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オーディ ッ ト通知システムの使い方 [ 依存関係 ] ダイアログ ボックス 3 - 27
各部と機能 次の表に、 [ 依存関係 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能を示します。

各部 機能

Gentran オーディ ッ ト /
通知サービスが他の
インス トール済み
サービスに依存して
いる場合

オーディ ッ ト通知システムの操作に必要なインス トー
ル済みのサービス  ( データベース  サービスなど ) を指

定します。

グループを読み込む
順番

オーディ ッ ト通知システムの操作に必要な、 グループ
を読み込む順番を指定します。

OK 入力した情報でオーディ ッ ト通知サーバーの依存関係
プロパティを更新して、 ダイアログ ボッ クスを閉じ

ます。

キャンセル [ 依存関係 ] ダイアログ ボッ クスに変更を適用せずに、

ダイアログ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。
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サーバー設定の構成方法 オーディ ッ ト通知システムの使い方3 - 28
サーバー設定の構成方法

はじめに オーディ ッ ト通知サーバー設定の構成は、 [Gentran オーディ ッ ト / 通知サーバー

のプロパティ ] ダイアログ ボッ クス と  [ 依存関係 ] ダイアログ ボッ クスで行い

ます。

メモ
オーディ ッ ト通知サーバー設定を構成する前に、 MAPI プロファ イルを設定する
必要があ り ます。

参照
MAPI プロファ イルの設定方法については、 使用する  MAPI メ ッセージング ソフ
ト ウェアのマニュアルを参照して ください。

手順 データベース  プロパティを構成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

データベース設定の構成

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[Gentran:Server for Windows システム構成 ] ダイアログ ボッ クスが
表示されます。

2 [ オーディ ッ ト / 通知 ] タブを選択して、 [ サーバー ] をク リ ッ ク し

ます。

システムからの応答
[Gentran オーディ ッ ト / 通知サーバーのプロパティ ] ダイアログ 
ボッ クスが表示されます。

3 [ データベース ] タブを選択します。

4 [ODBC データ  ソース ] リ ス トで、 適切なデータ  ソースを選択し

ます。

5 [ ユーザー ID] ボッ クスに、 オーディ ッ ト通知システムがデータ

ベース  システムにログオンするために使用するユーザー ID を入

力します。

6 [ パスワード ] ボッ クスに、 オーディ ッ ト通知システムがデータ

ベース  システムにログオンするために使用するパスワードを入力

します。

( 次のページへ続く )
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7 [ 依存関係 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ 依存関係 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

8 インス トールされたサービスのリ ス トで、 オーディ ッ ト通知シス
テムが依存するサービスを選択します。

例
オーディ ッ ト通知システムはデータベースを使用します。 した
がって、 どのデータベース  サービスも、 通知サービスよ り先に起
動している必要があ り ます。 データベース  サービスが通知サービ
スよ り先に起動していないと、 通知サービスは起動できません。

9 [ グループを読み込む順番 ] リ ス トで、 オーディ ッ ト通知システム

で使用する、 グループを読み込む順番を選択します。

10 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
依存関係の情報が保存され、 [Gentran オーディ ッ ト / 通知サーバー
のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスが再び表示されます。

通知設定の構成

1 [ 通知 ] タブを選択します。

システムからの応答
[ 通知 ] タブがアクティブになった状態で、 [Gentran オーディ ット /
通知サーバーのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 通知を  E メールで送信するかど うかによって次を実行します。

◗ E メールで送信する場合は、 [MAPI プロファ イル ] ボッ クス
で、 E メールおよびメール アドレス表示型ページャーの通知
で使用されるプロファ イルの名前を選択します。

◗ E メールで送信しない場合は、 ステップ 3 に進みます。

3 通知を電話番号表示型ページャーで送信するかど うかによって次
を実行します。

◗ 電話番号表示型ページャーで送信する場合は、 [ 通信ポート ] 
ボッ クスで、 モデム ( 電話番号表示型ページャーの通知で
使用 ) がインス トールされている通信ポートの名前を入力し
ます。

◗ 電話番号表示型ページャーで送信しない場合は、 ステップ 4 
に進みます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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4 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ 通知 ] タブの設定が保存され、 システムを再起動するかど うかを
確認する メ ッセージが表示されます。

5 [ サービスの開始 / サービスの停止 ] をク リ ッ ク して、 オーディ ッ
ト通知システムを再起動し、 設定を有効にします。

 ( 続き )
ステップ 操作
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オーディ ッ ト  メ ッセージの操作 0

概要

はじめに オーディ ッ ト  メ ッセージには、 次のよ うな処理およびユーザー活動の概要が含

まれます。

◗ プロセス管理イベン トで発生するステップ

◗ ドキュ メン トの編集者

◗ メールボッ クスの作成者

◗ 処理のエラー情報 ( ト ランスレーシ ョ ン エラーや受信者が見つからないなど )
◗ コ ミ ニュケーシ ョ ン エラー

◗ データベース  エラーやネッ ト ワーク  エラーなどのシステム エラー

この項の内容 この項では、 次の内容について説明します。

◗ オーディ ッ ト  メ ッセージのカスタマイズ

◗ オーディ ッ ト  メ ッセージ タイプと構造

◗ オーディ ッ ト  メ ッセージ コンポーネン トに関連するダイアログ ボッ クス

◗ オーディ ッ ト  メ ッセージ コンポーネン トの使用方法
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オーディ ッ ト  メ ッセージ コンポーネン トの使い方

はじめに この項では、 オーディ ッ ト  メ ッセージ コンポーネン トの使用方法を説明します。

オーディ ッ ト  メ ッ

セージをカスタマイ
ズする方法

オーディ ッ ト通知システムのオーディ ッ ト  メ ッセージ コンポーネン ト を使用し

て、 メ ッセージやメ ッセージの説明を追加した り、 修正できます。 これによ り
システム コンポーネン トがオーディ ッ ト  ログにメ ッセージを書きこむ際に、 表

示される情報を使用目的に沿ったものにして、 システム活動のモニターを容易
に行えるよ うにした り、 特定のメ ッセージに対してエラーを通知するなどの応
答を設定できます。

また、 オーディ ッ ト  ログから除外する メ ッセージの情報レベルを指定して、 不

要なメ ッセージがログに書き込まないよ うにするこ と もできます。

オーディ ッ ト  メ ッ

セージ コンポーネ

ン トの使用目的

オーディ ッ ト  メ ッセージ コンポーネン ト を使用して、 次の処理を実行できます。

◗ システムで定義されているオーディ ッ ト  メ ッセージすべてのリ ス ト を表示
する

◗ Gentran:Server によって定義されたメ ッセージのオーディ ッ ト  メ ッセージ プ
ロパティを一部修正する

◗ 個人用のオーディ ッ ト  メ ッセージを追加、 修正、 および削除する

◗ 特定のオーディ ッ ト  メ ッセージを検索する

◗ 他のユーザーによって変更された内容を表示するため、 オーディ ッ ト  メ ッ
セージのリ ス ト を リ フレッシュする

リフレッシュ機能 [ 表示 ] メニューから  [ リ フレッシュ ] を選択するか、 F5 を押すこ とで、 オー

ディ ッ ト  メ ッセージ リ ス ト を リ フレッシュし、 他のユーザーによって変更され

た内容を表示できます。

オーディ ッ ト  
メ ッセージの削除

削除したいメ ッセージを選択して [ 削除 ] を押して、 [Gentran オーディ ッ ト  メ ッ

セージ ] ブラウザのオーディ ッ ト  メ ッセージを削除できます。

メモ
システム定義のオーディ ッ ト  メ ッセージは削除できません。
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オーディ ッ ト  メ ッセージの構造と種類

はじめに この項では、 オーディ ッ ト  メ ッセージの構造と さまざまな種類について説明し

ます。

オーディ ッ ト  
メ ッセージの構造

次の表に、 オーディ ッ ト  メ ッセージを定義するフ ィールドを示します。

コンポーネン ト 説明

ソース オーディ ッ ト  メ ッセージを生成するシステムまたは

ファンクシ ョナル システム領域 (Gentran:Server、 アー

カイブ、 ユーザー システムなど ) を示します。

ソース  ID ソースを表す数字の識別子。

コンポーネン ト オーディ ッ ト  メ ッセージを生成するソースの構成要

素 (Gentran:Server プロセス管理プログラムなど ) を示

します。

コンポーネン ト  ID コンポーネン ト を表す数字の識別子。

メ ッセージ ID コンポーネン トの特定のエラーを示す 1 ～ 65535 の
番号。

メモ
1 ～ 49,999 の値は、 ソースおよびコンポーネン トに一
意のオーディ ッ ト  メ ッセージで使用されます。

50,000 ～ 65,535 の値は、 同一ソース内の 1 つ以上のコ
ンポーネン トで生成される場合のあるオーディ ッ ト  
メ ッセージに使用されます ( 共通オーディ ッ ト  メ ッ
セージ )。

オーディ ッ ト番号 オーディ ッ ト  メ ッセージのソース  ID、 コンポーネン

ト  ID、 およびメ ッセージ ID を示す識別番号。

例
1-1-1010
この例で、 ソースは Gentran:Server (1)、 コンポーネン
トは EDIMGR (1)、 メ ッセージ ID はメ ッセージ 
[Gentran:Server ク ライアン トの開始 ] (1010) を示し
ます。

( 次のページへ続く )
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レベル エラーの重要度を示します。 オーディ ッ ト  ログでは、

この値がアイコンで示されます。

レベルの値は次のとおりです。

◗ [ 情報 ]
◗ [ 警告 ]
◗ [ エラー ]
◗ [ オーディ ッ ト正常終了 ]
◗ [ オーディ ッ ト  エラー ]

メモ
[ オーディ ッ ト正常終了 ] と  [ オーディ ッ ト  エラー ] 
はセキュ リ ティのレベルであ り、 Windows イベン ト  
ログのレベルのよ うに、 リ ソースへのアクセスに成功
または失敗したかを示す目的で使用されます。

タイプ オーディ ッ ト  メ ッセージのタイプ ( 処理、 またはド

キュ メン トやインターチェンジなどのデータに関連す
るタイプなど ) を示します。

参照
さまざまなオーディ ッ ト  メ ッセージの種類に関する
詳細については、 「オーディ ッ ト  メ ッセージ タイプ」
を参照して ください。

メ ッセージ テキス ト オーディ ッ ト  メ ッセージの説明テキス ト 。

例
[Gentran:Server ク ライアン トの開始 ]

メモ
オーディ ッ ト  メ ッセージ テキス トで % 記号を使用す
るこ とで、 ユーザーは自分が定義する メ ッセージに変
数を挿入できます。 システム定義のメ ッセージの場合
は、 システムによって  % 記号の部分に変数が挿入され
ます。 % 変数がシステム定義のオーディ ッ ト  メ ッ セー
ジで使用されている場合、 変数の値 ( または定義 ) は、
システム活動に応じて、 実行時に決定されます。

例
[ANServer の機能 %2 の起動エラー ]

この例で、 %1 は特定のエラーを、 %2 は起動エラーが
発生したプログラムの機能 ( データベースへのログイ
ンや、 レジス ト リからの値の読み込みなど ) を示し
ます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
コンポーネン ト 説明
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ソースおよび
コンポーネン トの
数値

次の表に、 メ ッセージのソースおよびコンポーネン ト値に使用される数値を示
します。

オーディ ッ ト  ログ このオプシ ョ ンは、 該当するダイアログ ボッ クスで

選択されます。 このオプシ ョ ンが選択されている場
合、 オーディ ッ ト  メ ッセージ タイプに従って、 メ ッ

セージがオーディ ッ ト  ログ、 データ  オーディ ッ ト表

示、 またはト ラ ッ ク情報表示に書き込まれるこ とを示
します。

イベン ト  ログ このオプシ ョ ンは該当するダイアログ ボッ クスで選

択されます。 このオプシ ョ ンが選択されている場合、
メ ッセージが、 オーディ ッ ト通知サーバーを実行して
いるコンピュータの Windows イベン ト  ログに書き込

まれるこ とを示します。

参照
Windows イベン ト  ログの詳細については、 Windows 
のマニュアルを参照して ください。

 ( 続き )
コンポーネン ト 説明

ソース コンポーネン ト

0 — ALL 0 — ALL ( メ ッセージはソース内のすべてのコンポー

ネン トによって生成される場合があ り ます )

1 — Server 0 — ALL ( 共通 )
1 — EDIMGR
2 — RPCSRV (Gentran:Server エグゼクティブ サービス )
3 — Unattende
4 — partner_editor
5 — Configuration
6 — Commpost
7 — Process Control

2 — Mailbox 0 — ALL ( 共通 )
1 — Server
2 — Trace
3 — Exe_agent
4 — File_system_adapter
5 — MAPI_adapter
6 — Mailbox_client

3 — Translator 0 — ALL ( 共通 )
1 — Translator

( 次のページへ続く )
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オーディ ッ ト  
メ ッセージ タイプ

システムは、 処理に関連するオーディ ッ ト  メ ッセージと、 データに関連する

オーディ ッ ト  メ ッセージを生成します。 処理オーディ ッ ト  メ ッセージは、 プロ

セス管理イベン トで発生するステップや、 コ ミ ュニケーシ ョ ン  エラーなど、

ユーザーの動作および処理の情報とエラーを示します。 データ  オーディ ッ ト  
メ ッセージは、 メ ッセージの作成、 転送、 または配送が完了したこ となど、 シ
ステム内の特定のドキュ メン ト 、 インターチェンジ、 メ ッセージまたは添付に
関する情報を示します。

メモ
処理メ ッセージは、 オーディ ッ ト  ログへの書き込み後、 オーディ ッ ト  ログで参
照できます。 データ  オーディ ッ ト  メ ッセージは、 ト ラ ッ ク情報およびデータ  
オーディ ッ ト表示で参照できます。

システムは、 すべてのオーディ ッ ト  メ ッセージに対して、 タイプの値を割り当

てます。 この値によ り、 オーディ ッ ト  メ ッセージを開始した活動のタイプを特

定できます。 処理タイプはこ う して識別されます。 データ  オーディ ッ ト  メ ッ

セージ タイプは、 次のとおりです。

◗ document
◗ interchange
◗ external data
◗ session
◗ message
◗ attachment

( 次のページへ続く )

5 — Audit 0 — ALL ( 共通 )
1 — Audit Notification Server
2 — Audit Context
3 — Notifications
4 — Audit Message User Interface
5 — Operators
6 — Server Settings

6 — Comm 0 — ALL ( 共通 )
1 — GenCom97
2 — GenComPC
3 — GenCom UI
4 — ComStart

7 — Archive 0 — ALL ( 共通 )
1 — Archive Engine
2 — Archive Manager

99 — User 0 — ALL ( 共通 )
99 — User

 ( 続き )
ソース コンポーネン ト
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オーディ ッ ト  
メ ッセージ タイプ 
( 続き )

例
次の表に、 処理およびデータ  オーディ ッ ト  メ ッセージの例を示します。

( 次のページへ続く )

オーディ ッ ト  
メ ッセージ タイプ 例

処理 ユーザーが Gentran:Server にサインオンし、

Gentran:Server ク ラ イアン ト を開始する と、 次のオー

ディ ッ ト  メ ッセージがオーディ ッ ト  ログへ書き込ま

れます。 [1-1-1010 Gentran:Server ク ライアン トの開始 ]

処理 プロセス管理が自動処理プログラムを開始して、 セッ
シ ョ ン ファ イルの処理を開始する と、 自動処理プロ

グラムによって次のメ ッセージがオーディ ッ ト  ログ

へ書き込まれます。 [1530 プロセス管理セッシ ョ ンを

開始 ]

データ Gentran:Server エグゼクティブ サービスが時間切れ

チェッ ク  論理を実行した結果、 ト レーディング パー

トナーによって受信確認されていないインターチェン
ジが見つかる と、 Gentran:Server エグゼクティブ サー

ビスによって次のデータ  オーディ ッ ト  メ ッセージが

書き込まれます。
[1-2-3000 受信確認状態は時間切れに変更されました ]
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共通オーディ ッ ト  
メ ッセージ

共通オーディ ッ ト  メ ッセージとは、 同一のソース内にある 1 つ以上のコンポー

ネン トによって書き込まれる場合のあるオーディ ッ ト  メ ッセージです ( 異なる

ソースで同じ メ ッセージを生成するこ とはできません )。

例
Gentran:Server 内で、 自動処理プログラムは、 データベースを開く際にエラーが
発生したこ とを示すオーディ ッ ト  メ ッセージを生成する場合があ り ます。 同様
に、 RPCSRV プログラムも、 同じエラーが発生したこ とを示す同一のオーディ ッ
ト  メ ッセージを生成する場合があ り ます。

共通オーディ ッ ト  メ ッセージは、 コンポーネン ト値 [ALL] と してシステムで定

義されています ( 対応するコンポーネン ト  ID の数値は 0)。 ただし、 共通オー

ディ ッ ト  メ ッセージがオーディ ッ ト  ログに書き込まれる と きには、 オーディ ッ

ト  メ ッセージを生成したコンポーネン トが区別されます。

例
自動処理プログラムと  RPCSRV プログラムの両方がメ ッセージ 51000 をオー
ディ ッ ト  ログに書き込んだ場合、 オーディ ッ ト  ログ エン ト リで、 ソースは 
[Server]、 コンポーネン トはそれぞれ [Unattended] および [RPCSRV]、 そしてメ ッ
セージ ID は [51000] と して表示されます。 ただし、 オーディ ッ ト  メ ッセージ 
テーブル ( メ ッセージ情報を参照、 追加、 および修正できるテーブル ) には、
メ ッセージが [Server-ALL-1-0-51000] と して表示されます。

オーディ ッ ト  
メ ッセージの
ダイアログ ボックス

次の表に、 オーディ ッ ト  メ ッセージ コンポーネン ト を構成するダイアログ ボッ

クスを示します。

ダイアログ ボックス 機能

Gentran オーディ ッ ト  
メ ッセージ

オーディ ッ ト  メ ッセージを表示および削除できます。

検索 特定のオーディ ッ ト  メ ッセージを探すための検索条

件 ( 特定のメ ッセージ テキス トやレベル ) を入力でき

ます。

オーディ ッ ト  
メ ッセージの定義

次の処理を実行できます。

◗ システム定義のオーディ ッ ト  メ ッセージのプロパ
ティを表示する

◗ システム定義のオーディ ッ ト  メ ッセージのプロパ
ティを一部修正する

◗ オーディ ッ ト  メ ッセージを作成する

◗ ユーザー定義のオーディ ッ ト  メ ッセージのプロパ
ティを表示および修正する
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[Gentran オーディ ッ ト  メ ッセージ ] ブラウザ

はじめに [Gentran オーディ ッ ト  メ ッセージ ] ブラウザでは、 オーディ ッ ト  メ ッセージを

表示したり、 ユーザー定義のオーディ ッ ト  メ ッセージをシステムから削除した

りできます。 このブラウザから、 オーディ ッ ト  メ ッセージの追加や修正を行う

こ と もできます。

[Gentran オーディ ッ

ト メ ッセージ ] 
ブラウザ

次に、 [Gentran オーディ ッ ト  メ ッセージ ] ブラウザを示します。

( 次のページへ続く )
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各部と機能 次の表に、 [Gentran オーディ ッ ト  メ ッセージ ] ブラウザの各部とその機能を示し

ます。

各部 機能

オーディ ッ ト番号 オーディ ッ ト  メ ッセージのソース  ID、 コンポーネン

ト  ID、 およびメ ッセージ ID を示します。 ソース と コ

ンポーネン トは、 他のシステム内で生成されたメ ッ
セージと簡単に区別できるよ うに、 数値によって表さ
れます。

参照
使用される数値のリ ス トについては、 「ソースおよび 
コンポーネン トの 数値」 を参照して ください。

ソース メ ッセージを生成するシステム  (Gentran:Server、 メー

ルボッ クス、 ユーザー システムなど ) を示します。

コンポーネン ト オーディ ッ ト  メ ッ セージを生成する指定されたソース

の構成要素 (Gentran:Server 自動処理プログラムなど ) 
を示します。

メ ッセージ ID コンポーネン トの特定のエラーを示す 1 ～ 65535 の
番号。

レベル エラーの重要度またはイベン トの状態を示します。

レベルの値は次のとおりです。

◗ [ 情報 ]
◗ [ 警告 ]
◗ [ エラー ]
◗ [ オーディ ッ ト正常終了 ]
◗ [ オーディ ッ ト  エラー ]

メ ッセージ テキス ト オーディ ッ ト  メ ッセージの説明テキス ト 。
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[ 検索 ] ダイアログ ボックス

はじめに [ 検索 ] ダイアログ ボッ クスでは、 特定のオーディ ッ ト  メ ッセージを探すための

検索条件 ( メ ッセージ テキス トやメ ッセージ ID など ) を入力できます。

[ 検索 ] ダイアログ 
ボックス

次に、 [ 検索 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ 検索 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能を示します。

各部 機能

検索条件 メ ッセージの検索に使用する条件を示します。

検索する文字列 検索条件の特定のプロパティ値を指定します。

例
検索条件 : メ ッセージ テキス ト
検索対象 : ト ランスレーシ ョ ン エラー

次を検索 リ ス ト内で、 選択した条件に一致する次のオーディ ッ
ト  メ ッセージを検索します。

キャンセル 検索を終了し、 [ 検索 ] ダイアログ ボッ クスを閉じ

ます。

上へ リ ス ト内の現在の位置よ り前にある メ ッセージの中か
ら、 選択した条件に一致するオーディ ッ ト  メ ッセー

ジを検索します。

下へ リ ス ト内の現在の位置よ り後にある メ ッセージの中か
ら、 選択した条件に一致するオーディ ッ ト  メ ッセー

ジを検索します。
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[ オーディ ッ ト  メ ッセージの定義 ] ダイアログ ボックス

はじめに Gentran:Server でオーディ ッ ト  メ ッセージがシステム定義されていないシステム

活動を記録したい場合は、 オーディ ッ ト通知システムで、 必要なオーディ ッ ト  
メ ッセージを作成するこ とができます。

メモ
ユーザーが作成したオーディ ッ ト  メ ッセージは、 " ユーザー定義 " のオーディ ッ
ト  メ ッセージと呼ばれます。

[ オーディ ッ ト  メ ッセージの定義 ] ダイアログ ボッ クスを使用して、 既存のオー

ディ ッ ト  メ ッセージのプロパティ を修正するこ と もできます。 これらのオプ

シ ョ ンによ り、 システムが生成する メ ッセージをカスタマイズできます。

[ オーディ ッ ト  
メ ッセージの定義 ] 
ダイアログ ボックス

次に、 [ オーディ ッ ト  メ ッセージの定義 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

( 次のページへ続く )
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各部と機能 次の表に、 [ オーディ ッ ト  メ ッセージの定義 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその

機能を示します。

メモ
表で特に指摘のない限り、 システム定義のメ ッセージで使用されるこれらの
フ ィールドは変更できません。

各部 機能

オーディ ッ ト番号 オーディ ッ ト  メ ッセージのソース  ID、 コンポーネン

ト  ID、 およびメ ッセージ ID を示す識別番号。

ソース 新しいメ ッセージに適用される既定値のソース  ( ユー

ザー ) またはメ ッセージのシステム  ソース  
(Gentran:Server、 メールボッ クスなど ) を示します。

コンポーネン ト オーディ ッ ト  メ ッセージを生成するシステム  ( 特定の

ソース内 ) の構成要素 (Gentran:Server 自動処理プログ

ラムなど ) を示します。

メ ッセージ ID メ ッセージ ID 番号を示します。 既定では、 新しい

メ ッセージには、 現在使用されていない も大きな
メ ッセージ ID の値が割り当てられます。 別の値を指

定するこ と もできます。

ユーザー / システム  
メ ッセージ

メ ッセージがユーザー定義またはシステム定義かを示
します。

オーディ ッ ト  ログへ

の書き込み

メ ッセージがオーディ ッ ト  ログに書き込まれるかど

うかを示します。

イベン ト  ログへの

書き込み

メ ッセージが Windows イベン ト  ログに書き込まれる

かど うかを示します。

メモ
一部のシステム定義オーディ ッ ト  メ ッセージでは、
このオプシ ョ ンの選択または選択解除が行えます。

レベル オーディ ッ ト  メ ッセージのレベルを示します。

レベルのタイプは次のとおりです。

◗ [ 情報 ]
◗ [ 警告 ]
◗ [ エラー ]
◗ [ オーディ ッ ト正常終了 ]
◗ [ オーディ ッ ト  エラー ]

( 次のページへ続く )
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オーディ ッ ト  
メ ッセージの種類

オーディ ッ ト  メ ッセージのタイプを示します。

使用できる値は、 次のとおりです。

◗ [Processing] 
◗ [Document]
◗ [Interchange]
◗ [External data]
◗ [Session]
◗ [Message]
◗ [Attachment]

メ ッセージ テキス ト メ ッセージの説明テキス ト を示します。

追加 ( ユーザー ) 
メ ッセージ テキス ト

追加のメ ッセージの説明テキス ト を示します。

メモ
このフ ィールドで、 システム定義のメ ッセージにメ ッ
セージ テキス ト を追加できます。

OK 新しいメ ッセージを追加するか、 既存のメ ッセージ
に対する変更を適用し、 ダイアログ ボッ クスを閉じ

ます。

キャンセル 変更または追加した内容をキャンセルし、 既存の構成
を維持した状態でダイアログ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。

 ( 続き )
各部 機能
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オーディ ッ ト  メ ッセージの追加方法

はじめに [ オーディ ッ ト  メ ッセージの定義 ] ダイアログ ボッ クスでメ ッセージ プロパ

ティを定義するこ とで、 オーディ ッ ト  メ ッセージを追加できます。

使用する場合 この手順は、 Gentran:Server にシステム定義のオーディ ッ ト  メ ッセージがない

システム活動を記録するためのオーディ ッ ト  メ ッセージが必要な場合に使用し

ます。

メモ
オーディ ッ ト  メ ッセージを追加した後、 プロセス管理または拡張ルールを使用
して、 メ ッセージがオーディ ッ ト  ログへ書き込まれるよ う構成する必要があ り
ます。

参照
ユーザー定義のオーディ ッ ト  メ ッセージをオーディ ッ ト  ログへ書き込むよ う  
Gentran:Server コンポーネン ト を構成する方法については、 「プロセス管理の使い
方」 および 「拡張ルールの使い方」 の章を参照して ください。

手順 オーディ ッ ト  メ ッセージを追加するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[Gentran:Server for Windows システム構成 ] ダイアログ ボッ クスが
表示されます。

2 [ オーディ ッ ト / 通知 ] タブを選択して、 [ メ ッセージ ] をク リ ッ ク

します。

システムからの応答
[Gentran オーディ ッ ト  メ ッセージ ] ブラウザが表示されます。

3 [ ファ イル ] メニューから  [ 新しいオーディ ッ ト  メ ッセージ ] を選

択します。

システムからの応答
[ オーディ ッ ト  メ ッセージの定義 ] ダイアログ ボッ クスが表示さ
れます。

( 次のページへ続く )
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4 既定値を使用しない場合は、 メ ッセージ ID を変更します ( 既定値

は使用されていない も大きなメ ッセージ ID)。

5 [ レベル ] リ ス ト で、 レベルを選択します。

6 オーディ ッ ト  メ ッセージの種類を選ぶリ ス トから、 メ ッセージの

種類を選択します。

7 メ ッセージをオーディ ッ ト  ログに書き込む場合は、 [ オーディ ッ

ト  ログへの書き込み ] を選択します。

8 メ ッセージを  Windows イベン ト  ログに書き込む場合は、 [ イベン

ト  ログへの書き込み ] を選択します。

9 [ メ ッセージ テキス ト ] フ ィールドに、 メ ッセージの説明テキス

ト を入力します。

10 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
新しいメ ッセージがリ ス トに追加されて、 ダイアログ ボッ クスが
閉じられ、 [Gentran オーディ ッ ト  メ ッセージ ] ブラウザが表示さ
れます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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オーディ ッ ト  メ ッセージ プロパティの修正方法

はじめに [ オーディ ッ ト  メ ッセージの定義 ] ダイアログ ボッ クスを使用して、 オーディ ッ

ト  メ ッセージのプロパティ を修正できます。

使用する場合 この手順は、 次の場合に使用します。

◗ オーディ ッ ト通知システムに対して、 システム定義のオーディ ッ ト  メ ッ
セージをオーディ ッ ト  ログまたは Windows イベン ト  ログに書き込むよ う指
定する場合

◗ システム定義のメ ッセージに、 メ ッセージの説明テキス ト を追加する場合

◗ ユーザー定義のオーディ ッ ト  メ ッセージのプロパティを修正する場合

手順 オーディ ッ ト  メ ッセージのプロパティを編集するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[Gentran:Server for Windows システム構成 ] ダイアログ ボッ クスが
表示されます。

2 [ オーディ ッ ト / 通知 ] タブを選択して、 [ メ ッセージ ] をク リ ッ ク

します。

システムからの応答
[Gentran オーディ ッ ト  メ ッセージ ] ブラウザが表示されます。

3 修正する メ ッセージをダブルク リ ッ ク します。

システムからの応答
選択したメ ッセージのプロパティを示す [ オーディ ッ ト  メ ッセー
ジの定義 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )
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4 必要に応じて、 ダイアログ ボッ クスのフ ィールドの値を変更し

ます。

メモ
編集するオーディ ッ ト  メ ッセージのタイプによっては、 特定のプ
ロパティの変更が制限されています。

◗ システム定義された情報レベルのメ ッセージでは、 次の処理
を実行できます。

— オーディ ッ ト  ログおよびイベン ト  ログのオプシ ョ ンを変
更し、 オーディ ッ ト  メ ッセージの書き込み先であるログ
を指定する

— 追加のメ ッセージ テキス ト を入力するボッ クスで、 テキ
ス ト を追加または変更する

◗ システム定義された非情報レベルのメ ッセージでは、 この追
加メ ッセージ テキス ト を入力するボッ クスの内容だけを修正
できます。

◗ ユーザー定義のオーディ ッ ト  メ ッセージでは、 [ オーディ ッ ト
番号 ] フィ ールド 以外のすべてのフィ ールド と 、 既定値がユー
ザーに設定されている  [ ソース ] および [ コンポーネン ト ] 
フ ィールドの内容を修正できます。

5 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
オーディ ッ ト  メ ッセージに対する変更が適用されて、 ダイアログ 
ボッ クスが閉じられ、 [Gentran オーディ ッ ト  メ ッセージ ] ブラウ
ザが表示されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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特定のオーディ ッ ト  メ ッセージの検索方法

はじめに [Gentran オーディ ッ ト  メ ッセージ ] ブラウザで特定のオーディ ッ ト  メ ッセージ

を検索するには、 [ 検索 ] ダイアログ ボッ クスで、 目的のメ ッセージを特定でき

るプロパティを指定します。

使用する場合 この手順は、 メ ッセージを検索して、 そのプロパティを検討または変更する場
合に使用します。

手順 特定のオーディ ッ ト  メ ッセージを検索するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[Gentran:Server for Windows システム構成 ] ダイアログ ボッ クスが
表示されます。

2 [ オーディ ッ ト / 通知 ] タブを選択して、 [ メ ッセージ ] をク リ ッ ク

します。

システムからの応答
[Gentran オーディ ッ ト  メ ッセージ ] ブラウザが表示されます。

3 [ ファ イル ] メニューから  [ 検索 ] を選択します。

システムからの応答
[ 検索 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4 [ 検索条件 ] リ ス トで、 使用する検索条件のタイプを選択します。

例
メ ッセージ テキス ト
メ ッセージ ID

5 [ 検索する文字列 ] ボッ クスに、 検索対象となる特定のプロパティ

を入力します。

例
たとえば、 [ 検索条件 ] が [ メ ッセージ テキス ト ] の場合は、 [ 検
索する文字列 ] ボッ クスに 「変更された受信確認状態」 のよ うに
入力します。

( 次のページへ続く )
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6 リ ス トの現在の位置から上方向または下方向のどちらへ向かって
検索するかを指定します。

◗ リ ス ト内の現在の位置よ り前にある メ ッセージの中から検索
する場合は、 [ 上へ ] を選択します。

◗ リ ス ト内の現在の位置よ り後にある メ ッセージの中から検索
する場合は、 [ 下へ ] を選択します。

7 [ 次を検索 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Gentran オーディ ッ ト  メ ッセージ ] ブラウザのリ ス トで、 検索さ
れたメ ッセージが反転表示されます。

[ 次を検索 ] を再度ク リ ッ クするこ とで、 入力した条件で一致する
次のオーディ ッ ト  メ ッセージを検索できます。

メモ
入力した条件に一致する メ ッセージが見つからない場合は、 情報
メ ッセージが表示されます。

8 反転表示されたメ ッセージをダブルク リ ッ ク して、 そのプロパ
ティを検討または変更します。

システムからの応答
選択したメ ッセージの [ オーディ ッ ト  メ ッセージの定義 ] ダイア
ログ ボッ クスが表示されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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オペレータ情報の構成 0

概要

はじめに オペレータ とは、 特定のオーディ ッ ト  メ ッセージがシステム コンポーネン トに

よって生成された場合に、 通知を受け取るよ う システムで定義されているユー
ザーです。

通知の受信者を構成する と きに、 システムがその受信者のオペレータ定義を使
用できるよ うに、 名前、 E メール アドレス、 ページャー番号などのオペレータ

情報をあらかじめ定義する必要があ り ます。

オーディ ッ ト通知システムのオペレータ  コンポーネン ト を使用して、 次の処理

を実行できます。

◗ システムで定義されているオペレータすべてのリ ス ト を表示する

◗ オペレータ  プロパティを表示および修正する

◗ リ ス トに新しいオペレータを追加する

◗ オペレータを削除する

◗ 定義したオペレータに対して、 テス ト通知を送信する

◗ 他のユーザーによって変更された内容を表示させるため、 オペレータのリ ス
ト を リ フレッシュする

オペレータの
ダイアログ ボックス

次の表に、 オペレータ  コンポーネン ト を構成するダイアログ ボッ クスを示し

ます。

( 次のページへ続く )

ダイアログ ボックス 機能

Gentran オペレータ オペレータを表示および削除できます。

オペレータ  
プロパティ

オペレータ情報を表示および修正できます。 また、 入
力したプロパティに基づいて、 システムによる通知の
生成をテス トできます。

新しいオペレータの
プロパティ

通知を受信するオペレータを追加できます。 また、 入
力したプロパティに基づいて、 システムによる通知の
生成をテス トできます。
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テスト機能 オペレータ  コンポーネン トには、 オペレータに対して試験用の通知を送信する

テス ト機能が用意されており、 プロパティのダイアログ ボッ クスで入力したオ

ペレータ情報が有効かど うかをテス トできます。 テス ト通知は、 通知ログの警
告メ ッセージ、 E メール、 ページャーで行えます。

通知テス トが成功したかど うかを確認する方法は、 テス ト対象となる通知タイ
プおよびテス トの実際の成否によって異なり ます。

◗ 警告メ ッセージによる通知の場合、 指定オペレータは有効な Windows ユー
ザー ID でログオンし、 [Gentran 通知ログ ] ダイアログ ボッ クスを開いてお
く必要があ り ます。

◗ ページャーおよび E メールによる通知の場合、 テス ト実施者は指定オペレー
タに問い合わせ、 そのオペレータの E メール アカウン ト またはページャー
でテス ト通知を受信したこ とを確認する必要があ り ます。

◗ E メールまたはページャー テス ト通知の生成でエラーが発生する と、 問題の
種類を示すエラー メ ッセージが表示されます。

例

リフレッシュ機能 オペレータ  コンポーネン トでは、 他のユーザーによって変更された内容を表示

するため、 [Gentran オペレータ ] ブラウザを リ フレッシュするこ とができます。

リ フレッシュするには、 [ 表示 ] メニューから  [ リ フレッシュ ] を選択するか、

F5 を押します。

オペレータの削除 オペレータのエント リ が不要になった場合は、 そのエント リ を選択して、 [ 削除 ] 
を押すこ とによ り、 [Gentran オペレータ ] ブラウザの [ オペレータ ] リ ス ト から

削除できます。

メモ
オペレータを削除する と、 そのオペレータが受信者と して構成されているすべ
ての通知がシステムから削除されます。
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[Gentran オペレータ ] ブラウザ

はじめに [Gentran オペレータ ] ブラウザには、 システムで定義されているオペレータのリ

ス トが表示されます。 この リ ス トから、 オペレータを削除できます。

[Gentran オペレー

タ ] ブラウザ

次に、 [Gentran オペレータ ] ブラウザを示します。

各部と機能 次の表に、 [Gentran オペレータ ] ブラウザの各部とその機能を示します。

各部 機能

ユーザー ID オペレータの Windows 識別子を表示します。

名前 オペレータ名を表示します。

E メール アドレス オペレータの E メールアドレスを表示します。

ページャー情報 オペレータが使用する電話番号表示型ページャー番号 
(9, 111-1111 など ) またはメール アドレス表示型ペー

ジャーの E メール アドレスのいずれかを指定します。
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[ オペレータ  プロパティ ] ダイアログ ボックス

はじめに 選択した通知を特定のユーザー ( オペレータ ) へ送信するよ う設定するには、 ま

ずユーザーを定義するオペレータ情報をシステムに追加する必要があ り ます。
Gentran:Server は、 このオペレータ  プロパティを使用して、 指定されたオペレー

タへ通知を送信します。

[ オペレータ  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスでは、 通知を受信するオペレータ

をシステムに追加したり、 既存のオペレータのプロパティを表示または修正で
きます。 オペレータ情報 (E メール アドレスなど ) が変更された場合は、 このダ

イアログ ボッ クスを使用して、 システムでユーザーを定義するオペレータ情報

を更新する必要があ り ます。

[ オペレータ  
プロパティ ] 
ダイアログ ボックス

次に、 [ オペレータ  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスを示します。

( 次のページへ続く )
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各部と機能 次の表に、 [ オペレータ  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能を示

します。

各部 機能

Windows ユーザー ID オペレータの Windows ユーザー ID を指定します。

メモ
使用するデータベースで大文字と小文字が区別される
場合、 このフ ィールドには、 Windows ユーザー ID と
同じよ うに正確に大文字と小文字を区別して、 ユー
ザー ID を入力する必要があ り ます。 Windows ユー
ザー ID と同じよ うに大文字と小文字を区別して入力
しないと、 オペレータはオペレータ自身に対して生成
された通知を表示できな くな り ます。

名前 オペレータ名を指定します。

警告 テス ト  指定したオペレータに対して、 テス トの通知ログ警告
メ ッセージを送信します。

メモ
指定されたオペレータは、 テス トの警告通知を受信す
るために、 有効な Windows ユーザー ID でログオンし
て、 [Gentran 通知ログ ] ダイアログ ボッ クスを開いて
おく必要があ り ます。

E メール アドレス オペレータの E メールアドレスを指定します。

E メール テス ト  指定されたオペレータに対して、 テス トの E メール通

知を送信します。

電話番号表示型
ページャー

オペレータが通知の受信に使用する電話番号式のペー
ジャー番号を指定します。

メモ
ダイヤル後、 ページャー サービスが数値を受信でき
る状態になるまでページャー サービスを待機できる
よ う、 ページャー番号の後に必要な数だけコンマを追
加する必要があ り ます。

例
9,555-5555,,,,

ページャー番号の後に追加されている  4 つのコンマに
よ り、 ページング サービス  ボイス  メ ッセージは、
メ ッセージが受信できる状態になるまで、 再生でき
ます。

( 次のページへ続く )
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メール アドレス表示

型ページャー

オペレータがメール アドレス表示型ページャー通知

の受信に使用する  E メール アドレスを指定します。

ページャー テス ト  指定したオペレータに対して、 テス トのページャー通
知を送信します。

OK オペレータ  リ ス トに変更を適用して、 ダイアログ 
ボッ クスを閉じます。 オーディ ッ ト通知システムは、
更新した情報に基づいて次回からの通知を生成するよ
うにな り ます。

キャンセル 変更内容をキャンセルし、 既存の構成を維持した状態
でダイアログ ボッ クスを閉じます。

適用 オペレータ  リ ス トに変更を適用し、 ダイアログ ボッ

クスを開いた状態にしておきます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。

 ( 続き )
各部 機能
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オペレータの追加方法

はじめに オペレータを追加するには、 [ オペレータ  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで、

オペレータの識別情報を指定します。

使用する場合 次の手順は、 通知を受信するユーザーを設定する場合に使用します。

手順 システムにオペレータを追加するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[Gentran:Server for Windows システム構成 ] ダイアログ ボッ クスが
表示されます。

2 [ オーディ ッ ト / 通知 ] タブを選択して、 [ オペレータ ] をク リ ッ ク

します。

システムからの応答
[Gentran オペレータ ] ブラウザが表示されます。

3 [ ファ イル ] メニューから  [ 新しいオペレータ ] を選択します。

システムからの応答
[ オペレータ  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4 適切なフ ィールドに、 必要な情報を入力します。

◗ Windows ユーザー ID

メ モ
使用するデータベースで大文字と小文字が区別される場
合、 Windows ユーザー ID と同じよ うに大文字と小文字
を区別して、 ユーザー ID を入力して ください。
Windows ユーザー ID と同じよ うに大文字と小文字を区
別して入力しないと、 オペレータはオペレータ自身に対
して生成された通知を表示できな くな り ます。

◗ 名前

◗ E メール アドレス

◗ 電話番号表示型ページャー

◗ メール アドレス表示型ページャー

( 次のページへ続く )
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5 テス トする通知の [ テス ト ] ボタンをク リ ッ ク します。

システムからの応答
新しいオペレータにテス ト通知が送信されます。

参照
テス ト機能については、 「テス ト機能」 を参照して ください。

6 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
リ ス トにオペレータが追加され、ダイアログ ボッ クスが閉じます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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オペレータ  プロパティの修正方法

はじめに オペレータ情報 (E メール アドレスやページャー番号など ) が変更された場合は、

オペレータ  プロパティを修正する必要があ り ます。 [ オペレータ  プロパティ ] ダ
イアログ ボッ クスでは、 既存のオペレータのプロパティを修正できます。

手順 オペレータ  プロパティを修正するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[Gentran:Server for Windows システム構成 ] ダイアログ ボッ クスが
表示されます。

2 [ オーディ ッ ト / 通知 ] タブを選択して、 [ オペレータ ] をク リ ッ ク

します。

システムからの応答
[Gentran オペレータ ] ブラウザが表示されます。

3 修正するオペレータのエン ト リ をダブルク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ オペレータ  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4 必要に応じて、 次のフ ィールドの情報を修正します。

◗ [Windows ユーザー ID]
◗ [ 名前 ]
◗ [E メール アドレス ]
◗ [ 電話番号表示型ページャー ]
◗ [ メール アドレス表示型ページャー ]

( 次のページへ続く )
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5 テス トする通知の [ テス ト ] ボタンをク リ ッ ク します。

システムからの応答
オペレータにテス ト通知が送信されます。

参照
テス ト機能については、 「テス ト機能」 を参照して ください。

6 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
変更が保存され、 ダイアログ ボッ クスが閉じます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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通知の操作 0

概要

はじめに 通知とは、 ユーザー定義の動作 ( ページャー呼び出し、 E メール送信、 または通

知タイプのプロセス管理イベン ト など ) で、 システム コンポーネン トが特定の

オーディ ッ ト  メ ッセージを生成する と、 Gentran:Server によって開始されます。

通知には、 オーディ ッ ト  メ ッセージの生成をユーザーに知らせるだけの方法と、

生成されるオーディ ッ ト  メ ッセージに対するシステムの応答 ( 通知タイプのプ

ロセス管理イベン ト ) する方法があ り ます。

通知コンポーネン ト を使用して、 次の処理を実行できます。

◗ 通知を追加する

◗ 既存の通知プロパティ を修正する

◗ システムで定義されている通知すべてのリ ス ト を表示する

◗ 通知を削除する

◗ 他のユーザーによって変更された内容を表示するため、 通知のリ ス ト を リ フ
レッシュする

通知の動作 次の表で、 通知の動作を説明します。

通知の動作 説明

通知ログの
警告メ ッセージ

オペレータがシステムで操作を行っている間に、 その
オペレータに対する通知が生成されたこ とをオペレー
タに知らせる メ ッセージ ボッ クス。

オペレータが通知ログの警告メ ッセージを受け取るに
は、 そのオペレータがログオンし、 通知ログをアク
ティブに設定している必要があ り ます。

メモ
既定では、 警告メ ッセージと音響信号が Gentran 通知
ログの [ 選択 ] メニューでアクティブに設定されてい
ます。 オペレータは、 これらのオプシ ョ ンを選択解除
できます。

ページャー 注意が必要な状況をオペレータに知らせるためにペー
ジャーへ送信される通知。

( 次のページへ続く )
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柔軟な構成
オプシ ョ ン

通知コンポーネン トでは、 必要に応じてさまざまな通知構成を設定できます。
ただし、 一部のオーディ ッ ト  メ ッセージには、 通知を  1 つしか設定できません 
( 同じ メ ッセージに追加の通知を設定しよ う とする と、 エラー メ ッセージが表示

されます )。

通知コンポーネン ト を使用する と、 次の処理を実行できます。

◗ 複数のオペレータへの通知
次の方法で、 複数のオペレータに対して通知を行う こ とができます。

— 同一のオーディ ッ ト  メ ッセージの応答と して通知する

— 同一のオーディ ッ ト  メ ッセージの応答と して、 複数の通知タイプ ( ペー
ジャー、 E メール、 通知ログの警告など ) を使用する

◗ さまざまなオーディ ッ ト  メ ッセージ条件に基づいた通知の設定
通知は、 次のメ ッセージの応答と して送信できます。

— 特定のオーディ ッ ト  メ ッセージ

— 指定レベル ( 警告メ ッセージなど ) のオーディ ッ ト  メ ッセージすべて

— 特定のシステム コンポーネン ト  (CONFIG プログラムなど ) によって生
成されたオーディ ッ ト  メ ッセージすべて

( 次のページへ続く )

E メール 注意が必要な状況をオペレータに知らせるために送信
される  E メール。

通知タイプのプロセス
管理イベン ト

特定のオーディ ッ ト  メ ッセージの生成に対する応答

と して開始するよ う あらかじめ構成されている動作ま
たは一連の動作。

例
マップに、 合計金額が指定した額を超える請求書を受
け取る度に処理オーディ ッ ト を書き込む拡張ルールが
設定されている と します。 この拡張ルールに基づい
て、 データを処理するユーザー プログラムを開始す
るよ う、 通知タイプのプロセス管理イベン ト を構成す
るこ とができます。

メモ
通知タイプのプロセス管理イベン トの動作は、 通知ロ
グに書き込まれません。

参照
通知タイプのプロセス管理イベン ト を追加する方法の
詳細については、 「プロセス管理の使い方」 を参照し
て ください。

 ( 続き )
通知の動作 説明
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柔軟な構成
オプシ ョ ン ( 続き )

◗ さまざまなタイプの通知の設定 
通知は、 通知ログの警告、 ページャー、 E メール、 または通知タイプのプロ
セス管理イベン トで行う よ う構成できます。

メモ
オーディ ッ ト  ログへ書き込まれないよ うに構成されているオーディ ッ ト  メ ッ
セージに対しても、 そのメ ッセージの生成時に通知の応答を開始するよ う設定
するこ とができます。

構成の例 通知を設定する際には、 その通知に対して次のオプシ ョ ンで定義される特定の
オーディ ッ ト  メ ッセージかオーディ ッ ト  メ ッセージのグループを選択できます。

◗ ソース

◗ コンポーネン ト

◗ メ ッセージ ID
◗ レベル

例
たとえば、 ある通知は、 ソースが [Server]、 コンポーネン トが [Translator]、 メ ッ
セージ ID が [<ALL>]、 レベルが [ エラー レベル オーディ ッ ト ] である メ ッセー
ジすべてに送信されるよ う設定されている と します。 この場合、 ト ランスレー
タによって、 エラー レベル オーディ ッ ト を示すオーディ ッ ト  メ ッセージが生成
される と、 通知が生成されます。

通知処理の順序 オーディ ッ ト通知サーバーは、 通知の動作をすべて実行します。 各通知では、
動作は一度に 1 つずつ処理されます。 したがって、 ページャーへの送信を行う通

知は、 ページャーへの送信を行う  1 つ前の通知が完了するまで開始しません。

通知によるページャーへの送信の試行時に、 別の処理 ( オーディ ッ ト通知システ

ム以外の処理 ) がモデムを使用している場合、 サーバーは 45 秒待機して、 再試

行します。 3 回試行してもモデムが使用中の場合、サーバーは Windows イベン ト  
ログにエン ト リ を書き込み、 キューにある次の通知の処理を開始します。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



概要 オーディ ッ ト通知システムの使い方3 - 64
通知のダイアログ 
ボックス

次の表に、 通知コンポーネン ト を構成するダイアログ ボッ クスを示します。

リフレッシュ機能 通知コンポーネン トでは、 他のユーザーによって変更された内容を表示するた
め、 [Gentran 通知 ] ブラウザを リ フレッシュするこ とができます。 リ フレッシュ

するには、 [ 表示 ] メニューから  [ リ フレッシュ ] を選択するか、 F5 を押します。

通知の削除 [Gentran 通知 ] ダイアログ ボッ クスの通知リ ス トから、 通知を削除できます。 通

知を削除するには、 削除する通知を選択して、 [ 削除 ] を押します。

ダイアログ ボックス 機能

Gentran 通知 通知を表示および削除できます。

新しい通知
プロパティ

プロパティ  ( 通知の名前、 およびその通知が応答する

オーディ ッ ト  メ ッセージまたはオーディ ッ ト  メ ッ

セージのタイプなど ) を指定するこ とで、 通知を追加

できます。

通知プロパティ 通知の識別プロパティ  ( 通知が応答するオーディ ッ ト  
メ ッセージのタイプおよび通知の受信者 ) を変更でき

ます。
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オーディ ッ ト通知システムの使い方 [Gentran 通知 ] ブラウザ 3 - 65
[Gentran 通知 ] ブラウザ

はじめに [Gentran 通知 ] ブラウザでは、 通知を表示および削除できます。

[Gentran 通知 ] 
ブラウザ

次に、 [Gentran 通知 ] ブラウザを示します。

( 次のページへ続く )
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[Gentran 通知 ] ブラウザ オーディ ッ ト通知システムの使い方3 - 66
各部と機能 次の表に、 [Gentran 通知 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能を示します。

各部 機能

名前 通知の名前を示します。

有効 指定したオーディ ッ ト  メ ッセージがオーディ ッ ト  ロ
グへ書き込まれる と、 通知が送信されるこ とを示し
ます。

メモ
このオプシ ョ ンを選択しない場合、 通知は生成されま
せん。

ソース 通知を開始するオーディ ッ ト  メ ッセージの生成元と

なるシステムまたはファンクシ ョナル システム領域 
(Gentran:Server、 アーカイブ、 ユーザー システムなど ) 
を示します。

コンポーネン ト 通知を開始するオーディ ッ ト  メ ッセージの生成元と

なるソース  (Gentran:Server 自動処理プログラムなど ) 
を示します。

メ ッセージ ID 通知を開始するオーディ ッ ト  メ ッセージの識別番号 
(1 ～ 65,535)。

オーディ ッ ト番号 通知を開始するオーディ ッ ト  メ ッセージのソース  ID、

コンポーネン ト  ID、 およびメ ッセージ ID を示す識別

番号。

レベル 通知を開始するイベン トのエラーの重要度または状態
を示します。

レベルのタイプは次のとおりです。

◗ [ 情報 ]
◗ [ 警告 ]
◗ [ エラー ]
◗ [ オーディ ッ ト正常終了 ]
◗ [ オーディ ッ ト  エラー ]
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オーディ ッ ト通知システムの使い方 [ 通知プロパティ ] ダイアログ ボックス 3 - 67
[ 通知プロパティ ] ダイアログ ボックス

はじめに [ 通知プロパティ ] ダイアログ ボッ クスでは、 通知を追加した り、 通知の識別プ

ロパティを変更した りできます。 このダイアログ ボッ クスで、 通知の名前、 通

知が応答するオーディ ッ ト  メ ッセージのタイプ、 および通知の受信者などのプ

ロパティを指定できます。 [ 通知プロパティ ] ダイアログ ボッ クスには、 次の 3 
つのタブがあ り ます。

◗ [ 全般 ]
◗ [ 応答 ]
◗ [ 詳細設定 ]

[ 通知プロパテ ィ ] 
ダイアログ ボックス 
([ 全般 ] タブ )

次に、 [ 全般 ] タブを選択した状態の [ 通知プロパティ ] ダイアログ ボッ クスを

示します。

( 次のページへ続く )
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[ 通知プロパティ ] ダイアログ ボックス オーディ ッ ト通知システムの使い方3 - 68
各部と機能 次の表に、 [ 通知プロパティ ] ダイアログ ボッ クス  ([ 全般 ] タブ ) の各部とその

機能を示します。

各部 機能

名前 通知の名前を示します。

有効にする 通知の送信をアクティブにします。 これによ り、 特定
のオーディ ッ ト  メ ッセージがオーディ ッ ト  ログへ書

き込まれる と きに、 この通知が送信されるよ うにな り
ます。

特定のメ ッセージ 通知が、 オーディ ッ ト  ログに書き込まれる特定の

オーディ ッ ト  メ ッセージに応答するこ とを示します。

メ ッセージの
グループ

通知が、 オーディ ッ ト  ログに書き込まれるオー

ディ ッ ト  メ ッセージ グループに応答するこ とを示し

ます。

ソース 通知を開始するオーディ ッ ト  メ ッセージの生成元シ

ステムまたはファンクシ ョナル システム領域 
(Gentran:Server、 アーカイブ、 ユーザー システムなど ) 
を示します。

コンポーネン ト 通知を開始するオーディ ッ ト  メ ッセージの生成元

ソース  ( ト ランスレータなど ) を示します。

メ ッセージ ID 通知を開始するオーディ ッ ト  メ ッセージの識別番号 
(1 ～ 65,535)。

... システムで定義されているオーディ ッ ト  メ ッセージ

のリ ス ト を表示します。

メモ
ソースおよびコンポーネン トの値を入力する と、 リ ス
トは指定したソースおよびコンポーネン トのメ ッセー
ジを表示するよ う フ ィルタされます。

レベル 通知を開始するイベン トのエラーの重要度または状態
を示します。

レベルのタイプは次のとおりです。

◗ [ 情報 ]
◗ [ 警告 ]
◗ [ エラー ]
◗ [ オーディ ッ ト成功 ]
◗ [ オーディ ッ ト失敗 ]

( 次のページへ続く )
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オーディ ッ ト通知システムの使い方 [ 通知プロパティ ] ダイアログ ボックス 3 - 69
[ 通知プロパテ ィ ] 
ダイアログ ボック

ス ([ 応答 ] タブ )

次に、 [ 応答 ] タブを選択した状態の [ 通知プロパティ ] ダイアログ ボッ クスを

示します。

( 次のページへ続く )

OK 変更した内容で通知プロパティを更新して、 ダイアロ
グ ボッ クスを閉じます。

キャンセル 通知に変更を適用せずに、 ダイアログ ボッ クスを閉

じます。

適用 通知に変更を適用し、 ダイアログ ボッ クスを開いた

状態にしておきます。

ヘルプ 状況依存ヘルプが表示されます。

 ( 続き )
各部 機能
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[ 通知プロパティ ] ダイアログ ボックス オーディ ッ ト通知システムの使い方3 - 70
各部と機能 次の表に、 [ 通知プロパティ  – 編集 ] ダイアログ ボッ クス  ([ 応答 ] タブ ) の各部

とその機能を示します。

各部 機能

実行するタスク 通知が開始する通知タイプのプロセス管理イベン ト を
示します。

メモ
このボッ クスには、 Gentran:Server で定義済みの通知
タイプのプロセス管理イベント がすべて表示されます。

参照
通知タイプのプロセス管理イベン ト を追加する方法に
ついては、 「プロセス管理の使い方」 を参照して くだ
さい。

ユーザー ID/ 名前 通知先オペレータの ID および名前を示します。

警告 オペレータへの通知が警告メ ッセージで行われるこ と
を示します。

E メール オペレータへの通知が E メールで行われるこ とを示し

ます。

メモ
オペレータの E メール アドレスが定義されていない
場合は、 このフ ィールドに値を入力できません。

ページャー オペレータへの通知がページャーで行われるこ とを示
します。

メモ
オペレータのページャー アドレスが定義されていな
い場合は、 このフ ィールドに値を入力できません。

OK 変更した内容で通知プロパティを更新して、 ダイアロ
グ ボッ クスを閉じます。

キャンセル 通知に変更を適用せずに、 ダイアログ ボッ クスを閉

じます。

適用 通知に変更を適用し、 ダイアログ ボッ クスを開いた

状態にしておきます。

ヘルプ 状況依存ヘルプが表示されます。
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オーディ ッ ト通知システムの使い方 [ 通知プロパティ ] ダイアログ ボックス 3 - 71
[ 通知プロパテ ィ ] 
ダイアログ ボックス 
([ 詳細設定 ] タブ )

[ 詳細設定 ] タブでは、 オペレータに送信されるページャーおよび E メールの応

答を構成できます。 電話番号表示型ページャーの場合は、 ページャーにエラー
番号を送信する  ( 既定のオプシ ョ ン ) か、 それに加えて数字テキス ト も送信する

かを選択できます。

メール アドレス表示型ページャーおよび E メール通知による応答の場合は、 既

定であらかじめ書式化されたメ ッセージが送信されます ( メール アドレス表示

型ページャーには、 テキス ト  サイズの制限があ り ます )。 たとえば、

[Gentran:Server 通知 ( 通知名 )] という メ ッセージが送信されます。 オプシ ョ ン

と して、 [ メ ッセージ 01-01-01 パートナーが見つかり ません ] などのエラー メ ッ

セージ テキス ト を追加したり、 [ オペレータに送信する追加の通知メ ッセージ ] 
ボッ クスで入力したテキス ト を追加した りできます。

通常の警告メ ッセージによる応答の場合は、 通知ログで生成された通知メ ッ
セージ テキス トに、 [ オペレータに送信する追加の通知メ ッセージ ] ボッ クスで

入力したテキス ト を追加したものが使用されます。

次の図に、 [ 詳細設定 ] タブを選択した状態の [ 通知プロパティ ] ダイアログ 
ボッ クスを示します。

( 次のページへ続く )
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[ 通知プロパティ ] ダイアログ ボックス オーディ ッ ト通知システムの使い方3 - 72
各部と機能 次の表に、 [ 通知プロパティ ] ダイアログ ボッ クス  ([ 詳細設定 ] タブ ) の各部と

その機能を示します。

各部 機能

エラー メ ッセージ

テキス ト を含む

オペレータに送信される通知情報に、 次の情報を含め
るよ う指定します。

◗ 通知を開始したエラー メ ッセージの説明テキス ト

◗ エラーの日付 / 時刻

◗ イベン ト  ID

オペレータに送信す
る追加の通知メ ッ
セージ

通知先オペレータに送信される追加のテキス ト を指定
します。

メモ
メール アドレス表示型ページャーおよび E メール通
知による応答の場合は、 既定であらかじめ書式化され
たメ ッセージが送信されます ( メール アドレス表示型
ページャーには、 テキスト  サイズの制限があり ます )。

メ ッセージ番号を
使用したページ

ページャーに送信されるオーディ ッ ト  メ ッセージ番

号が、 電話番号表示型ページャーの通知テキス トに含
めれるよ う指定します。

番号のメ ッセージを
使用したページ

入力した数値テキス トが、 送信される電話番号表示型
ページャーの通知テキスト に含まれるよう 指定します。

OK 変更した内容で通知プロパティを更新して、 ダイアロ
グ ボッ クスを閉じます。

キャンセル 通知に変更を適用せずに、 ダイアログ ボッ クスを閉

じます。

適用 通知に変更を適用し、 ダイアログ ボッ クスを開いた

状態にしておきます。

ヘルプ 状況依存ヘルプが表示されます。
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オーディ ッ ト通知システムの使い方 通知の追加方法 3 - 73
通知の追加方法

はじめに 通知の追加によ り、 特定のシステム活動 ( システムが特定のオーディ ッ ト  メ ッ

セージを生成する と きに指定される ) を指定オペレータに通知するよ う、

Gentran:Server を設定できます。

通知を設定するには、 次の情報を指定します。

◗ 通知を開始するオーディ ッ ト  メ ッセージまたはオーディ ッ ト  メ ッセージの
タイプ

◗ 通知を受信するオペレータ

◗ 通知動作のタイプ (E メール、 ページャー、 通知タイプのプロセス管理イベ
ン ト )

通知の追加は、 [ 新しい通知プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで、 通知のプロパ

ティを定義するこ とで行います。 通知の構成が完了する と、 新しい通知が 
[Gentran 通知 ] リ ス トに追加されます。

前提条件 構成する通知のタイプによって、 次の前提条件を満たしている必要があ り ます。

◗ ページャー形式の通知を設定するには、[Gentran オーディ ッ ト / 通知サーバー
のプロパティ ] の [ 通知 ] タブのサーバー設定で適切な通信ポート を選択し
ている必要があ り ます。

◗ E メール形式の通知を設定するには、 MAPI プロファ イルを設定し、 [Gentran 
オーディ ッ ト / 通知サーバーのプロパティ ] の [ 通知 ] タブでそのプロファ
イルを選択している必要があ り ます。

参照
MAPI プロファ イルの設定方法については、 使用する  MAPI メ ッセージング ソフ
ト ウェアに付属のマニュアルを参照して ください。

通信ポートおよび MAPI プロファ イルの指定については、 「オーディ ッ ト通知

サーバー設定の構成」 を参照して ください。

◗ 通知を設定する前に、 通知先のオペレータのプロパティを定義している必要
があ り ます。

参照
オペレータ  プロパティの定義については、 「オペレータの追加方法」 を参照して
ください。

( 次のページへ続く )
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通知の追加方法 オーディ ッ ト通知システムの使い方3 - 74
手順 通知を追加するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[Gentran:Server for Windows システム構成 ] ダイアログ ボッ クスが
表示されます。

2 [ オーディ ッ ト / 通知 ] タブを選択して、[ 通知 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Gentran 通知 ] ブラウザが表示されます。

3 [ ファ イル ] メニューから  [ 新しい通知 ] を選択します。

システムからの応答
[ 新しい通知プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )
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オーディ ッ ト通知システムの使い方 通知の追加方法 3 - 75
4 [ 全般 ] タブを選択して、 次のフ ィールドを完成します。

◗ [ 名前 ] ボッ クスに、 通知の名前を入力します。

◗ 現時点で通知の処理をアクティブにしない場合は、 [ 有効にす
る ] チェッ クボッ クスをオフにします ( 既定の設定は [ 有効に
する ])。

◗ 通知を特定のメ ッセージを基に設定する場合は、 [ 特定のメ ッ
セージ ] を選択します。

◗ 通知を メ ッセージ グループを基に設定する場合は、 [ グループ
のメ ッセージ ] を選択します。

◗ [ ソース ] リ ス ト で、 通知を開始する メ ッセージのソースを選
択します。

◗ [ コンポーネン ト ] リ ス トで、 通知を開始する メ ッセージのコ
ンポーネン ト を選択します。

メ モ
コンポーネン ト値に [COMMON] を選択する と、 選択し
たソース内に含まれる任意のコンポーネン トがオー
ディ ッ ト  メ ッセージを生成する度に、 通知が生成され
ます。

◗ 通知を特定のメ ッセージ グループに対して設定する場合は、
[ メ ッセージ ID] ボッ クスにメ ッセージ ID を入力します。

メ モ
メ ッセージ ID を選択する代わりに、 [ 参照 ] をク リ ッ ク
できます。 入力したソースおよびコンポーネン トの定義
済みオーディ ッ ト  メ ッセージのリ ス トが表示されます。
メ ッセージを選択するには、 そのメ ッセージをダブルク
リ ッ ク します。

◗ 通知を特定のレベルを持つオーディ ッ ト  メ ッセージ グループ
に対して設定する場合は、 適切なレベルを選択または入力し
ます。

5 [ 応答 ] タブを選択して、 次のフ ィールドを完成します。

◗ 通知を定義済み通知タイプのプロセス管理イベン ト と して構
成している場合、 [ 実行するタスク ] リ ス トから適切なイベン
ト を選択します。

◗ [ 通知するオペレータ ] テーブルの [ 警告 ]、[E メール ]、および 
[ ページャー ] フ ィールドで、 適切なボッ クスをク リ ッ ク して 
X マークを付け、 通知によって開始される動作を指定します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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通知の追加方法 オーディ ッ ト通知システムの使い方3 - 76
6 [ 詳細設定 ] タブを選択して、 次のフ ィールドを完成します。

◗ E メールまたはメール アドレス表示型ページャー通知に、 通
知を開始したエラー メ ッセージのテキス ト、 エラーの日付 /
時刻、 およびイベン ト  ID を含める場合は、 [ エラー メ ッセー
ジ テキス ト を含む ] を選択します。

◗ 通知で追加のメ ッセージをオペレータに送信する場合は、 [ オ
ペレータに送信する追加の通知メ ッセージ ] ボッ クスにその
メ ッセージのテキス ト を入力します。

◗ 電話番号表示型ページャーで、 メ ッセージ番号を使用して通
知を行う場合は、 [ メ ッセージ番号を使用したページ ] を選択
します。

◗ 電話番号表示型ページャーで、 数値メ ッセージを使用して通
知を行う場合は、 [ 番号のメ ッセージを使用したページ ] を選
択し、 そのボッ クスに数字メ ッセージを入力します。

7 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
リ ス トに通知が追加され、 ダイアログ ボッ クスが閉じます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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オーディ ッ ト通知システムの使い方 通知プロパティの修正方法 3 - 77
通知プロパティの修正方法

はじめに [ 通知プロパティ ] ダイアログ ボッ クスでは、 プロパティ を修正できます。

使用する場合 既存の通知プロパティの修正は、 通知動作や受信者の内容を変更する場合に行
います。

手順 通知プロパティ を修正するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server の構成 ] の順に選択します。

システムからの応答
[Gentran:Server for Windows システム構成 ] ダイアログ ボッ クスが
表示されます。

2 [ オーディ ッ ト / 通知 ] タブを選択して、[ 通知 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Gentran 通知 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 編集する通知を選択し、 [ 表示 ] メニューから  [ プロパティ ] を選

択します。

システムからの応答
選択した通知のプロパティを含む [ 通知プロパティ ] ダイアログ 
ボッ クスが表示されます。

4 [ 全般 ] タブを選択し、 必要に応じて次のフ ィールドの値を変更し

ます。

◗ [ 有効にする ]
◗ [ 特定のメ ッセージ ]
◗ [ メ ッセージのグループ ]
◗ [ ソース ]
◗ [ コンポーネン ト ]
◗ [ メ ッセージ ID]

メモ
既存の通知の名前を変更するこ とはできません。

( 次のページへ続く )
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5 [ 応答 ] タブを選択し、 必要に応じて次のフ ィールドの値を変更し

ます。

◗ [ 実行するタスク ]
◗ [ ユーザー ID/ 名前 ]
◗ [ 警告 ]
◗ [E メール ]
◗ [ ページャー ]

6 [ 詳細設定 ] タブを選択し、 必要に応じて次のフ ィールドの値を変

更します。

◗ [ エラー メ ッセージ テキス ト を含む ]
◗ [ オペレータに送信する追加の通知メ ッセージ ]
◗ [ 番号のメ ッセージを使用したページ ]、 およびその下の

ボッ クス

7 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
通知に対する変更が保存され、 [Gentran 通知 ] ブラウザが更新され
て、 ダイアログ ボッ クスが閉じます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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オーディ ッ ト  ログの使い方 0

概要

はじめに ト ランスレータやプロセス管理などの Gentran:Server システム コンポーネン ト

は、 ユーザー動作およびシステム処理を示すオーディ ッ ト  メ ッセージをオー

ディ ッ ト  ログに書き込みます。 オーディ ッ ト  ログでは、 これらのオーディ ッ ト  
ログのエン ト リが リ ス ト形式で表示され、 システム動作をモニターできるよ う
になっています。

オーディ ッ ト  ログ コンポーネン ト を使用して、 次の処理を実行できます。

◗ オーディ ッ ト  ログに書き込まれたオーディ ッ ト  メ ッセージのリ ス ト表示

◗ 選択したログ エン ト リの詳細情報の表示

◗ オーディ ッ ト  メ ッセージをま とめてスキャンするためのページング

◗ 特定のオーディ ッ ト  ログ エン ト リの検索

◗ 次の事項の変更による、 オーディ ッ ト  ログの表示のカスタマイズ

— 列サイズ

— 表示選択

— 並べ替え

◗ 特定のメ ッセージのみを表示するための、 オーディ ッ ト  ログ リ ス トのフ ィ
ルタ設定

◗ 新しいエン ト リ を表示するための、オーディ ッ ト  ログ リ ス トの リ フレッシュ

( 次のページへ続く )
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オーディ ッ ト  ログの

ダイアログ ボックス

次の表に、 オーディ ッ ト  ログ コンポーネン ト を構成するダイアログ ボッ クスを

示します。

ページ設定 Gentran オーディ ッ ト  ログは、 一度に決まった数のエン ト リ を表示します。 一度

に表示されるエン ト リ数は、 表示の " ページ サイズ " で設定されています 
(1 ページに表示できる既定のエン ト リ数は 1000)。

目的のエン ト リ を表示するには、 矢印キーまたは Page Up および Page Down を
使用して、 ページ内をスク ロールします。 次のページ ( エン ト リのグループ ) を
表示するには、 Ctrl と  Page Up または Page Down を押して、 ページを上下に移

動します。

例
たとえば、 オーディ ッ ト通知システムに 10,000 のオーディ ッ ト  ログ エン ト リが
維持されており  ( システムで維持できるエン ト リ数に制限はあ り ません )、 [ オー
ディ ッ ト  ログ ] ダイアログ ボッ クスのページ サイズは 5,000 に設定されている
と します。 この場合、 ダイアログ ボッ クスには、 新のエン ト リ を先頭に、 計 
5,000 のエン ト リ  ( エン ト リ  10,000 ～ 5,000) が表示されます。 ページ内を下へ移
動するこ とで、 エン ト リ  5,000 まで表示できます。 また、 Ctrl と  Page Down を押
すこ とで、 エン ト リ  1 ～ 5,000 を表示できます。

( 次のページへ続く )

ダイアログ ボックス 機能

Gentran オーディ ッ ト  
ログ

次の処理を実行できます。

◗ オーディ ッ ト  ログ エン ト リの表示および削除

◗ 列サイズ、 表示選択、 および並べ替えの変更

◗ 一度に表示するエン ト リ数の指定

オーディ ッ ト  ログ 
エン ト リの詳細

選択したオーディ ッ ト  ログ エン ト リの詳細な情報を

表示できます。

オーディ ッ ト  ログ 
フ ィルタ

オーディ ッ ト  メ ッセージの条件を指定するこ とで

オーディ ッ ト  ログの表示をカスタマイズし、 条件を

満たすエン ト リだけを表示できます。

オーディ ッ ト  ログ

検索

このダイアログ ボッ クスで入力した特定のプロパ

ティで検索を絞り込むこ とによ り、 特定のオーディ ッ
ト  ログ エン ト リ を検索できます。
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ページ設定の変更 表示されるエン ト リ数 ( ページ サイズ ) を変更できます。 これによ り、 オー

ディ ッ ト  ログ リ ス ト を参照しやすい量で分割表示でき、 参照するエン ト リの

リ ス ト を簡単にスク ロールできるよ うにな り ます。 1 ページに表示するエン ト リ

数を制限するこ とによ り、 オーディ ッ ト  ログを表示するまでの時間も短縮でき

ます。

ページ サイズを変更するには、 [Gentran オーディ ッ ト  ログ ] の [ オプシ ョ ン ] メ
ニューから  [ 選択 ] を選択します。 [ オーディ ッ ト  ログのページ サイズの構成 ] 
ダイアログ ボッ クスが表示されます。 ボッ クスの値を変更できます。 次に、

[ オーディ ッ ト  ログのページ サイズの構成 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

メモ
オーディ ッ ト  ログ エン ト リの参照中に、 ダイアログ ボッ クスを リ フレッシュす
る と、 初のページに 新のデータが表示されます。

( 次のページへ続く )
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列のクリ ックによる
並べ替え

オーディ ッ ト  ログ エン ト リの リ ス ト順を変更するには、 [Gentran オーディ ッ ト  
ログ ] ブラウザの列をク リ ッ ク します。 列をク リ ッ クする と、 その列で設定され

ている基準 ( イベン ト名やオーディ ッ ト番号など ) に基づいてエン ト リが並べ替

えられます。

選択したカテゴ リ内で、 エン ト リはまずアルファベッ ト順に、 次いで新しいも
のから古いものへと日 / 時順に並べ替えられます。

例
[ イベン ト名 ] 列をク リ ッ ク してエン ト リ を並べ替えた場合、 まず A で始まるす
べてのイベン ト名、 次いで B で始まるすべてのイベン ト名のよ うにエン ト リが
順にリ ス ト されます。 A で始まる 初のエン ト リ  グループのイベン ト名が 
Administrator の場合、 Administrator エン ト リ  グループのうち、 も新しい日 / 時
のものから順にリ ス ト されます。

制限

◗ 並べ替えは、 一度に 1 つの列でしか使用できません。 たとえば、 [ ユーザー ] 
列をク リ ッ ク した後、 [ 日 / 時 ] 列をク リ ッ クする と、 エン ト リの順番はユー
ザー順をさ らに日 / 時順で並べ替えたものではなく、 日 / 時順のみで並べ替
えたものにな り ます。

表示のオプシ ョ ン [Gentran オーディ ッ ト  ログ ] ブラウザのエン ト リは、 日 / 時表示またはイベン ト

表示でリ ス トできます。 イベン ト表示では、 オーディ ッ ト  ログ エン ト リがイベ

ン ト  ID 別に分類されます ( 各イベン ト  ID グループ内のエン ト リは、 新のエン

ト リ を先頭に、 日 / 時順で並べ替えられます )。 日 / 時表示では、 新のオー

ディ ッ ト  エン ト リ を先頭に、 すべてのオーディ ッ ト  ログ エン ト リが日 / 時順に

並べ替えられます。

メモ
Gentran:Server の新規インス トール後、 初回にオーディ ッ ト  ログを表示する と き
は、 既定ではイベン ト表示が使用されます。 イベン ト表示と日 / 時表示のどちら
でも、 オーディ ッ ト  ログ エン ト リのメ ッセージのレベル、 日付、 時刻、 イベン
ト名、 イベン ト  ID、 オーディ ッ ト番号、 およびメ ッセージ テキス トが表示され
ます。

これらのオプシ ョ ンは、 [ 表示 ] メニューから  [ 現在の表示 ] を選択するこ とで
使用できます。

( 次のページへ続く )
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オーディ ッ ト  ログ

の表示

オーディ ッ ト  ログは、 次の方法で表示できます。

◗ [ メールボッ クス ] の [ サーバー マネージャ ] ダイアログ ボッ クスのメ イン  
ツールバーから、 オーディ ッ ト  ログ アイコンを選択します。

◗ 電子商取引 (EC) マネージャ  ウ ィンド ウのメ イン ツールバーから、 オー
ディ ッ ト  ログ アイコンを選択します。

メ モ
オーディ ッ ト  ログ アイコンは、 白い紙の上隅に赤い感嘆符の付いた黄
色い丸のアイコンです。

◗ 電子商取引 (EC) マネージャ  ウ ィンド ウの [ 表示 ] メニューから、[ オーディ ッ
ト  ログ ] を選択します。

リフレッシュ機能 オーディ ッ ト  ログ コンポーネン トには、 [Gentran オーディ ッ ト  ログ ] ブラウザ

を開いた後に追加された新しいエン ト リ を表示するためのリ フレッシュ機能が
あ り ます。 リ フレッシュするには、 [ 表示 ] メニューから  [ リ フレッシュ ] を選

択するか、 F5 を押します。

オーディ ッ ト  ログ 
エン ト リの削除

削除したいエン ト リ を選択して [ 削除 ] を押すこ とで、 [Gentran オーディ ッ ト  ロ
グ ] ブラウザのオーディ ッ ト  ログ エン ト リ を削除できます。

オーディ ッ ト  ログ

の削除

オーディ ッ ト  ログの内容は、 次の 2 通りの方法で削除できます。

◗ [Gentran:Server for Windows システム構成 ] ダイアログ ボッ クスで [ オー
ディ ッ ト / 通知 ] タブを選択し、 [ 削除 ] をク リ ッ ク します。 [ 削除 ] をク
リ ッ クする と、 オーディ ッ ト  ログからすべてのエン ト リ を削除するかど う
かを確認する メ ッセージが表示されます。 削除が完了する と、 削除の成功を
示す別の情報メ ッセージが表示されます。

◗ プロセス管理セッシ ョ ンで GDW_Audit_Purge コマンドを設定します。

メ モ
削除されたオーディ ッ ト  ログ エン ト リは、 GentranDatabase から削除
され、 テキス ト  ファ イル ( ファ イル名とパスは GDW_Audit_Purge コマ
ンドのパラ メータ設定時に指定 ) へ書き加えられます。 テキス ト  ファ
イルが大き くならないこ とをチェ ッ ク しな くてもいいよ うに、 セッ
シ ョ ン  スク リプ トで、 GDW_Audit_Purge コマンドの前に File_Delete 
コマンドを使用するこ と もできます。

参照
GDW_Audit_Purge コマンドの設定については、 『ユーザー ガイ ド』 の 「プロ
セス管理の使い方」 を参照して ください。
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[Gentran オーディ ッ ト  ログ ] ブラウザ

はじめに [Gentran オーディ ッ ト  ログ ] ブラウザでは、 オーディ ッ ト  ログ エン ト リ を表示

した り、 並べ替えたりできます。

メモ
ダイアログ ボッ クスの列のサイズを調整して、 フ ィールド内によ り多くのテキ
ス ト を表示できます。

[Gentran オー

ディ ッ ト  ログ ] 
ブラウザ

次に、 [Gentran オーディ ッ ト  ログ ] ブラウザを示します。

( 次のページへ続く )
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各部と機能 次の表に、 [Gentran オーディ ッ ト  ログ ] ブラウザの各部とその機能を示します。

各部 機能

レベル エラーの重要度またはイベントの状態を示すアイコン。

レベルと対応するアイコンは次のとおりです。

情報

警告

エラー

オーディ ッ ト正常終了

オーディ ッ ト  エラー

日 / 時 オーディ ッ ト  メ ッセージがオーディ ッ ト  ログに書き

込まれた日付 (MM/DD/YY) と時刻 (HH:MM:SS) を示し

ます。

イベン ト名 オーディ ッ ト  メ ッセージの生成を開始する動作を実

行した、 通知タイプのプロセス管理イベン ト、 ユー
ザー、 または他のエンティティ を示す分かりやすい
名前。

例
[Gentran: アーカイブ マネージャが起動しました ] とい
う メ ッセージでは、 イベン ト名は [ アーカイブ ] です。

イベン ト  ID オーディ ッ ト通知システムによってすべてのシステム  
イベン トに割り当てられる一意の番号 ( およびオー

ディ ッ ト  ログ エン ト リ )。 同じプロセス管理イベン

ト、 ユーザー セッシ ョ ン、 またはシステム  イベン ト

で生成されたオーディ ッ ト  ログ エン ト リには、 同じ

イベン ト  ID 番号が割り当てられます。 既定では、 同

じイベン ト  ID のエン ト リは、 オーディ ッ ト  ログ表示

で同じグループに分類されます。

オーディ ッ ト番号 オーディ ッ ト  メ ッセージのソース  ID、 コンポーネン

ト  ID、 およびメ ッセージ ID を示す識別番号。

( 次のページへ続く )
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メ ッセージ オーディ ッ ト  メ ッセージの説明テキス ト を表示し

ます。

ユーザー プロセスを開始したユーザーの Windows ユーザー ID 
( またはプロセス管理イベン ト と してプロセスを実行

しているサービスの Windows ユーザー ID) を示します。

 ( 続き )
各部 機能
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[ オーディ ッ ト  ログ エン ト リの詳細 ] 
ダイアログ ボックス

はじめに [ オーディ ッ ト  ログ エン ト リの詳細 ] ダイアログ ボッ クスでは、 選択したオー

ディ ッ ト  ログ エン ト リの詳細な情報を表示できます。 選択したエン ト リの前後

に続くエン ト リは、 このダイアログ ボッ クスを閉じな くても、 [ 前へ ] および 
[ 次へ ] を使用してスク ロールできます。

[ オーディ ッ ト  ログ 
エン ト リの詳細 ] 
ダイアログ ボックス

次に、 [ オーディ ッ ト  ログ エン ト リの詳細 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

( 次のページへ続く )
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各部と機能 次の表に、 [ オーディ ッ ト  ログ エン ト リの詳細 ] ダイアログ ボッ クスの各部と

その機能を示します。

各部 機能

日 / 時 オーディ ッ ト  メ ッセージがオーディ ッ ト  ログに書き

込まれた日付 (MM/DD/YY) と時刻 (HH:MM:SS) を示し

ます。

ソース オーディ ッ ト  メ ッセージを生成したシステムまたは

ファンクシ ョナル システム領域 (Gentran:Server、 アー

カイブ、 ユーザー システムなど ) を示します。

ユーザー プロセスを開始したユーザーの Windows ユーザー ID 
( またはプロセス管理イベン ト と してプロセスを実行

しているサービスの Windows ユーザー ID) を示します。

コンポーネン ト オーディ ッ ト  メ ッセージを生成したソースの構成要

素 (Gentran:Server 自動処理プログラムなど ) を示し

ます。

コンピュータ プロセスを実行しているコンピュータの名前を示し
ます。

メ ッセージ ID 指定されたソースおよびコンポーネン ト内における
オーディ ッ ト  メ ッセージの番号を示します。

イベン トの種類 システム コンポーネン トがオーディ ッ ト  メ ッセージ

を生成したと きのイベン ト  タイプを示します。

タ イプ

◗ [ すべて ]
◗ [ システム ] ( 処理イベン ト )
◗ [ 自動化 ] ( プロセス管理イベン ト )
◗ [ 対話 ] ( ユーザー セッシ ョ ン )
◗ [ メールボッ クス /InforHub]

オーディ ッ ト番号 オーディ ッ ト  メ ッセージのソース  ID、 コンポーネン

ト  ID、 およびメ ッセージ ID を示す識別番号。

イベン ト名 イベン ト  ID と イベン トの種類に対応する、 テキス ト

による分かりやすい説明。

例
たとえば、 Process Invoices とい う名前のプロセス管理
が実行される と、 システムはそのイベン トの種類 ( 自
動化 ) と イベン ト名 (Process Invoices) に関連する一意
のイベン ト  ID を割り当てます。

( 次のページへ続く )
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オーディ ッ ト  キー オーディ ッ ト  ログ テーブルでオーディ ッ ト  ログ エン

ト リ を一意に識別するシステム生成の順序番号。

イベン ト  ID オーディ ッ ト通知システムによってすべてのシステム  
イベン トに割り当てられる一意の番号 ( およびオー

ディ ッ ト  ログ エン ト リ )。 同じプロセス管理イベン

ト、 ユーザー セッシ ョ ン、 またはシステム  イベン ト

で生成されたオーディ ッ ト  ログ エン ト リには、 同じ

イベン ト  ID 番号が割り当てられます。 既定では、 同

じイベン ト  ID のエン ト リは、 オーディ ッ ト  ログ表示

で同じグループに分類されます。

レベル イベン トのエラーの重要度と状態を示します。

レベルのタイプは次のとおりです。

◗ [ 情報 ]
◗ [ 警告 ]
◗ [ エラー ]
◗ [ オーディ ッ ト正常終了 ]
◗ [ オーディ ッ ト  エラー ]

メ ッセージ テキス ト オーディ ッ ト  メ ッセージの説明テキス ト を表示し

ます。

追加テキス ト オーディ ッ ト  メ ッセージの追加の説明テキス ト を表

示します。

閉じる  ダイアログ ボッ クスを閉じます。

前へ リ ス ト で 1 つ前にあるオーディ ッ ト  ログ エン ト リの

詳細情報を表示します。

次へ リ ス ト で次にあるオーディ ッ ト  ログ エン ト リの詳細

情報を表示します。

ヘルプ 状況依存ヘルプが表示されます。

 ( 続き )
各部 機能
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[ オーディ ッ ト  ログ フ ィルタ ] ダイアログ ボックス

はじめに [ オーディ ッ ト  ログ フ ィルタ ] ダイアログ ボッ クスでは、 オーディ ッ ト  メ ッ

セージの条件を指定するこ とでオーディ ッ ト  ログ表示をカスタマイズし、 条件

を満たすエン ト リだけをオーディ ッ ト  ログに表示するこ とができます。

例
たとえば、 オーディ ッ ト  ログをフ ィルタして、 アウ トバウンド  コ ミ ュニケー
シ ョ ンズという名前を持つ通知タイプのプロセス管理イベン ト  エン ト リだけが
表示されるよ うにするには、 [ イベン ト名 ] ボッ クスに 「アウ トバウンド  コ ミ ュ
ニケーシ ョ ンズ」 と入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。 オーディ ッ ト  ログ表示
に、 指定した通知タイプのプロセス管理イベン トで生成されたメ ッセージだけ
が表示されます。

[ オーディ ッ ト  ログ 
フ ィルタ ] ダイアロ

グ ボックス

次に、 [ オーディ ッ ト  ログ フ ィルタ ] ダイアログ ボッ クスを示します。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



オーディ ッ ト通知システムの使い方 [ オーディ ッ ト  ログ フ ィルタ ] ダイアログ ボックス 3 - 91
[ オーディ ッ ト  ログ 
フ ィルタ ] ダイアロ

グ ボックスの

各部と機能

次の表に、 [ オーディ ッ ト  ログ フ ィルタ ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機

能を示します。

各部 機能

初のオーディ ッ ト オーディ ッ ト  ログ データベース  テーブルで格納され

ている 初のオーディ ッ ト  ログ エン ト リからフ ィル

タを行う よ う指定します。

オーディ ッ ト指定 こ こで入力した日時以降に処理された 初のオー
ディ ッ ト  ログ エン ト リからフ ィルタを行う よ う指定

します。

後のオーディ ッ ト オーディ ッ ト  ログ データベース  テーブルで格納され

ている 後のオーディ ッ ト  ログ エン ト リ までフ ィル

タを行う よ う指定します。

オーディ ッ ト指定 こ こで入力した日付 / 時刻に処理された 後のオー

ディ ッ ト  ログ エン ト リ までフ ィルタを行う よ う指定

します。

OK [ オーディ ッ ト  ログ フ ィルタ ] ダイアログ ボッ クスで

入力した条件に基づいて、 オーディ ッ ト  ログ表示を

フ ィルタし、 このダイアログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル オーディ ッ ト  ログ表示をフ ィルタせずに、 このダイ

アログ ボッ クスを閉じます。

ク リ ア ダイアログ ボッ クスのフ ィールドをク リ アします。

ヘルプ 状況依存ヘルプが表示されます。

レベル オーディ ッ ト  ログに表示されるイベン トのエラーの

重要度またはイベン トの状態を示します。

レベルのタイプは次のとおりです。

◗ [ 情報 ]
◗ [ 警告 ]
◗ [ エラー ]
◗ [ オーディ ッ ト正常終了 ]
◗ [ オーディ ッ ト  エラー ]

ソース 表示させるオーディ ッ ト  ログ エン ト リのオーディ ッ

ト  メ ッセージを生成したシステムまたはファンク

シ ョナル システム領域 (Gentran:Server、 アーカイブ、

ユーザー システムなど ) を示します。

( 次のページへ続く )
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コンポーネン ト オーディ ッ ト  メ ッセージを生成したソースの構成要

素 (Gentran:Server 自動処理プログラムなど ) を示し

ます。

メ ッセージ ID 特定のソースおよびコンポーネン ト内におけるオー
ディ ッ ト  メ ッセージの番号を示します。

イベン トの種類 システム コンポーネン トがオーディ ッ ト  メ ッセージ

を生成したと きのイベン ト  タイプを示します。

タ イプ

◗ [ すべて ]
◗ [ システム ]
◗ [ 自動化 ] ( プロセス管理イベン ト )
◗ [ 対話 ] ( ユーザー セッシ ョ ン )
◗ [ メールボッ クス /InforHub]

イベン ト名 オーディ ッ ト  メ ッセージの生成を開始したイベン ト

の名前を示します。

例
[Gentran: アーカイブ マネージャが起動しました。 ] 
とい う メ ッセージでは、 イベン ト名は [ アーカイブ ] 
です。

イベン ト  ID オーディ ッ ト通知システムによってすべてのシステム  
イベン トに割り当てられる一意の番号 ( およびオー

ディ ッ ト  ログ エン ト リ )。 同じプロセス管理イベン

ト、 ユーザー セッシ ョ ン、 またはシステム  イベン ト

で生成されたオーディ ッ ト  ログ エン ト リには、 同じ

イベン ト  ID 番号が割り当てられます。 既定では、 同

じイベン ト  ID のエン ト リは、 オーディ ッ ト  ログ表示

で同じグループに分類されます。

ユーザー 表示するオーディ ッ ト  ログ エン ト リのオーディ ッ ト  
メ ッセージで記述されているプロセスを開始したユー
ザーの Windows ユーザー ID ( またはプロセス管理イ

ベン ト と してプロセスを実行しているサービスの 
Windows ユーザー ID) を示します。

コンピュータ 表示するオーディ ッ ト  ログ エン ト リのオーディ ッ ト  
メ ッセージを開始したプロセスが実行されているコン
ピュータ名を示します。

 ( 続き )
各部 機能
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[ オーディ ッ ト  ログ検索 ] ダイアログ ボックス

はじめに [ オーディ ッ ト  ログ検索 ] ダイアログ ボッ クスでは、 特定のプロパティを入力し

て検索範囲を絞り込むこ とで、 特定のオーディ ッ ト  ログ エン ト リ を探すこ とが

できます。

[ オーディ ッ ト  ログ

検索 ] ダイアログ 
ボックス

次に、 [ オーディ ッ ト  ログ検索 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

( 次のページへ続く )
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各部と機能 次の表に、 [ オーディ ッ ト  ログ検索 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能を示

します。

各部 機能

ソース 検索対象のオーディ ッ ト  ログ エン ト リに対応する

オーディ ッ ト  メ ッセージを生成したシステムまたは

ファンクシ ョナル システム領域 (Gentran:Server、 アー

カイブ、 ユーザー システムなど ) を指定します。

コンポーネン ト 検索対象のオーディ ッ ト  ログ エン ト リ を生成した

オーディ ッ ト  メ ッセージの生成元ソース構成要素 
(Gentran:Server 自動処理プログラムなど ) を指定し

ます。

メ ッセージ ID 検索対象のオーディ ッ ト  ログ エン ト リに対応するコ

ンポーネン トのエラーを  1 ～ 65535 の番号で指定し

ます。

イベン ト名 検索対象のオーディ ッ ト  ログ エン ト リに対応する

オーディ ッ ト  メ ッセージを開始したイベン ト名を指

定します。

イベン ト  ID 検索対象のオーディ ッ ト  ログ エン ト リ  ( および関連

するオーディ ッ ト  ログ エン ト リすべて ) に対して 
Gentran:Server によって割り当てられた一意の数字の

識別子を指定します。

オーディ ッ ト  キー オーディ ッ ト  ログ テーブルでオーディ ッ ト  メ ッセー

ジ エン ト リ を一意に識別するシステム生成の順序番

号を指定します。

ユーザー 検索対象のオーディ ッ ト  ログ エン ト リ を生成したプ

ロセスを開始したユーザーの Windows ユーザー ID 
( またはプロセス管理イベン ト と してプロセスを実行

したサービスの Windows ユーザー ID) を指定します。

コンピュータ 検索対象のオーディ ッ ト  ログ エン ト リが生成された

と きに、 プロセスが実行されていたコンピュータの名
前を指定します。

( 次のページへ続く )
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レベル 検索対象のオーディ ッ ト  ログ エン ト リに適用される

レベルの値を指定します。

レベルのタイプは次のとおりです。

◗ [ 情報 ]
◗ [ 警告 ]
◗ [ エラー ]
◗ [ オーディ ッ ト正常終了 ]
◗ [ オーディ ッ ト  エラー ]

次を検索 ダイアログ ボッ クスのフ ィールドで選択した条件に

一致する次のオーディ ッ ト  メ ッセージを表示します。

キャンセル オーディ ッ ト  ログ エン ト リ を検索せずに、 ダイアロ

グ ボッ クスを閉じます。

ク リ ア [ オーディ ッ ト  ログ検索 ] ダイアログ ボッ クスの検索

条件のフ ィールドをク リ アします。

ヘルプ 状況依存ヘルプが表示されます。

上へ リ ス トの現在のエン ト リ よ り前に生成されたメ ッセー
ジすべてに対して、 オーディ ッ ト  ログの検索を行う

よ う指定します。

下へ リ ス トの現在のエン ト リ よ り後に生成されたメ ッセー
ジすべてに対して、 オーディ ッ ト  ログの検索を行う

よ う指定します。

 ( 続き )
各部 機能
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オーディ ッ ト  ログ エン ト リの詳細の表示方法

はじめに [ オーディ ッ ト  ログ エン ト リの詳細 ] ダイアログ ボッ クスでは、 詳細なオー

ディ ッ ト  ログ エン ト リ情報を表示できます。

手順 オーディ ッ ト  ログ エン ト リの詳細を表示するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server] の順

に選択します。

システムからの応答
電子商取引 (EC) マネージャのウ ィンド ウが表示されます。

2 [ 表示 ] メニューから  [ オーディ ッ ト  ログ ] を選択します。

システムからの応答
[Gentran オーディ ッ ト  ログ ] ブラウザが表示されます。

3 詳細を表示するオーディ ッ ト  ログ エン ト リ をダブルク リ ッ ク し

ます。

システムからの応答
[ オーディ ッ ト  ログ エン ト リの詳細 ] ダイアログ ボッ クスが表示
されます。

4 [ 閉じる ] をク リ ッ ク してダイアログ ボッ クスを閉じます。

メモ
[ 前へ ] をク リ ッ ク して 1 つ前のエン ト リの詳細を、 [ 次へ ] をク
リ ッ ク して 1 つ後のエン ト リの詳細を表示するこ とができます。
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特定のオーディ ッ ト  ログ エン ト リの検索方法

はじめに 特定のオーディ ッ ト  ログ エン ト リの検索は、 [ オーディ ッ ト  ログ検索 ] ダイア

ログ ボッ クスで行います。 このダイアログ ボッ クスによ り、 膨大なデータ  リ ス

トから、 必要なエン ト リ を簡単に見つけるこ とができます。

手順 特定のオーディ ッ ト  ログ エン ト リ を検索するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server] の順に選択します。

システムからの応答
電子商取引 (EC) マネージャのウ ィンド ウが表示されます。

2 [ 表示 ] メニューから  [ オーディ ッ ト  ログ ] を選択します。

システムからの応答
[Gentran オーディ ッ ト  ログ ] ブラウザが表示されます。

3 [ 表示 ] メニューから  [ 検索 ] を選択します。

システムからの応答
[ オーディ ッ ト  ログ検索 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4 必要に応じて、 次のフ ィールドを完成します。

◗ [ ソース ]
◗ [ コンポーネン ト ]
◗ [ メ ッセージ ID]
◗ [ イベン ト名 ]
◗ [ イベン ト  ID]
◗ [ オーディ ッ ト  キー ]
◗ [ ユーザー ]
◗ [ コンピュータ ]
◗ [ レベル ]
◗ [ 上へ ] または [ 下へ ] を選択し、 リ ス トの現在の位置から上方

向または下方向のどちらへ向かって検索するかを指定します。

( 次のページへ続く )
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5 [ 次を検索 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
オーディ ッ ト  ログ リ ス トのカーソルが、 入力した検索条件に一致
する次のメ ッセージの位置まで移動します。 一致するエン ト リが
見つからない場合は、 情報ダイアログ ボッ クスが表示されます。

メモ
データを完全に検索するには、 ページ アップまたはページ ダウン
を行う必要があ り ます。 たとえば、 全部で 10 ページあるデータ
で、 初のページから検索を開始する と します。 この場合、 初
のページで検索が完了する と、 次のページを検索するかど うかを
確認する メ ッセージが表示されます。 [ はい ] を選択する と、
2 ページ目で検索が行われます。 2 ページ目以降の検索について
は、 ユーザーは、 [ 次を検索 ] をク リ ッ クするこ とで、 次のページ
を検索するかど うかを確認する メ ッセージを表示せずに、 残りの
ページを検索できます。

6 検索が完了したら、 [ キャンセル ] をク リ ッ ク して、 ダイアログ 
ボッ クスを閉じます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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オーディ ッ ト  ログ表示のフ ィルタ方法

はじめに オーディ ッ ト  ログ表示のフ ィルタは、 [ オーディ ッ ト  ログ フ ィルタ ] ダイアロ

グ ボッ クスで表示を制限する条件を指定するこ とで行えます。

手順 オーディ ッ ト  ログ表示をフ ィルタするには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran Server] の順に選択します。

システムからの応答
電子商取引 (EC) マネージャのウ ィンド ウが表示されます。

2 [ 表示 ] メニューから  [ オーディ ッ ト  ログ ] を選択します。

システムからの応答
[Gentran オーディ ッ ト  ログ ] ブラウザが表示されます。

3 [ 表示 ] メニューから  [ オーディ ッ トのフ ィルタ ] を選択します。

システムからの応答
[ オーディ ッ ト  ログ フ ィルタ ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

( 次のページへ続く )
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4 必要に応じて、 次のフ ィールドを完成します。

◗ [ 初のオーディ ッ ト ] または [ オーディ ッ ト指定 ] を選択しま
す ([ オーディ ッ ト指定 ] を選択する場合は、 日付 / 時刻を指定
します )。

◗ [ 後のオーディ ッ ト ] または [ オーディ ッ ト指定 ] を選択しま
す ([ オーディ ッ ト指定 ] を選択する場合は、 日付 / 時刻を指定
します )。

◗ [ レベル ]
◗ [ ソース ]
◗ [ コンポーネン ト ]
◗ [ イベン トの種類 ]
◗ [ イベン ト名 ]
◗ [ イベン ト  ID]
◗ [ ユーザー ]
◗ [ コンピュータ ]

5 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
このダイアログ ボッ クスで入力した条件に基づいてオーディ ッ ト  
ログがフ ィルタされて、 オーディ ッ ト  ログが表示されます。 リ ス
トには、 フ ィルタ条件に一致するデータだけが表示されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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通知ログの使い方 0

概要

はじめに 通知ログでは、 生成された通知のリ ス トが、 新のエン ト リ を先頭に日 / 時順で

並べ替えられて表示されます。 通知ログでは、 次の処理を行えます。

◗ ユーザー自身に対して生成された通知のリ ス ト を表示する

◗ 生成された通知すべてのリ ス ト を表示する

◗ 受信した通知の詳細な情報を表示する

◗ 通知がユーザー自身に対して生成されたと きに、 警告メ ッセージを受信する

◗ ユーザー自身に対して生成された通知を削除する

メモ
システムは、 ユーザーに対して実行される動作 (E メール、 警告メ ッセージ、
ページャーなど ) の通知ログ エン ト リだけを記録します。 通知タイプのプロセ
ス管理イベン ト形式で行われる通知は、 ログに記録されません。

通知ログの各エン ト リには、 次の情報が含まれます。

◗ 通知を行うオーディ ッ ト  メ ッセージ

◗ 実行された通知動作のタイプ

◗ 通知を開始したオーディ ッ ト  メ ッセージが生成されたと きに、 プロセスを
実行していたコンピュータ

通知を受信した後は、 通知ログで、 その通知を開始したオーディ ッ ト  メ ッセー

ジ ( イベン ト ) に関する詳細な情報を参照するこ とができます。

( 次のページへ続く )
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通知ログの
ダイアログ ボックス

次の表に、 通知ログに関連するダイアログ ボッ クスを示します。

オペレータ別の
ログ表示

通知ログでは、 通知を開始したオーディ ッ ト  メ ッセージに関する情報を簡単に

参照できます。

[Gentran 通知ログ ] ダイアログ ボッ クスを開く と、 システムはオペレータの 
Windows ユーザー ID を使用して、 関連するデータベースを検索し、 その 
Windows ユーザー ID に対して生成された通知を探します。 ダイアログ ボッ クス

に表示される通知のリ ス トはこの情報でカスタマイズされ、 オペレータのユー
ザー ID に該当する通知だけが表示されます。

無効な Windows ユーザー ID ( システムで定義されていないオペレータの ID) を
入力した場合は、 オペレータ別のリ ス トは表示されません。 有効な ID を使用せ

ずに、 通知のリ ス ト を表示するには、 [Gentran 通知ログ ] ダイアログ ボッ クスを

開いて、 [ 表示 ] メニューから  [ すべての通知 ] を選択します。 生成された通知

すべてのリ ス トが表示されます。

ログオンした Windows ユーザー ID に対して生成された通知がない場合は、 表示

されるダイアログ ボッ クスのエン ト リは空です。

( 次のページへ続く )

ダイアログ ボックス 機能

Gentran 通知ログ オーディ ッ ト通知システムによって生成された通知の
リ ス トで、 エン ト リ を表示または削除できます。

通知の詳細 選択した通知ログ エン ト リの詳細な情報を表示でき

ます。
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警告設定 有効な Windows ユーザー ID ( システムで定義されているオペレータの ID) でロ

グオンして通知ログを開始する と、 既定では音響信号と と もに通知ログ警告
メ ッセージを受信するよ う設定されています。 この警告メ ッセージによ り、 通
知がユーザーに対して生成されたこ と、 またログの詳細を参照できるこ とが知
ら されます。

警告メ ッセージには、 通知を生成したオーディ ッ ト  メ ッセージのオーディ ッ ト

番号とオーディ ッ ト  メ ッセージ テキス トが表示されます。

例

警告メ ッセージは自動的に閉じられますが、 [OK] をク リ ッ ク してすぐに閉じる

こ と もできます。 警告メ ッセージが閉じられる と、 対応するエン ト リが通知ロ
グに書き込まれます。

警告メ ッセージと音響信号は、 [Gentran 通知ログ ] ダイアログ ボッ クスにある  
[ 選択 ] メニューの [ メ ッセージ ボッ クス ] および [ 音響信号 ] オプシ ョ ンが選択

されている  ( チェッ クマークがオンになっている ) 場合に有効になり ます。 メ

ニューでこれらのオプシ ョ ンを選択解除するこ とによ り、 音響信号または通知
ログ警告メ ッセージを無効にできます。

メモ
ユーザー自身に対して生成された通知だけではなく、 すべての通知を表示して
いる場合は、 すべてのユーザーに対して構成された警告メ ッセージが生成され
ます。

すべての通知の表示 オペレータ別のリ ス トではなく、 通知ログ エン ト リ をすべて表示する場合は、

[ 表示 ] メニューから  [ すべての通知 ] を選択します。 このオプシ ョ ンは、 入力

した Windows ユーザー ID が無効なために、 リ ス トが表示されない場合にも使用

できます。

[ すべての通知 ] を選択する と、 ダイアログ ボッ クスに [ オペレータ ] 列が追加

されます。 この列には、 通知の送信先のオペレータが示されます。

メモ
すべての通知を表示している場合は、 すべてのユーザーに対して構成されてい
る警告メ ッセージが生成されます。

( 次のページへ続く )
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個々またはすべての
通知の削除

[Gentran 通知ログ ] ダイアログ ボッ クスから通知ログ エン ト リ を削除するには、

削除する通知を選択して [ 削除 ] を押します。

[Gentran 通知ログ ] ダイアログ ボッ クスの [ 表示 ] メニューから、 [ すべての通知

を削除 ] オプショ ンを選択し、 ログからユーザーの通知をすべて削除できます。

メモ
すべての通知を表示して作業している場合、 [ すべての通知を削除 ] オプシ ョ ン
を選択する と、 現在のユーザーへの通知だけではなく、 すべての通知が削除さ
れるこ とを示すメ ッセージ ボッ クスが表示されます。 削除を続行またはキャン
セルできます。

通知ログの表示 通知ログ コンポーネン ト を表示するには、 [ スタート ] メニューから、 [ プログ

ラム ]、 [Gentran Server]、 [Gentran 通知ログ ] の順に選択します。
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[Gentran 通知ログ ] ダイアログ ボックス

はじめに [Gentran 通知ログ ] ダイアログ ボッ クスでは、 オーディ ッ ト通知システムによっ

て生成された通知のリ ス ト を表示した り、 そのエン ト リ を削除した りできます。

[Gentran 通知ログ] 
ダイアログ ボックス

次に、 [Gentran 通知ログ ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、[Gentran 通知ログ ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能を示します。

各部 機能

オペレータ 通知の送信されたオペレータの Windows ユーザー ID 
を示します。

メモ
このフ ィールドは、 通知をすべて表示している場合に
表示されます。

SV/Act オーディ ッ ト  メ ッセージ関連付けられているレベル

と 、 実行された通知動作 ( ページャー、 E メ ールなど ) 
を示します。

日 / 時 通知を開始したオーディ ッ ト  メ ッセージが生成され

た日付 (MM/DD/YY) と時刻 (HH:MM:SS) を示します。

イベン ト  ID 通知を開始したオーディ ッ ト  ログ エン ト リ  ( および

関連する他のオーディ ッ ト  ログ エン ト リ ) に対して 
Gentran:Server によって割り当てられた一意の番号。

( 次のページへ続く )
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オーディ ッ ト番号 通知を開始したオーディ ッ ト  メ ッセージのソース  ID、

コンポーネン ト  ID、 およびメ ッセージ ID を示す識別

番号。

メ ッセージ 通知を開始したオーディ ッ ト  メ ッセージの説明テキ

ス ト を表示します。

ユーザー オーディ ッ ト  メ ッセージと通知を開始したプロセス

の開始元ユーザーの Windows ユーザー ID ( またはプ

ロセス管理イベン ト と してプロセスを実行している
サービスの Windows ユーザー ID) を示します。

コンピュータ 通知を開始したオーディ ッ ト  メ ッセージが生成され

たと きに、 プロセスを実行していたコンピュータの名
前を示します。

オーディ ッ ト  キー オーディ ッ ト  ログ テーブルで、 通知を開始したオー

ディ ッ ト  メ ッセージ エン ト リ を一意に識別するシス

テム生成の順序番号を指定します。

各部 機能
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[ 通信の詳細 ] ダイアログ ボックス

はじめに [ 通信の詳細 ] ダイアログ ボッ クスでは、 選択した通知ログ エン ト リの詳細な情

報を表示できます。

[ 通信の詳細 ] 
ダイアログ ボックス

次に、 [ 通信の詳細 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

( 次のページへ続く )
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[ 通信の詳細 ] 
ダイアログ ボックス

次の表に、 [ 通信の詳細 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能を示します。

各部 機能

日 / 時 通知を開始したオーディ ッ ト  メ ッセージが生成され

た日付 (MM/DD/YY) と時刻 (HH:MM:SS) を示します。

ソース 通知を開始したオーディ ッ ト  メ ッセージの生成元シ

ステムまたはファンクシ ョナル システム領域 
(Gentran:Server、 アーカイブ、 ユーザー システムなど ) 
を示します。

ユーザー オーディ ッ ト  メ ッセージと通知を開始したプロセス

の開始元ユーザーの Windows ユーザー ID ( またはプ

ロセス管理イベン ト と してプロセスを実行している
サービスの Windows ユーザー ID) を示します。

コンポーネン ト 通知を開始したオーディ ッ ト  メ ッセージの生成元

ソースの構成要素 (Gentran:Server 自動処理プログラム

など ) を示します。

コンピュータ オーディ ッ ト  メ ッセージと通知を開始したコン

ピュータ  ( すなわち、 プロセスが実行されていたコン

ピュータ ) の名前を示します。

メ ッセージ ID 通知を開始した特定のソースおよびコンポーネン ト内
におけるオーディ ッ ト  メ ッセージの番号を示します。

イベン トの種類 システム コンポーネン トが、 通知を開始するオー

ディ ッ ト  メ ッセージを生成したと きのイベン トの種

類を示します。

[ 種類 ]
◗ [ すべて ]
◗ [ システム ] ( 処理イベン ト )
◗ [ 自動化 ] ( プロセス管理イベン ト )
◗ [ 対話 ] ( ユーザー セッシ ョ ン )
◗ [ メールボッ クス /InforHub]

オーディ ッ ト番号 通知を開始したオーディ ッ ト  メ ッセージのソース  ID、

コンポーネン ト  ID、 およびメ ッセージ ID を示す識別

番号。

( 次のページへ続く )
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イベン ト名 オーディ ッ ト  メ ッセージと通知の生成を開始したイ

ベン トの名前を示します。

例
[Gentran: アーカイブ マネージャが起動しました ] とい
う メ ッセージでは、 イベン ト名は [ アーカイブ ] です。

オーディ ッ ト  キー オーディ ッ ト  ログ データベース  テーブルで、 関連す

るオーディ ッ ト  メ ッセージ エン ト リ を一意に識別す

るシステム生成の順序番号。

メモ
オーディ ッ ト  メ ッセージが生成された順番を示す番
号によ り、 ユーザーはオーディ ッ ト  キー値を使用し
て、 通知を開始したメ ッセージのオーディ ッ ト  ログ
を検索するこ とができます。 このよ うに、 参照してい
るオーディ ッ ト  メ ッセージの前後に生成された関連
オーディ ッ ト  ログを参照するこ とで、 イベン トに関
する詳細な情報を入手できます。

イベン ト  ID 通知に対応するオーディ ッ ト  ログ エン ト リ  ( および

関連する他のオーディ ッ ト  ログ エン ト リ ) に対して、

オーディ ッ ト通知システムによって割り当てられた一
意の数字の識別子を示します。

レベル オーディ ッ ト  メ ッセージと通知を開始したイベン ト

のエラーの重要度と状態を示します。

レベルのタイプは次のとおりです。

◗ [ 情報 ]
◗ [ 警告 ]
◗ [ エラー ]
◗ [ オーディ ッ ト正常終了 ]
◗ [ オーディ ッ ト  エラー ]

オーディ ッ トの種類 オーディ ッ ト  メ ッセージが、 データ  オーディ ッ ト  
メ ッセージまたは処理オーディ ッ ト  メ ッセージのど

ちらであるかを示します。

通知 通知の名前を示します。

動作 通知動作のタイプ ( ページャー、 E メールなど ) を示

します。

オペレータ 通知を受信するよ う設定されているオペレータの名前
を示します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
各部 機能
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テキス ト 通知のテキス ト を示します。

メモ
電話番号表示型ページャーの場合、 オーディ ッ ト番号
は、 コンポーネン ト  ID と メ ッセージ ID の頭にゼロが
付いた書式で表示されます。 ページャーではダッシュ
記号を表示できないため、 受信者はこれらのゼロを手
掛かりにして番号を判読します。 各 ID の先頭に挿入
されるゼロによって、 常にコンポーネン ト  ID は 3 桁、
メ ッセージ ID は 5 桁の数字になり ます。

例
メ ッセージ番号 1-1-1200 は、 ページャーで 100101200 
と表示されます。

メ ッセージ テキス ト 通知を開始したオーディ ッ ト  メ ッセージの説明テキ

ス ト を表示します。

追加 ( ユーザー ) 
メ ッセージ テキス ト

通知を開始したオーディ ッ ト  メ ッセージの追加の説

明テキス ト を表示します。

閉じる  ダイアログ ボッ クスを閉じます。

前へ リ ス ト で 1 つ前にある通知ログ エン ト リの詳細情報を

表示します。

次へ リ ス ト で次にある通知ログ エン ト リの詳細情報を表

示します。

ヘルプ 状況依存ヘルプが表示されます。

 ( 続き )
各部 機能
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詳細な通知ログ エン ト リの表示方法

はじめに [ 通知の詳細 ] ダイアログ ボッ クスでは、 詳細な通知ログ エン ト リ情報を表示で

きます。

手順 通知ログ エン ト リの詳細を表示するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ]、 [Gentran Server]、
[Gentran 通知ログ ] の順に選択します。

システムからの応答
[Gentran 通知ログ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 詳細を表示する通知ログ エン ト リ をダブルク リ ッ ク します。

システムからの応答
選択したエン ト リの詳細を示す [ 通知の詳細 ] ダイアログ ボッ ク
スが表示されます。

メモ
[ 前へ ] をク リ ッ ク して 1 つ前のエン ト リの詳細を、 [ 次へ ] をク
リ ッ ク して 1 つ後のエン ト リの詳細を表示するこ とができます。

3 [ 閉じる ] をク リ ッ ク してダイアログ ボッ クスを閉じます。
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第 章4

インストール後のセッ トアップ

オプシ ョ ン
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概要 インストール後のセッ トアップ オプシ ョ ン4 - 2
概要

はじめに この章では、 インス トール後のセッ ト アップ プログラム オプシ ョ ンを使用して、

Gentran:Server インス トールの管理を行う方法について説明します。

操作方法 次の表に、 セッ ト アップ プログラムの操作に関する全般的な情報を示します。

( 次のページへ続く )

実行する操作 クリ ックするボタン

次のダイアログ ボッ クスへ進む 次へ 

前のダイアログ ボッ クスへ戻る 戻る

セッ ト アップの終了 キャンセル

画面に表示される メ ッセージ
セッ ト アップを中止するかど うかたず
ねる画面が表示されます。

◗ 中止する場合は、 [ 中止 ] をク リ ッ
ク します。

注意
セッ ト アップを中止する と、 イン
ス トールは完了しません。

◗ 中止しない場合は、 [ 継続 ] をク
リ ッ ク します。
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インス トール後の
セッ トアップ 
オプシ ョ ン

次の表に、 使用可能なオプシ ョ ンとそれを使用する場合を示します。

セッ トアップ プログラム 
オプシ ョ ン 使用する場合

既存の Gentran:Server 
システムを使用できない
よ うにする

◗ 今後、 コンピュータをシステムの一部にしな
い場合 ( テス ト  システムをコンピュータで使
用できないよ うにする場合など ) 

◗ コンピュータが属している 後のシステムを
コンピュータで使用できないよ うにする場合 
(Gentran:Server のアンインス トール )

既存のシステムを
更新する

Gentran:Server ソフ ト ウェアがアップグレード され

た場合に、 Gentran:Server システム内のすべてのコ

ンピュータでこのオプシ ョ ンを使用します。

既存の構成に追加または
構成を削除する

◗ Gentran:Server コンポーネン ト をコンピュータ
にインス トール、 またはインス トール済みの 
Gentran:Server コンポーネン ト をコンピュータ
から削除する場合 

例
ク ライアン ト  コンポーネン ト を削除し
て、 コン ト ローラ  コンポーネン ト をコ
ンピュータに追加する場合など。

◗ コンピュータにある 後のコンポーネン ト を
削除する と、 Gentran:Server をアンインス トー
ルできます。
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既存の Gentran:Server システムを使用できないようにする ( アンインストール ) 方法 インストール後のセッ トアップ オプション4 - 4
既存の Gentran:Server システムを使用できない

ようにする ( アンインストール ) 方法

はじめに 今後、 コンピュータをシステムの一部にしない場合 ( テス ト  システムをアンイ

ンス トールする場合など ) に、 [ 既存の Gentran:Server システムを使用できないよ

うにする ] オプシ ョ ンを使用します。

メモ
Gentran:Server システムのいずれかのコンピュータの名前を変更する必要がある
場合、 コンピュータの名前を変更する前に、 Gentran:Server を完全にアンインス
トールする必要があ り ます。 その後、 も う一度 Gentran:Server システムをインス
トールします。

コンピュータが複数のシステムのメンバーである場合、 そのうちの 1 つのシステ

ムを使用できないよ うにしても、 コンピュータは他のシステムのメンバーのま
まです。 ただし、 コンピュータがただ 1 つのシステムのメンバーで、 そのシステ

ムを使用できないよ うにする場合は、 Gentran:Server を完全にアンインス トール

するこ とができます。

推奨事項
Gentran:Server システム内のすべてのコンピュータから  Gentran:Server コンポーネ
ン ト を削除するまでは、 プライマ リ  Gentran システム  コン ト ローラの 
Gentran:Server システムはコンピュータで使用できるよ うにしておいてください。

アンインス トール
処理

アンインス トール処理では、 プログラム  ファ イル、 サービス、 レジス ト リ  エン

ト リ、 プログラム グループが削除されます。 必要なデータが保存されている場

合があるため、 いくつかのサブフォルダ (Maps、 Forms、 および TransObj フォル

ダなど ) およびシステム データ  ス ト アは削除されません。

メモ
コンピュータからシステム  コンポーネン ト を削除するだけの場合は、 [ 既存の構
成に追加または構成を削除する ] オプシ ョ ンを使用します。 すべてのシステム  
コンポーネン ト をコンピュータから削除する と、 Gentran:Server を完全にアンイ
ンス トールできます。

参照
このオプシ ョ ンの詳細については、 「インス トールによるコンポーネン トの追加
方法と削除方法」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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インストール後のセッ トアップ オプショ ン 既存の Gentran:Server システムを使用できないようにする ( アンインストール ) 方法 4 - 5
手順 Gentran:Server システムをコンピュータで使用できないよ うにするには、 次の手

順に従います。

ステップ 操作

1 セッ ト アップ プログラムを実行する ド ラ イブに Gentran:Server CD 
を挿入します。

注意

◗ セッ ト アップ プログラムは、 Gentran:Server システムを使用で
きないよ うにするコンピュータで実行する必要があ り ます。

◗ Gentran:Server システム内のすべてのコンピュータから  
Gentran:Server コンポーネン ト を削除するまでは、 プライマ リ  
Gentran システム  コン ト ローラの Gentran:Server システムはコ
ンピュータで使用できるよ うにしておいてください。

推奨事項
セッ ト アップ プログラムを実行する前に、 他の Windows プログラ
ムをすべて終了してください。

2 自動実行が無効な場合は、 [ スタート ] メニューから  [ ファ イル名

を指定して実行 ] を選択して、 次のステップに進みます。 自動実

行が有効な場合は、 ステップ 4 に進みます。

3 ◗ 「drive:¥」 (drive は CD-ROM ド ラ イブに割り当てられている文
字 ) に続けて 「setup.exe」 を入力します。

◗ [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
インス トール プログラムを進行するセッ ト アップ ウ ィザードが起
動し  ( 数秒かかる場合があ り ます )、 [ よ う こそ ] ダイアログ ボッ
クスが表示されます。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
README.HTM ファ イルを表示するかど うかを確認する メ ッセー
ジが表示されます。

5 ファ イルを表示するには [ はい ] をク リ ッ ク します。 読み終わっ

たら ドキュ メン ト を閉じます。

システムからの応答
セッ ト アップ プログラムがインス トール処理を続行します。

( 次のページへ続く )
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既存の Gentran:Server システムを使用できないようにする ( アンインストール ) 方法 インストール後のセッ トアップ オプション4 - 6
6 現在 Gentran:Server エグゼクティブ、 Gentran:Server メールボッ ク

ス、 Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ サービス、 または 
Gentran オーディ ッ ト通知サービスを実行しているかど うかによっ

て、 次を実行します。

メモ
Gentran:Server for RosettaNet をインス トールしている場合は、
World Wide Web Publishing Service、 SMTP (Simple Mail Transport 
Protocol) Service、 FTP Publishing Service、 および IIS Admin Service 
を停止するよ う求める メ ッセージが表示されるこ とがあ り ます。

◗ 実行している場合は、 インス トールを続行するためにサービ
スを停止するよ う求める メ ッセージが表示されます。 [ はい ] 
をク リ ッ ク して各サービスを停止し、 ステップ 7 に進みます。

◗ 実行していない場合は、 ステップ 7 に進みます。

7 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
セッ ト アップ プログラムによって、 インス トール済みのコンポー
ネン トが検索されます。 現在、 このコンピュータに Gentran:Server 
コンポーネン トがインス トールされている場合は、 次のダイアロ
グ ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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インストール後のセッ トアップ オプショ ン 既存の Gentran:Server システムを使用できないようにする ( アンインストール ) 方法 4 - 7
8 既定で [ 既存の Gentran:server システムを使用できないよう にする ] 
が選択されています。 [ 次へ ] をク リ ッ ク して、 セッ ト アップを続

行します。

システムからの応答
[ システム名 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

9 コンピュータで使用できないよ うにするシステム名を確認し、 [ 次
へ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
このコンピュータが、 指定されたシステム内に本当に存在するか
どう かが確認されます。 存在する場合は、 ステップ 10 に進みます。

このコンピュータが選択されたシステム内に存在しない場合は、
そのこ とを知らせる メ ッセージが表示され、 別のシステムを選択
できるよ うに [ システム名 ] ダイアログ ボッ クスに戻り ます ( ス
テップ 8)。

選択したシステムのレジス ト リ  エン ト リが削除されます。

10 このコンピュータが、 選択したシステムのコン ト ローラであるか
ど うかによって、 次を実行します。

◗ コン ト ローラである場合は、 プロセス  コン ト ローラがアンイ
ンス トールされます ( 関連するファイル、 レジス ト リ  エン ト
リ、 およびサービスが削除されます )。 ステップ 11 に進み
ます。

◗ コン ト ローラでない場合は、 ステップ 11 に進みます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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既存の Gentran:Server システムを使用できないようにする ( アンインストール ) 方法 インストール後のセッ トアップ オプション4 - 8
11 このコンピュータが他の Gentran:Server システムに属しているかど

うかによって、 次を実行します。

◗ 1 つまたは複数の他のシステムに属している場合は、ステップ 
13 に進みます。

◗ 他のシステムに属していない場合は、すべてのコンポーネン ト
を削除するかど うか尋ねられます。 ステップ 12 に進みます。

12 Gentran:Server のアンインス トールを完了するかど うかによって、

次を実行します。

◗ アンインス トールする場合は、 [ はい ] をク リ ッ ク します。
Gentran:Server が完全にアンインス トールされます。 アンイン
ス トール処理では、 プログラム  ファ イル、 Gentran サービス、
Gentran レジス ト リ  エン ト リ、 プログラム  グループが削除さ
れます。 必要なデータが保存されている場合があるため、 い
くつかのサブフォルダ (Maps、 Forms、 および TransObj フォル
ダなど ) およびシステム  データ  ス ト アは削除されません。 ス
テップ 13 に進みます。

◗ アンインス トールしない場合は、 [ いいえ ] をク リ ッ ク して、
ステップ 13 に進みます。

メモ
プライマリ  Gentran システム  コント ローラで [既存の Gentran:Server 
システムを使用できないよ うにする ] オプシ ョ ンを使用する場合、
システム データ  ス ト ア フォルダは削除されません。

13 エラーが発生したかど うかによって、 次を実行します。

◗ エラーが発生した場合は、 エラー レポートが生成されます。
Install Shield のエラー メ ッセージの表示については、 『インス
トール ガイ ド』 の 「インス トールの ト ラブルシューティング」
を参照して ください。

◗ エラーが発生しなかった場合、 処理の完了を知らせる メ ッ
セージが表示されます。

14 [OK] をク リ ッ ク して、 セッ ト アップを終了します。 これでセッ ト

アップ プログラムは完了し、 既存のシステムはコンピュータで使

用できないよ うにな り ました。

15 Windows コンピュータの Gentran:Server をアンインス トールするか

ど うかによって、 次を実行します。

◗ アンインス トールする場合は、 コンピュータからファ イルを
手動で削除する必要があ り ます 
(c:¥WINNT¥system32¥mercui30.dll)。

◗ アンインス トールしない場合は、 これで既存のシステムをコ
ンピュータで使用できないよ うにする手順は終了です。

 ( 続き )
ステップ 操作
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インストール後のセッ トアップ オプシ ョ ン Gentran:Server インストールのアップグレード方法 4 - 9
Gentran:Server インストールのアップグレード方法

はじめに Gentran:Server ソフ ト ウェアがアップグレード された場合に、 Gentran:Server シス

テムのすべてのコンピュータで、 [ 既存のシステムを更新する ] オプシ ョ ンを使

用します。 分散環境では、 初に プライマ リ  Gentran システム コン ト ローラか

らアップグレードする必要があ り ます。

メモ

◗ シングル ワークステーシ ョ ン システムのインス トールを完了するには、
ローカルの管理者と して Windows にログオンしている必要があ り ます。

◗ 分散システムのインス トールを完了するには、 ド メ イン管理者と して 
Windows にログオンしている必要があ り ます。

◗ Gentran:Server をアンインス トールする必要がある場合は、 『管理 ガイ ド』 で 
Gentran:Server セッ ト アップ プログラムの [ 既存の Gentran:Server システムを
使用できないよ うにする ] オプシ ョ ンの使用方法を参照して ください。

Gentran:Server for 
RosettaNet 
インス トール条件

注意
Gentran:Server for RosettaNet は、 HTTP 関連のコ ミ ュニケーシ ョ ンについて
Microsoft インターネッ ト  インフォ メーシ ョ ン サービス  (IIS) に依存しています。
IIS を利用するには、 Gentran:Server for Windows ダイナミ ッ ク  ラ イブラ リが必要
なため、 インス トール時に IIS が実行されている と  Gentran:Server 5.0 リ リース
のインス トールに失敗します。 そのため、 Gentran:Server をインス トールする前
に必ず、 IIS サービスを停止して ください。 IIS サービスを停止するには、 [ サー
ビス ] ダイアログ ボッ クスから  World Wide Web Publishing Service と  IIS Admin 
Service を停止します ( 各サービスを リ ス トから選択し、 [ 停止 ] ボタンをク リ ッ
ク します )。 オペレーティング システムによって、 サービスの停止方法は違い
ます。

◗ Windows オペレーティング システム利用の場合、[ スタート ] > [設定 ] > [ コン
ト ロール パネル ] から、 [ サービス ] アイコンをダブルク リ ッ ク して [ サー
ビス ] ダイアログ ボッ クスにアクセスして ください。

◗  Windows 2000 オペレーティング システム利用の場合、[ スタート ] > [ プログ
ラム ] > [ 管理ツール ] から、 インターネッ ト  サービス  マネージャを起動し
て ください。

メモ
Gentran:Server for RosettaNet を使用して、 Gentran:Server for Windows 5.0 にアップ
グレードする場合、 Gentran:Server for Windows 5.0 および Gentran:Server for 
RosettaNet 5.0 をインス トールした後に実行しなければならない作業があ り ます。
これらインス トール後の作業を完了するための時間を確保しておいてください。

参照
これらインス トール後の作業の詳細については、 『Gentran:Server for RosettaNet 
Installation Card』 の 「Gentran:Server for RosettaNet のアップグレード方法」 を参
照して ください。

( 次のページへ続く )
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Gentran:Server インストールのアップグレード方法 インス トール後のセッ トアップ オプシ ョ ン4 - 10
失敗したインス トー
ルのト ラブルシュー
テ ィング

セッ ト アップで実行されたスク リプ ト  コマンドのログはすべて保持されていま

す。 自動回復によって、 インス トール プロセスのどの時点でエラーが発生した

かが判断され、 それ以降のインス トールが再実行されます。 これによって、 前
に実行されたコマンドが取り消されるこ とはあ り ません。 自動回復によって元
に戻すこ とができるエラーには、 次のよ うなものがあ り ます。

◗ ク ラ ッシュしたか、 誤って電源から抜かれたデータベース  サーバー

◗ ネッ ト ワーク  エラー

◗ 停電

アップグレード前に
実行するデータベー
スのバックアップ

Gentran:Server をアップグレードする前に、 データベース、 データ  ス ト ア、 およ

び Windows レジス ト リ など、 Gentran:Server システム全体の同期バッ クアップを

実行するこ とを推奨します。 バッ クアップ終了後は、 正常にバッ クアップが実
行されたか確認してください。

テスト  コンピュータ

のアップグレード

本番環境で Gentran:Server システムをアップグレードする前に、 まずテス ト  コン

ピュータでシステムのアップグレードを実行し、 本番システムをアップグレー
ドするこ とを推奨します。

手順 Gentran:Server をアップグレードするには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 アップグレード  ファ イルの日付が既存ファ イルの日付以前の場

合、 ファ イルはコピーされません。 アップグレード  ファ イルの日

付が既存ファイルの日付よ り も後の場合は、 新しいファイルで上
書きされます。

このため、 カスタマ サポート よ り提供されたホッ ト フ ィ ッ クスを  
Gentran:Server システムに適用している場合は、 ホッ ト フ ィ ッ クス

の更新日とアップグレードするバージ ョ ンの リ リース日を確認し
てください。 ホッ ト フ ィ ッ クスの更新日がリ リース日よ り新しい
場合は、 ホッ ト フ ィ ッ クスを手動で削除する必要があ り ます。

( 次のページへ続く )
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インストール後のセッ トアップ オプシ ョ ン Gentran:Server インストールのアップグレード方法 4 - 11
2 セッ ト アップ プログラムを実行する ド ラ イブに Gentran:Server CD 
を挿入します。

注意

◗ セッ ト アップ プログラムは、 Gentran:Server をアップグレード
するコンピュータで実行して ください。

◗ 分散環境では、 プライマ リ  Gentran システム コン ト ローラを
アップグレード してからその他の各コンピュータをアップグ
レード します。

◗ Gentran:Server for RosettaNet がインス トールされている場合、
「Gentran:Server for RosettaNet インス トール条件」 のインス
トール条件を参照して ください。

推奨事項
セッ ト アップ プログラムを実行する前に、 他の Windows プログラ
ムをすべて終了してください。

3 自動実行が無効な場合は、 [ スタート ] メニューから  [ ファ イル名

を指定して実行 ] を選択して、 次のステップに進みます。 自動実

行が有効な場合は、 ステップ 5 に進みます。

4 ◗ 「drive:¥」 (drive は CD-ROM ド ラ イブに割り当てられている文
字 ) に続けて 「setup.exe」 を入力します。

◗ [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
インス トール プログラムを進行するセッ ト アップ ウ ィザードが起
動し  ( 数秒かかる場合があ り ます )、 [ よ う こそ ] ダイアログ ボッ
クスが表示されます。

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
README.HTM ファ イルを表示するかど うかを確認する メ ッセー
ジが表示されます。

6 ファ イルを表示するには [ はい ] をク リ ッ ク します。 読み終わっ

たら ドキュ メン ト を閉じます。

システムからの応答
セッ ト アップ プログラムがインス トール処理を続行します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
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Gentran:Server インストールのアップグレード方法 インス トール後のセッ トアップ オプシ ョ ン4 - 12
7 現在 Gentran:Server エグゼクティブ、 Gentran:Server メールボッ ク

ス、 Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ サービス、 または 
Gentran オーディ ッ ト通知サービスを実行しているかど うかによっ

て、 次を実行します。

メモ
Gentran:Server for RosettaNet をインス トールしている場合は、
World Wide Web Publishing Service、 SMTP (Simple Mail Transport 
Protocol) Service、 FTP Publishing Service、 および IIS Admin Service 
を停止するよ う求める メ ッセージが表示されるこ とがあ り ます。

◗ 実行している場合は、 インス トールを続行するためにサービ
スを停止するよ う求める メ ッセージが表示されます。 [ はい ] 
をク リ ッ ク して各サービスを停止し、 ステップ 8 に進みます。

◗ 実行していない場合は、 ステップ 8 に進みます。

メモ
必要なサービスを停止しないと判断した場合、 セッ ト アップ プロ
グラムはインス トール処理を終了するよ うにメ ッセージを表示し
ます。
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8 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
セッ ト アップ プログラムによって、 インス トール済みのコンポー
ネン トが検索されます。 現在、 このコンピュータに Gentran:Server 
コンポーネン トがインス トールされている場合は、 既にインス
トールされている古いバージ ョ ンの Gentran:Server が検出されたこ
とを示すメ ッセージが表示され、 新しいバージ ョ ンにアップグ
レードするかど うかを確認する メ ッセージが表示されるか、 次の
ダイアログ ボッ クスが表示されます ( このダイアログ ボッ クスが
表示された場合は、 [ 既存のシステムを更新する ] オプシ ョ ンを選
択します )。

次のステップに進みます。
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9 古いバージ ョ ンの Gentran:Server がコンピュータに見つかったこ

とを示すメ ッセージが表示されるかど うかによって、 次を実行し
ます。

◗ メ ッセージが表示された場合は、 [ はい ] をク リ ッ ク します。

◗ メ ッセージが表示されなかった ([ インス トールの選択 ] ダイア
ログ ボッ クスが表示された ) 場合は、 [ 既存のシステムを更新
する ] を選択して [ 次へ ] をク リ ッ ク し、 セッ ト アップを続行
します。

システムからの応答
現在のインス トールをアップグレードする準備ができたこ とを知
らせる メ ッセージ ダイアログ ボッ クスが表示され、 次の実行を確
認する メ ッセージが表示されます。

◗ インス トール手順の確認

◗ Gentran:Server ファ イルのバッ クアップの正常終了

◗ Gentran:Server データベースのバッ クアップの正常終了

推奨事項
Windows レジス ト リ を含むフル システム バッ クアップを実行し、
バッ クアップが正常に実行されたこ とを確認するこ とを推奨し
ます。

10 続行するかど うかによって、 次を実行します。

◗ 続行する場合は、 [ はい ] をク リ ッ ク して、 インス トールを続
行します ( ステップ 18 に進みます )。

◗ 続行しない場合は、 [ いいえ ] をク リ ッ ク して、 [ インス トール
の選択 ] ダイアログ ボッ クスに戻り、 別のインス トール オプ
シ ョ ンを選択します ( ステップ 8)。
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11 アップグレード しているコンピュータが、 プライマ リ  Gentran シ
ステム コン ト ローラであるかど うかによって、 次を実行します。

◗ プライマ リ  Gentran システム  コン ト ローラである場合は、 指
定したシステムが検索され、 [Windows ログオン ] ダイアログ 
ボッ クスが表示されます。 Gentran:Server エグゼクティブ サー
ビスでネッ ト ワーク  リ ソースへのアクセスに使用される有効
な WIndows 管理者ユーザー ID およびパスワードを入力しま
す。 これは、 Gentran:Server エグゼクティブ サービスを起動
し、 自動処理にも使用される  Windows ユーザー アカウン ト
です。

— [ ユーザー ID] ボッ クスに、 ネッ ト ワークへの必要なアク
セス権が設定されている  Windows ユーザー ID を入力しま
す。 ド メ イン アカウン トについては DOMAIN¥User、 非ド
メ イン アカウン トは .¥User の書式です。

— ユーザー ID の Windows パスワードを [ パスワード ] ボッ
クスに入力して、 [ 確認 ] ボッ クスに再度入力します。

— [ 次へ ] をク リ ッ ク し、 次のステップに進みます。

◗ プライマ リ  Gentran システム  コン ト ローラでない場合は、 ス
テップ 14 に進みます。
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12 アップグレード しているコンピュータが、 プライマ リ  Gentran シ
ステム コン ト ローラであるかど うかによって、 次を実行します。

◗ プライマ リ  Gentran システム  コン ト ローラである場合は、
データベース  テーブルをアップグレードする必要があ り、
[ データベース  ログオン ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

メ モ
これは、 セッ ト アップでデータベース  テーブルの作成
に使用する管理用データベース  ログインです。

メ モ
この Gentran:Server システムを Oracle と共にインス トールする
場合は、 スキーマが変更されないよ うに、 テーブルのスキー
マ の所有者を使用する必要があ り ます。

ステップ 13 に進みます。

◗ プライマ リ  Gentran システム  コン ト ローラでない場合は、
データベース  テーブルをアップグレードする必要はあ り ませ
ん。 ステップ 14 に進みます。
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13 ◗ [データベース  ログオン] ダイアログ ボッ クスの [ユーザー ID] 
ボッ クスに、 データベース管理者ログオンを入力します。

◗ 適切なパスワードを  [パスワード ] および [確認 ] ボッ クスに入
力して [ 次へ ] をク リ ッ ク し、 次のステップに進みます。

メモ
SQL サーバー ユーザー ID の場合、 Gentran:Server データベースに
対する管理権限のある  SQL 管理用ログインを使用する必要があ り
ます。 そ う しないと、 データベース  テーブルの作成者しかテーブ
ルを使用できません。

システムからの応答
バージ ョ ン 5.0 以前の Gentran:Server からアップグレード している
場合は、 HIPAA に適合させるかど うかを確認する メ ッセージが表
示されます。 バージ ョ ン 5.0 以前からのアップグレードでない場
合は、 ステップ 15 に進みます。

メモ
Gentran:Server for Windows では、 オプシ ョ ンで Health Insurance 
Portability and Accountability Act (HIPAA, Public Law 104-191) への適
合をサポート しています。 この法律は、 医療に関連する ト ランザ
クシ ョ ンを行う組織に対して、 政府が定める実施要項に従う こ と
を求めており、 患者の個人記録のプライバシーおよび安全性の改
善、 医療業界全体での電子コ ミ ュニケーシ ョ ンの簡略化および標
準化、 管理コス トの削減を目的と しています。

参照
Gentran:Server に HIPAA を使用する方法の詳細については、
『HIPAA and NCPDP Compliance Guide』 を参照して ください。

14 HIPAA に適合させるかど うかによって、 次を実行します。

◗ 対応させる場合は、[ はい ] をク リ ッ ク します。必要なコンポー
ネン トがインス トールされます。 次のステップに進みます。

メ モ
HIPAA 適合にする場合は、 この Gentran:Server システムへの
アクセスに使用するユーザー ID とパスワードを書き留めて、
安全な場所に保存しておく必要があ り ます。

◗ 適合させない場合は、 [ いいえ ] をク リ ッ ク し、 次のステップ
に進みます。
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15 インテグレーシ ョ ン コンポーネン ト をインス トールするよ う選択

しているかど うか、 またバージ ョ ン  5.0 よ り前の Gentran:Server シ
ステムをバージ ョ ン 5.x にアップグレードするかど うかによって、

次を実行します。

◗ インテグレーシ ョ ン コンポーネン ト をインス トールするよ う
選択していて、 バージ ョ ン 5.0 よ り前の Gentran:Server システ
ムをバージ ョ ン 5.x にアップグレードする場合は、 新しいマッ
プおよびフ ィールドに使用される既定のデータ書式を尋ねる
メ ッセージが表示されます。 自由書式を使用する場合は、 [ は
い ] を、 ASCII 文字に対応する書式を使用する場合は、 [ いい
え ] をク リ ッ ク します。 ステップ 15 に進みます。

メ モ
— 新しいマップまたはフ ィールドを作成する と、

Gentran:Server によ り既定の書式が文字列フ ィールドに割
り当てられます。 文字の検証は、 この書式を基に実行され
ます。 既定の書式の基本設定が、 ASCII 文字だけに対応し
ている  ( ほとんどの米国ユーザー ) 場合は、 自由書式オプ
シ ョ ンを選択する必要はあ り ません。既定の書式に ASCII 
文字以外の文字セッ ト を使用する言語が含まれている場合
は、 自由書式 (0 x 01 ～ 0 x 0FF) を選択して ください。

— この既定構成設定は、 一度選択する と、 変更するこ とはで
きません。

◗ インテグレーシ ョ ン コンポーネン ト をインス トールするよ う
選択しておらず、 バージ ョ ン 5.0 以前の Gentran:Server システ
ムをバージ ョ ン 5.x にアップグレードするのでもない場合は、
ステップ 15 に進みます。

システムからの応答
アップグレードの続行を確認する メ ッセージが表示されます ([ は
い ] をク リ ッ ク します )。
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16 アップグレードするには [ はい ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
セッ ト アップ プログラムは次の処理を行います。

◗ 以前、 コンピュータにインス トールしたコンポーネン ト を
アップグレード します。

◗ コ ミ ュニケーシ ョ ン スク リプ トのアップグレード

◗ システム ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トのアップグレード

◗ レジス ト リ  エン ト リの追加 ( 必要な場合 )
◗ データベース  テーブルの追加またはアップデート  ( 必要な

場合 )
◗ プログラム グループおよびアイコンの作成 ( 必要な場合 )
◗ 既存ファイルとアップグレード  ファ イルの日付とバージ ョ ン

の検証 

メモ
データベースのサイズによっては、 アップグレード  プロセスは数
分から 大 2 時間にまで及ぶこ とがあ り ます。

17 エラーが発生したかど うかによって、 次を実行します。 次のテー
ブルを使用して、 ステップ 18 に進みます。

◗ プライマ リ  Gentran システム  コン ト ローラでエラーが発生し
た場合は、 セッ ト アップの再実行時に、 自動回復を実行して
データベースを復元するこ とを求める メ ッセージが表示され
ます。 [ はい ] をク リ ッ ク し、 自動回復を実行します。

メ モ
自動回復を実行しない場合は、 [ いいえ ] をク リ ッ ク し
ます。 次に、 C: ド ラ イブのルート  フォルダから  
gupgrade.log ファ イルを削除します。

注意
エラーの原因になった問題 ( データベースのク ラ ッシュ、
ネッ ト ワーク  ダウンなど ) を解決してから、 セッ ト アップを
再実行します。

◗ セカンダ リ  コン ト ローラまたはユーザー インターフェイス  ク
ラ イアン トでエラーが発生した場合はエラー レポートが生成
され、 インス トールが完了したこ とを知らせる メ ッセージが
表示されます。

参照
Install Shield のエラー メ ッセージの表示については、
『インス トール ガイ ド』 の付録 「インス トールの ト ラブ
ルシューティング」 を参照して ください。

◗ エラーが発生しなかった場合、 アップグレード  インス トール
の完了を知らせる メ ッセージが表示されます。
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18 ロ ッ ク されている共有 DLL がある という メ ッセージが表示される

かど うかによって、 次を実行します。

◗ メ ッセージが表示された場合は、 コンピュータをすぐに再起
動するか、 後で再起動するかを確認する メ ッセージが表示さ
れます。 ステップ 19 に進みます。

◗ メ ッセージが表示されなかった場合は、 ステップ 24 に進み
ます。

19 今すぐコンピュータを再起動するかど うかによって、 次を実行し
ます。

◗ 今すぐコンピュータを再起動する場合は、 [ はい、 今すぐコン
ピュータを再起動します ] オプシ ョ ンを選択して [OK] をク
リ ッ ク し、 コンピュータを再起動します。

◗ 後でコンピュータを再起動する場合は、 [ いいえ、 後でコン
ピュータを再起動します ] オプシ ョ ンを選択して [OK] をク
リ ッ ク し、 セッ ト アップ プログラムを終了します。

注意
コンピュータを再起動する前に、 実行中の他のアプリ ケーシ ョ ン
での作業が保存されているこ とを確認して ください。

システムからの応答
セッ ト アップによ り停止されたサービスを再度開始するかど うか
を確認する メ ッセージが表示されます。

メモ
Gentran:Server をアップグレードする場合、 コア インス トール 
(RosettaNet Service など ) に含まれていない Gentran サービスを開
始するには、 それらのサービスをインス トールするオプシ ョ ンの
コンポーネン ト をそれぞれアップグレードする必要があ り ます。
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20 今すぐセッ ト アップによ り停止されたサービスを開始するかど う
かによって、 次を実行します。

◗ 今すぐ開始する場合は、 [ はい ] をク リ ッ ク します。

◗ 今すぐ開始しない場合は、 [ いいえ ] をク リ ッ ク します。 後で、
手動でサービスを再起動する必要があ り ます。

参照
Gentran:Server サービスを開始する方法の詳細については、
『管理 ガイ ド』 を参照して ください。

システムからの応答
インテグレーシ ョ ン コンポーネン ト を読み込んだ場合、 Standards 
CD から該当する  Gentran:Server スタンダードをインス トールする
必要があ り ます。

参照
詳細については、 該当する  Gentran:Server Standards Card を参照し
て ください。

21 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
E メール通知を設定するには、 MAPI プロファ イルを使用できるよ
うに設定する必要があ り ます。

参照
詳細については、 Manual CD の 『MAPI ゲート ウェイ設定 ガイ ド』
を参照して ください。

22 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
以前にオプシ ョ ンのコンポーネン ト をインス トールした場合は、
Option Pack CD を使用して、 これらのコンポーネン ト をアップグ
レードする必要があ り ます。

参照
詳細については、 『オプシ ョ ン パッ ク  インス トール カード』 を参
照して ください。
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23 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
コンピュータに古いバージ ョ ンの Gentran:Server エクステンシ ョ ン
や、 ゲート ウェイがインス トールされている場合は、 これらが
新の Gentran:Server リ リースに適合するよ うにアップグレードする
必要があるこ とが警告されます。

参照
詳細については、 エクステンシ ョ ンのインス トール マニュアルま
たは 『オプシ ョ ン  パッ ク  インス トール カード』 を参照して くだ
さい。

24 [OK] をク リ ッ ク して、 セッ ト アップを終了します。

システムからの応答
インス トールが完了したこ とを伝える メ ッセージが表示されます。

メモ
インテグレーシ ョ ン コンポーネン ト をア ップグレード した場合
は、Gentran Standards の読み込みを促すメ ッセージが表示されます。

25 [OK] をク リ ッ ク して、 セッ ト アップを終了します。 これでセッ ト

アップ プログラムは完了し、 既存のシステムがアップグレード さ

れました。 必要なオプシ ョ ンのオプシ ョ ン  パッ ク  コンポーネン ト

をアップグレードするこ とができます。

参照
Gentran:Server のオプシ ョ ン  コンポーネン ト をインス トールする方
法の詳細については、 『オプシ ョ ン パッ ク  インス トール カード』
を参照して ください。
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インストールによるコンポーネン トの
追加方法と削除方法

はじめに Gentran:Server コンポーネン ト をコンピュータにインス トール、 またはインス

トール済みの Gentran:Server コンポーネン ト をコンピュータから削除する場合

に、 [ 既存の構成に追加または構成を削除する ] オプシ ョ ンをコンピュータから

使用します。

例
ク ラ イアン ト  アクセス  コンポーネン ト を削除し、 プロセス  コン ト ローラをコン
ピュータに追加する場合などに、 このオプシ ョ ンを使用します。

アンインス トール
処理

コンピュータにある 後のシステム  コンポーネン ト を削除する と、 完全にアン

インス トールできます。 アンインス トール処理では、 プログラム  ファ イル、

サービス、 レジス ト リ  エン ト リ、 プログラム グループが削除されます。 必要な

データが保存されている場合があるため、 いくつかのサブフォルダ (Maps、
Forms、 および TransObj フォルダなど ) およびシステム データ  ス ト アは削除さ

れません。

メモ
今後、 コンピュータをシステムの一部にしない場合 ( たとえば、 テス ト  システ
ムをコンピュータで使用できないよ うにする場合など ) は、 [ 既存の 
Gentran:Server システムを使用できないよ うにする ] オプシ ョ ンを使用します。

コンピュータが複数のシステムのメンバーである場合、 そのうちの 1 つのシステ

ムを使用できないよ うにしても、 コンピュータは他のシステムのメンバーのま
まです。 ただし、 コンピュータがただ 1 つのシステムのメンバーで、 そのシステ

ムを使用できないよ うにする と、 Gentran:Server を完全にアンインス トールする

こ とができます。

参照
このオプシ ョ ンの詳細については、 「既存の Gentran:Server システムを使用でき
ないよ うにする  ( アンインス トール ) 方法」 を参照して ください。

システム データ  
ストア フォルダ

プライマ リ  Gentran システム コン ト ローラのすべてのコンポーネン ト を削除して

も、 システム  データ  ス ト ア フォルダは削除されません。

( 次のページへ続く )
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手順 システム コンポーネン ト を既存のインス トールに追加、 または既存のインス

トールから削除するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 セッ ト アップ プログラムを実行する ド ラ イブに Gentran:Server CD 
を挿入します。

注意
セッ ト アップ プログラムは、 Gentran:Server をインス トールまたは
アンインス トールするコンピュータ、 あるいはインス トールを変
更するコンピュータで実行して ください。

推奨事項
セッ ト アップ プログラムを実行する前に、 他の Windows プログラ
ムをすべて終了してください。

2 自動実行が無効な場合は、 [ スタート ] メニューから  [ ファ イル名

を指定して実行 ] を選択して、 次のステップに進みます。 自動実

行が有効な場合は、 ステップ 4 に進みます。

3 ◗ 「drive:¥」 (drive は CD-ROM ド ラ イブに割り当てられている文
字 ) に続けて 「setup.exe」 を入力します。

◗ [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
インス トール プログラムを進行するセッ ト アップ ウ ィザードが起
動し  ( 数秒かかる場合があ り ます )、 [ よ う こそ ] ダイアログ ボッ
クスが表示されます。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
README.HTM ファ イルを表示するかど うかを確認する メ ッセー
ジが表示されます。

5 ファ イルを表示するには [ はい ] をク リ ッ ク します。 読み終わっ

たら ドキュ メン ト を閉じます。

システムからの応答
セッ ト アップ プログラムがインス トール処理を続行します。

( 次のページへ続く )
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6 現在 Gentran:Server エグゼクティブ、 Gentran:Server メールボッ ク

ス、 Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ サービス、 または 
Gentran オーディ ッ ト通知サービスを実行しているかど うかによっ

て、 次を実行します。

メモ
Gentran:Server for RosettaNet をインス トールしている場合は、
World Wide Web Publishing Service、 SMTP (Simple Mail Transport 
Protocol) Service、 FTP Publishing Service、 および IIS Admin Service 
を停止するよ う求める メ ッセージが表示されるこ とがあ り ます。

◗ 実行している場合は、 インス トールを続行するためにサービ
スを停止するよ う求める メ ッセージが表示されます。 [ はい ] 
をク リ ッ ク して各サービスを停止し、 ステップ 7 に進みます。

◗ 実行していない場合は、 ステップ 8 に進みます。

7 ◗ 該当するチェッ クボッ クスをク リ ッ クにして、 追加するコン
ポーネン ト を選択します。

メ モ
既にインス トール済みのコンポーネン ト を削除する場合
は、 こ こでチェッ クボッ クスを選択解除します。

◗ 追加または削除するコンポーネン ト を選択したら、 [ 次へ ] を
ク リ ッ ク します。

システムからの応答
追加または削除を確認する メ ッセージが表示されます。

8 追加または削除を続行するかど うかによって、 次を実行します。

◗ 続行する場合は、 [ はい ] をク リ ッ ク します。 現在コン ト ロー
ラではないコンピュータにコン ト ローラ  コンポーネン ト を追
加しない場合は、 ステップ 13 に進みます。 現在コン ト ローラ
ではないコンピュータにコン ト ローラ  コンポーネン ト を追加
する場合は、 ステップ 9 に進みます。

◗ 続行しない場合は、 [ いいえ ] をク リ ッ ク して、 [ オプシ ョ ンの
コンポーネン ト ] ダイアログ ボッ クスに戻り、 追加または削
除するコンポーネン ト をも う一度選択します ( ステップ 7)。

( 次のページへ続く )
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9 現在コン ト ローラではないコンピュータにコン ト ローラ  コンポー

ネン ト を追加するかど うかによって、 次を実行します。

◗ コンピュータが現在コン ト ローラでない場合は、 指定したシ
ステムが検索され、 [Windows ログオン ] ダイアログ ボッ クス
が表示されます。 Gentran:Server エグゼクティブ サービスで
ネッ ト ワーク  リ ソースへのアクセスに使用される有効な 
WIndows 管理者ユーザー ID およびパスワードを入力します。
これは、 Gentran:Server エグゼクティブ サービスを起動し、 自
動処理にも使用される  Windows ユーザー アカウン トです。

— [ ユーザー ID] ボッ クスに、 ネッ ト ワークへの必要なアク
セス権が設定されている  Windows ユーザー ID を入力しま
す。 ド メ イン アカウン トについては DOMAIN\User、 非ド
メ イン アカウン トは .\User の書式です。

— ユーザー ID の Windows パスワードを [ パスワード ] ボッ
クスに入力します。 [ 確認 ] ボッ クスに再入力して確認し
ます。

— [ 次へ ] をク リ ッ ク し、 ステップ 12 に進みます。

◗ コンピュータが現在コン ト ローラである場合は、 ステップ 13 
に進みます。

( 次のページへ続く )
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10 現在コン ト ローラではないコンピュータにコン ト ローラ  コンポー

ネン ト を追加するかど うかによって、 次を実行します。

◗ コンピュータが現在コン ト ローラでない場合は、 [ データベー
ス  ログオン ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。 ODBC 
ユーザー ID とパスワードを入力して、 データベースの詳細な
ログオン情報を入力します。

ステップ 11 に進みます。

メ モ
このログオンによって、 Gentran:Server エグゼクティブ 
サービスはプロセス  コン ト ローラの情報にアクセスし、
操作するこ とができます。 Gentran:Server データベース  
テーブルへのアクセス権が既に設定されている、 有効な
データベース管理用ログオンを入力して ください。
Gentran:Server からデータベース  テーブルへのアクセス
には、 常にこのログオンが使用されます。

◗ コンピュータが現在コン ト ローラである場合は、 ステップ 12 
に進みます。

( 次のページへ続く )
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11 データベースに詳細なログオン情報が必要かど うかによって、 次
を実行します。

◗ 必要である場合は、 次の作業を実行します。

— [ ユーザー ID] ボッ クスに、 ODBC ユーザー ID を入力し
ます。

注意
このユーザー ID は、 Gentran:Server データベースへのフ
ル アクセス権を備えている必要があ り ます。 ユーザー 
ID は、 既存の Gentran:Server ユーザー ID と同じにする
こ とを推奨します。

— ユーザー ID の ODBC パスワードを [ パスワード ] ボッ ク
スに入力します。 [ 確認 ] ボッ クスに再入力して確認し
ます。

— [ 次へ ] をク リ ッ ク し、 ステップ 12 に進みます。

◗ 必要でない場合は、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して、 ステップ 12 に進
みます。

12 ク ラ イアン ト  アクセス  コンポーネン ト と インテグレーシ ョ ン  コ
ンポーネン ト またはどちらか一方を追加するかど うかによって、
次を実行します。

◗ 追加する場合は、 次の表からオプシ ョ ンを選択します。

◗ 追加しない場合は、 ステップ 15 に進みます。

ユーザーの処置

セッ トアップ 
プログラムの動作

実行する次
のステップ

ク ラ イアン ト  アクセス  コン

ポーネン ト と インテグレー
シ ョ ン コンポーネン ト または

どちらか一方を追加する。

プログラム フォル

ダが検出されない。

ステップ 13

ク ラ イアン ト  アクセス  コン

ポーネン ト と インテグレー
シ ョ ン コンポーネン ト または

どちらか一方を追加する。

プログラム フォル

ダが検出される。

ステップ 15

現在コン ト ローラではないコ
ンピュータにコン ト ローラ  コ
ンポーネン ト を追加する。

ステップ 15

既にインス トール済みのコン
ポーネン ト を削除するのみ。

ステップ 15

( 次のページへ続く )
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13 ク ラ イアン ト  アクセス  コンポーネン ト と インテグレーシ ョ ン  コ
ンポーネン ト またはどちらか一方を追加する場合に、 プログラム  
フォルダが検出されるかど うかによって、 次を実行します。

◗ 検出されない場合は、 [ プログラム フォルダ名 ] ダイアログ 
ボッ クスが表示されます。 ク ラ イアン ト またはインテグレー
シ ョ ン コンポーネン ト をプログラム  アイコンと してインス
トールするプログラム グループを選択します。

[ 次へ ] をク リ ッ ク して、 既定のプログラム  フォルダ名 
Gentran Server を使用します。 ステップ 15 に進みます。

◗ 検出される場合は、 ステップ 15 に進みます。

( 次のページへ続く )
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14 インテグレーシ ョ ン コンポーネン ト をインス トールするよ う選択

しているかど うか、 またバージ ョ ン  5.0 よ り前の Gentran:Server シ
ステムをバージ ョ ン 5.x にアップグレードするかど うかによって、

次を実行します。

◗ インテグレーシ ョ ン コンポーネン ト をインス トールするよ う
選択していて、 バージ ョ ン 5.0 よ り前の Gentran:Server システ
ムをバージ ョ ン 5.x にアップグレードする場合は、 新しいマッ
プおよびフ ィールドに使用される既定のデータ書式を尋ねる
メ ッセージが表示されます。 自由書式を使用する場合は、 [ は
い ] を、 ASCII 文字に対応する書式を使用する場合は、 [ いい
え ] をク リ ッ ク します。 ステップ 15 に進みます。

メ モ
— 新しいマップまたはフ ィールドを作成する と、

Gentran:Server によ り既定の書式が文字列フ ィールドに割
り当てられます。 文字の検証は、 この書式を基に実行さ
れます。 既定の書式の基本設定が、 ASCII 文字だけに対応
している  ( ほとんどの米国ユーザー ) 場合は、 自由書式オ
プシ ョ ンを選択する必要はあ り ません。 既定の書式に 
ASCII 文字以外の文字セッ ト を使用する言語が含まれて
いる場合は、 自由書式 (0 x 01 ～ 0 x 0FF) を選択して くだ
さい。

— この既定構成設定は、 一度選択する と、 変更するこ とは
できません。

◗ インテグレーシ ョ ン コンポーネン ト をインス トールするよ う
選択しておらず、 バージ ョ ン 5.0 よ り前の Gentran:Server シス
テムをバージ ョ ン 5.x にアップグレードするのでもない場合
は、 ステップ 15 に進みます。

システムからの応答
指定されたコンポーネン ト をインス トール、 または削除できるこ
とを知らせる メ ッセージが表示されます。

( 次のページへ続く )
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15 指定されたコンポーネン ト をインス トール、 または削除できるこ
とを知らせる メ ッセージが表示されます。 追加または削除を続行
するかど うかによって、 次を実行します。

◗ 続行する場合は、 [ はい ] をク リ ッ ク して、 指定したコンポー
ネン ト を追加または削除します。 次のステップに進みます。

システムからの応答
このコンピュータから  Gentran:Server コンポーネン ト を
すべて削除する と、 完全にアンインス トールできます。
コンポーネン ト を追加する場合、 選択したコンポーネン
トがインス トールされ、 適切なレジス ト リ  エン ト リが
追加されます。 また、 Gentran サービスがインス トール
され ( プロセス  コン ト ローラが選択されている場合 )、
プログラム グループやアイコンが作成されます ( ク ラ イ
アン ト  アクセス  コンポーネン ト またはインテグレー
シ ョ ン コンポーネン トが選択されている場合 )。

◗ 続行しない場合は、 [ いいえ ] をク リ ッ ク します。 現在コン ト
ローラではないコンピュータにコン ト ローラ  コンポーネン ト
を追加する場合は、 ステップ 9 に戻り ます。 または、 ク ラ イ
アン ト  アクセス  コンポーネン ト と インテグレーシ ョ ン  コン
ポーネン ト またはどちらか一方を追加するよ う選択されてい
て、 プログラム フォルダが検出されなかった場合は、 ステッ
プ 13 に戻り ます。

16 エラーが発生したかど うかによって、 次を実行します。

◗ エラーが発生した場合、 エラー レポートが生成され、 インス
トールの完了を知らせる メ ッセージが表示されます。 ステッ
プ 17 に進みます。

参照
エラーが発生した場合は、 エラー レポートが生成され
ます。 Install Shield のエラー メ ッセージの表示について
は、 『インス トール ガイ ド』 の 「インス トールの ト ラブ
ルシューティング」 を参照して ください。

◗ エラーが発生しなかった場合、 インス トールの完了を知らせ
る メ ッセージが表示されます。 ステップ 17 に進みます。

17 ロ ッ ク されている共有 DLL がある という メ ッセージが表示された

かど うかによって、 次を実行します。

◗ 表示された場合は、 コンピュータをすぐに再起動するか、 後
で再起動するかを確認する メ ッセージが表示されます。 ス
テップ 18 に進みます。

◗ 表示されなかった場合は、 ステップ 20 に進みます。

( 次のページへ続く )
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18 今すぐコンピュータを再起動するかど うかによって、 次を実行し
ます。

◗ 今すぐコンピュータを再起動する場合は、 [ はい、 今すぐコン
ピュータを再起動します ] オプシ ョ ンを選択して [OK] をク
リ ッ ク し、 コンピュータを再起動します。

◗ 後でコンピュータを再起動する場合は、 [ いいえ、 後でコン
ピュータを再起動します ] オプシ ョ ンを選択して [OK] をク
リ ッ ク し、 セッ ト アップ プログラムを終了します。

注意
コンピュータを再起動する前に、 実行中の他のアプリ ケーシ ョ ン
での作業が保存されているこ とを確認して ください。

19 今すぐセッ ト アップによ り停止されたサービスを開始するかど う
かによって、 次を実行します。

◗ 今すぐ開始する場合は、 [ はい ] をク リ ッ ク します。

◗ 今すぐ開始しない場合は、 [ いいえ ] をク リ ッ ク します。 後で、
手動でサービスを再起動する必要があ り ます。

参照
Gentran:Server サービスを開始する方法の詳細については、
『管理 ガイ ド』 を参照して ください。

20 [OK] をク リ ッ ク して、 セッ ト アップを終了します。 これでセッ ト

アップ プログラムは完了し、 コンポーネン トが既存のシステムに

追加、 または既存のシステムから削除されました。

メモ
インテグレーシ ョ ン コンポーネン ト を追加した場合は、 Gentran 
Standards の読み込みを促すメ ッセージが表示されます。
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データベース テーブルの使い方 はじめに A - 3
概要 0

はじめに

データベース 
テーブル

Gentran:Server では、 データベース管理システムを使って、 その関連データベー

ス  テーブルにアクセスするこ とができます。 これによ り、 データベース  テーブ

ルをクエ リーできるよ うにな り ます。

注意
テーブル同士の関係は非常に複雑であるため、 これらのテーブルは更新しない
こ とをお勧めします。

この付録の内容 この付録は、 Gentran:Server データベース  テーブルの参照です。 この付録を使用

する と、 各テーブルの目的、 テーブルのレコードの作成、 更新、 および削除す
る場合、 テーブルの各フ ィールドの使用方法に関する情報を素早く簡単に参照
できます。

また、 データベース  テーブルをクエ リーして必要な情報を取得する方法につい

ても説明しています。 テーブルは、 次のセクシ ョ ン別に編成されています。

◗ データ  フロー テーブル

◗ システム構成テーブル

◗ パートナー プロファ イル テーブル

◗ オーディ ッ ト  テーブル

◗ メールボッ クス  テーブル
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概要 データベース テーブルの使い方A - 4
データ  フロー テーブル 0

概要

はじめに このセクシ ョ ンでは、 Gentran:Server におけるデータのフロー処理を管理する

テーブルをま とめます。 データ  フロー テーブルは次のとおりです。

◗ ドキュ メン ト  テーブル (Document_tb)
◗ 外部データ  テーブル (ExtData_tb)
◗ 外部データ  ク ロス  リ ファレンス  テーブル (ExtDataXref_tb)
◗ グループ テーブル (Group_tb)
◗ インターチェンジ テーブル (Interchange_tb)
◗ ト ラ ッ ク  テーブル (Track_tb)
◗ ト ラ ッキング テーブル (Tracking_tb)
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データベース テーブルの使い方 ドキュメン ト  テーブル A - 5
ドキュ メン ト  テーブル

はじめに ドキュ メン ト  テーブル (Document_tb) には、 Gentran:Server システム内の各ド

キュ メン トについてのレコードが格納されます。 システムでドキュ メン ト を作
成または追加するたびに、 ト ランスレータによ り  " ドキュ メン ト  テーブル " 内に

レコードが作成されます。 ドキュ メン トに対して機能が実行されるたびに ( たと

えば、 送信、 受信、 インポート、 エクスポート など )、 ト ランスレータは ドキュ

メン ト  テーブル 内の対応するレコードを更新します。 ト ランスレータは、 対応

する ドキュ メン トが削除される と、 ドキュ メ ン ト  テーブル からレコードを削除

します。

テーブル 次の表に、 ドキュ メン ト  テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

Document_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

DocumentKEY number (long) 4 システムで許可される、 ドキュ メン ト
の一意の識別子です。

Direction number 
(integer)

2 ドキュ メン トの方向を示します。

0 = インバウンド

1 = アウ トバウンド

PartnerKEY string 10 ドキュ メン トの所属先であるパート
ナーの一意の識別子です。

DocumentName string 40 このドキュ メン ト を  Gentran:Server ド
キュ メン トのブラウザ内で識別するた
めアプリ ケーシ ョ ン インテグレー

シ ョ ン サブシステムで確立された、

ドキュ メン トの名前です。

TransactionSetID string 150 パートナー関係またはドキュ メン ト内
で確立された ト ランザクシ ョ ン  セッ

ト  ( メ ッセージ ) 識別子です。

FunctionalGroupID string 6 パートナー関係内で確立されたファン
クシ ョナル グループ識別子です。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



ドキュ メン ト  テーブル データベース テーブルの使い方A - 6
ControlNumber string 255 次のト ランザクシ ョ ン セッ ト  Control 
Number またはメ ッセージ参照を生成

するために使用する、 パートナー関係
からの値です。

LocationStatus number (long) 4 Gentran:Server 内のドキュ メン トの場

所です。

0 = イン  ド ローワ

1 = アウ ト  ド ローワ

2 = イン  ドキュ メン ト

3 = ? イン  ドキュ メン ト

4 = アウ ト  ドキュ メン ト

5 = ? アウ ト  ドキュ メン ト

6 = ワークスペース

7 = 順番待ち

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
Document_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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データベース テーブルの使い方 ドキュメン ト  テーブル A - 7
ComplianceStatus number (long) 4 Gentran:Server 内のドキュ メン トの適

合状態です。

0 = 不完全

1 = 不適合

2 = OK

3 = ドキュ メン ト順番待ち

4 = 送信済み

5 = ネッ ト ワーク受信済み

6 = ネッ ト ワーク配送済み

7 = 受信障害

8 = 待機中

9 = 時間切れ

10 = ネッ ト ワーク警告

11 = ネッ ト ワーク  エラー

12 = 障害エラー

13 = 一部障害

14 = 障害拒否

15 = ネッ ト ワーク収集済み

16 = 重複

17 = ReadyToSend

18 = SendFailed

TimeCreated number (long) 4 システムによ り ドキュ メン トが作成さ
れた時刻です。

Release number (long) 4 ドキュ メン トのメ ッセージ リ リース

番号です (TRADACOMS のみ )。

TestMode number (long) 4 パートナー関係をテス ト状態とするか
本番状態とするかを示します。

0 = 本番

1 = テス ト

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
Document_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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ドキュ メン ト  テーブル データベース テーブルの使い方A - 8
TestModeChar number 
(integer)

2 パートナー関係をテス ト状態とするか
本番状態とするかを文字で示します。

0 = 本番

1 = テス ト

Agency number 
(integer)

2 ドキュ メン トに使用する  EDI スタン

ダードを示します。

InterchangeVersion string 13 パートナー関係内のインターチェンジ
管理レコードからの、 インターチェン
ジのバージ ョ ンです。

GroupVersion string 13 パートナー関係内のグループ管理レ
コードからの、 グループのバージ ョ ン
です。

DocumentVersion string 13 パートナー関係内のドキュ メン ト管理
レコードからの、 ドキュ メン トのバー
ジ ョ ンです。

DocumentBlobKEY string 255 ドキュ メン ト  サブフォルダにある  
*.doc ファ イルの実際の名前です。

UserIDKEY string 20 ドキュ メン ト を作成したユーザーの識
別子です。

ReferenceData string 40 このドキュ メン ト を  Gentran:Server ド
キュ メン ト  ブラウザ内で識別するた

めにアプリ ケーシ ョ ン インテグレー

シ ョ ン サブシステムで確立された、

ドキュ メン トの参照データです。

TranslationReportFile string 255 ト ランスレータ  レポートのファ イル

名です。

AppField1 string 150 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ

ン サブシステム内で更新された、 こ

のドキュ メン トの 初のアプリ ケー
シ ョ ン フ ィールドです。

AppField2 string 150 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ

ン サブシステム内で更新された、 こ

のドキュ メン トの 2 番目のアプリ ケー

シ ョ ン フ ィールドです。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
Document_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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データベース テーブルの使い方 ドキュメン ト  テーブル A - 9
AppField3 string 40 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ

ン サブシステム内で更新された、 こ

のドキュ メン トの 3 番目のアプリ ケー

シ ョ ン フ ィールドです。

AppField4 string 40 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ

ン サブシステム内で更新された、 こ

のドキュ メン トの 4 番目のアプリ ケー

シ ョ ン フ ィールドです。

AppField5 string 40 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ

ン サブシステム内で更新された、 こ

のドキュ メン トの 5 番目のアプリ ケー

シ ョ ン フ ィールドです。

AppField6 string 40 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ

ン サブシステム内で更新された、 こ

のドキュ メン トの 6 番目のアプリ ケー

シ ョ ン フ ィールドです。

Element Separator number 
(integer)

2 データ  セグメン ト内のエレ メン ト を

分離するために使用する、 パートナー
関係からの値です。

SubElementSeparator number 
(integer)

2 複合データ  エレ メン ト内のコンポー

ネン ト  エレ メン ト を分離するために

使用する、 パートナー関係からの値
です。

SegmentTerminator number 
(integer)

2 データ  セグメン トの末尾を識別する

ために使用する、 パートナー関係から
の値です。

ReleaseCharacter number 
(integer)

2 構文セパレータ と して使われた文字を
そのオリ ジナルの意味に復元するため
に使用する、 パートナー関係からの値
です。

SegmentTag number 
(integer)

2 各セグメン ト  タグの末尾を識別する

ために使用する、 パートナー関係から
の値です ( 識別子 )。

DecimalIndicator number 
(integer)

2 数値フ ィールドで小数点を示すために
使用する、 パートナー関係からの値
です。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
Document_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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ドキュ メン ト  テーブル データベース テーブルの使い方A - 10
Processing number 
(integer)

2 ドキュ メン トが現在処理されているか
ど うかを示すフラグです。

0 = 処理中ではない

1= 処理中

2 = 受信確認の延期

Restored number 
(integer)

2 オリジナルのデータであるか復元され
たデータであるかを示します。

0 = オ リジナル

1 = 復元

NbrBytes number (long) 4 ドキュ メン ト  EDI データ内のバイ ト

数のカウンターと して使用します。

NbrRecords number (long) 4 ドキュ メン ト  EDI データ内のレコー

ド数のカウンターと して使用します。

Mailbox string 125 ドキュ メン トに対応する メールボッ ク
スを指定します。

RepeatingElement
Separator

number 
(integer)

2 繰り返しデータ  エレ メン ト を含む複

合フ ィールドをスタンダードで使用す
る場合、 インターチェンジ内の繰り返
しエレ メン ト  セパレータの場所を指

定します。

 ( 続き )
Document_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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データベース テーブルの使い方 外部データ  テーブル A - 11
外部データ  テーブル

はじめに 外部データ  テーブル (ExtData_tb) には、 外部データ  ファ イルの固定コピーが格

納されます。 このテーブルにあるレコードはシステム内の 1 または 2 種類の外部

データ参照に対応し、 各レコードにはそれを記述するいくつかの属性があ り ま
す。 エクスポート、 インポート、 またはインバウンド処理されたテキス ト形式
のファイルの場合、 タイプは外部データであ り、 外部データ参照には、 そのテ
キス ト形式のファ イルに関する情報が含まれています。 メールボッ クス  メ ッ

セージに送られる ドキュ メン トの場合、 タイプはメ ッセージであ り、 外部デー
タ参照には、 そのアウ トバウンド  メ ッセージに関する情報が含まれています。

テーブル 次の表に、 外部データ  テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

ExtData_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

ExtDataType number (long) 4 外部データのタイプです。 有効な値
は、 テキス ト形式のファ イルに対して
送受信される  Gentran データの場合は 
[ExtData]、 メールボッ クス  メ ッセー

ジへ送られる  Gentran データの場合は 
[Message] です。

ExtDataKEY number (long) 4 一意の外部データ  ファ イル識別子

です。

Filename string 255 システム データ  ス ト ア内の外部デー

タ  フォルダにコピーされる前のオリ

ジナル ファ イル名の名前を示します 
( コピーされた場合 )。

FileDateTime number (long) 4 オリジナルのファ イルのタイムスタン
プです。

ActionDataTime number (long) 4 動作 ( たとえば、 ファ イルのエクス

ポート、 インポート、 または処理 ) が
実行された日付と時刻です。 これは、
実際のデータベース更新の日 / 時です。

( 次のページへ続く )
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外部データ  テーブル データベース テーブルの使い方A - 12
Action number (long) 4 外部データ  ファ イルに対して実行さ

れた動作のタイプです。 有効な値は 
[ エクスポート ]、 [ インポート ]、
[ メールボッ クス  インポート ]、 [ ファ

イル処理 ]、 [ メールボッ クス  ファ イ

ル処理 ]、 [ 送信 ] であ り、 その後可能

な動作はメールボッ クス  エクスポー

トです。

BlobKEY string 255 システム データ  ス ト ア フォルダに保

存されたファイルの名前と、 このディ
レク ト リに対するファ イルの相対パス
を示します。 その一意性を保証するた
めファイルの名前は ExtDataKEY であ

り、 ファ イル拡張子と して .ext が付き

ます。 相対パスは、 ユーザーがシステ
ム構成サブシステムで指定するディ レ
ク ト リの形式によって異な り ます。

Restored number (long) 4 レコード  ( 外部データ参照 ) がアーカ

イブから復元されたかど うかを示す
ブール フラグです。

Msg number (long) 4 アウ トバウンド処理のための外部デー
タ送信先のメールボッ クスにある メ ッ
セージ、 または、 インバウンド処理の
ための外部データの受信元メ ッセージ
を示す数値です。

Atm number (long) 4 アウ トバウンド処理のための外部デー
タの送信先メールボッ クスにある添
付、 または、 インバウンド処理のため
の外部データの受信元の添付を示す数
値です。

ExtDataCount number (long) 4 外部データ参照の関連付け先となる  
Gentran:Server ドキュ メン トのカウン

トです。 このカウン トは、 関連付けさ
れたドキュ メン トが削除される と減分
されます。 このカウン トは、 この外部
データ参照にさ らにドキュ メン トが関
連付けられる と増分されます。

SaveFile number (long) 4 外部データがシステム データ  ス ト ア 
フォルダに保存されたかど うかを示す
ブール フラグです。
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データベース テーブルの使い方 外部データ  クロス リファレンス テーブル A - 13
外部データ  クロス リファレンス テーブル

はじめに 外部データ  ク ロス  リ ファレンス  テーブル (ExtDataXref_tb) には、 各外部データ  
ファ イルが Gentran:Server データ とどのよ うに関連するかについての情報が格納

されます。 各レコードは、 外部データ と関連 Gentran:Server ドキュ メン ト または

インターチェンジとの間のクロス  リ ファレンスです。

テーブル 次の表に、 外部データ  ク ロス  リ ファレンス  テーブルのフ ィールド情報をま とめ

ます。

ExtDataXref_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

ExtDataKEY number (long) 4 ExtData_tb の外部キーで、 これらの

テーブル間のリ ンクを提供するために
使用されます。

GentranType number (long) 4 外部データ参照に関連する  Gentran 
データのタイプに応じて、 インター
チェンジまたはドキュ メン トにな り
ます。

GentranKEY number (long) 4 GentranType パラ メータの値に応じて、

Interchange_tb または Document_tb の
どちらかの外部キーです。

RecordCount number (long) 4 インポート動作とエクスポート動作の
場合は、 インポート またはエクスポー
ト されたドキュ メン トから作成された
外部データ  ファ イル内のレコードの

数を示します。 ファ イル処理動作の場
合は、 与えられたインバウンド  デー

タ用に処理されたインターチェンジ内
のセグメン トの数です。

ByteCount number (long) 4 外部データ内の合計バイ ト数です。

StartingOffset number (long) 4 レコードが作成した Gentran データに

対応する外部データ内の開始オフセッ
トです。

EndingOffset number (long) 4 レコードが作成した Gentran データに

対応する外部データ内の終了オフセッ
トです。

( 次のページへ続く )
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外部データ  クロス リファレンス テーブル データベース テーブルの使い方A - 14
TimeStamp number (long) 4 この外部データ参照が書かれた時点の
日 / 時を示します。

Appfield1 string 40 DocumentKEY に従って Document_tb 
から正確にコピーされます。 外部デー
タがインターチェンジに関連付けられ
ている場合、 Appfield 1 ～ 6 は 
Interchange_tb からコピーされます。

AppField2 string 40 DocumentKEY に従って Document_tb 
から正確にコピーされます。 外部デー
タがインターチェンジに関連付けられ
ている場合、 Appfield 1 ～ 6 は 
Interchange_tb からコピーされます。

Appfield3 string 40 DocumentKEY に従って Document_tb 
から正確にコピーされます。 外部デー
タがインターチェンジに関連付けられ
ている場合、 Appfield 1 ～ 6 は 
Interchange_tb からコピーされます。

Appfield4 string 40 DocumentKEY に従って Document_tb 
から正確にコピーされます。 外部デー
タがインターチェンジに関連付けられ
ている場合、 Appfield 1 ～ 6 は 
Interchange_tb からコピーされます。

Appfield5 string 40 DocumentKEY に従って Document_tb 
から正確にコピーされます。 外部デー
タがインターチェンジに関連付けられ
ている場合、 Appfield 1 ～ 6 は 
Interchange_tb からコピーされます。

Appfield6 string 40 DocumentKEY に従って Document_tb 
から正確にコピーされます。 外部デー
タがインターチェンジに関連付けられ
ている場合、 Appfield 1 ～ 6 は 
Interchange_tb からコピーされます。

DocumentName string 40 DocumentKEY に従って Document_tb 
から正確にコピーされます。 外部デー
タがインターチェンジに関連付けられ
ている場合、 DocumentName は無視さ

れます。

( 次のページへ続く )
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データベース テーブルの使い方 外部データ  クロス リファレンス テーブル A - 15
ReferenceData string 40 DocumentKEY に従って Document_tb 
から正確にコピーされます。 外部デー
タがインターチェンジに関連付けられ
ている場合、 ReferenceData は無視さ

れます。

TranslationReportFile string 255 ト ランスレータ  レポート ファ イルの

名前です。

DocStatus number 
(integer)

2 ドキュ メン ト処理の成功または失敗を
示すフラグです。

0 = 失敗

1= 成功
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グループ テーブル データベース テーブルの使い方A - 16
グループ テーブル

はじめに グループ テーブル (Group_tb) には、 Gentran:Server システム内の各ファンクシ ョ

ナル グループについてのレコードが格納されます。 システムにグループを追加

するたびに、 ト ランスレータによ りグループ テーブル内にレコードが作成され

ます。 グループ テーブル内のレコードは、 ファンクシ ョナル グループ受信確認

が受信または生成される と更新されます。 ト ランスレータは、 対応するグルー
プが削除される と、 グループ テーブルからレコードを削除します。

テーブル 次の表に、 グループ テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

Group_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

GroupKEY number (long) 4 システムによ り割り当てられる、 グ
ループの一意の識別子です。

PartnerKEY string 10 グループの所属先であるパートナーの
一意の識別子です。

ControlNumber string 255 次のグループ Control Number を生成

するために使用する、 パートナー関係
からの値です。

FunctionalGroupID string 6 パートナー関係内で確立されたファン
クシ ョナル グループ識別子です。

GroupControlKEY string 20 このテーブルを参照する、パートナー 
エディ タでのグループ管理レコード
です。

Direction number 
(integer)

2 グループの方向を示します。

0 = インバウンド

1 = アウ トバウンド

Agency number 
(integer)

2 グループに使用する  EDI スタンダー

ドを示します。

Version string 13 パートナー関係内のグループ管理レ
コードからの、 グループのバージ ョ ン
です。

( 次のページへ続く )
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データベース テーブルの使い方 グループ テーブル A - 17
ExpectOrGenerateAck number 
(integer)

2 この関係で定義されているグループを
受信した際に、 システムでこの ト レー
ディング パートナーにファンクシ ョ

ナル受信確認を送信します ( インバウ

ンド )。 または、 この関係で定義され

ているグループをパートナーが受信し
た結果と して、 システムでこの ト レー
ディング パートナーからファンク

シ ョナル受信確認を受け取るこ とを想
定します ( アウ トバウンド )。

0 = 受信確認を想定または生成しない

1 = 受信確認を想定または生成する

AckHoursOverdue number 
(integer)

2 受信確認を時間切れである とみなすま
での経過時間数を定義します。

( 次のページへ続く )
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グループ テーブル データベース テーブルの使い方A - 18
AckStatus number 
(integer)

2 受信確認の状態を示します ( インバウ

ンド )。

0 = 受信確認不要

1 = 待機中

2 = OK

3 = エラーのある受信確認

4 = 部分受信確認

5 = 拒否

6 = 受信確認の延期処理の生成

7 = 受信確認の即時処理の生成

8 = 整合の延期処理 
( 受信確認のドキュ メン トのみ )

9 = 整合の即時処理 
( 受信確認のドキュ メン トのみ )

10 = 整合の完了 
( 受信確認のドキュ メン トのみ )

受信確認の状態を示します ( アウ トバ

ウンド )。

0 = 整合不要

1 = 待機中

2 = OK

3 = エラーのある整合

4 = 部分整合

5 = 拒否

6 = 整合の時間切れ

AckTime number (long) 4 受信確認の時刻を示します。

AckTransactionSetID string 150 システムが生成した、 受信確認のト
ランザクシ ョ ン セッ ト識別子を示し

ます。

NoTransactions
Accepted

number 
(integer)

2 受け入れられたト ランザクショ ン  セッ

トの数を示します ( インバウンド )。
( 次のページへ続く )
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データベース テーブルの使い方 グループ テーブル A - 19
NoTransactionsRejected number 
(integer)

2 拒否された ト ランザクシ ョ ン  セッ ト

の数を示します ( インバウンド )。

AppField1 string 40 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ

ン サブシステム内で更新された、 こ

のグループの 初のアプリ ケーシ ョ ン  
フ ィールドです。

AppField2 string 40 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ

ン サブシステム内で更新された、 こ

のグループの 2 番目のアプリ ケーシ ョ

ン フ ィールドです。

AppField3 string 40 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ

ン サブシステム内で更新された、 こ

のグループの 3 番目のアプリ ケーシ ョ

ン フ ィールドです。

AppField4 string 40 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ

ン サブシステム内で更新された、 こ

のグループの 4 番目のアプリ ケーシ ョ

ン フ ィールドです。

AppField5 string 40 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ

ン サブシステム内で更新された、 こ

のグループの 5 番目のアプリ ケーシ ョ

ン フ ィールドです。

AppField6 string 40 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ

ン サブシステム内で更新された、 こ

のグループの 6 番目のアプリ ケーシ ョ

ン フ ィールドです。

Element Separator number 
(integer)

2 アウ トバウンド  データ  セグメン ト内

のエレ メン ト を分離するために使用す
る、 パートナー関係からの値です。

SubElementSeparator number 
(integer)

2 アウ トバウンド複合データ  エレ メン

ト内のコンポーネン ト  エレ メン ト を

分離するために使用する、 パートナー
関係からの値です。

( 次のページへ続く )
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グループ テーブル データベース テーブルの使い方A - 20
SegmentTerminator number 
(integer)

2 アウ トバウンド  データ  セグメン トの

末尾を識別するために使用する、 パー
トナー関係からの値です。

ReleaseCharacter number 
(integer)

2 構文セパレータ と して使われた文字を
そのオリ ジナルの意味に復元するため
に使用する、 パートナー関係からの値
です。

SegmentTag number 
(integer)

2 各セグメン ト  タグの末尾を識別する

ために使用する、 パートナー関係から
の値です ( 識別子 )。

DecimalIndicator number 
(integer)

2 数値フ ィールドで小数点を示すために
使用する、 パートナー関係からの値
です。

Restored number 
(integer)

2 オリジナルのデータであるか復元され
たデータであるかを示します。

0 = オ リジナル

1 = 復元

NbrBytes number (long) 4 グループ EDI データ内のバイ ト数の

カウンターと して使用します。

NbrRecords number (long) 4 ドキュ メン ト  EDI データ内のレコー

ド数のカウンターと して使用します。
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データベース テーブルの使い方 インターチェンジ テーブル A - 21
インターチェンジ テーブル

はじめに インターチェンジ テーブル (Interchange_tb) には、 Gentran:Server システム内の各

インターチェンジのレコードが格納されます。 システムにインターチェンジを
追加するたびに、 ト ランスレータによ り インターチェンジ テーブル内にレコー

ドが作成されます。 インターチェンジ テーブル内のレコードは、 インターチェ

ンジ受信確認が受信または生成される と更新されます。 ト ランスレータは、 対
応するインターチェンジが削除される と、 インターチェンジ テーブルからレ

コードを削除します。

テーブル 次の表に、 インターチェンジ テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

Interchange_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

InterchangeKEY number (long) 4 システムによ り割り当てられる、 イン
ターチェンジの一意の識別子です。

PartnerKEY string 10 インターチェンジの所属先であるパー
トナーの一意の識別子です。

ControlNumber string 255 次のインターチェンジ Control Number 
を生成するために使用する、 パート
ナー関係からの値です。

InterchangeControlKEY string 40 このテーブルを参照する、パートナー 
エディ タでのインターチェンジ管理レ
コードです。

SessionKEY number (long) 4 現在は使用されていません。

TimeCreated number (long) 4 システムによ り インターチェンジが作
成された時刻です。

TimeSent number (long) 4 インターチェンジが送信された時刻
です。

( 次のページへ続く )
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インターチェンジ テーブル データベース テーブルの使い方A - 22
ProcessedStatus number 
(integer)

2 インターチェンジの処理状態です。

1 = 受信済み

2 = 送信済み

3 = 送信準備完了

4 = 順番待ち

6 = 保留

7 = 送信に失敗しました

8 = 処理中

Direction number 
(integer)

2 インターチェンジの方向を示します。

0 = インバウンド

1 = アウ トバウンド

Agency number 
(integer)

2 インターチェンジに使用する  EDI ス
タンダードを示します。

Version string 13 パートナー関係内のインターチェンジ
管理レコードからの、 インターチェン
ジのバージ ョ ンです。

TestMode number 
(integer)

2 パートナー関係をテス ト状態とするか
本番状態とするかを示します。

0 = 本番

1 = テス ト

ExpectOrGenerateAck number 
(integer)

2 この関係で定義されているインター
チェンジを受信した際に、 システムで
この ト レーディング パートナーに受

信確認を送信します ( インバウンド )。
または、 この関係で定義されているイ
ンターチェンジをパートナーが受信し
た結果と して、 システムでこの ト レー
ディング パートナーから受信確認を

受け取るこ とを想定します ( アウ トバ

ウンド )。

0 = 受信確認を想定または生成しない

1 = 受信確認を想定または生成する
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データベース テーブルの使い方 インターチェンジ テーブル A - 23
AckHoursOverdue number 
(integer)

2 受信確認を時間切れである とみなすま
での経過時間数を定義します。

AckStatus number 
(integer)

2 受信確認の状態を示します ( インバウ

ンド )。

0 = 受信確認不要

1 = 待機中

2 = OK

3 = エラーのある受信確認

4 = 部分受信確認

5 = 拒否

6 = 受信確認の延期処理の生成

7 = 受信確認の即時処理の生成

8 = 整合の延期処理 
( 受信確認のドキュ メン トのみ )

9 = 整合の即時処理 
( 受信確認のドキュ メン トのみ )

10 = 整合の完了 
( 受信確認のドキュ メン トのみ )

受信確認の状態を示します ( アウ トバ

ウンド )。

0 = 整合不要

1 = 待機中

2 = OK

3 = エラーのある整合

4 = 部分整合

5 = 拒否

6 = 整合の時間切れ

AckTime number (long) 4 受信確認の時刻を示します。

AckTransactionSetID string 150 システムが生成した、 受信確認のト
ランザクシ ョ ン セッ ト識別子を示し

ます。

( 次のページへ続く )
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インターチェンジ テーブル データベース テーブルの使い方A - 24
NetworkStatus number 
(integer)

2 ネッ ト ワークの処理状態を示します。

0 = 未送信

1 = Received OK

2 = ネッ ト ワーク警告

3 = ネッ ト ワーク  エラー

4 = 収集済み

5 = サード  パーティのネッ ト ワークへ

送信済み

NetworkTime number (long) 4 ネッ ト ワークがインターチェンジを受
信した時刻を示します。

NoGroupsAccepted number 
(integer)

2 受け入れられたグループの数を示しま
す ( インバウンド )。

NoGroupsRejected number 
(integer)

2 拒否されたグループの数を示します 
( インバウンド )。

NoTransactions
Accepted

number 
(integer)

2 受け入れられたト ランザクショ ン  セッ

トの数を示します ( インバウンド )。

NoTransactionsRejected number 
(integer)

2 拒否された ト ランザクシ ョ ン  セッ ト

の数を示します ( インバウンド )。

Filename string 255 インターチェンジ データが含まれて

いるファ イルの名前です。

TranslationReportFile string 255 インターチェンジ ト ランスレータ  レ
ポートのファ イル名です。

AppField1 string 40 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ

ン サブシステム内で更新された、 こ

のインターチェンジの 初のアプリ
ケーシ ョ ン  フ ィールドです。

AppField2 string 40 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ

ン サブシステム内で更新された、 こ

のインターチェンジの 2 番目のアプリ

ケーシ ョ ン  フ ィールドです。
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データベース テーブルの使い方 インターチェンジ テーブル A - 25
AppField3 string 40 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ

ン サブシステム内で更新された、 こ

のインターチェンジの 3 番目のアプリ

ケーシ ョ ン  フ ィールドです。

AppField4 string 40 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ

ン サブシステム内で更新された、 こ

のインターチェンジの 4 番目のアプリ

ケーシ ョ ン  フ ィールドです。

AppField5 string 40 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ

ン サブシステム内で更新された、 こ

のインターチェンジの 5 番目のアプリ

ケーシ ョ ン  フ ィールドです。

AppField6 string 40 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ

ン サブシステム内で更新された、 こ

のインターチェンジの 6 番目のアプリ

ケーシ ョ ン  フ ィールドです。

Element Separator number 
(integer)

2 アウ トバウンド  データ  セグメン ト内

のエレ メン ト を分離するために使用す
る、 パートナー関係からの値です。

SubElementSeparator number 
(integer)

2 アウ トバウンド複合データ  エレ メン

ト内のコンポーネン ト  エレ メン ト を

分離するために使用する、 パートナー
関係からの値です。

SegmentTerminator number 
(integer)

2 アウ トバウンド  データ  セグメン トの

末尾を識別するために使用する、 パー
トナー関係からの値です。

ReleaseCharacter number 
(integer)

2 構文セパレータ と して使われた文字を
そのオリ ジナルの意味に復元するため
に使用する、 パートナー関係からの値
です。

SegmentTag number 
(integer)

2 各セグメン ト  タグの末尾を識別する

ために使用する、 パートナー関係から
の値です ( 識別子 )。

DecimalIndicator number 
(integer)

2 数値フ ィールドで小数点を示すために
使用する、 パートナー関係からの値
です。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
Interchange_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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MessageId number (long) 4 インターチェンジ データの送信に使

用する メ ッセージ識別子を含みます。

Restored number 
(integer)

2 オリジナルのデータであるか復元され
たデータであるかを示します。

0 = オ リジナル

1 = 復元

NbrBytes number (long) 4 インターチェンジ  EDI データ内のバイ

ト 数のカウンターと して使用します。

NbrRecords number (long) 4 ドキュ メン ト  EDI データ内のレコー

ド数のカウンターと して使用します。

RepeatingElement
Separator

number 
(integer)

2 繰り返しデータ  エレ メン ト を含む複

合フ ィールドをスタンダードで使用す
る場合、 インターチェンジ内の繰返し
エレ メン ト  セパレータの場所を指定

します。

 ( 続き )
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ト ラ ッ ク  テーブル

はじめに ト ラ ッ ク  テーブル (Track_tb) には、 Gentran:Server システム内の各ドキュ メン ト

についてのレコードが格納されます。 このレコードには、 ドキュ メン ト 、 グ
ループ、 およびインターチェンジ間のリ ンクなど、 システムでドキュ メン ト を
ト ラ ッ クするために必要なすべての情報が含まれています。 インターチェンジ
をビルドするたびに、 ト ランスレータによ り ト ラ ッキング テーブル内のイン

ターチェンジの各ドキュ メン トにレコードが作成されます。 ト ラ ッキング  テー

ブル内のレコードは、 受信確認が受信または生成される と更新されます。 ト ラ
ンスレータは、 対応する ドキュ メン トが削除される と、 ト ラ ッキング テーブル

からレコードを削除します。

テーブル 次の表に、 ト ラ ッキング テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

Track_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

DocumentKEY number (long) 4 システムによ り割り当てられる、 ド
キュ メン ト  ( メ ッセージ ) の一意の識

別子です。

GroupKEY number (long) 4 システムによ り割り当てられる、 ファ
ンクシ ョナル グループの一意の識別

子です。

InterchangeKEY number (long) 4 システムによ り割り当てられる、 イン
ターチェンジの一意の識別子です。

AckDocumentKEY number (long) 4 ドキュ メン ト受信確認の一意の識別子
です ( ドキュ メン トから受信確認への

連結 )。

TimeLastModified number (long) 4 ドキュ メン トが 後に修正された時刻
です。

TimePosted number (long) 4 ドキュ メン トが [ アウ ト  ドキュ メン

ト ] にポス ト された時刻です。

( 次のページへ続く )
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ExpectOrGenerateAck number 
(integer)

2 この関係で定義されている ドキュ メン
ト を受信した際に、 システムはこの ト
レーディング パートナーに受信確認

を送信します ( インバウンド )。 また

は、 この関係で定義されている ドキュ
メン ト をパートナーが受信した結果と
して、システムはこの ト レーディング 
パートナーから受信確認を受け取るこ
とを想定します ( アウ トバウンド )。

GenerateAckDetails number 
(integer)

2 受信確認を生成する際にエラー詳細を
付けるかど うかを定義します。

0 = エラー詳細なし

1 = エラー詳細あ り

AckHoursOverdue number 
(integer)

2 受信確認を時間切れである とみなすま
での経過時間数を定義します。

AckTransactionSetID string 150 システムが生成した、 受信確認のト
ランザクシ ョ ン セッ ト識別子を示し

ます。

Direction number 
(integer)

2 ドキュ メン トの方向を示します。

0 = インバウンド

1 = アウ トバウンド

( 次のページへ続く )
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AckStatus number 
(integer)

2 受信確認の状態を示します ( インバウ

ンド )。

0 = 受信確認不要

1 = 待機中

2 = OK

3 = エラーのある受信確認

4 = 部分受信確認

5 = 拒否

6 = 受信確認の延期処理の生成

7 = 受信確認の即時処理の生成

8 = 整合の延期処理 
( 受信確認のドキュ メン トのみ )

9 = 整合の即時処理 
( 受信確認のドキュ メン トのみ )

10 = 整合完了

( 受信確認のドキュ メン トのみ )

受信確認の状態を示します ( アウ トバ

ウンド )。

0 = 整合不要

1 = 待機中

2 = OK

3 = エラーのある整合

4 = 部分整合

5 = 拒否

6 = 整合の時間切れ

AckTime number (long) 4 受信確認の時刻を示します。

PartnerKEY string 10 インターチェンジの所属先であるパー
トナーの一意の識別子です。

DocumentControl
Number

string 255 次のドキュ メン ト  Control Number ま
たはメ ッセージ参照を生成するために
使用する、 パートナー関係からの値
です。

( 次のページへ続く )
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GroupControlNumber string 255 次のグループ Control Number を生成

するために使用する、 パートナー関係
からの値です。

InterchangeControl
Number

string 255 次のインターチェンジ Control Number 
を生成するために使用する、 パート
ナー関係からの値です。

FunctionalGroupID string 6 パートナー関係内で確立されたファン
クシ ョナル グループ識別子です。

TransactionSetID string 150 パートナー関係またはドキュ メン ト内
で確立された ト ランザクシ ョ ン  セッ

ト  ( メ ッセージ ) 識別子です。

Restored number 
(integer)

2 オリジナルのデータであるか復元され
たデータであるかを示します。

0 = オ リジナル

1 = 復元

 ( 続き )
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ト ラ ッキング テーブル

はじめに ト ラ ッキング テーブル (Tracking_tb) には、 Gentran:Server システム内の各ドキュ

メン トについてのレコードが格納されます。 このレコードには、 システムで
メ ッセージを ト ラ ッ クするために必要なすべての情報が含まれています。

テーブル 次の表に、 ト ラ ッキング テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

Tracking_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

MessageId number (long) 4 メ ッセージの識別子です。

TrackingType string 125 ト ラ ッキングのタイプです。

TrackingInfo string 255 実際の ト ラ ッキング情報です。

CheckSum number (long) 4 今後の使用のために予約されてい
ます。
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システム構成テーブル 0

概要

はじめに このセクシ ョ ンでは、 Gentran:Server でのシステム構成を行うテーブルをま とめ

ます。 システム構成テーブルは次のとおりです。

◗ アプ リ ケーシ ョ ン データベース情報テーブル (AppDbInformation_tb)
◗ スケジュール テーブル (Schedule_tb)
◗ 分割機能テーブル (Splitter_tb)
◗ システム インポート  テーブル (SystemImport_tb)
◗ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト  テーブル (Template_tb)
◗ ユーザー テーブル (User_tb)
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アプリケーシ ョ ン データベース情報テーブル

はじめに アプ リ ケーシ ョ ン データベース情報テーブル (ApDbInformation_tb) には、マルチ 
ユーザーのシステム全体の構成情報を含むレコードが 1 つ格納されます。 この

テーブルは、 マルチ ユーザー構成情報が変更されるか、 ドキュ メン ト 、 グルー

プ、 またはインターチェンジが作成されるたびに、 構成プログラムによって更
新されます。

テーブル 次の表に、 アプ リ ケーシ ョ ン データベース情報テーブルのフ ィールド情報をま

とめます。

AppDbInformation_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

NextDocID number (long) 4 次のドキュ メン トの識別子を定義す
る、 システムが生成した一意のキーで
す。 これは、 ドキュ メン トが作成され
るたびに更新されます。

NextGrpID number (long) 4 次のグループの識別子を定義する、 シ
ステムが生成した一意のキーです。 こ
れは、 グループが作成されるたびに更
新されます。

NextIntID number (long) 4 次のインターチェンジの識別子を定義
する、 システムが生成した一意のキー
です。 これは、 インターチェンジが作
成されるたびに更新されます。

NextExtDataID number (long) 4 次の外部データ  ファ イルの識別子を

定義する、 システムが生成した一意の
キーです。 これは、 外部データ  ファ

イルがシステムに追加されるたびに更
新されます。

NextPIPInstanceID number (long) 4 次の PIP インスタンスの識別子を定義

する、 システムが生成した一意のキー
です。 これは、 PIP インスタンスがシ

ステムに追加されるたびに更新され
ます。

DbRevision string 10 今後の使用のために予約されてい
ます。

( 次のページへ続く )
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DirInterchangeIn string 255 すべての受信済みインターチェンジが
保存される共有格納領域の UNC パス

名を示します。

DirInterchangeOut string 255 すべての送信済みインターチェンジが
保存される共有格納領域の UNC パス

名を示します。

DirTxReports string 255 すべての ト ランスレータ  レポートが

保存される共有格納領域の UNC パス

名を示します。 これらのレポートはバ
イナリ形式で格納され、
Gentran:Server を使用してのみ印刷で

きます。

DirTemplate string 255 すべての登録済みト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク トが保存される共有格納領
域の UNC パス名を示します。

DirUnattended string 255 すべてのプロセス管理イベン ト、 セッ
シ ョ ン、 およびカレンダ ファ イルが

保存される共有格納領域の UNC パス

名を示します。

DirArchive string 255 すべてのアーカイブ定義ファイル 
(*.ard) およびアーカイブされたデータ  
ファ イル (*.arv) が保存される共有格

納領域の UNC パス名を示します。

DirDocuments string 255 ドキュ メン ト  ( メ ッセージ ) が保存さ

れる共有格納領域の UNC パス名を示

します。

DirCommDatabase string 255 Gentran:Server 1.x で使用されます。

DirCommLogs string 255 Gentran:Server 1.x で使用されます。

DirCommScripts string 255 Gentran:Server 1.x で使用されます。

DirTransmitIn string 255 ファ イルをインターチェンジに分割す
る前の、 メールボッ クスから受信した
初期コ ミ ュニケーシ ョ ン  ファ イルが

格納されるフォルダです。

( 次のページへ続く )
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DirTransmitOut string 255 Gentran:Server 1.x でデータを送信する

ために使用する一時フォルダです。

DirErrData string 255 分割機能によって認識されないエラー 
データが格納されるフォルダです。

DirExtData string 255 システムが作成した、 外部データ  
ファ イルのコピーが格納されるフォル
ダです。

DirFormat number (long) 4 Gentran:Server が、 そのフォルダに使

用する形式です。

NextTplID number (long) 4 次のト ランスレーシ ョ ン オブジェク

ト  ID を示します。

 ( 続き )
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エクスポート  テーブル

はじめに エクスポート  テーブル (Exporter_tb) には、 Gentran:Server システムで現在ビルド

処理中の各ドキュ メン トについてのレコードが格納されます。 ドキュ メン ト を
処理する際に、 システムによ り レコードが作成されます。 ビルド処理が完了す
る と、 そのレコードは削除されます。 このテーブルは、 複数のビルド処理を確
実に同期させるために、 ビルド処理中にシステムで内部的に使用されます。

テーブル 次の表に、 エクスポート  テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

Exporter_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

DocumentKEY number (long) 4 予約フ ィールドです。

PartnerKEY string 14 予約フ ィールドです。

InterchangeControlKEY string 40 予約フ ィールドです。

TestMode string 2 予約フ ィールドです。

GroupControlKEY string 20 予約フ ィールドです。

FunctionalGroup string 7 予約フ ィールドです。

DocumentType string 7 予約フ ィールドです。
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スケジュール テーブル

はじめに スケジュール テーブル (Schedule_tb) には、 Gentran:Server システム内の各イベン

トについてのレコードが格納されます。 プロセス管理でイベン ト を作成する と、
ト ランスレータによ り レコードが作成されます。 ト ランスレータは、 イベン ト
が修正される とレコードを更新します。 ト ランスレータは、 イベン トがシステ
ムから削除される とレコードを削除します。

テーブル 次の表に、 " スケジュール テーブル " のフ ィールド情報をま とめます。

Schedule_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

Time string 50 イベン トが実行される時刻です ( 時刻

イベン トのみ )。

SessionFile string 50 実行されるセッシ ョ ンの名前です。

Calendar string 50 イベン ト をいつ実行すべきかを決定す
るために使用するカレンダの名前です 
( 時刻イベン トのみ )。

Parm1 string 128 ユーザー定義のパラ メータです。

Parm2 string 128 ユーザー定義のパラ メータです。

Parm3 string 128 ユーザー定義のパラ メータです。

Owner string 50 今後の使用のために予約されてい
ます。

OwnerDomain string 50 今後の使用のために予約されてい
ます。

EventType number 
(integer)

2 イベン トがポーリ ングされるかど うか
を示します。

0 = スケジュール

1 = ポーリ ング

2 = 通知

3 = システム

( 次のページへ続く )
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ProcessID number (long) 4 イベン トで指定されたセッシ ョ ンを実
行している処理の識別子です。

0 = 処理が実行されていない

ゼロ以外 = 処理が実行されている

TimeStarted number (long) 4 イベン トが開始した時刻です。

TimeEnded number (long) 4 イベン トが終了した時刻です。

ServerName string 50 イベン ト を実行するコン ト ローラの名
前です。

CurrentSessionCmdNbr number (long) 4 現在処理されているイベン トの名前
です。

Event string 50 イベン トの説明です。

Status number 
(integer)

2 イベン トが一時停止しているかアク
ティブであるかを示します。

0 = 一時停止

1 = アクティブ

2 = ブロ ッ ク

3 = 実行

EventID string 10 一意のイベン ト識別子です。

 ( 続き )
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分割機能テーブル

はじめに 分割機能テーブル (Splitter_tb) には、 Gentran:Server で定義されている各分割機能

の登録についてのレコードが格納されます。 各分割機能の登録には、 受信した
データのインターチェンジの識別と分割に必要なパラ メータがあ り ます。

テーブル 次の表に、 分割機能テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

Splitter_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

Type number 
(integer)

2 分割機能の登録のタイプを格納し
ます。

◗ " 固定 " は、 分割機能の登録で、
EDI データ内に定義済みの区切文
字セッ トが想定されるこ とを示し
ます。 [ 固定 ] が既定値です。

◗ " 位置固定 " は、 分割機能の登録
で、 EDI データ内の定義済みの位
置に区切文字セッ トが想定される
こ とを示します。 これによ り、
システムが区切文字を判別でき
ます。

◗ " 可変 " は、分割機能の登録で次の
情報が想定されるこ とを示しま
す。 定義済みのインターチェンジ
開始セグメン トおよび終了セグメ
ン ト、 エレ メン ト区切文字の位置 
( システムが区切文字を判別する
ため )、 開始セグメン ト内のエレ
メン ト数、 開始セグメン トの 大
長、 開始セグメン トにある 後の
エレ メン トの 大長、 および終了
セグメン トの 大長。

StartTag string 50 インターチェンジの開始セグメン ト を
格納します。

EndTag string 50 インターチェンジの終了セグメン ト を
格納します。

( 次のページへ続く )
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EleDelim string 1 使用しているスタンダードで適用され
る場合、 次の情報を格納します。

◗ 固定タイプの場合、 エレ メン ト  
セパレータを格納します。

◗ 位置固定タイプの場合、 インター
チェンジ内の 初のエレ メン ト  
セパレータの位置を格納します。

◗ 可変タイプの場合、 インターチェ
ンジ内の 初のエレ メン ト区切
文字の位置を格納します。

TagDelim string 1 使用しているスタンダードで適用され
る場合、 次の情報を格納します。

◗ 固定タイプの場合、 タグ セパ
レータを格納します。

◗ 位置固定タイプの場合、 インター
チェンジ内のタグ セパレータの
位置を格納します。

EndDelim string 1 使用しているスタンダードで適用され
る場合、 次の情報を格納します。

◗ 固定タイプの場合、 エレ メン ト  
セパレータを格納します。

◗ 位置固定タイプの場合、 インター
チェンジ内の 初のエレ メン ト  
セパレータの位置を格納します。

◗ 可変タイプの場合、 インターチェ
ンジ内の 初のエレ メン ト区切
文字の位置を格納します。

RelDelim string 1 使用しているスタンダードで適用され
る場合、 次の情報を格納します。

◗ 固定タイプの場合、 Release 
Indicator を格納します。

◗ 位置固定タイプの場合、 インター
チェンジ内の 初の Release 
Indicator の位置を格納します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
Splitter_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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SubDelim string 1 使用しているスタンダードで適用され
る場合、 次の情報を格納します。

◗ 固定タイプの場合、 サブエレ メン
ト  セパレータを格納します。

◗ 位置固定タイプの場合、 インター
チェンジ内の 初のサブエレ メ
ン ト  セパレータの位置を格納し
ます。

DecChar string 1 使用しているスタンダードで適用され
る場合、 次の情報を格納します。

◗ 固定タイプの場合、 小数点表記を
格納します。

◗ 位置固定タイプの場合、 数値
フ ィールド内の小数点を示すコン
マ (,) またはピ リオド  (.) を格納し
ます。

◗ 可変タイプの場合、 数値フ ィール
ド内の小数点を示すコンマ (,) ま
たはピ リオド  (.) を格納します。

EleDelimPosn number 
(integer)

2 エレ メン ト区切文字の位置を格納し
ます。

TagDelimPosn number 
(integer)

2 タグ区切文字の位置を格納します。

EndDelimPosn number 
(integer)

2 終了区切文字の位置を格納します。

RelDelimPosn number 
(integer)

2 リ リース区切文字の位置を格納し
ます。

SubDelimPosn number 
(integer)

2 サブエレ メン ト区切文字の位置を格納
します。

DecCharPosn number 
(integer)

2 小数点切り文字の位置を格納します。

NumHdrSeg number 
(integer)

2 インターチェンジ開始セグメン ト内の
エレ メン トの数を格納します。

HdrMaxLen number 
(integer)

2 インターチェンジ開始セグメン トの
大長を格納します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
Splitter_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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HdrLastEleLen number 
(integer)

2 インターチェンジ開始セグメン トにあ
る 後のエレ メン トの 大長を格納し
ます。

EndMaxLen number 
(integer)

2 インターチェンジ終了セグメン トの
大長を格納します。

InterchangeBreak string 40 インターチェンジをブレークするため
に使用するインターチェンジ ブレー

ク  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト

を格納します。

GroupBreak string 40 インターチェンジ内のファンクシ ョナ
ル グループをブレークするために使

用するファンクシ ョナル グループ ブ
レーク  ト ランスレーシ ョ ン オブジェ

ク ト を格納します。

TransactionBreak string 40 インターチェンジ内の ト ランザクシ ョ
ン セッ ト をブレークするために使用

する ト ランザクシ ョ ン  セッ ト  ブレー

ク  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト

を格納します。

FAExtract string 40 インターチェンジからインターチェン
ジ レベル ファンクシ ョナル受信確認

を抽出するために使用するファンク
シ ョナル受信確認ブレーク  ト ランス

レーシ ョ ン オブジェク ト を格納し

ます。

RepeatingElement
Delim

string 1 繰り返しエレ メン トの区切文字を格納
します。

RepeatingElement
DelimPosn

number 
(integer)

2 データ内の繰り返しエレ メン ト区切文
字の場所を格納します。

BinarySegment string 50 システムがデータ内で検索するバイナ
リ  セグメン トの名前を格納します。

 ( 続き )
Splitter_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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システム インポート  テーブル

はじめに システム インポート  テーブル (SystemImport_tb) には、 インポート  パラ メータの

各セッ トについてのレコードが格納されます。 インポート  パラ メータを使用す

る と、 指定の場所にある指定のファイル拡張子のファイルを ト ランスレートす
る際に使用するインポート またはシステム  インポート  ト ランスレーシ ョ ン オブ

ジェク ト を決定できます。

テーブル 次の表に、 システム インポート  テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

SystemImport_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

Sequence number 
(integer)

2 パラ メータの階層リ ス ト内のイン
ポート  パラ メータの順序位置を格納

します。

Filemask string 255 ファ イルのパス と タイプ ( または特定

のファイル名 ) を格納します。

Template string 40 指定されたタイプのファ イルがイン
ポート された際に ト ランスレーシ ョ ン
を開始するためにシステムで使用する
インポート またはシステム  インポー

ト  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト

を表示します。
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ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト  テーブル

はじめに ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト  テーブル (Template_tb) には、 Gentran:Server シ
ステムで登録済みの各ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トについてのレコードが

格納されます。 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト をシステムに初めて登録する

と、 ト ランスレータによ り レコードが作成されます。 ト ランスレータは、 ト ラ
ンスレーシ ョ ン オブジェク トが再登録される とレコードを更新します。 ト ラン

スレータは、 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トがシステムから削除される とレ

コードを削除します。

テーブル 次の表に、 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト  テーブルのフ ィールド情報をま と

めます。

Template_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

Type number 
(integer)

2 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの

タイプを示します。

0 = インポート

1 = エクスポート

2 = 印刷

3 = 画面入力

4 = ターンアラウンド

5 = ト ランザクシ ョ ン  ビルド

6 = ト ランザクシ ョ ン  ブレーク  

7 = ファンクシ ョナル グループ ビルド

8 = ファンクシ ョナル グループ 
ブレーク

9 = インターチェンジ ビルド

10 = インターチェンジ ブレーク

11 = F/A アウ トバウンド

12 = F/A インバウンド

13 = システム インポート

( 次のページへ続く )
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nTemplateKEY number (long) 4 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を

識別する、 システムが生成した一意の
番号です。

TemplateKEY string 40 システムで ト ランスレーシ ョ ン  オブ

ジェク ト を識別するために使用する、
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの

一意の説明です。

InputAgency number 
(integer)

2 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの

入力側に使用する  EDI スタンダード  
エージェンシーを示します。

InputVersion string 13 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの

入力側に使用するスタンダード  バー

ジ ョ ンを示します。

InputTransactionID string 150 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの

入力側に使用する ト ランザクシ ョ ン  
セッ ト  ( メ ッセージ ) を示します。

InputRelease number 
(integer)

2 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの

入力側に使用する  Message Release 番
号を示します。

InputFunctionalGroup string 6 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの

入力側に使用するファンクシ ョナル 
グループを示します。

OutputAgency number 
(integer)

2 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの

出力側に使用する  EDI スタンダード  
エージェンシーを示します。

OutputVersion string 13 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの

出力側に使用するスタンダード  バー

ジ ョ ンを示します。

OutputTransactionID string 150 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの

出力側に使用する ト ランザクシ ョ ン  
セッ ト  ( メ ッセージ ) を示します。

OutputRelease number 
(integer)

2 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの

出力側に使用する  Message Release 番
号を示します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
Template_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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OutputFunctionalGroup string 6 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの

出力側に使用するファンクシ ョナル 
グループを示します。

IsSystem number 
(integer)

2 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが

システム ト ランスレーシ ョ ン オブ

ジェク ト  ( システムで内部的に使用す

るオブジェク ト ) であるかど うかを示

します。

Filename string 255 TransObj フォルダ内の ト ランスレー

シ ョ ン オブジェク ト  ファ イルの名前

です。

UsageCount number (long) 4 この ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク

ト を参照するパートナー関係の番号
です。

 ( 続き )
Template_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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ユーザー テーブル

はじめに ユーザー テーブル (User_tb) には、 Gentran:Server システム内の各ユーザーについ

てのレコードが格納されます。 ユーザーを作成する と、 ト ランスレータによ り
レコードが作成されます。 ト ランスレータは、 ユーザー情報が変更される とレ
コードを更新します。 ト ランスレータは、 ユーザーがシステムから削除される
とレコードを削除します。

テーブル 次の表に、 ユーザー テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

User_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

UserIDKEY string 20 ユーザーを識別する、 システムが生成
した一意のキーです。

UserName string 42 ユーザーの名前です。

Password string 28 ユーザーのパスワードです。

AccessCtlMatrix number (long) 4 Gentran:Server システムへのユーザー

のアクセスを示します。 複数の値を選
択した場合、 それらの値はシステムに
よ り値の間に "OR" が挿入されたもの

と して認識されます。

1 = システム管理

2 = パートナー管理

4 = 送信 / 受信

8 = インポート

16 = エクスポート

32 = 画面入力

64 = 自動処理
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概要 データベース テーブルの使い方A - 48
パートナー プロファイル テーブル 0

概要

はじめに このセクシ ョ ンでは、 Gentran:Server におけるインバウンドおよびアウ トバウン

ド  データの処理と構造を管理し、 外部情報への ト ランスレータ  アクセスを提供

するテーブルをま とめます。 パートナー プロファ イル テーブルは、 その機能に

応じて次の 2 種類に分けられます。

◗ パートナー管理テーブル

◗ パートナー参照テーブル
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パートナー管理テーブル

はじめに パートナー管理テーブルには、 受信確認、 Control Number、 エンベロープ情報な

どのシステムでインバウンドおよびアウ トバウンド  EDI データを処理するため

に必要なすべての情報が格納されます。 パートナー管理テーブルは次のとおり
です。

◗ ファンクシ ョナル グループ管理テーブル (FunctionalGroupControl_tb)
◗ 一般的なエンベロープ セグメン ト  テーブル (GenericEnvelopeSegment_tb)
◗ インターチェンジ管理テーブル (InterchangeControl_tb)
◗ パートナー テーブル (Partner_tb)
◗ 関係テーブル (Relationship_tb)

ファンクシ ョナル 
グループ
管理テーブル

ファンクシ ョナル グループ管理テーブル (FunctionalGroupControl_tb) には、

Gentran:Server システム内の各ファンクシ ョナル グループについてのレコードが

格納されます。 ファンクシ ョナル グループ定義を作成するたびに、 パートナー 
エディ タによ り ファンクシ ョナル グループ管理テーブル内にレコードが作成さ

れます。 ファンクシ ョナル グループに Control Number が受信または生成される

たびに、 ト ランスレータはファンクシ ョナル グループ管理テーブル内の対応す

るレコードを更新します。 パートナー エディ タは、 対応するファンクシ ョナル 
グループ定義が削除される と、 ファンクシ ョナル グループ管理テーブルからレ

コードを削除します。

テーブル
次の表に、 ファンクシ ョナル グループ管理テーブルのフ ィールド情報をま とめ
ます。

FunctionalGroupControl_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

PartnerKEY string 10 ファンクショ ナル グループの所属先で

あるパート ナーの一意の識別子です。

Direction number 
(integer)

2 ファンクシ ョナル グループの方向を

示します。

0 = インバウンド

1 = アウ トバウンド

FunctionalGroup
ControlKEY

string 20 ファンクシ ョナル グループの名前

です。

( 次のページへ続く )
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GroupSequenceCheck
Type

number 
(integer)

2 このグループに使用するグループ順番
検査のタイプを示します。

0 = なし

1 = 連番

2= 日付順

3 = 重複

Agency number 
(integer)

2 このファンクシ ョナル グループに使

用する  EDI スタンダードです。

Version string 13 このファンクシ ョナル グループに使

用するスタンダード  バージ ョ ンです。

FunctionalGroupID string 6 このファンクショ ナル グループの EDI 
スタンダード  ID です (PO、 IN など )。

SegmentID string 10 グループのセグメン ト を管理するセ
グメン ト  ID です (GS、 UNG、 BAT 
など )。

TemplateKEY string 40 このファンクシ ョナル グループに使

用する、 パートナー固有のグループ 
ビルドまたはブレーク  ト ランスレー

シ ョ ン オブジェク トです。

AckExpected number 
(integer)

2 この関係で定義されているグループを
パートナーが受信した結果と して、 シ
ステムがこの ト レーディング パート

ナーからファンクシ ョナル受信確認を
受け取るこ とを想定します ( アウ トバ

ウンド )。

HoursOverdue number 
(integer)

2 受信確認を時間切れである とみなすま
での経過時間数を定義します。

AckTemplateKEY string 40 このファンクシ ョナル グループに使

用する、 受信確認ビルドまたはブレー
ク  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト

です。

AckTransactionSetID string 150 ファンクシ ョナル グループ用に生成

される受信確認を示します ( インバウ

ンド )。
( 次のページへ続く )

 ( 続き )
FunctionalGroupControl_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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( 次のページへ続く )

ControlNumber string 255 次のグループ Control Number を生成

するために使用する、 パートナー関係
からの値です。

NumberTransFrom
Group

number 
(integer)

2 グループ内の ト ランザクシ ョ ン  セッ

トの数です。

TransControlNumber
Format

number 
(integer)

2 ト ランザクシ ョ ン Control Number の
書式です。

TransSequenceCheck
Type

number 
(integer)

2 このグループでの ト ランザクシ ョ ン  
Control Number に使用する順番検査の

タイプを示します。

0 = なし

1 = 連番

2= 日付順

TransControlNumber string 255 ト ランザクシ ョ ン Control Number 
です。

 ( 続き )
FunctionalGroupControl_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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一般的な
エンベロープ 
セグメ ント  テーブル

一般的なエンベロープ セグメン ト  テーブル (GenericEnvelopeSegment_tb) には、

Gentran:Server システム内の各エンベロープについてのレコードが格納されます。

このテーブルは、 エンベロープ情報をインターチェンジ、 グループ、 またはド
キュ メン トに挿入するためのカスタム  エンベロープに使用します。 また、 この

テーブルによ り、 エンベロープ情報への一貫したアクセスが ト ランスレータに
提供されます。 エンベロープが作成される と、 ト ランスレータによ り一般的な
エンベロープ セグメン ト  テーブル内にレコードが作成されます。 ト ランスレー

タは、 対応するレコードが更新される と、 一般的なエンベロープ セグメン ト  
テーブル内のレコードを更新します。 ト ランスレータは、 システムからエンベ
ロープが削除される と、 一般的なエンベロープ セグメン ト  テーブル内のレコー

ドを削除します。

テーブル

次の表に、 一般的なエンベロープ セグメン ト  テーブルのフ ィールド情報をま と

めます。

GenericEnvelopeSegment_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

EnvelopeLevel number 
(integer)

2 予約フ ィールドです。

PartnerKEY string 10 予約フ ィールドです。

Description string 40 予約フ ィールドです。

Direction number 
(integer)

2 予約フ ィールドです。

ControlNumber string 255 予約フ ィールドです。

Field1 string 40 予約フ ィールドです。

Field2 string 40 予約フ ィールドです。

Field3 string 40 予約フ ィールドです。

Field4 string 40 予約フ ィールドです。

Field5 string 40 予約フ ィールドです。

Field6 string 40 予約フ ィールドです。

Field7 string 40 予約フ ィールドです。

Field8 string 40 予約フ ィールドです。

Field9 string 40 予約フ ィールドです。

( 次のページへ続く )
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Field10 string 40 予約フ ィールドです。

Field11 string 40 予約フ ィールドです。

Field12 string 40 予約フ ィールドです。

Field13 string 40 予約フ ィールドです。

Field14 string 40 予約フ ィールドです。

Field15 string 40 予約フ ィールドです。

Field16 string 40 予約フ ィールドです。

Field17 string 40 予約フ ィールドです。

Field18 string 40 予約フ ィールドです。

Field19 string 40 予約フ ィールドです。

Field20 string 40 予約フ ィールドです。

Field21 string 40 予約フ ィールドです。

Field22 string 40 予約フ ィールドです。

Field23 string 40 予約フ ィールドです。

Field24 string 40 予約フ ィールドです。

Field25 string 40 予約フ ィールドです。

Field26 string 40 予約フ ィールドです。

Field27 string 40 予約フ ィールドです。

Field28 string 40 予約フ ィールドです。

Field29 string 40 予約フ ィールドです。

Field30 string 40 予約フ ィールドです。

SubCountField string 18 予約フ ィールドです。

ControlNumberLength number 
(integer)

2 予約フ ィールドです。

Field31 string 255 予約フ ィールドです。

( 次のページへ続く )
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インターチェンジ
管理テーブル

インターチェンジ管理テーブル (InterchangeControl_tb) には、 Gentran:Server シス

テム内の各インターチェンジについてのレコードが格納されます。 インター
チェンジ定義を作成するたびに、 パートナー エディ タによ り  インターチェンジ

管理テーブル内にレコードが作成されます。 ト ランスレータは、 インターチェ
ンジの Control Number が受信または生成されるたびに、 インターチェンジ管理

テーブル内の対応するレコードを更新します。 パートナー エディ タは、 対応す

るインターチェンジ定義が削除される と、 インターチェンジ管理テーブルから
レコードを削除します。

テーブル
次の表に、 インターチェンジ管理テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

Field32 string 255 予約フ ィールドです。

Field33 string 255 予約フ ィールドです。

Field34 string 255 予約フ ィールドです。

Field35 string 255 予約フ ィールドです。

Field36 string 25540 予約フ ィールドです。

Field37 string 255 予約フ ィールドです。

Field38 string 255 予約フ ィールドです。

Field39 string 255 予約フ ィールドです。

Field40 string 255 予約フ ィールドです。

 ( 続き )
GenericEnvelopeSegment_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

InterchangeControl_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

PartnerKEY string 10 インターチェンジの所属先であるパー
トナーの一意の識別子です。

Direction number 
(integer)

2 インターチェンジの方向を示します。

0 = インバウンド

1 = アウ トバウンド

InterchangeControlKEY string 40 インターチェンジの名前です。
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Agency number 
(integer)

2 このインターチェンジに使用する  EDI 
スタンダードです。

Version string 13 このインターチェンジに使用するスタ
ンダード  バージ ョ ンです。

TemplateKEY string 40 このインターチェンジに使用する、
パートナー固有のグループ ビルドま

たはブレーク  ト ランスレーシ ョ ン オ
ブジェク トです。

SegmentID string 10 インターチェンジのセグメン ト を管理
するセグメン ト  ID です (ISA、 UNB、
STX など )。

AckExpected number 
(integer)

2 この関係で定義されているインター
チェンジをパートナーが受信した結
果と して、 システムがこの ト レー
ディング パートナーから受信確認を

受け取るこ とを想定します ( アウ トバ

ウンド )。

HoursOverdue number 
(integer)

2 受信確認を時間切れである とみなすま
での経過時間数を定義します。

AckTemplateKEY string 40 このインターチェンジに使用する、 受
信確認ビルドまたはブレーク  ト ラン

スレーシ ョ ン オブジェク トです。

AckTransactionSetID string 150 インターチェンジ用に生成される受信
確認を示します ( インバウンド )。

ControlNumber string 255 次のインターチェンジ Control Number 
を生成するために使用する、 パート
ナー関係からの値です。

SequenceCheckType number 
(integer)

2 このインターチェンジに使用する順番
検査のタイプを示します。

0 = なし

1 = 連番

2= 日付順

3 = 重複

( 次のページへ続く )
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MsgContentType string 125 インターチェンジ データを含むメ ッ

セージを作成する場合に、 " コンテン

ツ  タイプ " フ ィールドの書式設定に

使用されます。 " アプ リ ケーシ ョ ン " 
に初期化されます。

MsgContentSubType string 125 インターチェンジ データを含むメ ッ

セージを作成する場合に、 " コンテン

ツ  サブタイプ " フ ィールドを書式設

定するために使用されます。 "EDI" に
初期化されます。

MaxDocsperint number (long) 4 インターチェンジに含める ドキュ メン
トの数を決定するため、 ト ランスレー
タが使用します。 0 に初期化され、 イ

ンターチェンジあた りのドキュ メン ト
数に制限はあ り ません。

Mailbox string 125 インバウンドおよびアウ トバウンド処
理に使用する定義済みのコ ミ ュニケー
シ ョ ン設定を指定します。

EMailAddress string 125 選択されたメールボッ クスが交換ゲー
ト ウェイの場合、 メ ッセージ アドレ

スを識別するために使用されます。
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パートナー 
テーブル

パートナー テーブル (Partner_tb) には、Gentran:Server システム内の各パートナー 
プロファ イルについてのレコードが格納されます。 パートナー プロファ イル定

義を作成するたびに、 パートナー エディ タによ りパートナー テーブル内にレ

コードが作成されます。 パートナー エディ タは、 パートナー プロファ イルが変

更されるたびに、 パートナー テーブル内の対応するレコードを更新します。

パートナー エディ タは、 対応するパートナー プロファ イル定義が削除される と、

パートナー テーブルからレコードを削除します。

テーブル
次の表に、 パートナー テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

Partner_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

PartnerKEY string 10 このパートナーの一意の識別子です。

EDICode string 255 インバウンド処理の際に正しいパート
ナーを選択するために使用される  EDI 
識別子です。

ApplicationPartnerKEY string 255 アウ トバウンド  インポート処理の際

に正しいパートナーを選択するために
使用される、 このパートナーのアプリ
ケーシ ョ ン識別子です。

IsSystem number 
(integer)

2 このパートナーが < 内部システム 
ユーザー > パートナーであるかど う

かを示します。

0 = < 内部システム ユーザー > 
パートナーではない

1 = < 内部システム ユーザー > 
パートナー

PartnerName string 40 このパートナーを識別する一意の名前
です。

Mailbox string 125 インバウンドおよびアウ トバウンド処
理に使用する定義済みのコ ミ ュニケー
シ ョ ン設定を指定します。

( 次のページへ続く )
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関係テーブル 関係テーブル (Relationship_tb) には、 Gentran:Server システム内の各インバウンド

またはアウ トバウンド関係についてのレコードが格納されます。 インバウンド
またはアウ トバウンド関係定義を作成するたびに、 パートナー エディ タによ り

関係テーブル内にレコードが作成されます。 パートナー エディ タは、 インバウ

ンドまたはアウ トバウンド関係定義が変更されるたびに、 関係テーブル内の対
応するレコードを更新します。 パートナー エディ タは、 対応するインバウンド

またはアウ トバウンド関係定義が削除される と、 関係テーブルからレコードを
削除します。

テーブル
次の表に、 関係テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

EMailAddress string 125 選択されたメールボッ クスが交換ゲー
ト ウェイの場合、 メ ッセージ アドレ

スを識別するために使用されます。

Editing number 
(integer)

2 特定のパートナー関係が編集処理中で
あるこ とを示すために使用されます。

0= 編集中ではない

1= 現在、 編集中

 ( 続き )
Partner_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

Relationship_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

PartnerKEY string 10 関係の所属先であるパートナーの一意
の識別子です。

Direction number 
(integer)

2 関係の方向を示します。

0 = インバウンド

1 = アウ トバウンド

Agency number 
(integer)

2 この関係に使用する  EDI スタンダー

ドです。

Version string 13 この関係に使用するスタンダード  
バージ ョ ンです。

TransactionSetID string 150 この関係に使用する ト ランザクシ ョ ン  
セッ ト  ( メ ッセージ ) です。
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Release number 
(integer)

2 この関係に使用する メ ッセージ バー

ジ ョ ン リ リース番号です。

TestMode number 
(integer)

2 パートナー関係をテス ト状態とするか
本番状態とするかを示します。

0 = 本番

1 = テス ト

Description string 40 関係の名前です。

ImportTemplateKEY string 40 この関係に使用するインポート  ト ラ

ンスレーシ ョ ン オブジェク ト を示し

ます。

DataEntryTemplateKEY string 40 この関係に使用する画面入力 ト ラン

スレーシ ョ ン オブジェク ト を示し

ます。

TurnAroundTemplate
KEY

string 40 この関係に使用するターンアラウンド  
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を

示します。

PrintTemplateKEY string 40 この関係に使用する印刷ト ランスレー
シ ョ ン オブジェク ト を示します。

RelationshipTemplate
KEY

string 40 この関係に使用する関係ト ランスレー
シ ョ ン オブジェク ト を示します。 こ

れによ り、 ト ランザクシ ョ ンおよびド
キュ メン ト  レベルでのシステムの動

作を変更できるよ うにな り ます。 パー
トナー固有の ト ランスレーシ ョ ン  オ
ブジェク ト を使用するこ とや、 必要に
応じた数の機能を実行するこ とができ
ます。

ExportTemplateKEY string 40 この関係に使用するエクスポート  ト
ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を示

します。

ComplianceCheck
TemplateKEY

string 40 エラーをチェッ クする ト ランスレー
シ ョ ン オブジェク ト を示します。

( 次のページへ続く )
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ExportFileName string 130 エクスポート動作の結果と して作成
または追加されるファ イル名を示し
ます。

ExportToFlatFileNow number 
(integer)

2 この関係で定義されている ドキュ メン
ト を受信したら、 エクスポート  ファ

イルを自動的に作成するかど うかを示
します。

0 = 自動的にエクスポート しない

1 = 自動的にエクスポートする

TurnAroundNow number 
(integer)

2 この関係で定義されている ドキュ メン
ト を受信したら、 定義済みのターンア
ラウンド処理を自動的に実行するかど
うかを示します。

0 = 自動的にターンアラウンド しない

1 = 自動的にターンアラウンドする

SequenceCheckType number 
(integer)

2 この関係で定義されている ト ランザク
シ ョ ン セッ ト  ( メ ッセージ ) に使用す

る順番検査のタイプを示します。

0 = なし

1 = 順番検査 – 連番

2 = 順番検査 – 日付順

3 = 順番検査 – 重複

256 = ドキュ メン トの重複の検査のみ

257 = 順番検査 – 連番 + ドキュ メン ト

の重複

258 = 順番検査 – 日付順 + ドキュ メ ン

トの重複

259 = 順番検査 – 重複 + ドキュ メン ト

の重複

( 次のページへ続く )
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SkipComplianceCheck number 
(integer)

2 エラー チェッ クを実行しないこ とを

示します。

0 = エラー チェッ クを実行しない

1 = エラー チェッ クを実行する

AckErrors number 
(integer)

2 エラー詳細あ りで受信確認を生成する
かど うかを定義します。

0 = エラー詳細なし

1 = エラー詳細あ り

AckExpected number 
(integer)

2 この関係で定義されている ト ランザク
シ ョ ン セッ ト  ( メ ッセージ ) をパート

ナーが受信した結果と して、 システム
がこの ト レーディング パートナーか

ら受信確認を受け取るこ とを想定しま
す ( アウ トバウンド )。

HoursOverdue number 
(integer)

2 受信確認を時間切れである とみなすま
での経過時間数を定義します。

AckTemplateKEY string 40 この関係に使用する、 受信確認ビルド
またはブレーク  ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク トです。

AckTransactionSetID string 150 ト ランザクシ ョ ン セッ ト用に生成さ

れる受信確認を示します ( インバウ

ンド )。

ApplicationKEY string 150 この関係で定義されている ドキュ メン
トの宛先を示すアプリ ケーシ ョ ン識別
子を定義します。

Alias string 150 システムでこの関係をほかの関係か
ら区別するための特定の基準を示し
ます。

FunctionalGroupControl
KEY

string 20 この関係を参照する、 パートナー 
エディ タでのグループ管理レコード
です。

InterchangeControlKEY string 40 この関係を参照する、 パートナー エ
ディ タでのインターチェンジ管理レ
コードです。

( 次のページへ続く )
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ControlNumber string 255 次のト ランザクシ ョ ン セッ ト  Control 
Number を生成するために使用する、

パートナー関係からの値です。

ImmediateAck
Processing

number 
(integer)

2 受信確認の整合がインバウンド  ブ
レーク  セッシ ョ ンの間に行われるか、

スケジュール間隔の間に行われるかを
指定するフラグです。

IsAcknowledgement number 
(integer)

2 このパートナー関係で定義されている
ト ランザクシ ョ ンが受信確認であるか
ど うかを指定するフラグです。

ExportToMailbox number 
(integer)

2 インバウンド  ト ランスレーシ ョ ンの

出力を メールボッ クス  サーバー マ
ネージャに返送できるよ うにする  
" メールボッ クスへエクスポート " 機
能を呼び出すかど うかを指定するフラ
グです。

RecipientMailbox string 125 インバウンド  ト ランスレーシ ョ ンの

出力が配送される先のメールボッ クス
です。

RecipientEMailAddress string 125 インバウンド  ト ランスレーシ ョ ンの

出力が配送される先の E メール アド

レスです。

ContentType string 255 インバウンド  ト ランスレーシ ョ ンの

出力が含まれている メ ッセージのコン
テンツ  タイプです。

ContentSubType string 255 インバウンド  ト ランスレーシ ョ ンの

出力が含まれている メ ッセージのコン
テンツ  サブタイプです。
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パートナー参照テーブル

そのテーブルが特定のパートナーに使用されるか、 内部システム  ユーザー パー

トナーに使用される  ( グローバルに使用される ) かには関わらず、 パートナー参

照テーブルには、 パートナー エディ タで設定またはインポート された参照テー

ブル内のすべての情報が格納されます。 パートナー固有または内部システム  
ユーザー テーブルの使用は、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トの設計時にト ラ

ンスレーシ ョ ン オブジェク ト内で定義します。 パートナー参照テーブルは次の

とおりです。

◗ ク ロス  リ ファレンス  テーブル (CrossReference_tb)
◗ 所在地テーブル (Location_tb)
◗ 照合テーブル (Lookup_tb)

クロス リファレンス 
テーブル

ク ロス  リ ファレンス  テーブル (CrossReference_tb) には、 Gentran:Server システム

内の各クロス  リ ファレンス  テーブルについてのレコードが格納されます。

Gentran:Server のクロス  リ ファレンス  テーブルを使用する と、 パートナーに送信

する前に入力データを変換できます。 パートナー エディ タでクロス  リ ファレン

ス  テーブルを作成するたびに、 パートナー エディ タによ り ク ロス  リ ファレンス  
テーブル内にレコードが作成されます。 パートナー エディ タは、 ク ロス  リ ファ

レンス  テーブルが変更されるたびに、 ク ロス  リ ファレンス  テーブル内の対応す

るレコードを更新します。 パートナー エディ タは、 パートナー エディ タで対応

するク ロス  リ ファレンス  テーブルが削除される と、 ク ロス  リ ファレンス  テーブ

ルからレコードを削除します。

テーブル
次の表に、 ク ロス  リ ファレンス  テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

CrossReference_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

PartnerKEY string 10 ク ロス  リ ファレンス  テーブルの所属

先であるパートナーの一意の識別子
です。

TableName string 8 テーブルの名前です。

MyItem string 255 パートナーのデータ値に対応するデー
タ値です。

PartnerItem string 255 ユーザーのデータ値に対応するパート
ナーのデータ値です。

Description string 255 MyItem コード と  PartnerItem コードの

説明です。

( 次のページへ続く )
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Text1 string 255 特定のコード値と関連付けられている
と きにマップできるフ ィールドです。

Text2 string 255 特定のコード値と関連付けられている
と きにマップできるフ ィールドです。

Text3 string 255 特定のコード値と関連付けられている
と きにマップできるフ ィールドです。

Text4 string 255 特定のコード値と関連付けられている
と きにマップできるフ ィールドです。

 ( 続き )
CrossReference_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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照合テーブル 照合テーブル (Lookup_tb) には、 Gentran:Server システム内の各照合テーブルにつ

いてのレコードが格納されます。 Gentran:Server の 照合テーブルを使用する と、

パートナーに送信する前に入力データを補足できます。 パートナー エディ タで

照合テーブルを作成するたびに、 パートナー エディ タによ り照合テーブル内に

レコードが作成されます。 パートナー エディ タは、 照合テーブルが変更される

たびに、 照合テーブル内の対応するレコードを更新します。 パートナー エディ

タは、 パートナー エディ タで対応する照合テーブルが削除される と、 照合テー

ブルからレコードを削除します。

テーブル
次の表に、 照合テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

( 次のページへ続く )

Lookup_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

PartnerKEY string 10 照合テーブルの所属先であるパート
ナーの一意の識別子です。

TableName string 8 テーブルの名前です。

Item string 255 インバウンド処理またはアウ トバウン
ド処理の際に、 データ内で照合される
値です。

Description string 255 MyItem コード と  PartnerItem コードの

説明です。

Text1 string 255 特定のコード値と関連付けられている
と きにマップできるフ ィールドです。

Text2 string 255 特定のコード値と関連付けられている
と きにマップできるフ ィールドです。

Text3 string 255 特定のコード値と関連付けられている
と きにマップできるフ ィールドです。

Text4 string 255 特定のコード値と関連付けられている
と きにマップできるフ ィールドです。
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所在地テーブル 所在地テーブル (Location_tb) には、 Gentran:Server システム内の各所在地テーブ

ルについてのレコードが格納されます。 Gentran:Server の所在地テーブルを使用

する と、 アウ トバウンド  データに名前と住所を挿入できます。 パートナー エ
ディ タで所在地テーブルを作成するたびに、 パートナー エディ タによ り所在地

テーブル内にレコードが作成されます。 パートナー エディ タは、 所在地テーブ

ルが変更されるたびに、 所在地テーブル内の対応するレコードを更新します。
パートナー エディ タは、 パートナー エディ タで対応する所在地テーブルが削除

される と、 所在地テーブルからレコードを削除します。

テーブル
次の表に、 所在地テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

Location_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

PartnerKEY string 10 所在地テーブルの所属先であるパート
ナーの一意の識別子です。

Name string 255 パートナーの所在地の名前です。

PrimaryReferenceCode string 255 この所在地を識別するために使用され
る第 1 参照コードです。

SecondaryReference
Code

string 255 この所在地を識別するために使用され
る第 2 参照コードです。

Address1 string 35 住所の 1 行目です。

Address2 string 35 住所の 2 行目です。

Address3 string 35 住所の 3 行目です。

City string 20 この所在地の市の名前です。

State string 10 この所在地の都道府県名です。

Zip string 10 この所在地の郵便番号です。

Country string 10 この所在地の国コードです。

ContactName string 35 このパートナーのオフ ィ スにおける担
当者の名前です。

Telephone string 20 電話番号です。

Fax string 20 FAX 番号です。
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オーディ ッ ト  テーブルおよび通知テーブル 0

概要

はじめに オーディ ッ ト  テーブルには、 Gentran:Server オーディ ッ ト  ログの中の全情報が格

納されます。 オーディ ッ ト  ログには、 システムで発生する各重大イベン トにつ

いてのレコードが含まれています。 通常、 オーディ ッ ト  ログはシステムの問題

を解決するためや、 ユーザーの動作を ト ラ ッ クするための情報を取得するため
に使用します。 通知テーブルには、 通知の中の全情報が格納されます。 通知サ
ブシステムでは、 通知パラ メータを設定するこ とによ り、 エラーがオーディ ッ
ト  ログに書き込まれる時点を事前に通知できます。 オーディ ッ ト  テーブルおよ

び通知テーブルは次のとおりです。

◗ オーディ ッ ト  コンポーネン ト  ID テーブル (AuditComponentID_tb)
◗ オーディ ッ ト  メ ッセージ テーブル (AuditMsg_tb)
◗ オーディ ッ ト  ソース  ID テーブル (AuditSourceID_tb)
◗ データ  オーディ ッ ト  ログ テーブル (DataAuditLog_tb)
◗ データ  オーディ ッ ト  タイプ テーブル (DataAuditType_tb)
◗ 通知テーブル (Notify_tb)
◗ 通知動作テーブル (NotifyAction_tb)
◗ 通知ログ テーブル (NotifyLog_tb)
◗ オペレータ  テーブル (Operators_tb)
◗ 処理オーディ ッ ト  ログ テーブル (ProcAuditLog_tb)
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オーディ ッ ト  コンポーネン ト  ID テーブル データベース テーブルの使い方A - 68
オーディ ッ ト  コンポーネン ト  ID テーブル

はじめに オーディ ッ ト  コンポーネン ト  ID テーブル (AuditComponentID_tb) は、 コンポー

ネン ト  ID とその説明をクロス  リ ファレンスします。

テーブル 次の表に、 オーディ ッ ト  コンポーネン ト  ID テーブルのフ ィールド情報をま とめ

ます。

AuditComponentID_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

SourceID number (long) 4 コンポーネン トの構成元のソース  ID 
です。

ComponentID number 
(integer)

2 メ ッセージを生成している、 ソース内
の機能領域です。

ComponentIDName string 30 コンポーネン ト  ID の説明テキス ト

です。

例
ト ランスレータ
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オーディ ッ ト  メ ッセージ テーブル

はじめに オーディ ッ ト  メ ッセージ テーブル (AuditMsg_tb) には、 各オーディ ッ ト  ログ エ
ラー メ ッセージについてのレコードが格納されます。 各メ ッセージは、 オー

ディ ッ ト  メ ッセージ番号とオーディ ッ ト  メ ッセージの実際のテキス トから成り

ます。

テーブル 次の表に、 オーディ ッ ト  メ ッセージ テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

AuditMsg_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

SourceID number (long) 4 コンポーネン トの構成元のソース  ID 
です。

ComponentID number 
(integer)

2 メ ッセージを生成している、 ソース内
の機能領域です。

MsgID number (long) 4 1 ～ 65535 の範囲の値です。 ソース  / 
コンポーネン トによって生成された特
定のエラーを示します。

Severity number 
(integer)

2 エラーの重要度を示します。 有効な値
は次のとおりです。

1 = エラー

2 = 警告

4 = 情報

AuditMsgType number 
(integer)

2 オーディ ッ ト  メ ッセージのタイプ 
( システムまたはユーザー定義 ) です。

MsgText string 255 オーディ ッ ト  メ ッセージ テキス ト

です。

UserMsgText string 255 ユーザー定義のオーディ ッ ト  メ ッ

セージのテキス トです。

SystemMsg number 
(integer)

2 メ ッセージがシステム メ ッセージか

ど うかを示します。

( 次のページへ続く )
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WriteToAuditLog number 
(integer)

2 メ ッセージがオーディ ッ ト  ログに書

き込まれるかど うかを示すブール フ
ラグです。

WriteToEventLog number 
(integer)

2 メ ッセージがイベン ト  ログに書き込

まれるこ とを示すブール フラグです。

 ( 続き )
AuditMsg_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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オーディ ッ ト  ソース ID テーブル

はじめに オーディ ッ ト  ソース  ID テーブル (AuditSourceID_tb) は、 ソース  ID とその説明を

クロス  リ ファレンスします。

テーブル 次の表に、 オーディ ッ ト  ソース  ID テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

AuditSourceID_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

SourceID number (long) 4 メ ッセージのソース  ID です。

SourceIDName string 30 ソース  ID の説明テキス トです。
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データ  オーディ ッ ト  ログ テーブル

はじめに データ  オーディ ッ ト  ログ テーブル (DataAuditLog_tb) には、 システム内の特定の

データに関するシステム動作を示すオーディ ッ ト  メ ッセージが格納されます。

テーブル 次の表に、 データ  オーディ ッ ト  ログ テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

DataAuditLog_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

AuditEntryKEY number (long) 4 順次増分され、 各オーディ ッ ト  エン

ト リ を一意に識別する番号です。

DataAuditType number 
(integer)

2 データ  オーディ ッ ト  タイプを表す数

値です。

DataAuditKEY string 50 オーディ ッ トによ り活動が示される
テーブルのキーに関連します。

例
ドキュ メン ト  オーディ ッ トの 
DocumentKEY。

SourceID number (long) 4 メ ッセージのソースです。

ComponentID number 
(integer)

2 メ ッセージを生成している、 ソース内
の機能領域です ( ト ランスレータを表

す ID など )。

MsgID number (long) 4 1 ～ 65535 の範囲の値です。 ソース  / 
コンポーネン トによって生成された特
定のエラーを示します。

Severity number 
(integer)

2 エラーの重要度を示します。

EventID number (long) 4 生成されたオーディ ッ ト  メ ッセージ

を関連の処理によってグループ分けす
るために使用され、 オーディ ッ ト  
メ ッセージが属するイベン ト  ID を示

します。

( 次のページへ続く )
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EventType number 
(integer)

2 イベン トのタイプです。

0 = 未定義

1 = システム  イベン ト

2 = 自動イベン ト

( スケジューラ  イベン ト )

3 = 対話イベン ト  
( ユーザー セッシ ョ ン )

4 = チャネル イベン ト

EventName string 50 イベン トの説明テキス トです。

AuditDateTime datetime 8 オーディ ッ ト  ログ エン ト リが作成さ

れた日付と時刻です。

UserID string 255 オーディ ッ ト  ログ エン ト リ を要求し

ているアプ リ ケーシ ョ ンに関連付けら
れている  Windows ユーザー ID です。

MachineName string 31 オーディ ッ ト  ログ エン ト リ を要求し

ているコンピュータの名前です。

Parm1 string 255 オーディ ッ ト  メ ッセージを書式設定

しているプログラムが実行時に選択す
るパラ メータ値です。

Parm2 string 50 Parm1 を参照して ください。

Parm3 string 50 Parm1 を参照して ください。

Parm4 string 50 Parm1 を参照して ください。

Parm5 string 50 Parm1 を参照して ください。

Parm6 string 50 Parm1 を参照して ください。

Parm7 string 50 Parm1 を参照して ください。

Parm8 string 50 Parm1 を参照して ください。

Parm9 string 50 Parm1 を参照して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
DataAuditLog_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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Parm10 string 50 Parm1 を参照して ください。

Restored number 
(integer)

2 エン ト リがアーカイブされたデータか
ら復元されたかど うかを示します。

0 = 復元されなかった

1 = 復元された

 ( 続き )
DataAuditLog_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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データ  オーディ ッ ト  タイプ テーブル

はじめに " データ  オーディ ッ ト  タイプ テーブル (DataAuditType_tb)" は、 データ  オー

ディ ッ ト  タイプをその説明内でクロス  リ ファレンスします。

テーブル 次の表に、 " データ  オーディ ッ ト  タイプ テーブル " のフ ィールド情報をま とめ

ます。

DataAuditType_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

DataAuditType number 
(integer)

2 データ  オーディ ッ ト  タイプを表す数

値です。

メモ
初期値は次のとおりです。

0 = 処理中

4 = セッシ ョ ン

5 = メ ッセージ

6 = 添付

7 = PIP

DataAuditTypeName string 30 データ  オーディ ッ ト  タイプの説明テ

キス トです。
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通知テーブル

はじめに 通知テーブル (Notify_tb) には、 通知サブシステムで定義されている通知パラ

メータの各セッ トについてのレコードが格納されます。 ク ライアン ト通知を呼
び出すために指定できるパラ メータには、 オーディ ッ ト  メ ッセージ番号および

システムが実行する動作が含まれます。

テーブル 次の表に、 通知テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

Notify_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

NotifyName string 35 通知定義を識別する一意の名前です。

NotifyEnabled number 
(integer)

2 通知機能が有効であるかど うかを示す
フラグです。

SourceID number (long) 4 コンポーネン トの構成元のソース  ID 
です。

ComponentID number 
(integer)

2 メ ッセージを生成している、 ソース内
の機能領域です。

MsgID number (long) 4 1 ～ 65535 の範囲の値です。 ソース  / 
コンポーネン トによって生成された特
定のエラーを示します。

Severity number 
(integer)

2 エラーの重要度を示します。

IncludeErrorMsg number 
(integer)

2 このエラー メ ッセージを通知に含め

るかど うかを示すフラグです。

AlphaNotifyText string 255 オペレータに送信する追加の通知メ ッ
セージです。

NumPagerRespType number 
(integer)

2 通知が数値ページであるか、テキス ト  
メ ッセージであるかを示します。

NumNotifyText string 255 メ ッセージベースのページのテキス ト
です。
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通知動作テーブル

はじめに 通知動作テーブル (NotifyAction_tb) には、 通知動作に関する情報が格納されます。

テーブル 次の表に、 通知動作テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

NotifyAction_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

NotifyName string 35 通知定義を識別する一意の名前です。

NotifyAction number 
(integer)

2 通知で行われる動作のタイプを示し
ます。

0 = オペレータ警告

1 = オペレータ  E メール

2 = オペレータ  ページ

5 = スケジューラ  イベン ト

6 = タスク

7 = ス ト アド  プロシージャ

NotifyOperatorID string 255 オペレータ  テーブルで定義されてい

る、 通知を受け取るオペレータの 
Windows ユーザー ID です。

TaskName string 255 通知の結果と して開始されるスケ
ジューラ  イベン トの名前を示します。
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通知ログ テーブル

はじめに 通知ログ テーブル (NotifyLog_tb) には、 通知ログに関する情報が格納されます。

テーブル 次の表に、 通知ログ テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

NotifyLog_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

NotifyEntryKEY number (long) 4 各通知ログ エン ト リ を識別する一意

の値です。

NotifyName string 35 通知定義を識別する一意の名前です。

NotifyAction number 
(integer)

2 通知で行われる動作のタイプを示し
ます。

0 = オペレータ警告

1 = オペレータ  E メール

2 = オペレータ  ページ

5 = スケジューラ  イベン ト

6 = タスク

7 = ス ト アド  プロシージャ

NotifyOperator string 255 通知を受け取るオペレータの 
Windows ユーザー ID です。

NotifyMsgText string 255 通知メ ッセージのテキス トです。

AuditEntryKEY number (long) 4 オーディ ッ トによ り活動が示される
テーブルのキーに関連します。

AuditMsgType number 
(integer)

2 オーディ ッ ト  メ ッセージのタイプを

示します。

3 = 外部データ

DataAuditKEY string 50 オーディ ッ ト  メ ッセージのソース

です。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



データベース テーブルの使い方 通知ログ テーブル A - 79
SourceID number (long) 4 通知で行われる動作のタイプを示し
ます。

0 = オペレータ警告

1 = オペレータ  E メール

2 = オペレータ  ページ

5 = スケジューラ  イベン ト

6 = タスク

7 = ス ト アド  プロシージャ

ComponentID number 
(integer)

2 オペレータ  テーブルで定義されてい

る、 通知を受け取るオペレータの 
Windows ユーザー ID です。

MsgID number (long) 4 通知で行われる動作のタイプを示し
ます。

0 = オペレータ警告

1 = オペレータ  E メール

2 = オペレータ  ページ

5 = スケジューラ  イベン ト

6 = タスク

7 = ス ト アド  プロシージャ

EventID number (long) 4 生成されたオーディ ッ ト  メ ッセージ

を関連の処理によってグループ分けす
るために使用され、 オーディ ッ ト  
メ ッセージが属するイベン ト  ID を示

します。

EventType number 
(integer)

2 イベン トのタイプです。

0 = 未定義

1 = システム  イベン ト

2 = 自動イベン ト

( スケジューラ  イベン ト )

3 = 対話イベン ト

( ユーザー セッシ ョ ン )

4 = メールボッ クス  イベン ト

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
NotifyLog_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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EventName string 50 イベン トの説明テキス トです。

AuditDateTime datetime 8 オーディ ッ ト  ログ エン ト リが作成さ

れた日付と時刻です。

NotifyDateTime datetime 8 通知ログが書き込まれた日付と時刻
です。

UserID string 255 オーディ ッ ト  ログ エン ト リ を要求し

ているアプ リ ケーシ ョ ンに関連付けら
れている  Windows ユーザー ID です。

MachineName string 31 オーディ ッ ト  ログ エン ト リ を要求し

ているコンピュータの名前です。

Parm1 string 255 オーディ ッ ト  メ ッセージを書式設定

しているプログラムが実行時に選択す
るパラ メータ値です。

Parm2 string 50 Parm1 を参照して ください。

Parm3 string 50 Parm1 を参照して ください。

Parm4 string 50 Parm1 を参照して ください。

Parm5 string 50 Parm1 を参照して ください。

Parm6 string 50 Parm1 を参照して ください。

Parm7 string 50 Parm1 を参照して ください。

Parm8 string 50 Parm1 を参照して ください。

Parm9 string 50 Parm1 を参照して ください。

Parm10 string 50 Parm1 を参照して ください。

 ( 続き )
NotifyLog_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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オペレータ  テーブル

はじめに オペレータ  テーブル (Operators_tb) には、 通知を受け取る  Windows ユーザー構成

に関する情報が格納されます。

テーブル 次の表に、 オペレータ  テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

Operators_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

NotifyOperatorID string 255 E メール、 ページ、 または警告通知を

受け取るオペレータの Windows ユー

ザー ID です。

OperatorName string 255 展開されたオペレータの名前または説
明テキス トです。

EmailAddress string 255 E メール通知の送信先の E メール ア
ドレスです。

PagerType number 
(integer)

2 ページャーのタイプです。

0 = 電話番号表示型ページャー

1 = メール アドレス表示型ページャー

PagerAddress string 255 電話番号表示型ページャーの番号、 ま
たはメール アドレス表示型ペー

ジャーの E メール アドレスです。
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処理オーディ ッ ト  ログ テーブル

はじめに 処理オーディ ッ ト  ログ テーブル (ProcAuditLog_tb) には、 システム処理活動を示

すオーディ ッ ト  メ ッセージが格納されます。

テーブル 次の表に、 処理オーディ ッ ト  ログ テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

ProcAuditLog_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

AuditEntryKEY number (long) 4 順次増分され、 各オーディ ッ ト  エン

ト リ を一意に識別する番号です。

SourceID number (long) 4 メ ッセージのソースです。

ComponentID number 
(integer)

2 メ ッセージを生成している、 ソース内
の機能領域です ( ト ランスレータを表

す ID など )。

0 = メ ッセージはソース内の全コン

ポーネン トによって生成される

MsgID number (long) 4 1 ～ 65535 の範囲の値です。 ソース  / 
コンポーネン トによって生成された特
定のエラーを示します。

Severity number 
(integer)

2 エラーの重要度を示します。

EventID number (long) 4 生成されたオーディ ッ ト  メ ッセージ

を関連の処理によってグループ分けす
るために使用され、 オーディ ッ ト  
メ ッセージが属するイベン ト  ID を示

します。

( 次のページへ続く )
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EventType number 
(integer)

2 イベン トの種類を示します。

0 = 未特定

1 = システム  イベン ト

2 = 自動イベン ト  
( プロセス管理イベン ト )

3 = 対話イベン ト  
( ユーザー セッシ ョ ン )

4 = メールボッ クス  イベン ト

EventName string 50 イベン トの説明テキス トです。

例
プロセス管理イベン トの場合、 これは
イベン ト名です。 ユーザー セッシ ョ
ンの場合、 これはユーザー名です。 シ
ステム セッシ ョ ンの場合は、 呼び出
し機能が、 " 時間切れチェッ ク " など
の名前を供給します。

AuditDateTime datetime 8 オーディ ッ ト  ログ エン ト リが作成さ

れた日付と時刻です。

UserID string 255 オーディ ッ ト  ログ エン ト リ を要求し

ているアプ リ ケーシ ョ ンに関連付けら
れている  Windows ユーザー ID です。

MachineName string 31 オーディ ッ ト  ログ エン ト リ を要求し

ているコンピュータの名前です。

Parm1 string 255 オーディ ッ ト  メ ッセージを書式設定

しているプログラムが実行時に選択す
るパラ メータ値です。

Parm2 string 50 Parm1 を参照して ください。

Parm3 string 50 Parm1 を参照して ください。

Parm4 string 50 Parm1 を参照して ください。

Parm5 string 50 Parm1 を参照して ください。

Parm6 string 50 Parm1 を参照して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ProcAuditLog_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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Parm7 string 50 Parm1 を参照して ください。

Parm8 string 50 Parm1 を参照して ください。

Parm9 string 50 Parm1 を参照して ください。

Parm10 string 50 Parm1 を参照して ください。

Restored number 
(integer)

2 エン ト リがアーカイブされたデータか
ら復元されたかど うかを示します。

0 = 復元されなかった

1 = 復元された

 ( 続き )
ProcAuditLog_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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メールボックス テーブル 0

概要

はじめに メールボッ クス  テーブルには、 Gentran:Server メールボッ クス  サブシステムの中

の全情報が格納されます。 メールボッ クス  テーブルは次のとおりです。

◗ AddressBook テーブル (AddressBook_tb)
◗ 添付テーブル (Attachment_tb)
◗ DeliveryRule テーブル (DeliveryRule_tb)
◗ DistributionList テーブル (DistributionList_tb)
◗ ファ イル テーブル (File_tb)
◗ メールボッ クス  テーブル (Mailbox_tb)
◗ メールボッ クス構成テーブル (MailboxConfig_tb)
◗ メ ッセージ テーブル (Message_tb)
◗ 受信者テーブル (Recipient_tb)
◗ SpoolQueue テーブル (SpoolQueue_tb)
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AddressBook テーブル

はじめに AddressBook テーブル (AddressBook_tb) には、 各配布先リ ス トの名前についての

レコードが格納されます。

テーブル 次の表に、 AddressBook テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

AddressBook_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

ListId number (long) 4 リ ス ト識別子です。

Name string 125 配布先リ ス トの名前です。
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添付テーブル

はじめに 添付テーブル (Attachment_tb) には、 メールボッ クス添付情報のレコードが格納

されます。 この情報には、 ファ イル名、 コンテンツ  タイプ、 サイズ、 識別子、

添付の所属先である メ ッセージの識別子などがあ り ます。

テーブル 次の表に、 添付テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

Attachment_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

MessageId number (long) 4 添付の所属先である メ ッセージの識別
子です。

AttachmentId number (long) 4 添付の識別子です。

ContentType string 125 添付のコンテンツ  タイプです。

ContentSubType string 125 添付のコンテンツ  サブタイプです。

ContentSize number (long) 4 添付のサイズです。

File string 255 添付のファ イル名です。

StoreFile string 255 メ ッセージ ス ト ア内の添付ファイル

の名前です。

Flags number (long) 4 ユーザー定義のフラグです。
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DeliveryRule テーブル

はじめに DeliveryRule テーブル (DeliveryRule_tb) には、 システム内で現在設定されている

全配送ルールのレコードが格納されます。 各ルールは、 送信者と受信者または
どちらか一方、 オプシ ョ ンのコンテンツ  タイプ、 およびデリバリ  エージェン ト

に関連付けられています。 ルールは、 実行の順番を指定できるよ うに、 順番付
けられています。

テーブル 次の表に、 DeliveryRule テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

DeliveryRule_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

Extension string 125 使用するデリバリ  エージェン トの名

前です。

SenderId number (long) 4 ルールが関連付けられている送信者の
識別子です。

SenderEMailAddr string 125 送信者の Gentran:Server E メール アド

レスです。

RecipientId number (long) 4 ルールが関連付けられている受信者の
識別子です。

RecipientGatewayEmail
Addr

string 125 受信者のゲート ウェイの E メール ア
ドレスです。

ContentType string 125 配送ルールのコンテンツ  タイプです。

ContentSubType string 125 配送ルールのコンテンツ  サブタイプ

です。

TransferPoint number (long) 4 送信時または受信時のどちらでルール
を実行するかを示します。

Sequence number (long) 4 配送ルールを実行する順番です。

CommandLine string 255 デリバリ  エージェン トのパラ メータ

です。

Comment string 255 配送ルールの名前です。
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DistributionList テーブル

はじめに DistributionList テーブル (DistributionList_tb) には、 配布先リ ス トに属する メール

ボッ クス  エン ト リが格納されます。

テーブル 次の表に、 DistributionList テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

DistributionList_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

ListId number (long) 4 配布先リ ス トの識別子です。

RecipientId number (long) 4 受信者の識別子です。

RecipientGateway
EMailAddr

string 125 受信者のゲート ウェイの E メール ア
ドレスです。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



ファイル テーブル データベース テーブルの使い方A - 90
ファイル テーブル

はじめに ファ イル テーブル (File_tb) には、 現在システムにある各ファ イルについてのレ

コードが格納されます。 このテーブル内の各ファ イルは 1 つまたは複数の添付に

対応し、 その参照がカウン ト されます。 2 つ目の添付とファ イルを共有する添付

を変更した場合、 変更された添付用にそのファイルの新しいコピーが自動的に
作成されます。

テーブル 次の表に、 ファ イル テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

File_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

StoreFile string 255 メ ッセージ ス ト ア内の添付ファイル

の名前です。

ReferenceCount number (long) 4 このファ イルを使用する添付の数を示
すカウン トです。
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メールボックス テーブル

はじめに メールボッ クス  テーブル (Mailbox_tb) には、 Gentran:Server システム内の各メー

ルボッ クスについてのレコードが格納されます。

テーブル 次の表に、 メールボッ クス  テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

Mailbox_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

MailboxId number (long) 4 メールボッ クスの識別子です。

EMailAddr string 125 メールボッ クスの E メール アドレス

です。

Name string 125 メールボッ クスの名前です。

Gateway string 125 このメールボッ クスに関連付けられて
いるゲート ウェイの名前です ( ある場

合 )。

Flags number (long) 4 メールボッ クスの属性を示します。
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メールボックス構成テーブル

はじめに メールボッ クス構成テーブル (MailboxConfig_tb) には、 Gentran:Server メールボッ

クス構成パラ メータが格納されます。

テーブル 次の表に、 メールボッ クス構成テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

MailboxConfig_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

Content string 255 送信中の情報のインターネッ ト  メ
ディア タイプを示します。 コンテン

ツ  タイプによ り、 データの表示に使

用する機構が決ま り ます。

SubContent string 255 メ ッセージのサブコンテンツ  タイプ

です (EDI、 Document-EDI、 または 
Import)。

Action number (long) 4 事前に定義されたコンテンツ  タイプ

とサブコンテンツ  タイプでシステム

がメ ッセージに対して実行する動作で
す (GDW_Process_MBFile、
GDW_Import、 または 
GDW_MBImport)。
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メ ッセージ テーブル

はじめに メ ッセージ テーブル (Message_tb) には、 システム内の各メ ッセージについての

レコードが格納されます。

テーブル 次の表に、 メ ッセージ テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

Message_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

MessageId number (long) 4 メ ッセージの識別子です。

MailboxId number (long) 4 メールボッ クスの識別子です。

FolderId number (long) 4 メ ッセージが格納されているフォルダ
の識別子です。

SenderId number (long) 4 メ ッセージ送信者の識別子です。

SenderEMailAddr string 125 メ ッセージ送信者の E メール アドレ

スです。

SentRepresenting string 125 メ ッセージ送信先の個人の名前です 
( ある場合 )。

ReceiverType number (long) 4 受信者のタイプです (TO、 CC、 BCC
など )。

ReceiverId number (long) 4 メ ッセージ受信者の識別子です。

ReceiverGatewayEMail
Addr

string 125 受信者のゲート ウェイの E メール ア
ドレスです。

Subject string 125 メ ッセージの件名です。

ContentType string 125 メ ッセージのコンテンツ  タイプです。

ContentSubType string 125 メ ッセージのコンテンツ  サブタイプ

です。

CreationTime datetime 8 メ ッセージが作成された時刻です。

SubmissionTime datetime 8 メ ッセージが提出された時刻です。

SentTime datetime 8 メ ッセージが送信された時刻です。

( 次のページへ続く )
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OriginalId number (long) 4 このメ ッセージのコピー元である メ ッ
セージの識別子です。

OriginalFolderId number (long) 4 ごみ箱に移動される前にこのメ ッセー
ジが入っていたフォルダです。

Flags number (long) 4 メ ッセージの属性を示します。

Status number (long) 4 メ ッセージの状態です。

SessionId string 125 セッシ ョ ン識別子です。

SeriesId string 125 シ リーズ識別子です。

 ( 続き )
Message_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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受信者テーブル

はじめに 受信者テーブル (Recipient_tb) は、 メ ッセージを  1 つまたは複数の受信者 ( メール

ボッ クスまたは配布先リ ス ト ) に関連付けます。

テーブル 次の表に、 受信者テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

Recipient_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

MessageId number (long) 4 メ ッセージの識別子です。

RecipientType number (long) 4 受信者のタイプです (TO、 CC、 BCC
など )。

RecipientId number (long) 4 受信者の識別子です。

RecipientGateway
EMailAddr

string 125 受信者のゲート ウェイの E メール ア
ドレスです。

AddressBookType number (long) 4 アドレス帳のタイプです ( メールボッ

クス、 配布先リ ス ト など )。

RecipientStatus number (long) 4 各メ ッセージ受信者のメ ッセージの状
態です。

SentTime datetime 8 メ ッセージが受信者に到達した時刻
です。
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SpoolQueue テーブル

はじめに SpoolQueue テーブル (SpoolQueue_tb) には、 システムで配送待ちの状態にある各

メ ッセージについてのレコードが格納されます。 システムの停止中に有効な情
報のみを保持するための、 メ ッセージの固定キューです。 このテーブルの機能
は、 配送待ちのメ ッセージが残っているにも関わらずシステムが停止した場合
に、 スプーラが正し く一時停止および再開始できるよ うにするこ とです。

テーブル 次の表に、 SpoolQueue テーブルのフ ィールド情報をま とめます。

SpoolQueue_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

MessageId number (long) 4 メ ッセージの識別子です。

Sequence number (long) 4 配送待ちメ ッセージの順番です。

AuditEventId number (long) 4 オーディ ッ ト  イベン ト識別子です。
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ト ラブルシューティング
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◗ Gentran:Server の ト ラブルシューティング方法. . . . . . . . . . . . . . . . . . .  4
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概要

はじめに この付録では、 サービス管理マネージャの使用方法や Gentran:Server の ト ラブル

シューティングなど、 Gentran:Server システムの ト ラブルシューティングについ

て説明します。
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サービス管理マネージャの使用方法

はじめに Windows サービス管理マネージャでは、 Gentran:Server エグゼクティブや、 その

他の Windows システム サービスを開始または停止できます。 また、 Windows 
サービス管理マネージャを使用すれば、 システム構成プログラムの [ コン ト ロー

ラ ] タブでは設定できないサービス  パラ メータを変更するこ と もできます。

例
たとえば、 Gentran:Server エグゼクティブの起動タイプを手動から自動 (Windows 
を起動する度に、 サービスが開始する ) に変更できます。 また、 ログオン時に 
Gentran:Server エグゼクティブ サービスが使用するユーザー アカウン ト を指定す
るこ とができます。 Gentran:Server エグゼクティブでは、 起動パラ メータを構成
するこ とはできません。

推奨事項
Gentran:Server エグゼクティブを開始または停止したり、 手動で開始するよ う設
定する場合は、 システム構成プログラムを使用します。 ただし、 システム構成
プログラムにアクセスできない場合は、 サービス管理マネージャを使用するこ
とができます。

参照
システム構成プログラムの使用方法の詳細については、 「システム構成 – [ コン
ト ローラ ] タブ」 を参照して ください。

サービス管理
マネージャへの
アクセス

通常、 Windows の [ スタート ] メニューから、 [ 設定 ]、 [ コン ト ロール パネル ] 
を順に選択し、 [ コン ト ロール パネル ] プログラム グループ ([ メ イン ] プログラ

ム グループ内 ) の [ サービス ] プログラム アイコンをダブルク リ ッ クする と、

サービス管理マネージャにアクセスできます。

参照
サービス管理マネージャの詳細については、 Windows オンライン ヘルプを参照
して ください。
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Gentran:Server のト ラブルシューティング方法

はじめに この項では、 Gentran:Server の ト ラブルシューティングに関する基礎的な情報を

記載し、 一般的な Gentran:Server の問題の解決に必要な一連の作業について説明

します。

Windows イベン ト  
ログの確認

Gentran:Server の Windows アプ リ ケーシ ョ ン イベン ト  ログを定期的に確認する

こ とで、 Gentran:Server の処理に影響が生じる前に、 問題を発見し、 エラーを検

出、 修正できる場合があ り ます。 また、 Gentran:Server によ りアプ リ ケーシ ョ ン 
イベン ト  ログに書き込まれる情報の中には、 ハード ウェアまたはソフ ト ウェア

問題の分析に役立つ情報が含まれている場合があ り ます。

参照

Windows イベン ト  ビューアの使用方法の詳細については、 「イベン ト  ビューアの

使用」 を参照して ください。

オーディ ッ ト  ログ

の確認

Gentran:Server オーディ ッ ト  ログには、 システム内で発生した重要なイベン トす

べてのオーディ ッ ト  レコードが含まれています。 システムの問題を解決した り、

ユーザーの行動を ト ラ ッ クする際に役立つ情報があるため、 オーディ ッ ト  ログ

は定期的に確認してください。

参照

オーディ ッ ト  ログの詳細については、 『ユーザー ガイ ド』 の 「オーディ ッ ト  ロ
グ情報の表示および印刷」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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一般的な問題 次の表には、 Gentran:Server に関する一般的な問題と、 それらを解決するために

と るべき処置が記載されています。

問題 解決策

ドキュ メン ト 、 パートナー、
プロセス管理イベン ト など
を  Gentran:Server ブラウザ

で表示できないユーザーが
いる。

システムの ODBC DSN が、 正しいデータ

ベースを指定していないこ とが原因と して
考えられます。 ODBC DSN が正しいデータ

ベースを指定しているこ とを確認します。

ユーザーが、 システムの一
部のユーザー インターフェ

イス  ク ライアン トから  
Gentran:Server にログオンで

きない。

同じ  DSN を持つ 2 つの Gentran:Server シス

テム設定が存在するこ とが原因と して考え
られます。 同じ  DSN を持つ 2 つの 
Gentran:Server システム設定が存在しないか

を  ODBC で確認し、 存在する場合は、 いず

れかの DSN 名を変更します。

ユーザーが Gentran:Server に
ログオンしよ う とする と、
[Gentran:Server システム [ シ
ステム名 ] が起動していま

せん。 ] とい う メ ッセージが

表示される。

プライマ リ  システム コン ト ローラがオンに

なっているこ とを確認します。
Gentran:Server エグゼクティブ サービスを開

始します。

参照
Gentran:Server を起動する方法の詳細につい
ては、 「システムの起動方法」 を参照して く
ださい。

ユーザーが Gentran:Server に
ログオンしよ う とする と、
ユーザー名が見つからない
という内容のメ ッセージが
表示される。

Gentran:Server を " 統合 " セキュ リ ティ  モー

ドで実行している場合、 ユーザーの 
Gentran:Server ユーザー名が、 ユーザーの 
Windows ユーザー ID と一致していません。

Gentran:Server ユーザー名と一致するよ うに 
Windows ユーザー ID を変更するか ( 詳細に

ついては、 Windows のマニュアルを参照 )、
Windows ユーザー ID と一致するよ うに 
Gentran:Server ユーザー名を変更します。

参照
詳細については、 「ユーザーのアクセス制
限の変更および表示方法」 を参照して くだ
さい。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



Gentran:Server のト ラブルシューテ ィング方法 ト ラブルシューテ ィングB - 6
イベン ト を実行できない。 ◗ 実行に失敗したイベン トがポーリ ングさ
れたイベン トの場合、 Gentran ポーラが
イベン トで指定されたコン ト ローラで実
行されているかを確認します。 Gentran 
ポーラが停止している場合は、 Gentran 
ポーラを開始します。

参照
Gentran ポーラを開始する方法の
詳細については、 「システムの起
動方法」 を参照して ください。

◗ 実行に失敗したイベン トがスケジュール
されたイベン トの場合、 Gentran スケ
ジューラがイベン トで指定されたコン ト
ローラで実行されているかを確認しま
す。 Gentran スケジューラが停止してい
る場合は、 Gentran スケジューラを開始
します。

参照
Gentran スケジューラを開始する
方法の詳細については、 「システ
ムの起動方法」 を参照して くだ
さい。

◗ イベン トで指定されているコン ト ローラ
が正しい (Gentran ポーラ /Gentran スケ
ジューラがそのコンピュータにインス
トールされている ) こ とを確認します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
問題 解決策
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ユーザーが Gentran:Server に
ログインする と、 データ
ベースにログインするよ う
求められる。

Gentran:Server が実行されているセキュ リ

ティ  モードが、 データベースのセキュ リ

ティ  モード と同じであるこ とを確認します。

セキュ リ ティ  モードが異なる場合、

Gentran:Server セキュ リ ティ  モードまたは

データベース  セキュ リ ティ  モードのいずれ

かを変更します。

参照
詳細については、 「システム構成 – [ セキュ
リ ティ ] タブ」 または RDBMS のマニュアル
を参照して ください。

ユーザーの Gentran:Server ユーザー ID とパ

スワードが、 ユーザーのデータベース  ユー

ザー ID とパスワード と一致しているこ とを

確認します。 これらが異なっている場合は、
データベース  ユーザー ID とパスワードを変

更するか、 Gentran:Server ユーザー ID とパ

スワードを変更します。

参照
詳細については、 RDBMS のマニュアルまた
は 「ユーザーのアクセス制限の変更および
表示方法」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
問題 解決策
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ユーザーが、 従属する  
Gentran:Server プロセス  ( 送
信、 受信など ) を実行しよ

う とする と、 データベース
にログインするよ う求めら
れる。

Gentran:Server が実行されているセキュ リ

ティ  モードが、 データベースのセキュ リ

ティ  モード と同じであるこ とを確認します。

セキュ リ ティ  モードが異なる場合、

Gentran:Server セキュ リ ティ  モードまたは

データベース  セキュ リ ティ  モードのいずれ

かを変更します。

参照
詳細については、 「システム構成 – [ セキュ
リ ティ ] タブ」 または RDBMS のマニュアル
を参照して ください。

ユーザーの Gentran:Server ユーザー ID とパ

スワードが、 ユーザーのデータベース  ユー

ザー ID とパスワード と一致しているこ とを

確認します。 これらが異なっている場合は、
データベース  ユーザー ID とパスワードを変

更するか、 Gentran:Server ユーザー ID とパ

スワードを変更します。

参照
詳細については、 RDBMS のマニュアルまた
は 「ユーザーのアクセス制限の変更および
表示方法」 を参照して ください。

他のコンピュータで 
Gentran:Server エグゼクティ

ブ サービスを開始できない。

そのコンピュータに対する  Windows 管理権

限を持っているこ とを確認します。

参照
詳細については、 Windows のマニュアルを
参照して ください。

 ( 続き )
問題 解決策
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概要 0

はじめに

この付録の内容 この付録は、 Gentran:Server のプロセス管理セッシ ョ ンの設定ガイ ドです。 次の

ト ピッ クについて説明します。

◗ 「プロセス管理の使用」 セクシ ョ ンでは、 プロセッサを実行する方法、 セッ
シ ョ ン  ファ イルの配置の定義、 および各レコードの内容について説明しま
す。 また、 このセクシ ョ ンには、 セッシ ョ ン  ファ イルの例も記載されてい
ます。

◗ 「プロセス管理コマンド」 のセクシ ョ ンでは、 プロセス管理コマンドをアル
ファベッ ト順に説明します。 表には、 各コマンドのパラ メータの定義、 必須
であるかど うか、 および各パラ メータの指定内容が記載されています。

プロセス管理に
ついて

プロセス管理とは、 Gentran:Server の処理機能を開始するためのシステム機能で

す。 次は、 その主な機能です。

◗ アプ リ ケーシ ョ ン ファ イル (TDF を含む ) からのデータのインポート

◗ アプ リ ケーシ ョ ン ファ イル (TDF を含む ) へのデータのエクスポート

◗ 送信

◗ 受信 

また、 ファ イル管理機能やプロセス管理機能を実行できるため、 アプ リ ケー
シ ョ ンと  Gentran:Server の統合に柔軟性をもたらします。
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プロセス管理の使い方 0

概要

実行方法 プロセス管理は、 自動または手動のいずれかの方法で実行できます。

自動実行 プロセス管理を使用する と、 適切なパラ メータを含むコマンドから成るセッ
シ ョ ン  ファ イルを簡単に作成し、 セッシ ョ ンを処理するイベン ト を作成してプ

ロセッサを自動的に実行できます。

セッシ ョ ン  ファ イルは、 テキス ト  エディ タ  ( メモ帳など ) を使用した り、 既存

のセッシ ョ ン  ファ イルをコピーして修正する方法で作成するこ と もできます。

その後プロセス管理によって、 適切なと きに UNATTEND.EXE プログラムを実行

してセッシ ョ ン ファ イルを実行します。

参照
プロセス管理を使用するプロセス管理セッシ ョ ンの作成についての詳細は、
Gentran:Server の 『ユーザー ガイ ド』 のセッシ ョ ンの作成方法を参照して くだ
さい。

手動実行 また、 次の 3 つのいずれかの方法でセッシ ョ ン ファ イルを作成し、 プロセッサ

を手動で実行するこ と もできます。

◗ プロセス管理を使用してセッシ ョ ン  ファ イルを作成する

◗ テキス ト  エディ タ  ( メモ帳など ) を使用する

◗ 既存のセッシ ョ ン ファ イルをコピーし、 修正する  

その後、 コマンド  ラ インまたはユーザー プログラムから  UNATTEND.EXE プロ

グラム  ( セッシ ョ ン ファ イルの名前を含むパラ メータを含む ) を実行します。

例
unattend.exe <session_name> -e <event_ID>
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セッシ ョ ン ファイルの使用

はじめに プロセス管理を自動実行するか手動実行するかにかかわらず、 セッシ ョ ン  ファ

イルには異なる  Gentran:Server 機能 ( 送信、 受信、 インポート など ) を実行する

コマンドがあ り ます。

プロセス管理を手動実行する場合には、 セッシ ョ ン  ファ イルのフル パスを指定

できます。 パスを指定しない場合には、 システム構成プログラムによって定義
された Unattend サブフォルダ内で指定ファイル名が検索されます。

参照
システム構成プログラムについての詳細は、 『管理 ガイ ド』 の 「システム管理者
の機能」 を参照して ください。

ファ イル名と拡張子を指定した場合 ( 拡張子が .SES であるかど うかにかかわら

ず )、 プロセッサによってそのファ イル名が検索されます。 拡張子を含まない

ファ イル名を指定してプロセス管理プログラムが開始された場合、 プロセッサ
によって拡張子 .SES のファイル名が検索されます。

セッシ ョ ン  ファ イル名を指定せずにプロセス管理が開始された場合、 プログラ

ムの実行は中止され、 Gentran:Server オーディ ッ ト  ログにオーディ ッ ト  メ ッセー

ジが記録されます。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



プロセス管理セッシ ョ ンの設定 セッシ ョ ン ファイルの配置 C - 5
セッシ ョ ン ファイルの配置

はじめに テキス ト  エディ タを使用して自動または手動でセッシ ョ ン  ファ イルを作成する

場合、 必要なすべてのレコード、 コマンド、 コマンド  パラ メータ、 条件、 条件

パラ メータおよび条件結果を含める必要があ り ます。 セッシ ョ ン  ファ イルは、

次の 3 種類のレコードを含む ASCII 区切文字付きファ イル ( 後のレコード以外

のすべてのレコードがキャ リ ッジ リ ターンまたはライン フ ィードで区切られて

いるファ イル ) です。

◗ レコード  1: 代表的なバージ ョ ンのレコード

◗ レコード  2: スク リプ ト  コマンド  レコードの数

◗ レコード  3 ～ n: スク リプ ト  コマンド  レコード

代表的なバージ ョ ン
のレコード

セッシ ョ ン  ファ イル内の 初のレコードは、 代表的なバージ ョ ンのレコードで

す。 このレコードは、 ファ イルが有効なセッシ ョ ン  ファ イルであるかど うかを

判断するために使用されます。 プロセス管理を使用してセッシ ョ ン  ファ イルを

作成した場合、 このレコードは自動的に作成されます。 セッシ ョ ン  ファ イルを

手動で作成した場合、 このレコードを追加する必要があ り ます。

このレコードは、 ファ イルを作成した Gentran:Server ソフ ト ウェアのバージ ョ ン

を判断 ( セッシ ョ ン ファ イルを自動的に作成した場合 )、 または、 セッシ ョ ン 
ファ イルが使用される  Gentran:Server のバージ ョ ンを判断するために使用されま

す ( セッシ ョ ン ファ イルを手動で作成した場合 )。 このバージ ョ ン情報は、

Gentran:Server の今後のリ リースで変換処理が必要となった場合に使用されます。

書式
代表的なバージ ョ ンのレコードの書式は次のとおりです。

"GDW-Session","Version 2.0"

プロセス管理は、 GDW-Session を検証し、 今後の使用を目的と し、 指定のバー

ジ ョ ンを変数に読み込みます。

( 次のページへ続く )
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スクリプト  コマンド  
レコードの数

セッシ ョ ン  ファ イルの 2 番目のレコードには、 スク リプ ト  コマンド  レコードの

数が含まれます。 プロセス管理を使用してセッシ ョ ンファ イルを自動的に作成
した場合、 システムによってコマンド  レコードの数が自動的に数えられ、 この

レコードが作成されます。 セッシ ョ ンファ イルを手動で作成した場合、 コマン
ド  レコードの数を数えて、 このレコードにその数を追加する必要があ り ます。

スクリプト  コマンド  
レコード

セッシ ョ ン  ファ イルの 3 番目から  n 番目のレコードは、 スク リプ ト  コマンド  レ
コードです。 各コマンドには、 関連するパラ メータがあ り ます。 また、 各コマ
ンドには、 オプシ ョ ンの関連する条件 ( 条件パラ メータおよび条件結果 ) が伴う

場合もあ り ます。

書式
スク リプ ト  コマンド  レコードの書式は次のとおりです。

" コマンド名 "," コマンド  パラ メータ  1"," コマンド  パラ メータ  2"," コマンド  
パラ メータ  3"," コマンド  パラ メータ  4"," コマンド  パラ メータ  5"," コマンド  パ
ラ メータ  6"," 条件 "," 条件パラ メータ "," 条件結果 "

プロセス管理を使用してセッシ ョ ンファ イルを自動的に作成する場合、 [ 動作の

設定 ] ダイアログの [ コマンドの指定 ] リ ス トからコマンドを選択するこ とがで

きます。 この リ ス ト を使用する と、 スク リプ トに追加するスク リプ ト  コマンド

を選択できます。

注意
セッシ ョ ン  ファ イルを手動で作成する場合には、 すべてのコマンド、 コマンド  
パラ メータ、 条件、 条件パラ メータ、 および条件結果が引用符で囲まれている
こ とを確認して ください。 コマンド  パラ メータ、 条件、 条件パラ メータ、 また
は条件結果を使用しない場合は、 セッシ ョ ン  ファ イルの該当するオプシ ョ ンに 
"" (2 個の二重引用符 ) を指定する必要があ り ます。

( 次のページへ続く )
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スクリプト  コマンド  
レコード  ( 続き )

コマン ド名
セッシ ョ ンファ イルを手動で作成した場合、 そのファイルに各コマンド  レコー
ドを追加する必要があ り ます。 次の表は、 セッシ ョ ンファ イルを自動作成また
は手動作成する と きに使用可能な " コマンド名 " の値を示します。

コマンド 動作

Exec_Program 実行するプログラムを指定します。

Exec_Program_Ex 実行するプログラム、 およびイベン ト  ID やコン ト

ローラ名を渡すプログラムを指定します。

メモ
この機能は、 Gentran:Server for RosettaNet のインス
トール プログラムで使用されます。

File_Copy ファ イルをコピーします。

File_Rename ファ イルの名前を変更します。

File_Delete ファ イルをシステムから削除します。

GDW_Archive 選択したアーカイブ定義ファイルの定義に基づいて、
アーカイブ コマンドを実行します。

GDW_Audit_Rpt オーディ ッ ト  レコードを指定のファ イルにコピーし

ます。

GDW_Audit_Purge システム内のオーディ ッ ト  レコードをすべて削除し

ます。

GDW_Audit_Write 指定されたパラ メータに基づいて、 オーディ ッ ト  ロ
グにユーザー オーディ ッ ト  メ ッセージの処理を書き

込みます。

GDW_Document_
Purge

指定された日付 / 期間、 場所、 または状態に基づい

て、 Gentran:Server データベースから ドキュ メン ト  レ
コードを削除します。

GDW_Document_Rpt 指定された状態、 場所、 または日付 / 期間に基づい

て、 Gentran:Server データベース内のドキュ メン トの

ドキュ メン ト  データ  ( および、 該当する場合はグルー

プおよびインターチェンジ データ ) が保存されるファ

イルを作成します。

GDW_Export エクスポート機能を実行します。

メモ
エクスポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト をシ
ステムに登録しておく必要があ り ます。

( 次のページへ続く )
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( 次のページへ続く )

GDW_ExtData_Delete 外部データまたは期間に対して実行された動作に従
い、 外部データ参照を削除します。

GDW_Import 指定されたファイルからの " インポート " 機能を実行

します。

メモ
インポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト をシス
テムに登録しておく必要があ り ます。

GDW_Partner_Delete パートナー削除コマンドを実行します。

GDW_Partner_Import パートナー インポート  コマンドを実行します。

GDW_Partner_Export パートナー エクスポート  コマンドを実行します。

GDW_Print " 印刷 " 機能を実行します。

メモ
印刷ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト をシステムに
登録しておく必要があ り ます。

GDW_Process_File コ ミ ュニケーシ ョ ン セッシ ョ ンによってファ イルを

受信する場合と同じよ うに、 EDI ファ イルでポス ト  コ
ミ ュニケーシ ョ ンズ プロセスを呼び出します。

メモ
エクスポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト をシ
ステムに登録しておく必要があ り ます。

GDW_Receive コ ミ ュニケーシ ョ ン ゲート ウェイの " 受信のみ " 機能

を実行します。

GDW_Send_Receive コ ミ ュニケーシ ョ ン ゲート ウェイの " 送信 / 受信 " 機
能を実行します。 この機能は、 直前に実行した送信 /
受信セッシ ョ ンの終了を待たず、 指定時に " 送信 / 受
信 " を実行します。

Terminate_Script スク リプ ト を終了します。

 ( 続き )
コマンド 動作
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スクリプト  コマンド  
レコード  ( 続き )

コマン ド  パラ メータ
" コマンド  パラ メータ  1 ～ 6" の値は、 コマンド名によって異な り ます。 コマン
ド  パラ メータについては、 プロセス管理コマンド  の各コマンド名の箇所にその
詳細が記載されています。 コマンド  パラ メータを使用しない場合は、 セッシ ョ
ン ファ イルの該当するオプシ ョ ンに "" (2 個の二重引用符 ) を指定する必要があ
り ます。

条件
それぞれのスク リプ ト  コマンドには、 オプシ ョ ンの関連 " 条件 " を付けるこ と
ができます。 これらの条件はコマンドの実行直前に評価され、 セッシ ョ ンの処
理の流れを制御するために使用できます。

2 種類の条件を指定できます。 まず、 特定のファイルの有無を照会する条件を指

定できます。 次に、 特定の場所 ( アウ ト  ドキュ メン ト など ) にドキュ メン トが存

在するかど うかを識別する条件を指定できます。

条件を使用しない場合は、 セッシ ョ ン  ファ イルの条件、 条件パラ メータ、 およ

び条件結果に "" (2 個の二重引用符 ) を指定する必要があ り ます。

次の表は、 選択可能な条件を示します。

条件パラ メータ
条件を使用する場合、 " 条件パラ メータ " を指定する必要があ り ます。 " 以下の
ファ イルが存在する場合 " 条件の " 条件パラ メータ " は、 システムが検索すべき
ファ イルの名前です。 ファ イル名にパスが含まれていない場合には、 そのコン
ピュータ内の Gentran:Server がインス トールされているフォルダでそのファイル
名が検索されます。 " ドキュ メ ン トが以下の場所に存在する場合 " 条件の " 条件
パラ メータ " は、 Gentran:Server の場所 ([ イン ドキュ メン ト ]、 [? イン ドキュ メ
ン ト ]、 [ アウ ト  ドキュ メン ト ]、 [? アウ ト  ドキュ メン ト ] など ) です。

ヒン ト
チェッ クの対象になるファ イルの名前を指定する場合には、 ワイルドカード  (*) 
を使用できます。

( 次のページへ続く )

条件 条件に基づく動作

以下のファ イルが存在
する場合

指定したファイルがシステム内で検索され、 その
ファ イルが見つかったかど うかを条件にしてコマン
ドが実行されます。

ドキュ メン トが以下の
場所に存在する場合

指定された場所のドキュ メン トが検索され、 その場
所でドキュ メン トが見つかったかど うかを条件にし
てコマンドが実行されます。
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スクリプト  コマンド  
レコード  ( 続き )

条件結果
条件 (" 以下のファ イルが存在する場合 " または " ドキュ メン トが以下の場所に存
在する場合 ") を使用する場合には、 " 条件結果 " を指定する必要があ り ます。 条
件結果の値は次のとおりです。

◗ 条件を評価した結果が [true ] の場合には、 指定されたドキュ メン ト または
ファ イルが存在する場合にのみコマンドを実行するこ とを示します。

◗ 条件を評価した結果が [false] の場合には、 指定されたドキュ メン ト または
ファ イルが存在しない場合にのみコマンドを実行するこ とを示します。 この
場合、 そのコマンドをスキップして、 その次に定義されているコマンドから
処理が続行されます。

たとえば、 [ アウ ト  ドキュ メン ト ] にドキュ メン トが存在しない場合は 
GDW_Send_Receive コマンドを開始しないケース、 または受信ドキュ メン ト
が [? イン ドキュ メン ト ] にルート された場合には通知プログラムを実行す
るケースなどに使用できます。

セッシ ョ ン 
ファイルの例

次に、 セッシ ョ ン ファ イルの例を示します。

ヒン ト
この例では、 インデン ト された行は前のレコードに続く条件であるこ とを示し
ます。

"GDW_Session","Version 2.0"
4
"GDW_Import","remit.txt","","","","","","If File Below

Exists","c:¥GENSRVNT¥imports¥remit.txt","True"
"GDW_Send_Receive","","SendToPtr","820","","","","If Docs Are In

Location Below","Out Documents","True"
"GDW_Export","invoice.dat","","","","","","If Docs Are In Location

Below","In Documents","True"
"GDW_Document_Rpt","c:¥GENSRVNT¥docrpt.txt","","","2","","","","",

""
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プロセス管理コマンド 0

概要

はじめに このセクシ ョ ンでは、 プロセス管理コマンドをアルファベッ ト順に説明します。
表には、 各コマンドのパラ メータの定義、 必須であるかど うか、 および各パラ
メータの指定内容が記載されています。

メモ

◗ コマンド  パラ メータ番号の前にあるアスタ リ スク  (*) 1 個は、 そのパラ メー
タが必須である  ( 必ず含まれている必要がある ) こ とを示します。

◗ コマンド  パラ メータ番号の前にあるアスタ リ スク  (**) 2 個は、 互いに排他的
である  2 個のパラ メータの内の 1 つであるこ とを示します。

◗ コマンド  パラ メータ番号の前にあるアスタ リ スク  (***) 3 個は、 2 個のパラ
メータの内の 1 つであ り、 その内の 1 つは必須、 両方が使用可能であるこ と
を示します。

プロセス管理 では、 セッシ ョ ン ファ イルに使用しないパラ メータは "" (2 個の二

重引用符 ) と して書き込みます。

注意
セッシ ョ ン  ファ イルを手動で作成した場合には、 すべてのコマンド、 コマンド  
パラ メータ、 条件、 条件パラ メータ、 および条件結果が引用符で囲まれている
こ とを確認して ください。 コマンド  パラ メータ、 条件、 条件パラ メータ、 また
は条件結果を使用しない場合は、 セッシ ョ ン  ファ イルの該当するオプシ ョ ンに 
"" (2 個の二重引用符 ) を指定する必要があ り ます。
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Exec_Program

はじめに Exec_Program コマンドを使用する と、 プロセス管理セッシ ョ ン中に指定のプロ

グラムを実行するこ とができます。 また、 そのプログラムの実行に必要な任意
のコマンド ライン引数を指定するこ と もできます。 そのプログラムが完了する
まで、 セッシ ョ ンの実行は続行されません。 このコマンドは、 Gentran:Server と
アプ リ ケーシ ョ ンを統合するために使用できます。 たとえば、 アウ トバウンド  
セッシ ョ ンの開始時にこのコマンドを使用して独自のプログラムを呼び出し、
使用しているデータベースからインポート  ファ イルを作成するこ とができます。

または、 インバウンド  セッシ ョ ンの終りに、 独自のプログラムを呼び出し、 エ

クスポート  データを使ってデータベースを更新するこ と もできます。

メモ
このコマンドが実行される と、 オーディ ッ ト  ログに、 どのプログラム ( 作業
ディ レク ト リ内のコマンド  ラ イン ) が実行されたかを示す情報メ ッセージが書
き込まれます。

表 次の表に、 コマンド  パラ メータを示します。

番号 コマンド  パラメータ 指定内容

*1 Execute Program " 実行するプログラムの名前、 およびそ

のプログラムの実行に必要なコマンド  
ラ イン引数を指定します。 "

2 Working Directory " プログラムを実行する と きに使用する

作業フォルダの名前を指定します。 作業
フォルダの指定は必須ではあ り ません。
ただし、 作業フォルダを指定しない場
合、 実行時の現行フォルダが既定値と し
て適用されます。 そのため、 情報が特定
のフォルダ パスにあるこ とを前提と し

ているプログラムでは、 予期しない結果
となるこ とがあ り ます。 "

3 ""

4 ""

5 ""

6 ""
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Exec_Program_Ex

はじめに Exec_Program_Ex コマンドは、 Gentran:Server for RosettaNet のインス トール プロ

グラムで使用されます。 コマンド  ラ インから使用される場合、 イベン ト  ID やコ

ン ト ローラ名を渡すために実行すべきプログラムであるこ とを示します。

メモ
この関数は、 Gentran:Server for RosettaNet のインス トール プログラムで使用され
ます。

表 次の表に、 コマンド  パラ メータを示します。

番号 コマンド  パラメータ 指定内容

*1 Execute Program " 実行するプログラムの名前、 およびそ

のプログラムの実行に必要なコマンド  
ラ イン引数を指定します。 "

2 Working Directory " プログラムを実行する と きに使用する

作業フォルダの名前を指定します。 作業
フォルダは必須ではあ り ません。 ただ
し、 作業フォルダを指定しない場合、 実
行時の現行フォルダが既定値と して適用
されます。 そのため、 情報が特定のフォ
ルダ パスにあるこ とを前提と している

プログラムでは、 予期しない結果となる
こ とがあ り ます。 "

3 ""

4 ""

5 ""

6 ""
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File_Copy

はじめに File_Copy コマンドを使用する と、 ファ イルをコピーするこ とができます。 ター

ゲッ ト  ファ イル名が既に存在する場合は、 連結操作が行われます。 ファ イル パ
スを指定しない場合、 使用しているコンピュータで Gentran:Server がインス トー

ルされているフォルダが使用されます。

メモ
このコマンドが実行される と、 オーディ ッ ト  ログに、 ファ イルのコピーが成功
したこ とを示す情報メ ッセージが書き込まれます。

表 次の表に、 コマンド  パラ メータを示します。

番号 コマンド  パラメータ 指定内容

*1 Source File " コピーするファ イルの名前を指定し

ます。 "

*2 Target File " 指定のファイルのコピー先となるファ

イル名を指定します。 "

3 ""

4 ""

5 ""

6 ""
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File_Delete

はじめに File_Delete コマンドを使用する と、 システムからファ イルを削除できます。 ファ

イル パスを指定しない場合、 使用しているコンピュータで Gentran:Server がイン

ス トールされているフォルダが使用されます。

メモ
このコマンドが実行される と、 オーディ ッ ト  ログに、 ファ イルの削除が成功し
たこ とを示す情報メ ッセージが書き込まれます。

表 次の表に、 コマンド  パラ メータを示します。

番号 コマンド  パラメータ 指定内容

*1 File Name " システムから削除するファ イルの名前

を指定します。 "

2 ""

3 ""

4 ""

5 ""

6 ""
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File_Rename

はじめに File_Rename コマンドを使用する と、 ファ イルの名前を変更するこ とができま

す。 変更後の名前が既に存在する場合には、 その名前変更操作は失敗します。
ファ イル パスを指定しない場合、 使用しているコンピュータで Gentran:Server が
インス トールされているフォルダが使用されます。

表 次の表に、 コマンド  パラ メータを示します。

番号 コマンド  パラメータ 指定内容

*1 Source File " 名前を変更するファ イルの名前を指定

します。 "

*2 Target File " ファ イルの新しい名前を指定します。 "

3 ""

4 ""

5 ""

6 ""
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GDW_Archive

はじめに GDW_Archive コマンドは、 選択したアーカイブ定義ファイルの定義に基づいて、

Gentran:Server アーカイブ コマンドを実行します。

表 次の表に、 コマンド  パラ メータを示します。

番号 コマンド  パラメータ 指定内容

1 Archive Type " アーカイブ ファ イルの種類 (EDI、 外

部データ、 またはメールボッ クスなど ) 
を選択します。 "

2 Archive Definition " アーカイブ定義ファ イル (*.ARD) の名

前を指定します。 "

3 ""

4 ""

5 ""

6 ""
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GDW_Audit_Purge

はじめに GDW_Audit_Purge コマンドは、 システム内のすべてのオーディ ッ ト  レコードを

削除し、 データベース  テーブル プログラムの SystemAuditNextEntry の値を  0 に
リセッ ト します。 このコマンドに適用されるパラ メータはあ り ません。

表 次の表に、 コマンド  パラ メータを示します。

番号 コマンド  パラメータ 指定内容

1 Date/Age of Audits "削除するオーディ ッ ト  レコードの日付 
(mm/dd/yyyy)、 または削除するオー

ディ ッ ト  レコードの経過期間 ( 日数 ) を
指定します。 たとえば、 経過期間 0 は、

当日の情報のみ維持し、 それ以前の情報
を削除します。 経過期間 1 は、 当日の情

報および前日の情報のみ維持し、 それ以
前の情報を削除します。 "

2 File Name " 削除する前にオーディ ッ ト  レコードを

印刷するオーディ ッ ト  レポート  ファ イ

ルの名前を指定します。 "

3 ""

4 ""

5 ""

6 ""
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GDW_Audit_Rpt

はじめに GDW_Audit_Rpt コマンドは、 指定した数のオーディ ッ ト  レコードを指定のファ

イルにコピーします。 オーディ ッ ト  ログ内のレコードは、 も 新のものから

順番にリ ス ト されます。 パスを指定しない場合、 Audit Report File Name には、 使

用しているコンピュータで Gentran:Server がインス トールされているフォルダが

使用されます。 指定のファイルが既に存在する場合、 既存ファイルの終りに、
新しいオーディ ッ ト  レポート  データを追加します。

コマンド  パラ メータ  2 (Number of Audit Records to Report) は、 次のよ うに使用さ

れます。

◗ コマンド  パラ メータ  2 を指定しないか、 またはパラ メータを  0 に設定した場
合、オーディ ッ ト  ファ イル内のすべてのレコードが、 コマンド  パラ メータ  1 
(Audit Report File Name) で指定したファ イルにコピーされます。

◗ コマンド  パラ メータ  2 でオーディ ッ ト  レコードの数を指定した場合、 コマ
ンド  パラ メータ  1 (Audit Report File Name) で指定したファイルにコピーする
レコードの数は、 オーディ ッ ト  ファ イル レコードの数によって異なり ます。

オーディ ッ ト  ファ イル内のレコード数が、 コマンド  パラ メータ  2 で指定し
た数よ り も少ない場合には、 指定のファイルにすべてのオーディ ッ ト  ファ
イル レコードがコピーされます。

オーディ ッ ト  ファ イル内のレコード数が、 コマンド  パラ メータ  2 で指定し
た数よ り も多い場合には、 指定の数のレコードのみ指定のファイルにコピー
されます。

メモ
データベース  テーブルは、 オーディ ッ ト  レコードの数を指定する  
AuditMaxEntries 値を含みます。 コマンド  パラ メータ  2 で指定した数が 
AuditMaxEntries の許可数を超える場合は、 すべてのオーディ ッ ト  ファ イル レ
コードがコピーされます。

( 次のページへ続く )
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表 次の表に、 コマンド  パラ メータを示します。

番号 コマンド  パラメータ 指定内容

*1 File Name " 作成するオーディ ッ ト  レポート  ファ

イルの名前を指定します。 "

2 Number of Records " 指定のファイルにコピーするオー

ディ ッ ト  ファ イル レコードの数を指定

します。 "

3 Date/Age of Audits " ファ イルに印刷するオーディ ッ ト  レ
コードの日付 (mm/dd/yyyy)、 または印刷

するオーディ ッ ト  レコードの経過期間 
( 日数 ) を指定します。 たとえば、 経過

期間 0 は、 当日の情報のみをファイルに

印刷します。 経過期間 1 は、 当日の情報

および前日の情報のみを印刷します。 "

4 ""

5 ""

6 ""
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



プロセス管理セッシ ョ ンの設定 GDW_Audit_Write C - 21
GDW_Audit_Write

はじめに GDW_Audit_Write コマンドは、 指定されたパラ メータに基づいて、 オーディ ッ

ト  ログにユーザー オーディ ッ ト  メ ッセージの処理を書き込みます。

表 次の表に、 コマンド  パラ メータを示します。

番号 コマンド  パラメータ 指定内容

1 Message ID " オーディ ッ ト番号のメ ッセージ ID を
指定します。 たとえば、 オーディ ッ ト番
号が 99-99-1000 の場合、 このボッ クス

には 「1000」 と指定します。

2 Parameters " メ ッセージ パラ メータを指定します 
( 大 6 個まで )。 パラ メータはコンマ

で区切り ます。 "

3 ""

4 ""

5 ""

6 ""
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



GDW_Document_Purge プロセス管理セッシ ョ ンの設定C - 22
GDW_Document_Purge

はじめに GDW_Document_Purge コマンドは、 指定された日付 / 期間、 場所、 または状態に

基づいて、 Gentran:Server データベースから ドキュ メン ト  レコードを削除できる

よ うにします。 グループまたはインターチェンジ内の 後のドキュ メン トが削
除されたこ とが確認された場合には、 グループ データベース  レコードまたはイ

ンターチェンジ データベース  レコード も削除されます。

3 個のパラ メータはいずれも必須ではあ り ません。 コマンド  パラ メータ  1 
(Document Location) が使用されない場合、 すべての場所のドキュ メン トが削除さ

れます。 コマンド  パラ メータ  2 (Document Status) が使用されないの場合、 状態に

関係なく ドキュ メン トが削除されます。 コマンド  パラ メータ  3 (Document Age or 
Date) が使用されない場合、 期間または日付に関係なく ドキュ メン トが削除され

ます。

コマンド  パラ メータ  3 を使用する場合には、 期間 ( 日数 ) または日付を指定でき

ます。 期間が指定されている場合、 指定の日数以上のすべてのドキュ メン トが
削除されます。 ゼロ  (0) は、 当日のドキュ メン ト を含め、 すべてのドキュ メン ト

が削除されるこ とを示します。 1 は、 当日のドキュ メン ト以外のドキュ メン トす

べてが削除されるこ とを示します。 日付が指定されている場合には、 その指定
日に作成されたすべてのドキュ メン トが削除されます。 日付は、 YYYY/MM/DD 
の書式 (4 桁表記の年、 セパレータ、 2 桁表記の月、 セパレータ、 2 桁表記の日 ) 
で指定します。

注意
3 個のパラ メータのいずれも指定しない場合には、 すべてのドキュ メン トが削除
されます。

( 次のページへ続く )
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表 次の表に、 コマンド  パラ メータを示します。

番号 コマンド  パラメータ 指定内容

1 Document Location " システムから削除する ドキュ メン トの

場所を選択します。 "

有効な値は次のとおりです。

◗ [ イン ドキュ メン ト ]
◗ [? イン ドキュ メン ト ]
◗ [ アウ ト  ドキュ メン ト ]
◗ [? アウ ト  ドキュ メン ト ]
◗ [ イン ド ローワ ]
◗ [ アウ ト  ド ローワ ]
◗ [ ワークスペース ]
◗ [ 順番待ち ] ( 送信キュー )

( 次のページへ続く )
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2 Document Status " システムから削除する ドキュ メン トの

状態を選択します。 "

有効な値は次のとおりです。

◗ [ ドキュ メン ト順番待ち ]
◗ [ 重複 ]
◗ [FA 一部 ] ( このドキュ メン トに対す

る受信確認が想定どおりに実行され
ず、 グループまたはインターチェン
ジのいずれかの一部が受信確認され
たこ とを示します。 )

◗ [FA 受信 ] ( パートナーがドキュ メン
トの受信確認を行い、 エラーがな
かったこ とを示します。 )

◗ [FA 拒否 ] ( パートナーがドキュ メン
トの受信確認を行い、 エラーのため
に拒否したこ とを示します。 )

◗ [FA エラー ] ( パートナーがドキュ メ
ン トの受信確認を行い、 エラーが発
生したけれども受け入れたこ とを示
します。 )

◗ [ 不完全 ]
◗ [ ネッ ト ワーク配送済み ]
◗ [ ネッ ト ワーク  エラー ]
◗ [ ネッ ト ワーク収集済み ]
◗ [ ネッ ト ワーク受信済み ]
◗ [ ネッ ト ワーク警告 ]
◗ [ 失敗 ]
◗ [OK]

◗ [ 時間切れ ]
◗ [ 送信済み ]
◗ [ 待機中 ]

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
番号 コマンド  パラメータ 指定内容
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3 Date/Age of Docs " システムから削除する ドキュ メン トの

経過期間 ( 日数 ) または日付 (YYYY/MM/
DD) を指定します。 ゼロ  (0) は、 当日の

ドキュ メン ト を含め、 すべてのドキュ メ
ン トが削除されるこ とを示します。
1 は、 当日のドキュ メン ト以外の、 すべ

てのドキュ メン トが削除されるこ とを示
します。 "

4 ""

5 ""

6 ""

 ( 続き )
番号 コマンド  パラメータ 指定内容
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GDW_Document_Rpt

はじめに GDW_Document_Rpt コマンドは、 指定された状態、 場所、 または日付 / 期間に基

づいて、 Gentran:Server データベース内のドキュ メン トのドキュ メン ト  データ  
( および、 該当する場合はグループおよびインターチェンジ データ ) が保存され

る特定のファイルを作成します。 パスを指定しない場合、 ドキュ メン ト  レポー

ト  ファ イル名には、 使用しているコンピュータで Gentran:Server がインス トール

されているフォルダが使用されます。 指定のファイルが既に存在する場合、 既
存ファイルの終りに、 新しいドキュ メン ト  レポート  データを追加します。

コマンド  パラ メータ  2 (Document Location) が使用されない場合、 すべての場所

のドキュ メン トが使用されます。 コマンド  パラ メータ  3 (Document Status) が使用

されない場合、 状態に関係なくすべてのドキュ メン トが使用されます。 コマン
ド  パラ メータ  4 (Document Age or Date) が使用されない場合、 期間または日付に

関係なくすべてのドキュ メン トが使用されます。

コマンド  パラ メータ  4 が使用されている場合には、 期間 ( 日数 ) または日付を指

定できます。 期間が指定されている場合、 指定の日数以下のすべてのドキュ メ
ン トが使用されます。 たとえば、 ゼロ  (0) は、 当日のドキュ メン トが使用される

こ とを示します。 1 は、 当日の情報および前日の情報が使用されるこ とを示しま

す。 2 は、 当日、 前日、 2 日前までのドキュ メン トが使用されるこ とを示します。

日付が指定されている場合には、 その指定日に作成されたすべてのドキュ メン
トが使用されます。 日付は、 YYYY/MM/DD の書式 (4 桁表記の年、 セパレータ、

2 桁表記の月、 セパレータ、 2 桁表記の日 ) で指定します。

メモ
指定のパラ メータに一致する ドキュ メン トが存在しない場合、 ドキュ メン ト  レ
ポート  ファ イルは作成されず、 その旨のメ ッセージがオーディ ッ ト  ログに書き
込まれます。

( 次のページへ続く )
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表 次の表に、 コマンド  パラ メータを示します。

番号 コマンド  パラメータ 指定内容

*1 File Name " ドキュ メン ト  レポート  ファ イル名を

指定します。 "

2 Document Location " システムから使用する ドキュ メン トの

場所を選択します。 "

有効な値は次のとおりです。

◗ [ イン ドキュ メン ト ]
◗ [? イン ドキュ メン ト ]
◗ [ アウ ト  ドキュ メン ト ]
◗ [? アウ ト  ドキュ メン ト ]
◗ [ イン ド ローワ ]
◗ [ アウ ト  ド ローワ ]
◗ [ ワークスペース ]
◗ [ 順番待ち ] ( 送信キュー )

( 次のページへ続く )
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( 次のページへ続く )

3 Document Status " システムから使用する ドキュ メン トの

状態を選択します。 "

有効な値は次のとおりです。

◗ [ ドキュ メン ト順番待ち ]
◗ [ 重複 ]
◗ [FA 一部 ]
◗ [FA 受信 ]
◗ [FA 拒否 ]
◗ [FA エラー ]
◗ [ 不完全 ]
◗ [ ネッ ト ワーク配送済み ]
◗ [ ネッ ト ワーク  エラー ]
◗ [ ネッ ト ワーク収集済み ]
◗ [ ネッ ト ワーク受信済み ]
◗ [ ネッ ト ワーク警告 ]
◗ [ 失敗 ]
◗ [OK]

◗ [ 時間切れ ]
◗ [ 送信済み ]
◗ [ 待機中 ]

4 Date/Age of Docs " システムから使用する ドキュ メン トの

期間 ( 数値 ) または日付 (YYYY/MM/
DD) を指定します。 たとえば、 ゼロ  (0) 
は、 当日のドキュ メン トが使用される
こ とを示します。 1 は、 当日および前日

のドキュ メン トが使用されるこ とを示し
ます。 2 は、 当日、 前日、 2 日前までの

ドキュ メン トが使用されるこ とを示し
ます。 "

5 ""

6 ""

 ( 続き )
番号 コマンド  パラメータ 指定内容
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



プロセス管理セッシ ョ ンの設定 GDW_Document_Rpt C - 29
ドキュ メン ト  
レポート  ファイルの

配置

GDW_Document_Rpt コマンドは、 コンマで区切られた固定長テキス ト  ファ イル

を書式化し、 Gentran:Server で処理された要求済 EDI ドキュ メン トのデータを含

みます。 次の書式化スタンダードが使用されます。

◗ 文字フ ィールドは二重引用符で囲みます ("character_field")。
◗ 指定された処理段階には該当しないデータ  フ ィールドは、 レポートでは 2 個

の二重引用符 ("") で表されます。

◗ 指定された処理段階には該当しない数値フ ィールドは、 レポートでは 2 個の
コンマ (,,) で表されます。

ドキュ メン ト  レポートのレコードには、 ドキュ メン ト 、 グループ、 インター

チェンジ、 およびト ラ ッキングの 4 つのカテゴ リに分類されているデータが含ま

れます。 次の表は、 ドキュ メン ト  レポート  ファ イルの配置を示します。 表の一

番右の欄には、 そのフ ィールドを含むデータベース  テーブルの名前が示されて

います。

参照
これらのテーブルについての詳細は、 「データベース  テーブルの使い方」 を参照
して ください。

メモ
フ ィールド名の欄のアスタ リ スク  (*) は、 1970 年 1 月 1 日の 0 時から経過した秒
数で表す時刻フ ィールドであるこ とを示します。

( 次のページへ続く )
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ドキュ メン ト  
レポート  ファイルの

配置 ( 続き )

表
次の表は、 ドキュ メン ト  レポート  ファ イルのレイアウ ト を示します。

フ ィールド名 型 大長 値

データベース 
テーブル

DocumentKEY numeric 10 Document_tb

Direction numeric 1 0 = インバウンド

1 = アウト バウンド

Document_tb

PartnerKEY character 10 Document_tb

DocumentName character 20 Document_tb

TransactionSetID character 6 Document_tb

FunctionalGroupID character 6 Document_tb

ControlNumber character 18 Document_tb

LocationStatus numeric 1 0 = イン  ド ローワ

1 = アウト  ドローワ

2 = イン  
ドキュ メン ト

3 = ? イン  
ドキュ メン ト

4 = アウ ト  
ドキュ メン ト

5 = ? アウ ト  
ドキュ メン ト

6 = ワークスペース

7 = 順番待ち

Document_tb

( 次のページへ続く )
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ComplianceStatus numeric 2 0 = 不完全

1 = 不適合

2 = OK

3 = ドキュ メン ト

順番待ち

4 = 送信済み

5 = ネッ ト ワーク

受信済み

6 = ネッ ト ワーク

配送済み

7 = FA 受信

8 = 待機中

9 = 時間切れ

10 = ネッ ト ワーク

警告

11 = ネッ ト ワーク  
エラー

12 = FA エラー

13 = FA 一部

14 = FA 拒否

15 = ネッ ト ワーク

収集済み

16 = 重複

Document_tb

TimeCreated* numeric 10 Document_tb

Release numeric 5 (TRADACOMS
のみ )

Document_tb

TestModeChar numeric 1 0 = 本番

1 = テス ト

Document_tb

Agency character 1 Document_tb

InterchangeVersion character 13 Document_tb

GroupVersion character 13 Document_tb

DocumentVersion character 13 Document_tb

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
フ ィールド名 型 大長 値

データベース 
テーブル
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ReferenceData character 10 Document_tb

TranslationReportFile character 13 Document_tb

AppField1 character 40 Document_tb

AppField2 character 40 Document_tb

AppField3 character 40 Document_tb

AppField4 character 40 Document_tb

AppField5 character 40 Document_tb

AppField6 character 40 Document_tb

Restored numeric 2 0 = オ リジナル

1 = 復元

Document_tb

DocumentBlobKEY string 20 Document_tb

NbrBytes numeric 4 Document_tb

NbrRecords numeric 4 Document_tb

ExpectOrGenerateAck numeric 2 Track_tb

AckHoursOverdue numeric 2 Track_tb

AckStatus numeric 2 Track_tb

GroupKEY numeric 10 Group_tb

PartnerKEY character 10 Group_tb

ControlNumber character 18 Group_tb

FunctionalGroupID character 6 Group_tb

ExpectOrGenerateAck numeric 2 0 = 受信確認を

期待または
生成しない

1 = 受信確認を

期待または
生成する

Group_tb

AckHoursOverdue numeric 2 Group_tb

( 次のページへ続く )
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フ ィールド名 型 大長 値

データベース 
テーブル
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AckStatus numeric 2 0 = 不要

1 = 待機中

2 = OK

3 = エラーのある

受信確認

4 = 部分受信確認

5 = 拒否

Group_tb

AckTime numeric 4 Group_tb

AckTransactionSetID character 6 Group_tb

NoTransactionsAccepted numeric 2 Group_tb

NoTransactionsRejected numeric 2 Group_tb

NbrBytes numeric 4 Group_tb

NbrRecords numeric 4 Group_tb

InterchangeKEY numeric 10 Interchange_tb

PartnerKEY character 10 Interchange_tb

ControlNumber character 18 Interchange_tb

TimeCreated numeric 4 Interchange_tb

TimeSent numeric 4 Interchange_tb

ProcessedStatus numeric 2 1 = 受信済み

2 = 送信済み

3 = 送信準備完了

4 = 順番待ち

5 = 保留

6 = 時間切れ

Interchange_tb

TestMode numeric 2 Interchange_tb

( 次のページへ続く )
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データベース 
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ExpectOrGenerateAck numeric 2 0 = 受信確認を

期待または
生成しない

1 = 受信確認を

期待または
生成する

Interchange_tb

AckHoursOverdue numeric 2 Interchange_tb

AckStatus numeric 2 0 = 不要

1 = 待機中

2 = OK

3 = エラーのある

受信確認

4 = 部分受信確認

5 = 拒否

Interchange_tb

AckTime numeric 4 Interchange_tb

NetworkStatus numeric 2 0 = 未送信

1 = Received OK

2 = ネッ ト ワーク

警告

3 = ネッ ト ワーク  
エラー

4 = 収集済み

5 = サード  パー

ティのネッ ト
ワークへ送信
済み

Interchange_tb

NetworkTime numeric 4 Interchange_tb

NoGroupsAccepted numeric 2 Interchange_tb

NoGroupsRejected numeric 2 Interchange_tb

NoTransactionsAccepted numeric 2 Interchange_tb

NoTransactionsRejected numeric 2 Interchange_tb

ファ イル名 character 255 Interchange_tb

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
フ ィールド名 型 大長 値

データベース 
テーブル
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MessageID numeric 4 Interchange_tb

TranslationReportFile character 255 Interchange_tb

NbrBytes numeric 4 Interchange_tb

NbrRecords numeric 4 Interchange_tb

 ( 続き )
フ ィールド名 型 大長 値

データベース 
テーブル
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GDW_Export

はじめに GDW_Export コマンドは、 Gentran:Server の " エクスポート " 機能を実行します。

この機能は、 [ イン ドキュ メン ト ] のドキュ メン ト を処理します。 エクスポート

の対象を、 指定の ト レーディング パートナー プロファ イル ID または指定の種類

のドキュ メン トに制限するこ とができます。

" エクスポート " 機能は、 ドキュ メン ト を指定のエクスポート  ファ イルに書き込

みます。 エクスポートする前にエクスポート  ファ イルが既に存在する場合、 新

しいエクスポート  データは既存ファ イルに連結されます。 ファ イル名を指定し

ない場合、 このパートナーのインバウンド関係に定義されている既定のエクス
ポート  ファ イルにドキュ メン トが書き込まれます。 ファ イル パスを指定せずに

ファ イル名を指定する場合、システム構成プログラムで指定された既定の Export 
フォルダが使用されます。

メモ
このファ イル名には、 通常の文字と書式化文字を混在させるこ とができます ( 以
降のページを参照 )。 書式化文字は、 ト ランスレータによってそれらの文字が表
す実行時の値に置き換えられます。 次の点に注意してください。

◗ GDW_Export コマンドを使用し、 定義されたエクスポート  ファ イルの名前で
単一のファ イルにエクスポートする場合、 同一のインターチェンジ内のド
キュ メン トすべてが単一のファ イルにエクスポート されます。 ファ イル名に
書式化文字を使用した場合、 そのファ イル名には 初にエクスポート される
ドキュ メン トのドキュ メン ト  キー、 ト ランスレータのインスタンスによる  
Process ID、 および Unique ID が含まれます。

◗ GDW_Export コマンドを使用し、 エクスポート  ファ イル名がインバウンド  
パートナー関係で定義されている既定のファ イルにエクスポートする場合、
同一のインターチェンジのドキュ メン トすべてが単一のファイルにエクス
ポート されます。 ファ イル名に書式化文字を使用した場合、 そのファイル名
には 初にエクスポート される ドキュ メン トのドキュ メン ト  キー、 ト ラン
スレータのインスタンスによる  Process ID、 および Unique ID が含まれます。

参照
インバウンド  パートナー関係での既定のエクスポート  ファ イル名の定
義に関する詳細は、 「エクスポート  ファ イル名」 を参照して ください。

コマンド  パラ メータ  2 (Select Partner Profile ID) および コマンド  パラ メータ  3 
(Select Document Type) を使用し、 エクスポート される ドキュ メン ト を制限するこ

とができます。

メモ
エクスポート  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト をシステムに登録しておく必要
があ り ます。

また、 GDW_Export コマンドを使用し、 インバウンド  ト ランスレーシ ョ ンの出
力を メールボッ クス  サーバーに戻すこ と もできます。 その結果、 メールボッ ク
ス  サーバーは、 終的な場所までデータを配信するためにメ ッセージ ブロー
カーと しての役割を果たすこ とができるよ うにな り ます。

( 次のページへ続く )
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表 次の表に、 コマンド  パラ メータを示します。

番号 コマンド  パラメータ 指定内容

1 File Name " エクスポート先のファイルの名前を指

定します。 " ファ イル名が指定されない

場合、 ト レーディング パートナー関係

で指定されている既定のエクスポート  
ファ イルが使用されます。 "

メモ
このファ イル名には、 通常の文字と書式
化文字を混在させるこ とができます。 書
式化文字は、 ト ランスレータによってそ
れらの文字が表す実行時の値に置き換え
られます。

サポート している書式化文字
%y (2 桁表記の年 )
%Y (4 桁表記の年 )
%m ( 略称表記の月 )
%M (10 進数表記の月 )
%d ( 略称表記の曜日 )
%D (10 進数表記の日付 )
%H (24 時間形式の時間 )
%N ( 分 )
%S ( 秒 )
%K ( ドキュ メン ト  キー )
%P ( プロセス識別子 )
%U ( 現在時間、 エクスポート  ファ イル
名、 プロセス識別子、 rand() 関数を使用
するこ とによって派生させた一意の
数値 )

2 Partner " パートナー プロファ イル ID を指定し、

そのパートナーのドキュ メン トだけに対
して動作を制限します。 "

3 Transaction " ドキュ メン トの種類 ( ト ランザクシ ョ

ン セッ ト またはメ ッセージ ) を指定し、

そのタイプのドキュ メン トだけに対して
エクスポート を制限します。 "

( 次のページへ続く )
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4 Document " ドキュ メン ト を移動しない場合には 
[ イン ド ローワへ移動しない ] を指定、

エクスポート処理の完了後にドキュ メン
ト を移動する場合には [ イン  ド ローワ

に移動 ] を指定します。 "

5 ""

6 Recipient Mailbox 
Name

"Send Mailbox 機能を使用する場合、 受信

メ ールボッ ク スの名前を指定します。 "

7 Recipient E-mail 
Address

"Send Mailbox 機能を使用する場合、 受

信 E メール アドレスを指定します。 "

8 Content Type/
Content Subtype

"Send Mailbox 機能を使用する場合、 コ

ンテンツ  タイプ / コンテンツ  サブタイ

プを指定します。 "

9 ""

10 ""

11 ""

12 ""

13 True または False " ファ イルを メールボッ クスにエクス

ポートする場合は [true]、 メールボッ ク

スにエクスポート しない場合は [false] 
を指定します。 "

番号 コマンド  パラメータ 指定内容
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GDW_ExtData_Delete

はじめに GDW_ExtData_Delete コマンドを使用する と、 システム  データ  ス ト ア内の 
External Data フォルダから、 指定の外部データ  ファ イルを削除できます。

表 次の表に、 コマンド  パラ メータを示します。

番号 コマンド  パラメータ 指定内容

*1 Action " 外部データ  ファ イルのフ ィルタに基づ

いて ( ファ イル処理、 メールボッ クス  
ファ イル処理、 インポート、 メールボッ
クス  インポート、 送信、 エクスポート

など )、 動作を指定します。 "

2 Age (no. of days) " システムから削除する外部データ  ファ

イルの期間を数値で指定します。 ゼロ  
(0) は、 当日のファ イルを含め、 すべて

の外部データ  ファ イルが削除されるこ

とを示します。 1 は、 当日のドキュ メン

ト以外の、 すべての外部データ  ファ イ

ルが削除されるこ とを示します。 "

3 ""

4 ""

5 ""

6 ""
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GDW_Import

はじめに GDW_Import コマンドは、 Gentran:Server の " インポート " 機能を実行します。 プ

ロセス管理モードでは、 この機能は特定のアプリ ケーシ ョ ン  ファ イルを  EDI 
データに ト ランスレーシ ョ ンします。 適合ドキュ メン トは [ アウ ト  ドキュ メン

ト ] に格納され、 不適合ドキュ メン トは [? アウ ト  ドキュ メン ト ] に格納されま

す。 ファ イルのフル パスを指定しない場合、 システム構成プログラムで定義さ

れた既定の Imports フォルダが使用されます。

メモ
インポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト をシステムに登録しておく必要が
あ り ます。

表 次の表に、 コマンド  パラ メータを示します。

番号 コマンド  パラメータ 指定内容

*1 File Name " インポートするファ イルの名前を指定

します。 "

2 ""

3 ""

4 ""

5 ""

6 ""
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GDW_Partner_Delete

はじめに GDW_Partner_Delete コマンドは、 パートナー エディ タの delete コマンドを実行

します。 特定のパートナーを削除するか、 またはすべてのパートナーを削除す
るよ う選択できます。

表 次の表に、 コマンド  パラ メータを示します。

番号 コマンド  パラメータ 指定内容

*1 Partner " システムから削除するパートナー プロ

ファ イルの名前を指定します。 "

2 ""

3 ""

4 ""

5 ""

6 ""
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GDW_Partner_Export

はじめに GDW_Partner_Export コマンドは、 パートナー エディ タの export コマンドを実行

します。

表 次の表に、 コマンド  パラ メータを示します。

番号 コマンド  パラメータ 指定内容

*1 Partner " エクスポートするパートナー プロファ

イルの名前を指定します。 "

2 File Name " 選択したパートナー関係のエクスポー

ト先のファイル名を指定します。 "

メモ
[ パートナー名 ] フ ィールドは、 ファ イ
ルの名前を生成するために使用されま
す。 Windows 用に予約された文字 (/、 \、
:、 *、 ?、 "、 <、 >、 | など ) が [ パート
ナー名 ] に使用された場合、 ファ イル名
にはそれらの文字が使われずに空白ス
ペースに置き換えられます ( 名前の中に
ある該当文字 1 文字につき、 空白スペー
スが 1 つ挿入されます )。

例
[ パートナー名 ] が 「AB/CD-TEST」 の
場合、 ファ イル名は 「AB CD TEST.par」
とな り ます。

3 ""

4 ""

5 ""

6 ""
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GDW_Partner_Import

はじめに GDW_Partner_Import コマンドは、 パートナー エディ タの import コマンドを実行

します。

表 次の表に、 コマンド  パラ メータを示します。

番号 コマンド  パラメータ 指定内容

*1 File Name " インポートするパートナー ファ イルの

名前を指定します。 "

2 ""

3 ""

4 ""

5 ""

6 ""
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GDW_Print

はじめに GDW_Print コマンドは、 Gentran:Server の " 印刷 " 機能を実行します。 この機能

は、 [ イン ドキュ メン ト ] のドキュ メン ト を処理します。 印刷の対象を、 指定し

た ト レーディング パートナーのドキュ メン ト 、 または指定した種類のドキュ メ

ン トだけに制限するこ とができます。

コマンド  パラ メータ  1 (Select Partner) およびコマンド  パラ メータ  2 (Select 
Document Type) は、 パートナーおよびドキュ メン トの種類によって印刷する ド

キュ メン ト を制限するこ とができます。 コマンド  パラ メータ  1 またはコマンド  
パラ メータ  2 のいずれも指定しない場合には、 [ イン ドキュ メン ト ] 内のすべて

のドキュ メン トが印刷されます。

メモ
印刷ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト をシステムに登録しておく必要があ り
ます。

表 次の表に、 コマンド  パラ メータを示します。

番号 コマンド  パラメータ 指定内容

1 Partner " パートナー プロファ イルの名前を指定

し、 印刷の対象をそのパートナーのド
キュ メン トだけに制限します。 "

2 Transaction " ドキュ メン トの種類 ( ト ランザクシ ョ

ン セッ ト またはメ ッセージ ) を指定し、

印刷の対象をその種類のドキュ メン トだ
けに制限します。 "

3 Document " ドキュ メン ト を移動しない場合には 
[ イン ド ローワへ移動しない ] を指定、

印刷処理の完了後にドキュ メン ト を移動
する場合には [ イン  ド ローワに移動 ] を
指定します。 "

4 ""

5 ""

6 ""
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GDW_Process_File

はじめに GDW_Process_File コマンドを使用する と、 コ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ ンを介

してファ イルを受信した場合と同じよ うに、 EDI ファ イルでポス ト  コ ミ ュニ

ケーシ ョ ンズ プロセスを呼び出すこ とができます。 コマンド  パラ メータ  1 に
ファ イルのフル パスが指定されない場合には、 システム構成プログラムで指定

された IntIn フォルダが使用されます。 コマンド  パラ メータ  1 (File to Process) に
指定したファ イルが存在しない場合には、 プロセスが中止されオーディ ッ ト  ロ
グにその旨のメ ッセージが記録されます。

メモ
エクスポート  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト をシステムに登録しておく必要
があ り ます。

表 次の表に、 コマンド  パラ メータを示します。

番号 コマンド  パラメータ 指定内容

*1 File Name "処理するファイルの名前を指定します。"

2 ""

3 ""

4 ""

5 ""

6 ""
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GDW_Receive

はじめに GDW_Receive コマンドは、 Gentran:Server の " 受信のみ " 機能を実行します。 こ

の機能を使用する と、 定義した 1 つまたはすべての接続で受信専用のコ ミ ュニ

ケーシ ョ ン セッシ ョ ンを確立するこ とができます。

コマンド  パラ メータ  1 (Mailbox) に <all> を指定した場合、 Gentran:Server は各

メールボッ クスの受信セッシ ョ ンを開始します。

表 次の表に、 コマンド  パラ メータを示します。

番号 コマンド  パラメータ 指定内容

*1 Mailbox " 受信専用コ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ

ンを確立する メールボッ クスの名前を指
定するか、 または <all> を指定し、 すべ

てのメールボッ クスで受信専用コ ミ ュニ
ケーシ ョ ン セッシ ョ ンを開始します。 "

2 ""

3 ""

4 ""

5 ""

6 ""
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GDW_Send

はじめに GDW_Send コマンドは、 Gentran:Server の " 送信 " 機能を実行します。 この機能

を使用する と、 定義した 1 つまたはすべての接続で ( 送信準備が整っている ド

キュ メン トがある接続 )、 ポス ト されている ドキュ メン ト を送信するこ とができ

ます。

コマンド  パラ メータ  1 (Mailbox) に <all> を指定した場合、 Gentran:Server は各

メールボッ クスで送信準備が整っているポス ト されたドキュ メン トの送信セッ
シ ョ ンを開始します。

表 次の表に、 コマンド  パラ メータを示します。

番号 コマンド  パラメータ 指定内容

**1 Mailbox " 送信コ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ ンを

確立する メールボッ クスの名前を指定、
または <all> を指定してすべてのメール

ボッ クスの送信コ ミ ュニケーシ ョ ン  
セッシ ョ ンを開始します。 "

**2 Partner " パートナー プロファ イルを指定し、 送

信の対象をそのパートナーのドキュ メン
トだけに制限します。 "

3 Transaction " ドキュ メン トの種類を指定し、 送信の

対象をその種類のドキュ メン トだけに制
限します。 "

4 ""

5 ""

6 ""
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GDW_Send_Receive

はじめに GDW_Send_Receive コマンドは、 Gentran:Server の " 送信 / 受信 " 機能を実行しま

す。 この機能を使用する と、 定義した 1 つまたはすべてのコ ミ ュニケーシ ョ ン接

続で送信 / 受信コ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ ンを確立するこ とができます。 伝

送の対象を、 指定のパートナーまたはドキュ メン トの種類に制限するこ とがで
きます。

自動送信を有効にしたメールボッ クスで Unattended GDW_Send_Receive コマンド

が機能するよ うに設定した場合、 コ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ ンのインバウン

ド処理が、 自動処理セッシ ョ ンの次のコマンドが処理を開始するよ り も前に完
了するこ とは保証できません。 自動送信を有効にしていないメールボッ クスで 
Unattended GDW_Send_Receive コマンドが機能するよ うに設定した場合、 コ ミ ュ

ニケーシ ョ ンズ マネージャによって、 次のプロセスを呼び出す前に、 コ ミ ュニ

ケーシ ョ ン プロセスから受信したすべてのメ ッセージがの処理されるこ とが確

認されます。 したがって、 この場合には、 GDW_Send_Receive の後にエクスポー

トに続けるよ うセッシ ョ ンを設定するこ とができます。

コマンド  パラ メータ  1 (Mailbox) に <all> を指定した場合、 Gentran:Server はすべ

てのメールボッ クスの送信 / 受信セッシ ョ ンを開始します。

コマンド  パラ メータ  1 に 特定のメールボッ クスを指定した場合 (CopyFile タイプ

のプロファ イル )、 またはコマンド  パラ メータ  1 に <all> を指定し、 [ アウ ト  ド
キュ メン ト ] または [ 送信キュー ] 内に EDI データが存在する場合は、

Gentran:Server はそのファイルの送信処理のみを開始します。 CopyFile タイプ プ
ロファ イルにこの送信処理が実行された場合には、 そのパートナーの [ アウ ト  
ドキュ メン ト ] または [ 送信キュー ] 内の EDI データが指定のファイルにコピー

されます。 その他のタイプのメールボッ クスでは、 Gentran:Server は、 それらの

パートナーの [ アウ ト  ドキュ メン ト ] または [ 送信キュー ] 内のデータを指定の

接続に送信し、 その接続から受信可能なデータを受信します。

注意
コマンド  パラ メータ  1 (Mailbox) およびコマンド  パラ メータ  2 (Select Partner) は、
お互いに排他的です。 ただし、 これらの 2 個のパラ メータのいずれかを使用する
必要があ り ます。

( 次のページへ続く )
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表 次の表に、 コマンド  パラ メータを示します。

番号 コマンド  パラメータ 指定内容

**1 Mailbox " 送信 / 受信コ ミ ュニケーシ ョ ン  セッ

シ ョ ンを確立する メールボッ クスの名前
を指定するか、 または <all> を指定して

メールボッ クスすべてのコ ミ ュニケー
シ ョ ンの送信 / 受信 セッシ ョ ンを開始

します。 "

**2 Partner " パートナー プロファ イルを指定し、 送

信 / 受信の対象をそのパートナーのド

キュ メン トだけに制限します。 "

3 Transaction " ドキュ メン トの種類 ( ト ランザクシ ョ

ン セッ ト またはメ ッセージ ) を指定し、

送信 / 受信の対象をその種類のドキュ メ

ン トだけに制限します。 "

4 ""

5 ""

6 ""
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Terminate_Script

はじめに Terminate_Script コマンドを使用する と、 システムにセッシ ョ ンの処理の停止を

指示するこ とができます。 このコマンドは、 処理中に予期しないイベン ト また
は思わし くないイベン トが発生したと きに実行を停止するために使用できます。
通常、 このコマンドは、 スク リプ ト を終了するかど うかを判断するための条件
を伴って使用します。

さ らに、 終了直前にプログラムを  1 つ実行できるオプシ ョ ンもあ り ます。 また、

そのプログラムの実行に必要なパラ メータを指定するこ と もできます。 このプ
ログラムは、 任意の状態監視、 エラー処理、 または通知手順などを実行するこ
とができます。

表 次の表に、 コマンド  パラ メータを示します。

番号 コマンド  パラメータ 指定内容

1 Before Termination 
Run

" システムが起動すべきプログラムの名

前を指定します。 プログラムの実行に必
要なパラ メータを指定する必要がある場
合、 プログラム名の後にスペースを挿入
し、 パラ メータを指定します。 "

2 Working Directory " プログラム実行時にシステムが使用す

べき作業ディ レク ト リの名前を指定しま
す。 作業ディ レク ト リの指定は必須では
あ り ません。 ただし、 作業フォルダを指
定しない場合、 実行時の現行ディ レク ト
リが既定値と して適用されます。 そのた
め、 情報が特定のディ レク ト リ  パスに

あるこ とを前提と しているプログラムで
は、 予期しない結果となるこ とがあ り
ます。 "

3 ""

4 ""

5 ""

6 ""
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概要 0

はじめに

この付録の内容 この付録では、 プログラムの説明やフォルダ構造など、 Gentran:Server のシステ

ム情報について説明します。
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プログラムの説明 0

概要

はじめに この項では、 Gentran:Server を構成する  ( 実行可能な ) プログラムについて説明し

ます。

メモ
ユーザー インターフェイス  ク ラ イアン トに格納されているどの 
Gentran:Server アプ リ ケーシ ョ ンも、 任意のコン ト ローラにインス トール
するこ とができます。
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プログラム説明表

表 次の表に、 プログラムとその説明および格納場所 ( コン ト ローラ、 ユーザー イ
ンターフェイス  ク ラ イアン ト など ) を リ ス ト します。

プログラム 説明 場所

AckServer.EXE RPCSRV.EXE が受信確認

の延期処理を実行する と
きに使用する  out-of-
process COM コンポーネ

ン ト

プライマ リ  Gentran 
システム コン ト ローラ

ANConfig.EXE オーディ ッ ト  サーバー 
セッ ト アップ

ユーザー インターフェ

イス  ク ライアン ト

ANServer.EXE オーディ ッ ト  サービス ユーザー インターフェ

イス  ク ライアン ト

ArchiveEngine.EXE アーカイブ マネージャ ユーザー インターフェ

イス  ク ライアン ト

ArchiveManager.EXE アーカイブ マネージャ ユーザー インターフェ

イス  ク ライアン ト

AuditLog.EXE オーディ ッ ト  ログ ユーザー インターフェ

イス  ク ライアン ト

AuditMsgUI.EXE オーディ ッ ト  メ ッセー

ジ定義

ユーザー インターフェ

イス  ク ライアン ト

Axdist.EXE ActiveX 配布 コ ミ ュニケーシ ョ ン 
コン ト ローラ

COMMPOST.EXE コ ミ ュニケーシ ョ ンズ 
ポス ト  プロセッサ

コ ミ ュニケーシ ョ ン 
コン ト ローラ / ユー

ザー インターフェイス  
ク ライアン ト

CONFIG.EXE システム構成 ユーザー インターフェ

イス  ク ライアン ト

( 次のページへ続く )
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EDIMGR.EXE Gentran:Server for 
Windows EC マネージャ

ユーザー インターフェ

イス  ク ライアン ト

FORMS.EXE フォーム インテグレー

シ ョ ン サブシステム

ユーザー インターフェ

イス  ク ライアン ト

GNTXEng.EXE インバウンド  データの

ト ランスレーシ ョ ンを行
う  COM コンポーネン ト

コン ト ローラ / ユー

ザー インターフェイス  
ク ライアン ト

MAPPER.EXE アプリ ケーシ ョ ン  
インテグレーシ ョ ン 
サブシステム

ユーザー インターフェ

イス  ク ライアン ト

MCLIENT.EXE メ ールボッ ク ス  ユーザー 
インターフェイス

コ ミ ュニケーシ ョ ン
コン ト ローラ

MERCURY.EXE メ ールボッ クス  サービス コ ミ ュニケーシ ョ ン  
コン ト ローラ

Notify.EXE 通知セッ ト アップ ユーザー インターフェ

イス  ク ライアン ト

NotifyLogUI.EXE 通知ログ ユーザー インターフェ

イス  ク ライアン ト

Operators.EXE オペレータ  
セッ ト アップ

ユーザー インターフェ

イス  ク ライアン ト

PARTNRED.EXE パートナー エディ タ ユーザー インターフェ

イス  ク ライアン ト

PROCCNTL.EXE プロセス管理
セッ ト アップ

ユーザー インターフェ

イス  ク ライアン ト

RPCSRV.EXE Gentran:Server エグゼク

ティブ サービス

コン ト ローラ

TX32.EXE ト ランスレータ /
ドキュ メ ン ト  エディ タ

ユーザー インターフェ

イス  ク ライアン ト

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
プログラム 説明 場所
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TXDE.EXE 画面入力および印刷レガ
シ アプ リ ケーシ ョ ン

ユーザー インターフェ

イス  ク ライアン ト

UNATTEND.EXE プロセス管理実行 コン ト ローラ

Vatprint.EXE 付加価値税レポート ユーザー インターフェ

イス  ク ライアン ト /
コン ト ローラ

XPROCESS.EXE プロセス前および
プロセス後用追加処理
プログラム

コ ミ ュニケーシ ョ ン 
コン ト ローラ

 ( 続き )
プログラム 説明 場所
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フォルダ構造 0

概要

はじめに Gentran:Server は、 各ユーザー インターフェイス  ク ライアン トおよびコン ト ロー

ラに既定のフォルダ セッ ト をインス トールします。 また、 インス トール プログ

ラムでは、 ファ イル タイプごとにシステム データ  ス ト アの既定フォルダを選択

するこ と もできます。
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ユーザー インターフェイス クライアン ト /
コン ト ローラ  フォルダ

クライアン トおよび
コン ト ローラ  
フォルダ

Gentran:Server は、 各ユーザー インターフェイス  ク ライアン トおよびコン ト ロー

ラに次の既定フォルダをインス トールします。

◗ Bin フォルダには、 ユーザー インターフェイス  ク ライアン ト またはコン ト
ローラの実行可能な Gentran:Server プログラム ( バイナリ ) が格納されます。

◗ Ipcmsg フォルダには、 ユーザー インターフェイス  ク ラ イアン ト またはコン
ト ローラの Gentran:Server プロセス間コ ミ ュニケーシ ョ ン  ファ イルが格納さ
れます。

◗ Temp フォルダには、 ユーザー インターフェイス  ク ラ イアン ト またはコン ト
ローラの Gentran:Server 一時ファ イルが格納されます。

◗ CharsetMaps フォルダには、 文字セッ ト変換に使用される文字セッ ト  ファ
イルが格納されます。

クライアン ト  アク

セス コンポーネント  
コンピュータ

Gentran:Server は、 ク ライアン ト  アクセス  コンポーネン トがインス トールされて

いる各コンピュータに次の既定フォルダをインス トールします。

◗ Imports フォルダには、 インポート  ファ イルが格納されます。

◗ Export フォルダには、 エクスポート  ファ イルが格納されます。

◗ Partners フォルダには、 .PAR パートナー プロファ イルが格納されます。

◗ CommScr フォルダには、 Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ン スク リプ ト  
ファ イルが格納されます。

◗ CommScr\Samples フォルダには、 サンプルの Gentran:Server コ ミ ュニケー
シ ョ ン  スク リプ ト  ファ イルが格納されます。

インテグレーシ ョ ン 
コンポーネン ト  
コンピュータ

Gentran:Server は、 インテグレーシ ョ ン コンポーネン トがインス トールされてい

る各コンピュータに次の既定フォルダをインス トールします。

◗ Maps フォルダには、 アプ リ ケーシ ョ ン  インテグレーシ ョ ン .MAP ファ イル
が格納されます。

◗ Forms フォルダには、 フォーム  インテグレーシ ョ ン .STP ファ イルが格納さ
れます。

◗ TransObj フォルダには、 コンパイルされたマップおよびフォーム  ト ランス
レーシ ョ ン オブジェク トが格納されます。

◗ Tutorial フォルダには、 フォームおよびアプリ ケーシ ョ ン  インテグレーシ ョ
ン チュート リ アルの Gentran:Server チュート リ アル データが格納されます。

メ モ
オプシ ョ ン パッ クから  XML オプシ ョ ンをインス トールした場合は、
Tutorial フォルダに XML サブフォルダが作成され、 XML チュート リ
アル ファ イルが格納されます。

( 次のページへ続く )
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プライマリ  
Gentran システム 
コン ト ローラ  
フォルダ

Gentran:Server は、 プライマ リ  Gentran システム コン ト ローラに次の既定フォル

ダをインス トールします。

◗ Store フォルダは、 メールボッ クス関連の情報およびデータの保管場所です。

メ モ
Store フォルダには、 システム構成 – [ ディ レク ト リ ] タブ で設定した
ディ レク ト リ構造が使用されます。 Store フォルダは、 初の階層が 
4 桁表記の年である階層構造になっています。 これよ り下位の階層は、
システム構成 – [ ディ レク ト リ ] タブ の設定に従って、 順に 2 桁表示
の月、 2 桁表示の日、 2 桁表記の時間 (24 時間書式 ) とな り ます ( 指定
されている場合 )。

注意
Store フォルダおよびその内容は、 変更または削除しないでください。

◗ Archive フォルダには、 アーカイブ定義ファイル (.ARD) およびアーカイブ 
ファ イル (.ARV) が格納されます。

◗ Documents フォルダには、 すべてのドキュ メン ト  ファ イル (.DOC) が格納さ
れます。

◗ ExternalData フォルダには、 外部データ  ファ イル (.EXT) から作成されたコ
ピーが格納されます。

◗ ErrorData フォルダには、 分割機能がインターチェンジやネッ ト ワーク  レ
ポート を識別できなかった場合に記述する、 エラー ファ イル (.IER) が格納
されます。

◗ IntIn フォルダには、 すべての受信インターチェンジ (.INT) が格納されます。

◗ IntOut フォルダには、 すべての送信インターチェンジ  (.INT) が格納されます。

◗ IntRNPIP0A1 フォルダには、 すべてのアウ トバウンド  PIP 0A1 失敗の通知動
作インターチェンジが格納されます。

メ モ
このフォルダは、 Gentran:Server for RosettaNet™ がインス トールされて
いる場合にのみ作成されます。

◗ RegTransObj フォルダには、 登録された ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト  
(.TPL) が格納されます。

◗ TranRpt フォルダには、 すべての ト ランスレータ  レポート  (.RPT) が格納さ
れます。

◗ Unattend フォルダには、 すべてのプロセス管理イベン ト 、 セッシ ョ ン、 お
よびカレンダ ファ イルが格納されます。
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概要 0

はじめに

この付録の内容 この付録では、 パートナー インポート、 パートナー エクスポート、 パートナー 
テーブル インポート、 およびパートナー テーブル エクスポートのファ イルの配

置について説明します。

パートナー 
インポート

Gentran:Server のパートナー インポート機能を使用する と、 ファ イルからパート

ナーの詳細をインポートできます。 別の Gentran:Server システムのコピーからエ

クスポート したパートナー プロファ イルを、 パートナーの詳細を含むファイル

の元ファイルとするこ とができます。

また、 インポート機能を使って、 既存のパートナーの情報を更新するこ と もで
きます。 既存のパートナー プロファ イルに情報をインポートするこ とによ り、

新しい取引関係を追加するこ とができます。 この際、 既存の関係は変更されま
せん。

メモ
パートナー プロファ イルに関連付けられているテーブル ( ク ロス リ ファレンス、
照合、 または所在地 ) も インポート されます。

参照
詳細については、 「パートナー プロファ イルのインポート方法」 を参照して くだ
さい。

パートナー 
エクスポート

Gentran:Server のパートナー エクスポート機能を使用する と、 既存のパートナー

の詳細をファイルにエクスポートできます。 パートナーをフロ ッピー ディ スク

にエクスポート して、 パートナー システムのバッ クアップと して使用するこ と

もできます。

メモ
パートナー プロファ イルに関連付けられているテーブル ( ク ロス リ ファレンス、
照合、 または所在地 ) もエクスポート されます。

参照
詳細については、 「パートナー プロファ イルのエクスポート方法」 を参照して く
ださい。

( 次のページへ続く )
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パート ナー テーブル 
インポート

パートナー テーブル インポート機能を使用する と、 パートナーのクロス リ ファ

レンス  テーブルおよび照合テーブルをシーケンシャル ファ イルからインポート

できます。 これによ り、 別のパートナー プロファ イル用に作成したテーブルを

インポート し、 エクスポート  ファ イルの配置に従ってデータを書式化するこ と

によ り、 Gentran:Server の外部でテーブルを作成できます。

参照
詳細については、 「テーブルのインポート方法」 を参照して ください。

パート ナー テーブル 
エクスポート

パートナー テーブル エクスポート機能を使用する と、 パートナーのクロス リ

ファレンス  テーブルおよび照合テーブルをシーケンシャル ファ イルにエクス

ポートできます。 これによ り、 ある ト レーディング パートナー用にテーブルを

定義して、 そのテーブルを別のパートナー プロファ イルにコピーできます。

メモ
ク ロス リ ファレンス  テーブルの既定のファ イル拡張子は .XRF です。 照合テーブ
ルの既定のファイル拡張子は .LKP です。

参照
詳細については、 「パートナー テーブルのエクスポート方法」 を参照して くだ
さい。
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概要 パートナー ファイルの配置E - 4
パートナー インポート  ファイルと

パートナー エクスポート  ファイル 0

概要

はじめに inter-process communication files パートナー インポート  ファ イルやパートナー エ
クスポート  ファ イル (*.PAR) を使用する と、 既に定義されている情報を基に新た

なパートナーを作成できます。 これらのファ イルは、 自由書式の ASCII テキス

トで、 .PAR とい う拡張子を持ち、 シーケンシャル書式のパートナー データベー

ス  テーブルのダンプで構成されています。 各フ ィールドは 16 進数 01 で区切ら

れています。 フ ィールドが可変長であるため、 区切文字が必要とな り ます。

.PAR ファ イルは、パートナー バージ ョ ン番号 1.0 で始ま り、その後に 16 進数 01 
の区切文字が続きます。 次に、 パートナー データベース  テーブルの情報が挿入

されます。 各テーブルは、 3 文字のコード と  16 進数 01 の区切文字によって識別

されます。

次の項では、 .PAR ファ イルを構成するパートナー データベース  テーブルの

フ ィールドの配置について説明します。

メモ
パートナーの特定の情報 ( 所在地、 照合、 またはクロス リ ファレンス  テーブル
など ) が定義されていない場合、 作成される  .PAR ファ イルにそのテーブルに関
連するデータは含まれません。 次の項では、 .PAR ファ イルでの表示順でテーブ
ルがリ ス ト されています。

( 次のページへ続く )
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データベース 
テーブル コード

次の表に、 各パートナー データベース  テーブルに対応する  3 文字コードを示し
ます。

例
.PAR ファ イルは、 PAR セグメン トで始ま り、 次に REL セグメン トが続きます。

パートナー データベース 
テーブル テーブル名 識別コード

パートナー メ イン  テーブル Partner_tb PAR

所在地テーブル Location_tb LOC

照合テーブル Lookup_tb LKP

ク ロス リ ファレンス  
テーブル

CrossReference_tb CRR

関係テーブル Relationship_tb REL

インターチェンジ
管理テーブル

InterchangeControl_tb INT

ファンクシ ョナル グループ

管理テーブル

FunctionalGroupControl_tb GRP

一般的なエンベロープ 
セグメン ト  テーブル

GenericEnvelopeSegment_tb ENV
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



パートナー テーブル パートナー ファイルの配置E - 6
パートナー テーブル

はじめに 次の表に、 .PAR ファ イルで使用される、 Partner_tb のフ ィールドを リ ス ト しま

す。 これらのフ ィールドの先頭には、 識別コード  PAR が付きます。

Partner_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

PartnerKEY string 10 このパートナーの一意の識別子です。

EDICode string 255 EDI の識別子です。 インバウンド処理

時に、 正しいパートナーを選択するた
めに使用されます。

ApplicationPartnerKEY string 255 このパートナーのアプリ ケーシ ョ ン識
別子です。 アウ トバウンドのインポー
ト処理時に、 正しいパートナーを選択
するために使用されます。

IsSystem number 
(integer)

2 このパートナーが < 内部システム 
ユーザー > パートナーであるかど う

かを示します。

0 = < 内部システム ユーザー > 
パートナーではない

1 = < 内部システム ユーザー > 
パートナー

PartnerName string 40 このパートナーを識別する一意の名前
です。

Mailbox string 125 インバウンドおよびアウ トバウンド
処理で使用される、 定義済みのコ ミ ュ
ニケーシ ョ ン セッ ト アップを指定し

ます。

EMailAddress string 125 選択されたメールボッ クスが交換ゲー
ト ウェイの場合、 メ ッセージ アドレ

スを識別するために使用されます。

Editing number 
(integer)

2 特定のパートナー関係が編集中である
こ とを示すために使用されます。

0 = 編集されていない

1 = 現在、 編集中
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パートナー ファイルの配置 所在地テーブル E - 7
所在地テーブル

はじめに 次の表に、 .PAR ファ イルで使用される、 Location_tb のフ ィールドを リ ス ト しま

す。 これらのフ ィールドの先頭には、 識別コード  LOC が付きます。

Location_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

PartnerKEY string 10 所在地テーブルが属するパートナーの
一意の識別子です。

Name string 255 パートナー所在地の名前です。

PrimaryReferenceCode string 255 この所在地を識別するために使用され
る第 1 参照コードです。

SecondaryReference
Code

string 255 この所在地を識別するために使用され
る第 2 参照コードです。

Address1 string 35 住所の 初の行です。

Address2 string 35 住所の 2 行目です。

Address3 string 35 住所の 3 行目です。

City string 20 この所在地の市の名前です。

State string 10 この所在地の都道府県名です。

Zip string 10 この所在地の郵便番号です。

Country string 10 この所在地の国コードです。

ContactName string 35 パートナー側のオフ ィ スの担当者名
です。

Telephone string 20 電話番号です。

Fax string 20 ファ ッ クス番号です。
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照合テーブル パートナー ファイルの配置E - 8
照合テーブル

はじめに 次の表に、 .PAR ファ イルで使用される、 Lookup_tb のフ ィールドを リ ス ト しま

す。 これらのフ ィールドの先頭には、 識別コード  LKP が付きます。

Lookup_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

PartnerKEY string 10 照合テーブルが属するパートナーの一
意の識別子です。

TableName string 8 テーブルの名前です。

Item string 255 インバウンドまたはアウ トバウンド
処理時に、 データ内で検索される値
です。

Description string 255 MyItem および PartnerItem コードの説

明です。

Text1 string 255 特定のコード値と関連付けられた際
に、 マッピングが可能となるフ ィール
ドです。

Text2 string 255 特定のコード値と関連付けられた際
に、 マッピングが可能となるフ ィール
ドです。

Text3 string 255 特定のコード値と関連付けられた際
に、 マッピングが可能となるフ ィール
ドです。

Text4 string 255 特定のコード値と関連付けられた際
に、 マッピングが可能となるフ ィール
ドです。
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クロスリファレンス テーブル

はじめに 次の表に、 .PAR ファ イルで使用される、 CrossReference_tb のフ ィールドを リ ス

ト します。 これらのフ ィールドの先頭には、 識別コード  CRR が付きます。

CrossReference_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

PartnerKEY string 10 ク ロス リ ファレンス  テーブルが属す

るパートナーの一意の識別子です。

TableName string 8 テーブルの名前です。

MyItem string 255 パートナーのデータ値に対応するユー
ザーのデータ値です。

PartnerItem string 255 ユーザーのデータ値に対応するパート
ナーのデータ値です。

Description string 255 MyItem および PartnerItem コードの説

明です。

Text1 string 255 特定のコード値と関連付けられた際
に、 マッピングが可能となるフ ィール
ドです。

Text2 string 255 特定のコード値と関連付けられた際
に、 マッピングが可能となるフ ィール
ドです。

Text3 string 255 特定のコード値と関連付けられた際
に、 マッピングが可能となるフ ィール
ドです。

Text4 string 255 特定のコード値と関連付けられた際
に、 マッピングが可能となるフ ィール
ドです。
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関係テーブル

はじめに 次の表に、 .PAR ファ イルで使用される、 Relationship_tb のフ ィールドを リ ス ト し

ます。 これらのフ ィールドの先頭には、 識別コード  REL が付きます。

Relationship_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

PartnerKEY string 10 関係が属するパートナーの一意の識別
子です。

Direction number 
(integer)

2 関係の方向を示します。

0 = インバウンド

1 = アウ トバウンド

Agency number 
(integer)

2 この関係に使用する  EDI スタンダー

ドです。

Version string 13 この関係に使用するスタンダード  
バージ ョ ンです。

TransactionSetID string 150 この関係に使用する ト ランザクシ ョ ン  
セッ ト  ( メ ッセージ ) です。

Release number 
(integer)

2 この関係に使用する メ ッセージ バー

ジ ョ ン リ リース番号です。

TestMode number 
(integer)

2 パートナー関係の状態がテス ト または
本番のいずれであるかを示します。

0 = 本番

1 = テス ト

Description string 40 関係の名前です。

ImportTemplateKEY string 40 この関係で使用されるインポート  ト
ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を示

します。

DataEntryTemplate
KEY

string 40 この関係で使用される画面入力ト ラ
ンスレーシ ョ ン オブジェク ト を示し

ます。

( 次のページへ続く )
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TurnAroundTemplate
KEY

string 40 この関係で使用されるターンアラウン
ド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト

を示します。

PrintTemplateKEY string 40 この関係で使用される印刷ト ランス
レーシ ョ ン オブジェク ト を示します。

RelationshipTemplate
KEY

string 40 この関係で使用される関係ト ランス
レーシ ョ ン オブジェク ト を示します。

これによ り、 ト ランザクシ ョ ンおよび
ドキュ メン トのレベルでシステムの動
作を変更できます。 パートナー固有の
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を

使用したり、 必要に応じただけの数の
機能を実行したりするこ とが可能にな
り ます。

ExportTemplateKEY string 40 この関係で使用されるエクスポート  
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を

示します。

ComplianceCheck
TemplateKEY

string 40 エラー チェッ クを実行する ト ランス

レーシ ョ ン オブジェク ト を示します。

ExportFileName string 130 エクスポート操作の結果によって作成
または追加されるファ イル名を示し
ます。

ExportToFlatFileNow number 
(integer)

2 この関係で定義されている ドキュ メン
トの受信時に、 エクスポート  ファ イ

ルを自動的に作成するかど うかを指定
します。

0 = 自動的にエクスポート しない

1 = 自動的にエクスポートする

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
Relationship_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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TurnAroundNow number 
(integer)

2 この関係で定義されている ドキュ メン
トの受信時に、 定義したターンアラウ
ンド  プロセスを自動的に実行するか

ど うかを指定します。

0 = 自動的にターンアラウンド  プロセ

スを実行しない

1 = 自動的にターンアラウンド  プロセ

スを実行する

SequenceCheckType number 
(integer)

2 この関係で定義されている ト ランザク
シ ョ ン セッ ト  ( メ ッセージ ) に使用す

る順番検査のタイプを示します。

0 = なし

1 = 連番

2 = 日付順

3 = 重複

SkipComplianceCheck number 
(integer)

2 エラー チェッ クを実行するかど うか

を指定します。

0 = エラー チェッ クを実行しない

1 = エラー チェッ クを実行する

AckErrors number 
(integer)

2 受信確認をエラー詳細付きで生成する
かど うかを定義します。

0 = エラー詳細なし

1 = エラー詳細あ り

AckExpected number 
(integer)

2 この関係 ( アウ トバウンド ) で定義さ

れている ト ランザクシ ョ ン  セッ ト  
( メ ッセージ ) をパートナーが受信し

た結果と して、 システムが ト レーディ
ング パートナーからの受信確認を期

待するよ う指定します。

HoursOverdue number 
(integer)

2 受信確認を時間切れである とみなすま
での経過時間数を定義します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
Relationship_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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AckTemplateKEY string 40 この関係に使用される受信確認ビルド
またはブレーク  ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク トです。

AckTransactionSetID string 150 ト ランザクシ ョ ン セッ ト  ( インバウ

ンド ) に生成された受信確認を示し

ます。

ApplicationKEY string 150 この関係で定義されている ドキュ メン
トの宛先を示すアプリ ケーシ ョ ン識別
子を指定します。

Alias string 150 システムがこの関係と他の関係とを区
別するために使用する特定の基準を示
します。

FunctionalGroup
ControlKEY

string 20 この関係を参照しているパートナー 
エディ タのグループ管理レコード
です。

InterchangeControl
KEY

string 40 この関係を参照しているパートナー 
エディ タのインターチェンジ管理レ
コードです。

ControlNumber string 255 次の Transaction Set Control Number を
生成するために使用するパートナー関
係からの値です。

ImmediateAck
Processing

number 
(integer)

2 インバウンド  ブレーク  セッシ ョ ンま

たはスケジュール間隔の間に、 受信確
認の整合が行われるかど うかを指定す
るフラグです。

IsAcknowledgement number 
(integer)

2 このパートナー関係で定義されている
ト ランザクシ ョ ンが受信確認であるか
ど うかを示すフラグです。

ExportToMailbox number 
(integer)

2 " メールボッ クスへのエクスポート " 
機能を呼び出すかど うかを指定するフ
ラグです。 この機能は、 インバウンド  
ト ランスレーシ ョ ンの出力を メール
ボッ クス  サーバー マネージャに返し

ます。

RecipientMailbox string 125 インバウンド  ト ランスレーシ ョ ンの

出力先メールボッ クスです。

( 次のページへ続く )
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フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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RecipientEMailAddress string 125 インバウンド  ト ランスレーシ ョ ンの

出力先 E メール アドレスです。

ContentType string 255 インバウンド  ト ランスレーシ ョ ンの

出力が含まれている メ ッセージのコン
テンツ  タイプです。

ContentSubType string 255 インバウンド  ト ランスレーシ ョ ンの

出力が含まれている メ ッセージのコン
テンツ  サブタイプです。

 ( 続き )
Relationship_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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インターチェンジ管理テーブル

はじめに 次の表に、 .PAR ファ イルで使用される、 InterchangeControl_tb のフ ィールドを リ

ス ト します。 これらのフ ィールドの先頭には、 識別コード  INT が付きます。

InterchangeControl_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

PartnerKEY string 10 インターチェンジが属するパートナー
の一意の識別子です。

Direction number 
(integer)

2 インターチェンジの方向を示します。

0 = インバウンド

1 = アウ トバウンド

InterchangeControlKEY string 40 インターチェンジの名前です。

Agency number 
(integer)

2 このインターチェンジに使用する  EDI 
スタンダードです。

Version string 13 このインターチェンジに使用するスタ
ンダード  バージ ョ ンです。

TemplateKEY string 40 このインターチェンジに使用される
パートナー固有のグループ ビルドま

たはブレーク  ト ランスレーシ ョ ン オ
ブジェク トです。

SegmentID string 10 インターチェンジの制御セグメン トの
セグメン ト  ID です (ISA、 UNB、 STX 
など )。

AckExpected number 
(integer)

2 この関係 ( アウ トバウンド ) で定義さ

れているインターチェンジをパート
ナーが受信した結果と して、 システム
が ト レーディング パートナーからの

受信確認を期待するこ とを示します。

HoursOverdue number 
(integer)

2 受信確認を時間切れである とみなすま
での経過時間数を定義します。

AckTemplateKEY string 40 このインターチェンジに使用される受
信確認ビルドまたはブレーク  ト ラン

スレーシ ョ ン オブジェク トです。

( 次のページへ続く )
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AckTransactionSetID string 150 インターチェンジ ( インバウンド ) に
生成された受信確認を示します。

ControlNumber string 255 次のインターチェンジ Control Number 
を生成するために使用するパートナー
関係からの値です。

SequenceCheckType number 
(integer)

2 このインターチェンジに使用する順番
検査のタイプを示します。

0 = なし

1 = 連番

2 = 日付順

3 = 重複

MsgContentType string 125 インターチェンジ データを含むメ ッ

セージを作成する と きに、 " コンテン

ツ  タイプ " フ ィールドを書式化する

ために使用されます。 " アプ リ ケー

シ ョ ン " に初期化されます。

MsgContentSubType string 125 インターチェンジ データを含むメ ッ

セージを作成する と きに、 " コンテン

ツ  サブタイプ " フ ィールドを書式化

するために使用されます。 "EDI" に初

期化されます。

MaxDocsperint number (long) 4 1 つのインターチェンジに含めるこ と

ができる ドキュ メン トの数を決定する
ために、 ト ランスレータに使用されま
す。 0 に初期化されます ( 各インター

チェンジに無制限の数のドキュ メン ト
を含めるこ とができます )。

Mailbox string 125 インバウンドおよびアウ トバウンド処
理で使用される、 定義済みのコ ミ ュニ
ケーシ ョ ン設定を指定します。

EMailAddress string 125 選択されたメールボッ クスが交換ゲー
ト ウェイの場合、 メ ッセージ アドレ

スを識別するために使用されます。

 ( 続き )
InterchangeControl_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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ファンクシ ョナル グループ管理テーブル

はじめに 次の表に、 .PAR ファ イルで使用される、 FunctionalGroupControl_tb のフ ィールド

を リ ス ト します。 これらのフ ィールドの先頭には、 識別コード  GRP が付きます。

FunctionalGroupControl_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

PartnerKEY string 10 ファンクシ ョナル グループが属する

パートナーの一意の識別子です。

Direction number 
(integer)

2 ファンクシ ョナル グループの方向を

示します。

0 = インバウンド

1 = アウ トバウンド

FunctionalGroup
ControlKEY

string 20 ファンクシ ョナル グループの名前

です。

GroupSequenceCheck
Type

number 
(integer)

2 このグループに使用するグループ順番
検査のタイプを示します。

0 = なし

1 = 連番

2 = 日付順

3 = 重複

Agency number 
(integer)

2 このファンクシ ョナル グループに使

用する  EDI スタンダードです。

Version string 13 このファンクシ ョナル グループに使

用するスタンダード  バージ ョ ンです。

FunctionalGroupID string 6 このファンクシ ョナル グループの 
EDI スタンダード  ID です (PO、 IN 
など )。

SegmentID string 10 グループの制御セグメン トのセグメン
ト  ID です (GS、 UNG、 BAT など )。

( 次のページへ続く )
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TemplateKEY string 40 このファンクシ ョナル グループに使

用されるパートナー固有のグループ 
ビルドまたはブレーク  ト ランスレー

シ ョ ン オブジェク トです。

AckExpected number 
(integer)

2 この関係 ( アウ トバウンド ) で定義さ

れているグループをパートナーが受信
した結果と して、 システムが ト レー
ディング パートナーからのファンク

シ ョナル受信確認を期待するこ とを示
します。

HoursOverdue number 
(integer)

2 受信確認を時間切れである とみなすま
での経過時間数を定義します。

AckTemplateKEY string 40 このファンクシ ョナル グループに使

用される受信確認ビルドまたはブレー
ク  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト

です。

AckTransactionSetID string 150 ファンクシ ョナル グループ ( インバ

ウンド ) に生成された受信確認を示し

ます。

ControlNumber string 255 次のグループ Control Number を生成

するために使用するパートナー関係か
らの値です。

NumberTransFrom
Group

number 
(integer)

2 グループの ト ランザクシ ョ ン  セッ ト

数です。

TransControlNumber
Format

number 
(integer)

2 ト ランザクシ ョ ン Control Number の
書式です。

TransSequenceCheck
Type

number 
(integer)

2 このグループの ト ランザクシ ョ ン  
Control Number の番号付けに使用する

順番検査のタイプを示します。

0 = なし

1 = 連番

2 = 日付順

TransControlNumber string 255 ト ランザクシ ョ ン Control Number 
です。

 ( 続き )
FunctionalGroupControl_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



パートナー ファイルの配置 一般的なエンベロープ セグメン ト  テーブル E - 19
一般的なエンベロープ セグメン ト  テーブル

はじめに 次の表に、 .PAR ファ イルで使用される、 GenericEnvelopeSegment_tb のフ ィール

ドを リ ス ト します。 これらのフ ィールドの先頭には、 識別コード  ENV が付き

ます。

GenericEnvelopeSegment_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法

EnvelopeLevel number 
(integer)

2 予約フ ィールドです。

PartnerKEY string 10 予約フ ィールドです。

Description string 40 予約フ ィールドです。

Direction number 
(integer)

2 予約フ ィールドです。

ControlNumber string 255 予約フ ィールドです。

Field1 string 40 予約フ ィールドです。

Field2 string 40 予約フ ィールドです。

Field3 string 40 予約フ ィールドです。

Field4 string 40 予約フ ィールドです。

Field5 string 40 予約フ ィールドです。

Field6 string 40 予約フ ィールドです。

Field7 string 40 予約フ ィールドです。

Field8 string 40 予約フ ィールドです。

Field9 string 40 予約フ ィールドです。

Field10 string 40 予約フ ィールドです。

Field11 string 40 予約フ ィールドです。

Field12 string 40 予約フ ィールドです。

Field13 string 40 予約フ ィールドです。

Field14 string 40 予約フ ィールドです。

( 次のページへ続く )
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Field15 string 40 予約フ ィールドです。

Field16 string 40 予約フ ィールドです。

Field17 string 40 予約フ ィールドです。

Field18 string 40 予約フ ィールドです。

Field19 string 40 予約フ ィールドです。

Field20 string 40 予約フ ィールドです。

Field21 string 40 予約フ ィールドです。

Field22 string 40 予約フ ィールドです。

Field23 string 40 予約フ ィールドです。

Field24 string 40 予約フ ィールドです。

Field25 string 40 予約フ ィールドです。

Field26 string 40 予約フ ィールドです。

Field27 string 40 予約フ ィールドです。

Field28 string 40 予約フ ィールドです。

Field29 string 40 予約フ ィールドです。

Field30 string 40 予約フ ィールドです。

SubCountField string 18 予約フ ィールドです。

ControlNumberLength number 
(integer)

2 予約フ ィールドです。

Field31 string 255 予約フ ィールドです。

Field32 string 255 予約フ ィールドです。

Field33 string 255 予約フ ィールドです。

Field34 string 255 予約フ ィールドです。

Field35 string 255 予約フ ィールドです。

Field36 string 25540 予約フ ィールドです。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
GenericEnvelopeSegment_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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Field37 string 255 予約フ ィールドです。

Field38 string 255 予約フ ィールドです。

Field39 string 255 予約フ ィールドです。

Field40 string 255 予約フ ィールドです。

 ( 続き )
GenericEnvelopeSegment_tb

フ ィールド名 型 サイズ 使用法
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パートナー テーブル インポート  ファイルと

パートナー テーブル エクスポート  ファイル0

概要

はじめに パート ナー インポート およびエクスポート  ファ イルと 同様、 テーブル エクス

ポート およびインポート  ファ イルは、 自由書式の ASCII テキスト  ファ イルです。

フィ ールド が可変長であるため、各フィ ールド を  16 進数 01 で区切る  ( 分割する ) 
必要があ り ます。 照合エクスポート  ファ イルの既定のファイル拡張子は .LKP で
す。 ク ロス リ ファレンス  ファ イルの既定のファイル拡張子は ".XRF" です。

.LKP および .XRF ファ イルには、 パートナー テーブルのデータベース  テーブル

からの情報が含まれます。 各テーブルは、 3 文字のコード と  16 進数 01 の区切文

字によって識別されます。

次の項では、 パートナー テーブル ファ イルを構成するパートナー データベース  
テーブルの特定フ ィールドの配置について説明します。

メモ
これらのファ イルを作成するには、 テキス ト  エディ タ  ( メモ帳など ) を使用し
ます。
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照合テーブル

はじめに 次の表に、 .LKP ファ イルで使用される、 Lookup_tb のフ ィールドを リ ス ト しま
す。 必須フ ィールドは、 アスタ リ スク  (*) で示します。

フ ィールド 説明

PartnerKEY* パートナーの一意の識別子です。

TableCode 照合テーブルの場合、 値は [L] です。

TableName* テーブル選択リ ス トに表示されるテーブル名です。 分
かりやすい名前にします。

Item* インバウンド処理またはアウ トバウンド処理の際に、
データ内で照合する値です。

Description アイテムに関する簡単な説明です。

Text1、 Text2、 Text3、
Text4

このテーブルを使用する ト ランスレーシ ョ ン  オブ

ジェク トで必要となる追加の参照情報です。
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クロスリファレンス テーブル

はじめに 次の表に、 .XRF ファ イルで使用される、 CrossReference_tb のフ ィールドを リ ス
ト します。 必須フ ィールドは、 アスタ リ スク  (*) で示します。

フ ィールド 説明

PartnerKEY* パートナーの一意の識別子です。

TableCode ク ロス リ ファレンス  テーブルの場合、 値は [C] です。

TableName* テーブル選択リ ス トに表示されるテーブル名です。 分
かりやすい名前にします。

MyItem* パートナーのデータ値に対応するユーザーのデータ値
です。

PartnerItem* ユーザーのデータ値に対応するパートナーのデータ値
です。

Description アイテムに関する簡単な説明です。

Text1、 Text2、 Text3、
Text4

このテーブルを使用する ト ランスレーシ ョ ン  オブ

ジェク トで必要となる追加の参照情報です。
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Gentran:Server ユーティ リティ 0

概要

はじめに この項では、 次の追加 Gentran:Server ユーティ リ ティ  プログラムについて説明し

ます。

◗ GNTSTART.EXE
◗ TOMULTI.EXE
◗ TXTRACE.EXE
◗ GICHECK.EXE
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GNTSTART.EXE ユーティ リテ ィ

はじめに Gentran:Server の GNTSTART.EXE ユーティ リ ティ を使用する と、 任意のプライマ

リ  Gentran システム  コント ローラまたはセカンダリ  コント ローラで Gentran:Server 
処理 ( インポート、 エクスポート、 送受信、 自動処理プロセス管理セッシ ョ ン、

オーディ ッ ト  メ ッセージなど ) を呼び出すこ とができます。 指定された処理は、

自動処理プロセス管理セッシ ョ ンから実行する場合のよ うに、 Gentran:Server エ
グゼクティブ サービスのセキュ リ ティ  コンテキス ト内で実行されます。

始める前に GNTSTART.EXE は、 インス トール CD の ¥i386¥utils フォルダに収録されていま

す。 GNTSTART.EXE ユーティ リ ティ を使用できるよ うにするには、

GNTSTART.EXE プログラムを ¥GENSRVNT¥bin フォルダにコピーする必要があ

り ます。

メモ
GNTSTART ユーティ リ テ ィから、 使用可能なすべてのオプシ ョ ンの リ ス ト
を表示するには、 コマンド  プロンプ ト を開いて、 次の手順を実行します。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 MS-DOS コマンド  プロンプ トにアクセスします。

2 ディ レク ト リ  (cd) を  ¥GENSRVNT¥bin フォルダに変更します。

例
cd c:¥GENSRVNT¥bin

3 「gntstart /?」 と入力し、 使用可能なオプシ ョ ンの リ ス ト を表示し

ます。
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GNTSTART の
使い方

GNTSTART.EXE は、 次のいずれかの方法で実行できます。

◗ コマンド  プロンプ トから実行します。

◗ マップ内から  WINEXEC コマンドを使用して呼び出します。 WINEXEC コマ
ンドは、 ト ランスレータの実行中に別のプログラムを実行するコマンドで
す。 拡張ルール論理を使用すれば、 データの有無に基づいてオーディ ッ ト  
メ ッセージを生成するマップを設計するこ と もできます。

参照
拡張ルールおよび WINEXEC コマンドの詳細については、 『アプ リ
ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン ユーザー ガイ ド』 の 「拡張ルールの
使い方」 を参照して ください。

◗ プロセス管理セッシ ョ ンで Exec_Program コマンドを使用して呼び出します。

参照
イベン トの作成方法および Exec_Program セッシ ョ ン コマンドの使用
方法の詳細については、 『ユーザー ガイ ド』 の 「プロセス管理の使い
方」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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GNTSTART 
シンタ ックス

コマンド ラ インでの GNTSTART ユーティ リ ティの実行シンタ ッ クスは、 次のと

おりです。

c:¥GENSRVNT¥bin¥gntstart.exe -M “machine name” -S “system” [action 
parameter] [optional parameter]

メモ
この項にリ ス ト されているパラ メータを入力する と きには、 引用符は必要あ り
ません。

次の表に、 使用可能なパラ メータを リ ス ト します ( 太字になっているパラ メータ

は必須 )。

パラメータ タイプ 説明

-M "MachineName" 動作 GNTSTART.EXE に対してコンピュー

タ名を指定します。 -M に続く  ( 二重

引用符で囲まれた ) 引数は、 処理が実

行されるターゲッ トのネッ ト ワーク  
コンピュータ名です。

メモ
コンピュータ名は、 プライマ リ  
Gentran システム  コン ト ローラ
またはセカンダ リ  コン ト ローラ
にする必要があ り ます。

-S "SystemName" 動作 GNTSTART.EXE に対して 
Gentran:Server システム名を指定しま

す。 -S に続く  ( 二重引用符に囲まれ

た ) 引数は、 システム名です。

メモ
システム名は、 インス トール処理中に
定義されます。 システム名について
は、 [ システム構成 ] の [ システム ] 
タブを参照して ください。

( 次のページへ続く )
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-A "AuditMsgID" "Parm1" 
"Parm2" "Parm3" "Parm4" 
"Parm5" "parm6" "Parm7" 
"Parm8" "Parm9" 
"Parm10" "LocalMachine" 
"User"

動作 オーディ ッ ト  ログに対してユーザー

定義のオーディ ッ ト  メ ッセージを生

成します。

◗ 引数 AuditMsgID は、 Gentran オー
ディ ッ ト  メ ッセージ サブシステ
ムを使用して作成された特定の
ユーザー定義のメ ッセージ ID を
表す数値である必要があ り ます。

◗ 引数 Parm (Parm1、 Parm2、
Parm3、 ... Parm10) は、 オー
ディ ッ ト  メ ッセージに挿入され
るデータを表します。 たとえば、
オーディ ッ ト  メ ッセージのメ ッ
セージ テキス トに %1、 %2、 %3、
... %10 とい う変数が含まれている
場合は、 引数 Parm1、 Parm2、
Parm3、 ... Parm10 によ り指定され
る値が、 オーディ ッ ト  メ ッセー
ジの書き込み時にこれらの変数に
展開されます。

メ モ
引数 Parm は、 オプシ ョ ンです。
ただし、 この引数に値を指定しな
い場合も、 引数の代わりに、 空の
二重引用符を挿入して ください。

◗ 引数 LocalMachine は、 オプシ ョ
ンです。 オーディ ッ ト  メ ッセー
ジと共にオーディ ッ ト  ログに書
き込まれる追加情報を表します。

◗ 引数 User は、 オプシ ョ ンです。
引数 LocalMachine と同様、 オー
ディ ッ ト  ログに書き込まれる追
加情報を表します。

メモ
-M パラ メータでは、 オー
ディ ッ ト通知サーバーが常駐す
るプライマ リ  Gentran システム 
コン ト ローラのコンピュータ名
を定義する必要があ り ます。

参照
ユーザー定義のオーディ ッ ト  
メ ッセージを作成する方法の詳
細については、 「オーディ ッ ト  
メ ッセージの追加方法」 を参照
して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
パラメータ タイプ 説明
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-G "Mailbox" 動作 指定されたメールボッ クスの受信セッ
シ ョ ンを呼び出します。

-I "ImportFile" 動作 指定されたファイル名に対するイン
ポート  セッシ ョ ンを呼び出します。

引数 ImportFile には、 ターゲッ ト  ファ

イルの完全パスとファ イル名を含める
必要があ り ます。

メモ
インポート  セッシ ョ ンからのドキュ
メン トは、 ワークスペース  ブラウザ
ではなく、 アウ ト  ドキュ メン ト  ブラ
ウザにインポート されます。

-P "InboundFile" 動作 指定されたインバウンド  ファ イルの

処理を開始します。

引数 InboundFile には、 ターゲッ ト  
ファ イルの完全パス とファ イル名を含
める必要があ り ます。

-R "RemoteSessionName" 動作 指定されたセッシ ョ ン ファ イルを使

用して、 自動処理プロセス管理セッ
シ ョ ン (UNATTEND.EXE) を リモート  
コンピュータで開始します。

引数 RemoteSessionName は、 自動処

理プロセス管理セッシ ョ ン スク リプ

ト を表しています。 この引数は、
GENSRVNT¥Unattend フォルダに格納

する必要があ り ます。

メモ

◗ この引数には、 ディ レク ト リ また
はパス情報、 および .SES ファ イ
ル拡張子は含めないでください。

◗ UNATTEND.EXE は、 -M パラ メー
タで指定されるコンピュータで呼
び出されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
パラメータ タイプ 説明
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



GNTSTART.EXE ユーティ リテ ィ Gentran:Server ユーティ リテ ィ と  Gentran:Server モジュールF - 8
メモ
すべてのコマンド  パラ メータが引用符で囲まれているこ とを確認します。
コマンド  パラ メータを使用しない場合は、 該当するオプシ ョ ンを  "" (2 個
の二重引用符 ) で指定する必要があ り ます。

( 次のページへ続く )

-V "Mailbox" 
"PartnerName" "DocType"

動作 指定されたメールボッ クス、 パート
ナー名、 ト ランザクシ ョ ン  セッ ト  
(doctype) の送受信セッシ ョ ンを開始

します。

メモ

◗ 3 つの引数は、 すべてオプシ ョ ン
です。 ただし、 Mailbox および 
PartnerName を指定しない場合は、
None の値 を含めてください。 ま
た、 DocType を使用しない場合
は、 空の二重引用符を挿入してく
ださい。

◗ Mailbox または PartnerName のい
ずれか一方のパラ メータしか使用
できません。 使用しない方のパラ
メータには、 None を指定する必
要があ り ます。

◗ Mailbox および PartnerName には、
None および All パラ メータを指定
できます。

◗ DocType には、 種類を指定する
か、 All パラ メータを使用して く
ださい。

-X "ExportFile" "Partner" 
"DocType"

動作 指定されたパートナーまたは ト ランザ
クシ ョ ン セッ ト  (doctype) のエクス

ポート  セッシ ョ ンを開始し、 指定さ

れたファイルにエクスポート します。

◗ 引数 ExportFile は、 必須です。 こ
の引数には、 ターゲッ ト  ファ イ
ルの完全パス とファ イル名を含め
る必要があ り ます。

◗ 引数 Partner および DocType 
(TransactionSetID) は、 オプシ ョ ン
です。 これらの引数を使用して、
エクスポートする対象を正確に指
定できます。

-W 動作 完了を待ちます。

-D 動作 セッシ ョ ンを削除します。

 ( 続き )
パラメータ タイプ 説明
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バッチ ファイル例 次の例は、 GNTTEST.BAT バッチ ファ イルのコンテンツです。 このバッチ ファ

イルは、 ユーザー インターフェイス  ク ラ イアン ト またはコン ト ローラで実行で

きますが、 実行される と、 GNTSTART.EXE は、 すべての処理をプライマ リ  
Gentran システム コン ト ローラで行います。

次の例では、 Gentran システムの名前は GentranSystem で、 プライマ リ  Gentran シ
ステム  コン ト ローラがインス トールされているコンピュータの名前は RADIX で
す。 GNTSTART.EXE とバッチ ファ イル (GNTTEST.BAT) は、 どちら もユーザー 
インターフェイス  ク ラ イアン ト  コンピュータの GENSRVNT\bin フォルダ内に格

納されています。

GNTTEST.BAT のコンテンツ
REM Issue audit message 1000 (message text = "User batch file 

processing %1 is starting")
gntstart.exe -M "RADIX" -S "GentranSystem" -A "1000" "Inbound Data" 

"" "" "" "" "" "" "" "" ""

REM Process the inbound EDI file
gntstart.exe -M "RADIX" -S "GentranSystem" -P 

"¥¥RADIX¥GENSRVNT¥tutorial¥pettest.int"

REM Export all data in the InDocs
gntstart.exe -M "RADIX" -S "GentranSystem" -X 

"¥¥RADIX¥GENSRVNT¥exports¥purchaseorder.txt"

REM Issue audit message 1001 (message text = "User batch file 
processing %1 is ending")

gntstart.exe -M "RADIX" -S "GentranSystem" -A "1001" "Inbound Data" 
"" "" "" "" "" "" "" "" ""

説明
このバッチ ファ イルを実行する と、 次の 4 つの処理が行われます。

◗ バッチ処理が開始されたこ とを示すオーディ ッ ト  ログ メ ッセージが生成さ
れます (Gentran オーディ ッ ト  メ ッセージ サブシステムを使用して作成され
るユーザー定義のオーディ ッ ト  メ ッセージ )。

◗ EDI ファ イルのインバウンド処理が実行されます。

◗ イン ドキュ メン ト  ブラウザに格納されている適合データすべてがエクス
ポート されます。

◗ バッチ処理が完了したこ とを示すオーディ ッ ト  ログ メ ッセージが生成され
ます ( 再度、 Gentran オーディ ッ ト  メ ッセージ サブシステムを使用して作成
されるユーザー定義のオーディ ッ ト  メ ッセージ )。

WINEXEC 例 winexec 拡張ルールを使用したマップ内からの GNTSTART.EXE の実行例です。

次の拡張ルールを呼び出すと、 GNTSTART.EXE が実行され、 オーディ ッ ト  メ ッ

セージが生成されます。

winexec("d:¥GENSRVNT¥bin¥gntstart.exe -M RADIX -S GentranSystem -A 
1000 InboundData '' '' '' '' '' '' '' '' ''",1);
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TOMULTI.EXE ユーティ リテ ィ

はじめに 1 つのテキス ト  ファ イルを複数のテキス ト  ファ イルに分割するためのユーティ

リ ティ  プログラムです。 TOMULTI ユーティ リ ティの書き込み先の出力ファイル

は、 定義ファイルによって構成されます。 定義ファ イルでは、 各出力ファ イル
に レコード  ID ( タグ ) が関連付けられています。 TOMULTI ユーティ リ テ ィは、

入力ファイルを処理する前に、 この定義ファ イルを読み込みます。 次に、 入力
ファ イルをスキャンし、 定義ファイルで定義されている  レコード  ID を検索しま

す。 レコード  ID を見つける と、 関連付けられている出力ファ イルにレコードを

書き込みます。

使用法 tomulti [<InputFile>] [<DefinitionFile>] [-D]

コマンド ライン引数 TOMULTI ユーティ リ ティのコマンド ラ イン引数は、 次のとおりです。

InputFile 複数のファ イルに分割するファ イルの名前です。

DefinitionFile 出力ファイルの名前、 および出力ファ イルに関連付けら
れているレコード  ID のリ ス トが含まれているファ イル
です。 レコード内でのレコード  ID の開始位置情報を含
めるこ と もできます。 開始位置情報がない場合は、 既定
でレコード  ID の開始位置は 1 ( 先頭 ) になり ます。

-D 出力ファイルにレコードを書き込む前に、 レコードから
レコード  ID を削除します。 このコマンド ラ イン引数は、
オプシ ョ ンです。

例 tomulti purchaseorder.txt purchaseorder.def

( 次のページへ続く )
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定義ファイル 定義ファイルには、 出力ファイルのリ ス ト と、 それらの出力ファ イルに関連付
けられているレコード  ID のコンマ区切り リ ス トが含まれています。 各レコード  
ID の開始位置情報を含めるこ と もできます。 これによ り、 レコードの先頭以外

の場所 ( レコード中 ) にレコード  ID を埋め込むこ とができます。 レコード  ID と
その開始位置情報を区切るには、 コロンを使用します。 開始位置情報がない場
合は、 既定でレコード  ID の開始位置は 1 ( 先頭 ) にな り ます。

制限
定義ファイル内では、 大 60 個の出力ファイルを定義できます。 各出力
ファ イルには、 大 30 個のレコード  ID を関連付けるこ とができます。

定義フ ァ イルの配置

使用例 定義フ ァ イル (purchaseorder.def)
C:¥Dropoff¥Accounting.txt,BEG,DTM, PO1,PID,ITA,CTT
C:¥Dropoff¥CustomerInfo.txt, N1,N3,N4

入力フ ァ イル (purchaseorder.txt)
BEG*01*02*10000654321**000704~
DTM*002*000730~
N1*ST*DENIM JEAN CO~
N3*501 BLUEJEAN WAY *505 LOOSEFIT DRIVE ~
N4*LEVI*AZ*86005~
PO1*0123456789*10*EA*15**BP*555666411~
PID*A****FLARE BOTTOM JEANS~
ITA*A***CC***1000~
CTT*1~

コマン ド ライン
Tomulti.exe purchaseorder.txt purchaseorder.def

結果の出力フ ァ イル
C:¥Dropoff¥Accounting.txt

BEG*01*02*10000654321**000704~
DTM*002*000730~
PO1*0123456789*10*EA*15**BP*555666411~
PID*A****FLARE BOTTOM JEANS~
ITA*A***CC***1000~
CTT*1~

C:¥Dropoff¥CustomerInfo.txt

N1*ST*DENIM JEAN CO~
N3*501 BLUEJEAN WAY *505 LOOSEFIT DRIVE ~
N4*LEVI*AZ*86005~

[OutputFile1],[RecordID]:[RecordIDStartPosition] ,..up to 30 rec IDs
[OutputFile2],[RecordID]:[RecordIDStartPosition] ,..up to 30 rec IDs
. . . .
. . . .
up to 60 output files
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TXTRACE.EXE ユーティ リテ ィ

はじめに TXTRACE.EXE ユーティ リ テ ィは、 ダイアログ ベースのアプリ ケーシ ョ ンで、

ト ランスレータが ト レース  ファ イルの作成を開始する と きに使用するレジス ト

リ  キーを設定およびク リ アします。 この ト レース  ファ イルには、 Gentran:Server 
ト ランスレータによ り現在使用されている入力ファ イル、 出力ファイル、 およ
びト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト  ファ イルを表すエン ト リが含まれます。 ま

た、 ト ランスレータがデータの入力ブロ ッ ク  ( レコード、 セグメン ト 、 XML タ
グ、 PCDATA など ) をマップ オブジェク ト と照合しよ う とする度に、 それを示

すエン ト リが ト レース  ファ イルに記録されます。 ト レース  ファ イルは、 通常、

Gentran:Server サポートによって使用され、 ト ランスレータが入力ファイルから

のデータをソース  マップおよびト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トで定義された

マップ オブジェク ト と正常に照合しているかど うかを確認します。

GNTXEng.EXE 
との連携

GNTXEng.EXE は、 インバウンド  データの ト ランスレーシ ョ ンを行う  
Gentran:Server COM コンポーネン トです。 GNTXEng.EXE プログラムは、

TX32.EXE (Gentran:Server ト ランスレータ ) が使用するレジスト リ  キーと 同じレジ

スト リ  キーを使用して、 ト レース  ファ イルを作成すべきかどう かを決定します。

レジス ト リ  キー設定に TXTRACE.EXE が使用され、 ト レース  パスおよびファ イ

ル名が定義されている場合、 GNTXEng.EXE プログラムは、 ファ イル名とファ イ

ル拡張子の間に .GNTX を挿入して、 定義されたファイル名を変更します。 その

後、 ト レース情報をそのファイルに書き込みます。

例
c:¥GENSRVNT¥mytrace.txt の ト レース  ファ イル パスと名前を定義した場合は、
TX32.EXE がファイルを作成し、 それに書き込みます。 GNTXEng.EXE によ り、
c:¥GENSRVNT¥mytrace.gntx.txt という名前のファイルが作成され、 この ト レー
ス  ファ イルに情報が XML (eXtensible Markup Language) 形式で書き込まれます。

GNTXEng.EXE では、 TX32.EXE が使用する  *.IPC ファ イルを使用しません。 こ
のため、 COMMPOST.EXE によ り  GNTXEng.EXE が呼び出される と、 *.IPC ファ
イルに書き込まれていた情報は、 インターフェイスを通過します。 この情報は、
エンド  ユーザー ( およびサポート ) がアクセスできないため、 この時点で ト レー
ス  ファ イルに書き込まれます ( ト レースがアクティブになっている場合 )。

始める前に TXTRACE.EXE は、 インス トール CD の ¥i386¥utils フォルダに収録されていま

す。 TXTRACE.EXE ユーティ リ ティ を使用できるよ うにするには、

TXTRACE.EXE プログラムを  ¥GENSRVNT¥bin フォルダにコピーする必要があ

り ます。
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GICHECK.EXE ユーティ リテ ィ

はじめに GICHECK.EXE (Gentran 整合性チェッ ク ) ユーティ リ ティは、 ダイアログ ベース

のアプリ ケーシ ョ ンで、 Gentran データベース  テーブルとファ イル システムとの

整合性を一定の基準に基づいてチェッ ク します。 現在、 GICHECK.EXE ユーティ

リ ティでは、 インターチェンジ オブジェク ト 、 ドキュ メン ト  オブジェク ト 、 添

付オブジェク トの整合性チェッ クがサポート されています。 オブジェク ト とは、
データベース  テーブル エン ト リ  ( および関連付けられているすべてのデータ

ベース  テーブル エン ト リ ) または Gentran データ  ス ト ア ディ レク ト リ構造内の

ファ イルと して定義されます。

メモ
GICHECK.EXE ユーティ リ ティは、 プライマ リ  Gentran システム  コン ト ローラで
実行して ください。

チェッ ク対象の各オブジェク トのタブの付いたダイアログ ボッ クスで、 3 つの基

本オプシ ョ ンを選択できます。 1 つ目のオプシ ョ ンでは、 整合性チェッ クを実行

できます ([ 不整合の検索 ] ボタンをク リ ッ ク )。 2 つ目のオプシ ョ ンでは、 [ 不整

合の検索 ] チェッ クで見つかったすべての不整合オブジェク ト を削除するこ とが

できます。 3 つ目のオプシ ョ ンでは、 [ 不整合の検索 ] チェッ クで見つかった行

のうち、 選択した行だけを削除できます。

参照
整合性チェッ クおよび削除処理対象の詳細については、 「整合性チェッ クの オプ
シ ョ ン」 を参照して ください。

GICHECK.EXE ユーティ リ ティは、 コマンド ラ インから も実行できます。

参照
コマンド ラ インからユーティ リ ティ を実行する方法の詳細については、 「コマン
ド ラ インからの GICHECK.EXE の使い方」 を参照して ください。

また、 GICHECK.EXE ユーティ リ ティによ り見つかった不整合オブジェク トのレ
ポート を作成するこ と もできます。

参照
詳細については、 「レポート生成のオプシ ョ ン」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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始める前に GICHECK.EXE は、 インス トール CD の ¥i386¥utils フォルダに収録されていま

す。 GICHECK.EXE ユーティ リ ティ を使用できるよ うにするには、 プライマ リ  
Gentran システム コン ト ローラの GICHECK.EXE プログラムをプライマ リ  
Gentran システム コン ト ローラの ¥GENSRVNT¥bin フォルダにコピーする必要

があ り ます。

プライマ リ  Gentran システム コン ト ローラで GICHECK.EXE ユーティ リ ティは、

Gentran:Server システムを実行していないと きに実行して ください。 チェ ッ ク処

理中に、 ファ イルまたはデータベース  エン ト リが作成または更新される と、

GICHECK.EXE ユーティ リ ティは、 ファ イルおよびデータベース  エン ト リの整

合性を正し くチェッ クするこ とができません。

メモ
GICHECK.EXE ユーティ リ ティは、 ユーザー インターフェイス  ク ライアン トの
コンピュータでは実行できません。 GICHECK.EXE ユーティ リ ティ をプライマ リ  
Gentran システム  コン ト ローラ以外のコンピュータで実行しよ う と した り  ( 通常、
Store ディ レク ト リの場所はローカル パスであるため )、 別の Gentran:Server コン
ピュータで実行する と、 GENSRVNT\Store ディ レク ト リがローカル コンピュー
タに存在しないため、 Attachment_tb データベースのすべてのエン ト リが不整合
とみなされます。 また、 GICHECK.EXE ユーティ リ ティ をプライマ リ  Gentran シ
ステム  コン ト ローラ以外のコンピュータで実行しよ う とする と、 エラーが表示
され、 プログラムが終了します。

Store ディ レク ト リが、 プライマ リ  Gentran システム コン ト ローラ以外のコン

ピュータに存在する場合は、 そのコンピュータから  GICHECK.EXE ユーティ リ

ティ を実行する必要があ り ます。 ただし、 GICHECK.EXE ユーティ リ テ ィは、 プ

ライマ リ  Gentran システム コン ト ローラで実行された場合に 高のパフォーマン

スが発揮されるよ うに設計されています。

( 次のページへ続く )
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整合性チェ ックの
オプシ ョ ン

この項では、 [ 不整合の検索 ]、 [ ファ イルを削除 ]、 および [ 行を削除 ] オプシ ョ

ンについて説明します。

[ 不整合の検索 ] のオプシ ョ ン  1 ( 行を削除 )
このオプシ ョ ンを選択する と、 ファ イルを参照する  Gentran データベースのテー
ブルすべてをチェッ クするこ とができます。 参照されているファ イルが存在し
ない ( 参照先の場所にファイルが存在しない ) 場合は、 テーブルの該当するエン
ト リに不整合のマークが付きます。

チェッ クを実行した同じダイアログ ボッ クスで [ 行を削除 ] オプシ ョ ンを選択す

る と、 不整合のマークが付けられたエン ト リ をすべて削除するこ とができます。

メモ
レポート  ファ イルが存在しな くてもデータベース  テーブル エン ト リ を削除する
十分な理由とはならないため、 ファ イルが存在しない場合でも、 ト ランスレー
シ ョ ン  レポート  ファ イルを参照するテーブル エン ト リには、 不整合のマークは
付きません。

GICHECK.EXE ユーティ リ ティによ りチェッ ク される  Gentran データベース  テー
ブルは、 次のとおりです。

◗ Interchange_tb
◗ Document_tb
◗ Attachment_tb

メモ
[ 行を削除 ] オプシ ョ ンを選択する と、 [ 不整合の検索 ] チェッ クによ り見つかっ
たすべての不整合データベース  テーブル エン ト リ を削除するこ とができます。
不整合な行は、 存在しない 1 つまたは複数のファ イルを参照しています。 データ
ベースからエン ト リが削除される と、 Gentran データベース内の参照整合性を維
持するために、 関連するエン ト リ もすべて削除されます。 たとえば、
Interchange_tb のエン ト リが削除される と、 Document_tb、 Track_tb、 Group_tb、
InterchangeAuditEntry_tb、 および DocumentAuditEntry_tb に含まれる、 そのイン
ターチェンジに関連付けられているすべてのエン ト リ、 およびエン ト リが参照
しているすべてのファイルが削除されます。

インターチェンジにドキュ メン トが 1 つしか存在せず、 そのドキュ メン ト を表す

エン ト リが Document_tb から削除される と、 ドキュ メン ト と共に、 インターチェ

ンジとそれに関連付けられているエン ト リ もすべて削除されます。Attachment_tb 
のエン ト リが削除される と、 その添付に関連付けられている  File_tb のすべての

エン ト リが削除されます。

見つかったすべての不整合オブジェク トのレポート を生成する場合は、 削除オ
プシ ョ ンを実行する前に生成します。 削除オプシ ョ ンを実行する と、 不整合な
行を ト ラ ッ クするために使用される内部リ ス トが空になり、 正確なレポート を
生成できな くな り ます。

( 次のページへ続く )
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整合性チェ ックの
オプシ ョ ン ( 続き )

[ 不整合の検索 ] のオプシ ョ ン  2 ( フ ァ イルを削除 )
テーブルが参照するディ レク ト リ構造内にあるすべてのファイルが検証されま
す。 検証されたファイルが、 対応するデータベース  テーブルに存在しない場合
は、 ファ イルに不整合のマークが付きます。 チェ ッ クを実行した同じダイアロ
グ ボッ クスで [ ファ イルを削除 ] オプシ ョ ンを選択する と、 不整合のマークが付
けられたファイルをすべて削除するこ とができます。 GICHECK.EXE ユーティ リ
ティによ りチェ ッ ク されるディ レク ト リは、 次のとおりです。

◗ Documents
◗ IntIn
◗ IntOut
◗ TranRpt
◗ Store

メモ
[ ファ イルを削除 ] オプシ ョ ンを選択する と、 [ 不整合の検索 ] チェッ クによ り見
つかったすべての不整合ファイルを削除するこ とができます。 不整合ファ イル
とは、 Gentran:Server ディ レク ト リ構造 ( 実行しているチェッ クに従って、 IntIn、
IntOut、 Documents、 TranRpt、 または Store ディ レク ト リ ) に存在するが、 その
ファ イルを参照する関連付けられているデータベース  エン ト リ を持たないファ
イルを指します。

このユーティ リ ティによ り、 外部データ  テーブルと  ExternalData ディ レク ト リに
不整合ファ イルが存在するかど うかを確認するこ と もできます。

見つかったすべての不整合オブジェク トのレポート を生成する場合は、 削除オ
プシ ョ ンを実行する前に生成します。 削除オプシ ョ ンを実行する と、 不整合な
ファ イルを ト ラ ッ クするために使用される内部リ ス トが空になり、 正確なレ
ポート を生成できな くな り ます。

[ ファ イルを削除 ] オプシ ョ ンでは、 後のファ イルが削除されて空になった
フォルダも削除されます。

レポート生成のオプシ ョ ン
[ 不整合の検索 ] チェッ クの実行後、 ダイアログ ボッ クスの [ レポート ] ボタン
をク リ ッ クする と、 すべての不整合ファイルおよび不整合行のレポート  ファ イ
ルを生成するこ とができます。

メモ
レポートは、 必ず削除オプシ ョ ンを実行する前に生成してください。 削除オプ
シ ョ ンを実行する と、 見つかった不整合オブジェク トの内部リ ス トが空にな り、
正確なレポート を生成できな くな り ます。

( 次のページへ続く )
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コマンド ラインから
の GICHECK.EXE 
の使い方 

GICHECK.EXE ユーティ リ ティは、 コマンド ラ インから も実行できます。 この項

では、 使用可能なコマンド とそのシンタ ッ クスについて説明します。

シンタ ッ クス
GICheck.exe Command:SubCommand[[:SubCommand]:SubCommand]

コマン ド
次の表に、 使用可能なコマンド とその機能を示します。

サブコマン ド
次の表に、 使用可能なサブコマンド とその機能を示します。

例
GICheck.exe /DOC:DF:DD:FR /INT:DD:DF:FR /ATT:FR

この例では、 GICHECK.EXE ユーティ リ ティによ り、 ドキュ メン ト  チェッ ク、

インターチェンジ チェッ ク、 および添付チェッ クが実行されます。 ドキュ メン

トおよびインターチェンジ チェッ クでは、 すべての不整合なファイルおよび

データベース  エン ト リが削除され、 整合性チェッ ク  レポートが生成されます。

添付チェッ クでは、 レポートが生成されるだけです。

コマンド 機能

/DOC ドキュ メン ト  ファ イルとデータベースの整合性をチェッ ク し

ます。

/INT インターチェンジ ファ イルとデータベースの整合性をチェッ

ク します。

/ATT 添付ファイルとデータベースの整合性をチェッ ク します。

サブコマンド 機能

FR GICHECK.EXE ユーティ リ ティが呼び出されたディ レク ト リ

に完全なレポート を生成します。 このレポートには、 整合性
チェッ クによ り見つかったすべての不整合なファイルおよび
データベース  エン ト リの リ ス トが含まれます。 レポートの

ファ イル名は、 実行されているコマンドによって異な り ます。

例 :

◗ /DOC = DocumentReport.txt
◗ /INT = InterchangeReport.txt
◗ /ATT = AttachmentReport.txt

DD すべての不整合なデータベース  エン ト リ を削除します。

DF すべての不整合なファイルを削除します。
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XPROCESS ユーティ リテ ィ

はじめに XPROCESS ユーティ リ ティは、 データの送受信時に使用する外部データ  プロ

セッサです。 通常、 ト レーディング パートナーとの間でデータを送受信できる

よ うに準備する場合に使用します。 XPROCESS ユーティ リ ティは、 配送ルール

のコマンド ラインで呼び出します。

例
ト レーディング パートナーが使用する  VAN では、 データの各行がキャ
リ ッジ リ ターンと ラ イン フ ィードで終了しているこ とが想定されていま
す。 しかし、 こちらのデータは波形記号 (~) で終わっています。 そこで、
XPROCESS ユーティ リ ティ を使用して、 この波形記号をキャ リ ッジ リ
ターン / ラ イン フ ィードに変換します。

メモ
近 Gentran:Server を購入した場合は、 類似の機能を持つ Xprocess DLL 

エージェン ト を使用するこ とをお勧めします。

シンタ ックス XPROCESS ユーティ リ ティのシンタ ッ クスは次のとおりです。

XPROCESS [option] [Parameter1] [Parameter2] [Parameter3]

パラメータ XPROCESS ユーティ リ ティでは、 次のオプシ ョ ン  パラ メータを使用できます。

メモ
< ファ イル名 > パラ メータを使用する場合は、 完全パス とファ イル名を指
定する必要があ り ます。 ただし、 EXE デリバリ  エージェン ト を使用して
このユーティ リ ティ を呼び出した場合は、 この指定は不要です。 この場合
に必要となるのは、 ファ イル名を表す $Filename トークンのみです。

オプシ ョ ン 説明

-0 指定された 16 進文字 [16 進数値 1] を別の 16 進文字 [16 進数値 
2] に変換します。

使用法
xprocess -0 <hexValue1> <hexValue2> <filename>

-1 [ ファ イル名 ] に指定したファイルをデータの先頭に追加しま

す。 このオプシ ョ ンは、 データを  AT&T GMS ネッ ト ワークに

送信する際のプリプロセッサと して使用します。

使用法
xprocess -1 <inputfile1> <inputfile2> <outputfile>

( 次のページへ続く )
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-2 波形記号、 キャ リ ッジ リ ターン、 およびライン フ ィードを 
1 つのキャ リ ッジ リ ターンで置き換えます。 このオプシ ョ ン

は、 データを  GEIS ネッ ト ワークに送信する際のプリプロセッ

サと して使用します。

使用法
xprocess -2 <filename>

-3 すべてのキャ リ ッジ リ ターンを波形記号で置き換え、 すべて

のライン フ ィードを削除します。 このオプシ ョ ンは、 GEIS 
ネッ ト ワークからデータを受信する際のプリプロセッサと し
て使用します。

使用法
xprocess -3 <filename>

-4 すべてのキャリ ッ ジ  リ ターンと ライン  フィ ード を削除します。

使用法
xprocess -4 <filename>

-5 すべてのキャ リ ッジ リ ターンと ラ イン フ ィードを削除し、

ファ イルの 後に 16 進文字 0x1A を  1 つ追加します。 このオ

プシ ョ ンは、 TDSI ネッ ト ワーク用のプリプロセッサと して使

用します。

使用法
xprocess -5 <filename>

-6 16 進文字 0x1A をすべて削除します。このオプショ ンは、 TDSI 
ネッ ト ワーク用のプリポス トプロセッサと して使用します。

使用法
xprocess -6 <filename>

-7 GM ヘッダーおよびト レーラ  レコードを追加して、 すべての

キャ リ ッジ リ ターンおよびライン フ ィードを削除します。 こ

のオプシ ョ ンは、 GM 用のプリプロセッサと して使用します。

ヘッダー用に THS および THD セグメン ト 、 ト レーラ用に 
TTR が作成されます。

使用法
xprocess -7 <youruserid> <theiruserid> 
<fileonGMsystem>

-8 波形記号、 キャ リ ッジ リ ターン、 およびライン フ ィードを 
1 つのキャ リ ッジ リ ターンで置き換えます。 このオプシ ョ ン

は、 データを  MCI ネッ ト ワークに送信する際のプリプロセッ

サと して使用します。

使用法
xprocess -8 <filename>

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
オプシ ョ ン 説明
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-9 すべてのライン フ ィードを 1 つの波形記号で置き換えます。

このオプシ ョ ンは、 MCI ネッ ト ワークからデータを受信する

際のプリプロセッサと して使用します。

使用法
xprocess -9 <filename>

-10 すべてのキャ リ ッジ リ ターンをキャ リ ッジ リ ターン / ライン 
フ ィードで置き換えます。 このオプシ ョ ンは、
COMMERCE:Network からファ イルを受信する際に使用し

ます。

使用法
xprocess -10 <filename>

-11 16 進文字列を、2 番目に指定した 16 進文字列で置き換えます。

使用法
xprocess -11 <hexString1> <hexString2> <filename>

メモ
各 16 進文字列値には、 プレフ ィ ッ クス  0x と、 末尾に 
2 桁の 16 進値が必要です。 プレフ ィ ッ クス と  2 桁の 
16 進値を合わせて、 16 進文字 1 つとみなされます。

例 1
オプシ ョ ン -11 を使用したコマンド ラ インの例を示しま
す。 このコマンドを実行する と、 すべての ~CRLF が
~ ( 波形記号 ) に変換されます。

c:¥gensrvnt¥bin¥xprocess.exe -11 0x7e0x0d0x0a 
0x7e inputfile.txt

この例では、 1 番目の文字列に 3 つの 16 進文字 (0x7e、
0x0d、 および 0x0a) が含まれており 、 2 番目の文字列に 1 つ
の 16 進文字 (0x7e) が含まれています。 また、 入力ファイ
ルの名前と して inputfile.txt が指定されています。

例 2
実行時に EXE デリバリ  エージェン ト を使用する場合の
コマンド ラ インの例を示します。 このコマンドを実行
する と、 すべての ~CRLF が ~ ( 波形記号 ) に変換され
ます。

/o $Input c:¥gensrvnt¥bin¥xprocess.exe -11 
0x7e0x0d0x0a 0x7e $Input

この例では、 1 番目の文字列に 3 つの 16 進文字 (0x7e、
0x0d、 および 0x0a) が含まれており 、 2 番目の文字列に 1 つ
の 16 進文字 (0x7e) が含まれています。 $Input ト ークンに
よって、 入力ファイルの名前が指定されています。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
オプシ ョ ン 説明
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( 次のページへ続く )

-12 指定した 16 進文字列のすべてをファイルから削除します。

使用法
xprocess -12 <hex string> <filename>

-13 [ バイ ト数 ] に指定した増分で、 16 進文字列を入力ファイルに

挿入します。

このオプシ ョ ンは、 ス ト リーム化された EDI データのブロ ッ

クなどに使用します。

使用法
xprocess -13 <NbrBytes> <HexStringToInsert> 
<InputFile>

 ( 続き )
オプシ ョ ン 説明
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追加パラ メータ 次の表に、 XPROCESS ユーティ リ ティの追加パラ メータをま とめます。

パラメータ 説明

16 進数値 1 0x?? 書式の 16 進数値です。 このパラ メータは、 「パラ

メータ」 の表で説明したオプシ ョ ン -0 で、 データ内

で置き換える文字を指定するために使用します。

こ こで、 : こ こで、 ?? は任意の 16 進数値を表します。

16 進数値 2 0x?? 書式の 16 進数値です。 このパラ メータは、 「パラ

メータ」 の表で説明したオプシ ョ ン -0 で、 16 進数値 
1 を置き換える文字を指定するために使用します。

こ こで、 : こ こで、 ?? は任意の 16 進数値を表します。

16 進文字列 1 0x??0x??... 書式の 16 進文字列です。 このパラ メータ

は、 「パラ メータ」 で説明したオプシ ョ ン -11 で使用

します。

こ こで、 : こ こで、 ?? は任意の 16 進数値を表します。

メモ
各 16 進値には、 プレフ ィ ッ クス  0x と、 末尾に 
2 桁の 16 進値が必要です。 プレフ ィ ッ クス と  2 
桁の 16 進値を合わせて、 16 進文字 1 つとみな
されます。

例
0x7e0x0d0x0a

この例は、 3 つの 16 進文字を含む 16 進文字列
を表しています。

16 進文字列 2 0x??0x??... 書式の 16 進文字列です。 このパラ メータ

は、 「パラ メータ」 で説明したオプシ ョ ン -11 で使用

します。

こ こで、 : こ こで、 ?? は任意の 16 進数値を表します。

メモ
各 16 進値には、 プレフ ィ ッ クス  0x と、 末尾に 
2 桁の 16 進値が必要です。 プレフ ィ ッ クス と  2 
桁の 16 進値を合わせて、 16 進文字 1 つとみな
されます。

例
0x7e0x0d0x0a

この例は、 3 つの 16 進文字を含む 16 進文字列を表し

ています。

( 次のページへ続く )
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例 1 この例では、 ト レーディング パートナーから、 セグメン ト を終了するために 
NULL 文字を使用するファ イルが送信されてきた場合を説明します。

Gentran:Server では、 セグメン ト を終了するために波形記号 (~) が使用されるこ と

を想定しています。

元のデータ

ISA*00*          *00*          *08*9275310000
*12*5088947000334
*970812*1133*U*00304*000000132*0*P*><null>GS*GP*001677954*50
88947000334*9
70812*1133*83*T*003040UCS<null>ST*880*000830001<null>

配送ルールのコマン ド ライン
次のコマンド ラ インで、 NULL 文字 (16 進数値 0x00) を波形記号 (16 進数値 0x7E)
で置き換えます。

/o $Input XPROCESS.EXE -0 0x00 0x7E $Input

修正後のデータ

ISA*00*          *00*          *08*9275310000     *12*5088947000334  
*970812*1133*U*00304*000000132*0*P*>~GS*GP*001677954*5088947000334
*9
70812*1133*83*T*003040UCS~ST*880*000830001~

( 次のページへ続く )

ファ イル名 XPROCESS を実行するファ イルの名前を指定します。

このファ イル名は、 コマンド ラ インから  XPROCESS 
を実行する場合にのみ使用されます。 配送ルール内で 
XPROCESS を使用している場合は、 ファ イル名を含

める必要はあ り ません。 ファ イル名は、 メールボッ ク
ス  サーバーによって自動的に渡されます。

バイ ト数 16 進文字列値を挿入する際の既定の増分を指定しま

す。 このパラ メータは、 「パラ メータ」 の表で説明し
たオプシ ョ ン -13 で使用します。

挿入する  16 進文字列 既定の増分で挿入する  16 進文字列値を指定します。

このパラ メータは、 「パラ メータ」 の表で説明したオ
プシ ョ ン -13 で使用します。

パラメータ 説明
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例 2 この例では、 ト レーディング パートナーから、 エレ メン トのセパレータ と して

スラ ッシュ  (/) を使用するファ イルが送信されてきた場合を説明します。

Gentran:Server では、 エレ メン ト  セパレータ と してアスタ リ スク  (*) が使用され

るこ とが想定されています。

元のデータ

ISA/00/          /00/          /08/9275310000     /12/5088947000334  
/970812/1133/U/00304/000000132/0/P/>~GS/GP/001677954/
5088947000334/9
70812/1133/83/T/003040UCS~ST/880/000830001~

配送ルールのコマン ド ライン
次のコマンド ラ インで、 スラ ッシュ文字 (16 進数値 0x5C) をアスタ リ スク  (16 進
数値 0x2A) で置き換えます。

/o $Input XPROCESS.EXE -0 0x5C 0x2A $Input

修正後のデータ

ISA*00*          *00*          *08*9275310000     *12*5088947000334  
*970812*1133*U*00304*000000132*0*P*>~GS*GP*001677954*5088947000334
*9
70812*1133*83*T*003040UCS~ST*880*000830001~
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Gentran:Server モジュール 0

概要

はじめに この項では、 次の Gentran:Server モジュールについて説明します。

◗ AckServer.EXE
◗ AckServerps.DLL
◗ GNTXEng.EXE
◗ GNTXEngps.DLL
◗ TxAckGen.DLL
◗ TxAckGenps.DLL
◗ TxAckRec.DLL
◗ TxAckRecps.DLL
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Gentran:Server モジュール

はじめに 次の表に、 いくつかの Gentran:Server モジュールとその依存関係および使用方法

を示します。

名前 説明 モジュールの使用元 依存関係

AckServer.EXE 受信確認の延期処理の一部を行う  
COM コンポーネン トです。 このコ

ンポーネン トは、 rpcsrv.EXE 
(Gentran エグゼクティブ サービス ) 
によって呼び出されます。
rpcsrv.EXE 内のスレッ ドによ り、 ス

ケジュールに従って AckServer.EXE 
が呼び出されます ( 受信確認の延期

処理スレッ ド )。

AckServer.EXE によ り、

TxAckGen.DLL および 
TxAckRec.DLL が呼び出され、 実際

の受信確認処理が実行されます。

AckServer.EXE は、 out-of-process 
COM コンポーネン トで、 受信確認

処理中に発生する可能性のあるアプ
リ ケーシ ョ ン  エラーから  Gentran エ
グゼクティブ サービスのメモ リ を保

護するために使用されます。

Rpcsrv.EXE は、 受信

確認処理の呼び出しに 
AckServer コンポーネ

ン ト を使用して、 スケ
ジュールされた受信確
認処理の呼び出しを管
理します。

TxAckGen.DLL、
TxAckRec.DLL

AckServerps.DLL AckServer.EXE に関連付けられてい

るプロキシ / スタブ DLL です。

AckServer.EXE の COM 
ク ラ イアン ト

なし

( 次のページへ続く )
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GNTXEng.EXE インバウンド  データの ト ランスレー

シ ョ ンを行う  COM コンポーネン ト

です ( ト ランスレーシ ョ ン ブレーク

処理を行います )。

GNTXEng.EXE は、 2 つの COM イン

ターフェイスを公開します。 一方
は、 インターチェンジ ブレーク  ト
ランスレーシ ョ ンを実行するサービ
スを提供するインターフェイスで、
他方は、 単純な ト ランスレーシ ョ ン 
( ト ラ ッキング、 オーディ ッ ト 、 ま

たはデータベースの更新を行わず、
Gentran とは無関係にト ランスレー

シ ョ ンのみを行う ) を実行するサー

ビスを提供するインターフェイスで
す。 いずれのインターフェイスも  
Visual Basic には適合せず、 C++ プロ

グラムを介し、 #import 命令と  
GNTXEng.tlb を使用してアクセスで

きます。

Commpost.EXE TxAckGen.DLL、
TxAckRec.DLL

GNTXEngps.DLL GNTXEng.EXE に関連付けられてい

るプロキシ / スタブ DLL です。

GNTXEng.EXE の 
COM ク ラ イアン ト

なし

TxAckGen.DLL 受信確認の生成処理を行う  COM コ
ンポーネン トです。 特に、 アウ トバ
ウンド受信確認の作成に使用する
データをインバウンド  ドキュ メン ト

から抽出します。 受信確認の作成に
使用される情報は、 データベース  
エン ト リおよび受信確認の生成を要
求しているインバウンド  エンティ

ティに関連付けられている ト ラン
レータ  レポート  ファ イルから収集

されます。

GNTXEng.EXE は、 こ

のコンポーネン ト を使
用して、 受信確認の即
時処理を要求する ド
キュ メン トの受信確認
を生成します。

なし

TxAckGenps.DLL TxAckGen.DLL に関連付けられてい

るプロキシ / スタブ DLL です。

異なるスレッ ド  モデ

ルを使用する  
TxAckGen.DLL の 
COM ク ラ イアン ト

なし

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
名前 説明 モジュールの使用元 依存関係
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TxAckRec.DLL 受信確認整合の処理を行う  COM コ
ンポーネン トです。 特に、 受信確認
であるインバウンド  ドキュ メ ン ト を

エクスポート します。 次に、 エクス
ポートの結果は、 TxAckRec.DLL に
よって再度読み込まれ、 データベー
スの更新に使用されます。 これによ
り、 受信確認を期待しているアウ ト
バウンド  ドキュ メン トの受信確認状

態が変更されます。

GNTXEng.EXE、
AckServer.EXE

なし

TxAckRecps.DLL TxAckRec.DLL に関連付けられたプ

ロキシ / スタブ DLL です。

異なるスレッ ド  モデ

ルを使用する  
TxAckRec.DLL の 
COM ク ラ イアン ト

なし

 ( 続き )
名前 説明 モジュールの使用元 依存関係
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概要 0

はじめに

この付録の内容 この付録では、 Gentran:Server エラー メ ッセージについて、 およびエラー メ ッ

セージが表示されたと きの必要な操作を調べる方法について説明します。

エラーの保存場所 Gentran:Server のエラー メ ッセージおよびその他の情報メ ッセージは、 次の場所

で保存されます。

◗ ドキュ メン ト  ト ランスレータ  レポート

◗ インターチェンジ ト ランスレータ  レポート

◗ オーディ ッ ト  ログ

◗ ドキュ メン ト  ト ラ ッキング

◗ インターチェンジ ト ラ ッキング 

情報メ ッセージは、 プログラムのコンテキス トによって異な り ますが、 内容は
分かりやすく書かれています。

エラー メ ッセージ

の種類

次に、 Gentran:Server で使用されるエラー メ ッセージの種類を示します。

◗ ト ランスレータ  レポート  エラー メ ッセージは、 エラーが発生した場合に、
ドキュ メン ト またはインターチェンジ ト ランスレータ  レポートで生成され
ます。

◗ システム エラー メ ッセージは、 エラーが発生した場合に、 オーディ ッ ト  ロ
グ、 ドキュ メン ト  ト ラ ッキング、 またはインターチェンジ ト ラ ッキングで
生成されます。
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ト ランスレータ  レポート  エラー メ ッセージ 0

概要

はじめに ドキュ メン トおよびインターチェンジ ト ランスレータ  レポート  エラー メ ッセー

ジは、 ドキュ メン ト  ト ランスレータ  レポートおよびインターチェンジ ト ランス

レータ  レポートに、 それぞれメ ッセージ番号と メ ッセージ列と と もに表示され

ます。

メ ッセージ番号列 この ト ランスレータ  レポートのメ ッセージ番号に表示される メ ッセージ番号は、

プレフ ィ ッ クス  （INF、 EDI、 または POS）、 ハイフン （"-")、 およびエラーを識

別する  4 桁の数字から成り ます。 プレフ ィ ッ クスについては、 次の表に説明され

ています。

メ ッセージ列 ト ランスレータ  レポートの [ メ ッセージ ] 列には、 実際のエラー メ ッセージ テ
キス トが含まれます。

( 次のページへ続く )

プレフ ィ ッ クス 説明

INF 情報メ ッセージにのみ使用されます。 情報メ ッセージは内
容が分かりやすいので、 この章では説明されません。

EDI 情報メ ッセージ以外の次のすべてのメ ッセージに使用され
ます。 EDI ファ イルに関連するエラーに使用されます。

POS 情報メ ッセージ以外の次のすべてのメ ッセージに使用され
ます。 固定長のテキス ト形式のファイルに関連するエラー
に使用されます。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



エラー メ ッセージ エラー メ ッセージG - 4
エラー メ ッセージ

表 次の表では、 ト ランスレータ  レポート  エラーメ ッセージを、 3 桁のメ ッセージ

番号と、 エラー メ ッセージ テキス トの形で示します。

メ ッセージ 
ID メ ッセージ テキスト 説明と処置

100 必須エレ メン トがあ り ま
せん

説明
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの 
" 必須 " エレ メン トが、 アウ トバウン
ド  ドキュ メン トで作成されなかった
か、 受け取ったインバウンド  ドキュ
メン トにあ り ません。

処置
ト ランスレータ  レポートのセグメン

ト / レコード  ID、 順番、 エレ メン ト  
フ ィールドなどを使用し、 ドキュ メン
トのどの必須エレ メン トが不足してい
るか探します。

アウ トバウンド
ドキュ メン トがドキュ メン ト  エディ

タを使って入力された場合、 ドキュ メ
ン ト を開いて、 不足しているフ ィール
ドを埋めてください。 ドキュ メン ト を
システムにインポート した場合、 ド
キュ メン ト を削除して、 インポート  
ファ イルを修正してから再度ドキュ メ
ン ト をインポート して ください。 ド
キュ メン ト を開く、 削除、 およびイン
ポートについての詳細は、 『ユーザー 
ガイ ド』 の 「ドキュ メン トの使い方」
を参照して ください。

インバウンド
ト レーディング パートナーに連絡し、

処置を決定して ください。

( 次のページへ続く )
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110 エレ メン トの書式が正し
くあ り ません

説明
入力されたエレ メン ト 、 または受信さ
れたエレ メン トの書式が正し くあ り ま
せん。 不正な書式の例は、 次のとおり
です。 数値フ ィールドに数値以外の文
字がある場合や、 フ ィールドが ( スタ
ンダードで定義されている ) 大長を
超えている、 または、 小長以下の
場合、 および日付が無効な場合など
です。

処置
ト ランスレータ  レポート上のセグメ
ン ト / レコード  ID、 順番、 エレ メン
ト  フ ィールドなどを使用し、 ドキュ
メン トのどのエレ メン トが無効なのか
探します。

アウ トバウンド
データ  ソースを修正して ください。

インバウンド
ト レーディング パートナーに連絡し、
処置を決定して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
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120 複合内のコンポーネン ト
が多すぎます

説明
受信したドキュ メン トの複合エレ メン
トに、 スタンダードで許可されている
以上のコンポーネン ト  エレ メン ト  
( サブエレ メン ト ) が含まれています。

処置
ト ランスレータ  レポート上のセグメ
ン ト / レコード  ID、 順番、 エレ メン
ト  フ ィールドなどを使用し、 ドキュ
メン トのどのエレ メン トが無効なのか
探します。

アウ トバウンド
ドキュ メン トがドキュ メン ト  エディ
タを使用して入力された場合、 ドキュ
メン ト を開いて、 無効なフ ィールドを
修正して ください。 ドキュ メン ト をシ
ステムにインポート した場合、 ドキュ
メン ト を削除し、 データを修正し、 ド
キュ メン ト を再びインポート して くだ
さい。 ドキュ メン ト を開く、 削除およ
びインポートについての詳細は、
『ユーザー ガイ ド』 の 「ドキュ メン ト
の使い方」 を参照して ください。

インバウンド
ト レーディング パートナーに連絡を
し、 処置を決定して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
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130 無効な条件付き関係です 説明
ドキュ メン トの条件付き関係が無効
です。

処置
ト ランスレータ  レポート を使用して、
ドキュ メン トのどの部分でエラーが発
生したのか判別してください。

アウ トバウンド
ドキュ メン トがドキュ メン ト  エディ
タを使って入力された場合、 ドキュ メ
ン ト を開いて、 条件付き関係を修正し
て ください。 ドキュ メン ト をシステム
にインポート した場合、 ドキュ メン ト
を削除し、 ドキュ メン ト を再びイン
ポート して ください。

インバウンド
ト レーディング パートナーに連絡を
し、 処置を決定して ください。

140 暗黙のルールの失敗 説明
このフ ィールドに対して設定された検
証ルールが、 ト ランスレータ内で失敗
しました。 通常、 このエラーは排他フ
ラグがスタンダード  ルールに設定さ
れており、 フ ィールドがデータ  テー
ブルと一致しない場合に発生します。

処置
そのフ ィールドで許可されているデー
タの値と、 受け取ったデータを確認し
て ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
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200 必須のコンポーネン トが
あ り ません

説明
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トで 
" 必須 " の複合エレ メン トのコンポー
ネン ト  ( サブエレ メン ト ) が、 アウ ト
バウンド  ドキュ メン トで作成されな
かったか、 受け取ったインバウンド  
ドキュ メン トにあ り ません。

処置
ト ランスレータ  レポート上のセグメ
ン ト / レコード  ID、 順番、 エレ メン
ト , および複合フ ィールドなどを使用
し、 ドキュ メン トのどの必須コンポー
ネン トが不足しているか探して くだ
さい。

アウ トバウンド
ドキュ メン トがドキュ メン ト  エディ
タを使って入力された場合、 ドキュ メ
ン ト を開いて、 不足しているフ ィール
ドを埋めてください。 ドキュ メン ト を
システムにインポート した場合、 ド
キュ メン ト を削除し、 ドキュ メン ト を
再びインポート して ください。
インバウンド
ト レーディング パートナーに連絡を
し、 処置を決定して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
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210 コンポーネン トの書式が
正し くあ り ません

説明
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トで
必須になっている複合エレ メン トのコ
ンポーネン ト  ( サブ エレ メン ト ) は、
アウ トバウンド  ドキュ メン トに入力
されていない、 または受け取ったイン
バウンド  ドキュ メン トが不正な書式
を使用しています。 不正な書式の例
は、 次のとおりです。 数値フ ィールド
に数値以外の文字がある場合や、 スタ
ンダード  ルールで定義されている
フ ィールドが 大長を超えている、 ま
たは 小長以下の場合などです。

処置
ト ランスレータ  レポート上のセグメ
ン ト / レコード  ID、 順番、 エレ メン
ト 、 および複合フ ィールドなどを使用
し、 ドキュ メン トのどの部分のエレ メ
ン トが無効なのか探して ください。

アウ トバウンド
ドキュ メン トがドキュ メン ト  エディ
タを使って入力された場合、 ドキュ メ
ン ト を開いて、 無効なフ ィールドを修
正して ください。 ドキュ メン ト をシス
テムにインポート した場合、 ドキュ メ
ン ト を削除し、 データを訂正し、 ド
キュ メン ト を再びインポート して くだ
さい。

インバウンド
ト レーディング パートナーに連絡を
し、 処置を決定して ください。

220 コンポーネン ト区切符号 説明
エレ メン トの代わりに、 コンポーネン
ト区切符号を受け取り ました。

処置
ト レーディング パートナーまたは、
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト作
成者に連絡をし、 処置を決定します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
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300 必須セグメン ト 説明
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの、
" 必須 " セグメン トがアウ トバウンド  
ドキュ メン トで作成されなかったか、
受け取ったインバウンド  ドキュ メン
トにあ り ません。

メモ
このエラーは、 さまざまな場面で発生
します。 も一般的なのは、 入力デー
タの順番が、 データを ト ランスレート
する際に使用される ト ランスレーシ ョ
ン オブジェク トで定義されている
データの順番と一致しない場合です。
この場合、 メ ッセージ情報でデータ内
のセグメン ト を示しているこ とがあ り
ます。

処置
ト ランスレータ  レポート上のセグメ
ン ト / レコード  ID フ ィールドなどを
使用し、 ドキュ メン トのどの部分の必
須セグメン トが不足しているか探して
ください。

アウ トバウンド
ドキュ メン トがドキュ メン ト  エディ
タを使って入力された場合、 ドキュ メ
ン ト を開いて、 セグメン トの生成に必
要なキー データをフ ィールドに入力
して ください。 ドキュ メン ト をシステ
ムにインポート した場合、 ドキュ メン
ト を削除して、 セグメン トの生成に必
要なデータを追加し、 ドキュ メン ト を
再びインポート して ください。

インバウンド
ト レーディング パートナーに連絡を
し、 処置を決定して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



エラー メ ッセージ エラー メ ッセージ G - 11
310 無効なループの開始 /
終了構造

説明
インバウンド  ドキュ メン トに無効な
ループ開始 / ループ終了が見つかり ま
した。

処置
ト ランスレータ  レポートの情報を使
用して、 無効なループ開始 / ループ終
了のペアを特定して ください。 ト レー
ディング パートナーに連絡をし、 処
置を決定して ください。

315 無効なセグメン ト または
レコードの構造

説明
インバウンド  ファ イルのセグメン ト  
(EDI ファ イルの場合 ) またはレコー
ド  ( 固定長テキス ト形式のファイルの
場合 ) が、 ト ランスレーシ ョ ン オブ
ジェク ト と一致していません。

処置
ト ランスレータ  レポートの情報およ
び "EDI" インターチェンジを参照し、
どのセグメン ト またはレコードが無効
なのかを特定して ください。 ト レー
ディング パートナーに連絡をし、 処
置を決定して ください。 詳しい情報
は、 『ユーザー ガイ ド』 の 「インター
チェンジの表示方法」 を参照して くだ
さい。

405 不明なパートナー 説明
インターチェンジを受け取り ました
が、 システムはどのパートナーが送信
したのか特定できません。

処置
ト ランスレータ  レポートの情報と、
"EDI" インターチェンジを参照し、 ど
のパートナーがインターチェンジを送
信したのかを特定して ください。 シス
テムにそのパートナーが登録されてい
ない場合、 パートナーとその関係を作
成し、 インターチェンジをパートナー
に関連づけてください。 パートナーが
システムに既に存在している場合は、
インターチェンジをパートナーに関連
付け、 システムがなぜ自動的にパート
ナーを特定できなかったのかを調べて
ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



エラー メ ッセージ エラー メ ッセージG - 12
410 初と 後の Control 
Number が一致しません

説明
初と 後の Control Number がスタ

ンダードの指定と一致しません。

処置
"EDI" インターチェンジを表示し、 ど
の Control Number が EDI ファ イルに
含まれているかを確認します。 ト レー
ディング パートナーに連絡をして処
置を決定して ください。 ドキュ メン ト
の表示方法の詳細については、 『ユー
ザー ガイ ド』 の 「ドキュ メン トの表
示方法」 を参照して ください。

415 Control の総数が正し く

あ り ません

説明
ト ランスレータ  レポートの セグメン
ト  ID フ ィールドにある  EDI Control の
総数が、 エラー チェッ クの際に計算
された値と等し くあ り ません。

処置
"EDI" を表示し、 正しい Control の総
数を特定します。 ト レーディング 
パートナーに連絡をし、 処置を決定し
て ください。 ドキュ メン トの表示方法
の詳細については、 『ユーザー ガイ
ド』 の 「ドキュ メン トの表示方法」 を
参照して ください。

420 不明な関係 説明
ドキュ メン トが受信されましたが、
パートナーのパートナー プロファ イ
ルに対応するインバウンド関係が含ま
れていません。

処置
ト ランスレータ  レポート と  "EDI" イ
ンターチェンジの情報を参照し、 ド
キュ メン トに必要な関係を特定し、 該
当するインバウンド関係を作成して く
ださい。 インターチェンジ表示の詳細
については、 『ユーザー ガイ ド』 の
「インターチェンジの表示方法」 を参
照して ください。 インバウンド関係の
作成方法については、 『ユーザー ガイ
ド』 の 「新しいインバウンド関係の作
成方法」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



エラー メ ッセージ エラー メ ッセージ G - 13
460 無効なテス ト  モード  
フラグ

説明
パートナー関係は見つかり ましたが、
データのテス ト  モード  フラグがイン
バウンド  パートナー関係で定義され
ているテス ト  モード と一致していま
せん。

処置
インバウンド  パートナー関係のテス
ト  モードをデータのテス ト  モード と
一致するよ うに変更して ください。 イ
ンバウンド関係の作成方法の詳細につ
いては、 『ユーザー ガイ ド』 の 「新し
いインバウンド関係の作成方法」 を参
照して ください。 次に、 送信するデー
タのテス ト  モードをインバウンド関
係で定義されているテス ト  モード と
一致するよ うに、 ト レーディング 
パートナーに変更しても らいます。

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



アーカイブ エンジン メ ッセージ エラー メ ッセージG - 14
システム エラー メ ッセージ 0

アーカイブ エンジン メ ッセージ

はじめに この ト ピッ クでは、 アーカイブ エンジンがオーディ ッ ト  ログに書き込むエラー 
メ ッセージについて説明します。

参照
アーカイブと復元の手順の詳細については、 『ユーザー ガイ ド』 の 「アー
カイブと復元の使い方」 を参照して ください。

メ ッセージ 次の表に、 Gentran:Server アーカイブ エンジンによって生成されるエラー メ ッ

セージを示します。

メ ッセージ 
ID メ ッセージ テキスト 説明と処置

5 アーカイブ エンジンが無

効な定義ファイル [ ファ

イル名 ] を使って呼び出

されました。 アーカイブ
は実行されません。

説明
定義ファイルが壊れているか、 アーカ
イブ マネージャを使って作成されて

いない可能性があ り ます。

処置
アーカイブ マネージャを使って定義

ファ イルを作成し直し、 アーカイブ処
理を再び実行してください。

6 アーカイブが無効なコマ
ンド ライン引数を使って
呼び出されました。 アー
カイブは実行されませ
ん。 Usage: ([usage オプ

シ ョ ン ])

説明
このエラーは、 アーカイブ処理がコマ
ンド ラインから開始された場合にのみ
発生します。

処置
特定の Usage オプシ ョ ンを使用して、

アーカイブを再実行してください。

8 定義ファイル [ ファ イル

名 ] の読み込みエラー

アーカイブは実行されま
せん。

説明
定義ファイルが壊れているか、 アーカ
イブ マネージャを使って作成されて

いない可能性があ り ます。

処置
アーカイブ マネージャを使って定義

ファ イルを作成し直し、 アーカイブ処
理を再び実行してください。

( 次のページへ続く )
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エラー メ ッセージ アーカイブ エンジン メ ッセージ G - 15
9 内部データ構造を初期化
できません。 アーカイブ
を中止します。

処置

◗ オーディ ッ ト  ログのメ ッセージ
を参照し、 アーカイブが失敗した
原因を特定して ください。

◗ エラーに基づき、 適切な処理を実
行して ください。

10 レジス ト リから名前 
InfoHubServer を検索でき

ません。 アーカイブを中
止します。

説明
内部 Windows のエラーが発生しま

した。

処置

◗ オーディ ッ ト  ログのメ ッセージ
を参照し、 アーカイブが失敗した
原因を特定して ください。

◗ エラーに基づき、 適切な処理を実
行して ください。

11 InfoHubServer ([ コン ト

ローラ名 ]) に接続できま

せん。 アーカイブを中止
します。

説明
システム コン ト ローラが停止してい

る可能性があ り ます。

処置
コン ト ローラが実行されているこ とを
確認し、 アーカイブを再度実行してく
ださい。

12 メ ッセージのアーカイブ
が正常に完了しませんで
した。 アーカイブを中止
します。

説明
内部 Windows のエラーが発生しま

した。

処置

◗ オーディ ッ ト  ログのメ ッセージ
を参照し、 アーカイブが失敗した
原因を特定して ください。

◗ エラーに基づき、 適切な処理を実
行して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
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アーカイブ エンジン メ ッセージ エラー メ ッセージG - 16
18 アーカイブ ファ イル 
([ ファ イル名 ]) を作成で

きません。 アーカイブを
中止します。

説明
内部 Windows のエラーが発生しま

した。

処置

◗ オーディ ッ ト  ログのメ ッセージ
を参照し、 アーカイブが失敗した
原因を特定して ください。

◗ エラーに基づき、 適切な処理を実
行して ください。

19 メモ リ割り当てエラー 
([ エラー ]) が発生しま

した。

説明
内部 Windows のエラーが発生しま

した。

処置

◗ オーディ ッ ト  ログのメ ッセージ
を参照し、 アーカイブが失敗した
原因を特定して ください。

◗ エラーに基づき、 適切な処理を実
行して ください。

21 ([ ス ト リーム名 ]) ス ト

リームをアーカイブ用に
開く こ とができません。

説明
ファ イルを開ける際に Windows の内

部的問題が発生しました。

処置

◗ オーディ ッ ト  ログのメ ッセージ
を参照し、 アーカイブが失敗した
原因を特定して ください。

◗ エラーに基づき、 適切な処理を実
行して ください。

22 チャンネルのアーカイブ 
エラーが発生しました。

説明
該当のデータベース  テーブルが空で

す。

処置
適切なキューを作成して、 アーカイブ
処理を再び実行します。

23 メ ッセージ ID ([ メ ッ

セージ ID]) のアーカイブ 
エラーが発生しました。

説明
特定したメ ッセージが存在しません。

処置
特定したメ ッセージが存在しているの
を確認し、 アーカイブを再実行してく
ださい。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
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エラー メ ッセージ アーカイブ エンジン メ ッセージ G - 17
24 メ ッセージ ID ([ メ ッ

セージ ID]) のアーカイブ

中に例外 ([ 例外 ]) が発

生しました。

処置
発生した例外に基づき、 処置を行って
ください。

25 チャンネル ID ([ キュー 
ID]) のアーカイブ中に例

外 ([ 例外 ]) が発生しま

した。

処置
発生した例外に基づき、 処置を行って
ください。

27 ([ ファ イル名 ]) 格納領域

をアーカイブ用に開く こ
とができません。

説明
ファ イルを開ける際に Windows の内

部的問題が発生しました。

処置

◗ オーディ ッ ト  ログのメ ッセージ
を参照し、 アーカイブが失敗した
原因を特定して ください。

◗ エラーに基づき、 適切な処理を実
行して ください。

29 メ ッセージ ID ([ メ ッ

セージ ID]) の添付 ID 
([ 添付 ID]) をアーカイブ

できません。

説明
特定したメ ッセージが存在しません。

処置
特定したメ ッセージが存在しているの
を確認し、 アーカイブを再実行してく
ださい。

30 メ ッセージ ID ([ メ ッ

セージ ID]) の添付 ID 
([ 添付 ID]) のアーカイブ

中に例外 ([ 例外 ]) が発

生しました。

処置
発生した例外に基づき、 処置を行って
ください。

31 アーカイブ用のス ト リー
ム [ ス ト リーム ] を作成

しよ う と して、 次の例外
が発生しました。 [ アー

カイブ ファ イル ]

処置

◗ オーディ ッ ト  ログのメ ッセージ
を参照し、 アーカイブが失敗した
原因を特定して ください。

◗ エラーに基づき、 適切な処理を実
行して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
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アーカイブ エンジン メ ッセージ エラー メ ッセージG - 18
32 メ ッセージ ID ([ メ ッ

セージ ID]) の受信者 ID 
([ 送信者 ID]) をアーカイ

ブできません。

説明
特定したメ ッセージが存在しません。

処置
特定したメ ッセージが存在しているの
を確認し、 アーカイブを再実行してく
ださい。

33 メ ッセージ ID ([ メ ッ

セージ ID]) の受信者 ID 
([ 受信者 ID]) のアーカイ

ブ中に例外 ([ 例外 ]) が
発生しました。

処置
発生した例外に基づき、 処置を行って
ください。

34 データ  オーディ ッ ト を

アーカイブできません。

処置

◗ オーディ ッ ト  ログのメ ッセージ
を参照し、 アーカイブが失敗した
原因を特定して ください。

◗ エラーに基づき、 適切な処理を実
行して ください。

35 データ  オーディ ッ トの

アーカイブ中に例外 ([ 例
外 ]) が発生しました。

処置
発生した例外に基づき、 処置を行って
ください。

36 定義ファイルのアーカイ
ブ中に例外 ([ 例外 ]) が
発生しました

処置
発生した例外に基づき、 処置を行って
ください。

39 選択基準で指定したメ ッ
セージの場所 ([ 場所 ]) 
が無効です。

説明
システムは、 適切なキューに指定され
たメ ッセージを見つけるこ とができま
せんでした。

処置

◗ アーカイブ マネージャで選択基
準を編集し、 適切なキューを選択
して ください。

◗ アーカイブ処理を再実行してくだ
さい。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
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エラー メ ッセージ アーカイブ エンジン メ ッセージ G - 19
40 選択基準で指定した状態 
([ 状態 ]) が無効です。

説明
指定された状態が無効です。

処置

◗ アーカイブ マネージャで、 選択
範囲を編集し、 適切な状態を選択
して ください。

◗ アーカイブ処理を再実行してくだ
さい。

41 選択基準で指定した日数 
([ 日数 ]) が無効です。

説明
指定された日数が無効です。

処置

◗ アーカイブ マネージャで、 選択
基準を編集し、 適切な日数を選択
して ください。

◗ アーカイブ マネージャに入力し
た日数が負でないか確認してくだ
さい。

◗ アーカイブ処理を再実行してくだ
さい。

42 選択基準で指定したパラ
メータが無効です

説明
アーカイブ マネージャの選択基準の

パラ メータが無効です。

処置

◗ その他のメ ッセージから情報を取
得するため、 オーディ ッ ト  ログ
を確認して ください。

◗ アーカイブ マネージャで、 選択
基準を編集し、 不適切なパラ メー
タを修正して ください。

◗ アーカイブ処理を再実行してくだ
さい。

49 [ 機能名 ] は [ データファ

イル名 ] のデータ  ファ イ

ルをアーカイブできま
せん。

説明
添付データ  ファ イルを配置できま

せん。

処置

◗ Windows エクスプローラを使っ
て、 添付データ  ファ イルがある
か確認して ください。

◗ アーカイブ処理を再実行してくだ
さい。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
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アーカイブ エンジン メ ッセージ エラー メ ッセージG - 20
52 [ 機能名で ] データベー

ス例外が発生しました 
[ 例外 ]

処置
発生した例外に基づき、 処置を行って
ください。

53 [ 機能名 ] で例外が発生

しました [ 例外 ]
説明
これは、 一般的な例外エラーです

処置
発生した例外に基づき、 処置を行って
ください。

54 [ 機能名 ] はファイル 
[ ファ イル名 ] をアーカ

イブできません。

説明
指定されたファイルのアーカイブがで
きません。

処置

◗ Windows エクスプローラを使用し
て、 ファ イルがあるか確認して く
ださい。

◗ アーカイブ処理を再実行してくだ
さい。

57 ファ イル ([ ファ イル名 ]) 
をアーカイブしよ う と し
たと きに [ 機能名 ] で例

外 ([ 例外 ]) が発生しま

した。

説明
特定のファ イルをアーカイブしている
と きに例外が発生しました。

処置

◗ Windows エクスプローラを使っ
て、 ファ イルがあるか確認して く
ださい。

◗ アーカイブ処理を再実行してくだ
さい。

63 データ  オーディ ッ トの削

除中に例外 ([ 例外 ]) が
発生しました。

説明
特定の例外によ り、 システムがデー
タ  オーディ ッ ト を削除できませんで

した。

処置
データベースからデータ  オーディ ッ

ト を手動で削除してください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
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エラー メ ッセージ アーカイブ エンジン メ ッセージ G - 21
65 定義ファイル ([ ファ イル

名 ]) から選択基準を読み

込むと きにエラーが発生
しました。 アーカイブを
中止します。

説明
指定したアーカイブ定義ファイルに無
効な選択基準が含まれています。

処置

◗ その他のメ ッセージから情報を取
得するため、 オーディ ッ ト  ログ
を確認して ください。

◗ アーカイブ マネージャで、 選択
基準を編集し、 不適切なパラ メー
タを修正して ください。

◗ アーカイブ処理を再実行してくだ
さい。

66 定義ファイル ([ ファ イル

名 ]) をアーカイブする と

きにエラーが発生しまし
た。 アーカイブを中止し
ます。

処置

◗ その他のメ ッセージから情報を取
得するため、 オーディ ッ ト  ログ
を確認して ください。

◗ 発生したエラーに基づき、 処置を
行ってください。

◗ アーカイブ処理を再実行してくだ
さい。

74 データ  オーディ ッ ト を

アーカイブできません。
アーカイブを中止します。

処置

◗ その他のメ ッセージから情報を取
得するため、 オーディ ッ ト  ログ
を確認して ください。

◗ 発生したエラーに基づき、 処置を
行ってください。

◗ アーカイブ処理を再実行してくだ
さい。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



アーカイブ エンジン メ ッセージ エラー メ ッセージG - 22
83 プライマ リ  コン ト ローラ  
([ コン ト ローラ名 ]) のシ

ステム ([ システム名 ]) 
から  Archive System 
Mutex を取得できませ

ん。 別のアーカイブが処
理中である可能性があ り
ます。

説明
このエラーは、 停電などの理由で、
アーカイブ エンジンが異常終了した

場合に発生します。

処置

◗ GENTRAN エグゼクティブ サー
ビスを停止後、 再起動して くだ
さい。

参照
詳細については、 「システム
の起動方法」 を参照して く
ださい。

◗ アーカイブ処理を再実行してくだ
さい。

84 プライマ リ  サーバー 
([ コン ト ローラ名 ]) のシ

ステム ([ システム名 ]) 
に接続できません。

説明
システムは、 プライマ リ  Gentran シス

テム コン ト ローラに接続できません。

処置

◗ プライマ リ  Gentran システム  コン
ト ローラが稼動し、 実行されてい
るか確認して ください。

◗ システム構成のサブシステムを
使って、 Gentran:Server エグゼク
ティブ サービスが開始されたか
を確認して ください。

参照
詳細については、 「システム
の起動方法」 を参照して く
ださい。

◗ アーカイブ処理を再実行してくだ
さい。

85 システム ([ システム名 ]) 
のプライマ リ  サーバーの

名前を取得できません。

説明
プライマ リ  Gentran システム  コン ト

ローラの名前が、 レジス ト リにあ り ま
せん。 手動でレジス ト リーの設定を変
更した場合のみこのエラーは発生し
ます。

処置
Gentran:Server を再インス トールして

ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



エラー メ ッセージ アーカイブ エンジン メ ッセージ G - 23
86 システムへのサイン  オン

に失敗しました。

説明
システムが停止しています。

処置

◗ プライマ リ  Gentran システム  コン
ト ローラが稼動し、 実行されてい
るか確認して ください。

◗ システム構成のサブシステムを
使って、 Gentran:Server エグゼク
ティブ サービスが開始されたか
を確認して ください。

参照
詳細については、 「システム
の起動方法」 を参照して く
ださい。

◗ アーカイブ処理を再実行してくだ
さい。

87 Archive System Mutex を
取得するためにシステム
に接続できません。 中止
します。

説明
このエラーは、 停電などの理由で、
アーカイブ エンジンが異常終了した

ために、 システムが 1 つ以上のアーカ

イブ エンジンが起動されたこ とを示

します。

処置

◗ Gentran:Server エグゼクティブ 
サービスを停止後、 再起動して く
ださい。

参照
詳細については、 「システム
の起動方法」 を参照して く
ださい。

◗ アーカイブ処理を再実行してくだ
さい。

108 アーカイブ ファ イル 
([ ファ イル名 ]) の拡張子

を変更できません。

説明
このエラーは、 一時アーカイブ ファ

イルの拡張子を .ARV に変更できな

かった場合に発生します。

処置
これは、 Windows の内部エラーのた

め、 ユーザによる処置は必要あ り ま
せん。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



アーカイブ エンジン メ ッセージ エラー メ ッセージG - 24
109 チャネルをアーカイブし
よ う と してエラーが発生
しました。 アーカイブを
中止します。

説明
通常、 このエラーはキューのアーカイ
ブ中に発生します。

処置

◗ その他のメ ッセージから情報を取
得するため、 オーディ ッ ト  ログ
を確認して ください。

◗ 発生したエラーに基づき、 処置を
行ってください。

◗ アーカイブ処理を再実行してくだ
さい。

111 アーカイブは、 対話セッ
シ ョ ン中に取り消されま
した。

説明
このエラーは、 アーカイブ セッシ ョ

ンが手動によ り取り消されたこ とを示
します。

処置
アーカイブ処理を再実行してく ださい。

113 添付データ  オーディ ッ ト

のアーカイブが正常に完
了しませんでした。 アー
カイブの中止

説明
通常このエラーは、 添付データ  オー

ディ ッ トのアーカイブ中に発生し
ます。

処置

◗ その他のメ ッセージから情報を取
得するため、 オーディ ッ ト  ログ
を確認して ください。

◗ 発生したエラーに基づき、 処置を
行ってください。

◗ アーカイブ処理を再実行してくだ
さい。

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



エラー メ ッセージ アーカイブ マネージャ  メ ッセージ G - 25
アーカイブ マネージャ  メ ッセージ

はじめに この ト ピッ クでは、 アーカイブ マネージャによってオーディ ッ ト  ログに書き込

まれるエラー メ ッセージについて説明します。

参照
アーカイブと復元の手順の詳細については、 『ユーザー ガイ ド』 の 「アー
カイブと復元の使い方」 を参照して ください。

メ ッセージ 次の表は、 Gentran:Server アーカイブ マネージャによって生成されるエラー メ ッ

セージについて解説します。

メ ッセージ 
ID メ ッセージ テキスト 説明と処置

5 ファ イル名が無効です。
[ ファ イル名 ] という名

前では保存できません。

説明
アーカイブ ファ イルを指定された

ファ イル名で保存できません。

処置

◗ Windows エクスプローラを使っ
て、 すでにデータ  ファ イルが存
在していないこ とを確認して くだ
さい。

◗ アーカイブ処理を再実行してくだ
さい。

8 [ ファ イル名 ] には無効

な定義ファ イル タイプが

含まれています。

説明
アーカイブ マネージャ外で、 アーカ

イブ定義ファイルは壊れています。

処置

◗ Windows エクスプローラを使っ
て、 データ  ファ イルを削除して
ください。

◗ アーカイブ マネージャで、 新し
い定義ファ イルを作成して くだ
さい。

◗ アーカイブ処理を再実行してくだ
さい。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



アーカイブ マネージャ  メ ッセージ エラー メ ッセージG - 26
11 ファ イル [ ファ イル名 ] 
を開けません。

説明
アーカイブ マネージャ外で、 指定さ

れたファイルは壊れています。

処置

◗ Windows エクスプローラを使っ
て、 データ  ファ イルを削除して
ください。

◗ アーカイブ マネージャで、 新し
い定義ファ イルを作成して くだ
さい。

◗ アーカイブ処理を再実行してくだ
さい。

12 ファ イル [ ファ イル名 ] 
を保存できません。

説明
定義ファイルを指定されたファ イル名
と して保存できません。

処置

◗ Windows エクスプローラを使っ
て、 すでにデータ  ファ イルが存
在していないこ とを確認して くだ
さい。

◗ アーカイブ マネージャで、 新し
い定義ファ イルを作成して くだ
さい。

◗ アーカイブ処理を再実行してくだ
さい。

17 次の例外が発生しまし
た。 [ 例外 ]

説明
これは、 一般的な例外エラーです

処置

◗ その他のメ ッセージから情報を取
得するため、 オーディ ッ ト  ログ
を確認して ください。

◗ 発生したエラーに基づき、 処置を
行ってください。

◗ アーカイブ処理を再実行してくだ
さい。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



エラー メ ッセージ アーカイブ マネージャ  メ ッセージ G - 27
20 InfoHubServer ([ コン ト

ローラ名 ]) に接続して

メ ッセージを復元できま
せん。 InfoHubServer リ
ターン コード  = ([ リ ター

ン コード ])

説明
メ ッセージの復元中、 指定されたコン
ト ローラに接続できませんでした。

処置

◗ プライマ リ  Gentran システム  コン
ト ローラが稼動し、 実行されてい
るか確認して ください。

◗ システム構成のサブシステムを
使って、 Gentran:Server エグゼク
ティブ サービスが開始されたか
を確認して ください。

参照
詳細については、 「システム
の起動方法」 を参照して く
ださい。

◗ 復元処理を再実行してください。

36 エラーが発生したため、
メ ッセージ ([ メ ッセージ

ID]) の一部だけがアーカ

イブ ([ アーカイブ ファ

イル ]) から復元されまし

た。 このメ ッセージは手
動で削除し、 復元をやり
直して ください。

処置

◗ InfoHubServer ユーザー インター
フェイスを使って、 メ ッセージを
手動で削除してください。

◗ 復元処理を再実行してください。

37 復元するためにアーカイ
ブ ファ イル ([ ファ イル

名 ]) を開く こ とができま

せん。

説明
アーカイブ マネージャ外で、 アーカ

イブ ファ イルは壊れています。

処置

◗ Windows エクスプローラを使っ
て、 データ  ファ イルが存在して
いるか確認して ください。

◗ 復元処理を再実行してください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



アーカイブ マネージャ  メ ッセージ エラー メ ッセージG - 28
47 アーカイブ エンジンを起

動する と きに次のエラー
が発生しました。 [ エ
ラー テキス ト ]

説明
これは、 一般的なエラーです。

処置

◗ その他のメ ッセージから情報を取
得するため、 オーディ ッ ト  ログ
を確認して ください。

◗ 発生したエラーに基づき、 処置を
行ってください。

◗ 復元処理を再実行してください。

60 アプ リ ケーシ ョ ン ディ レ

ク ト リ を取得中にデータ
ベース例外が発生しまし
た。 [ 例外 ]

処置

◗ 発生した例外に基づき、 処置を
行ってください。

66 レジス ト リから  
InfoHubServer 名を取得で

きません。

説明
コン ト ローラの名前がレジス ト リーに
あ り ません。 手動でレジス ト リーの設
定を変更した場合のみこのエラーは発
生します。

処置
Gentran:Server を再インス トールして

ください。

68 このシステムのチャネル
のリ ス ト を取得できま
せん。

説明
このエラーは、 Infohub サービスが停

止しているこ とを示しています。

処置

◗ プライマ リ  Gentran システム  コン
ト ローラが稼動し、 実行されてい
るか確認して ください。

◗ [ コン ト ロール パネル ] の [ サービ
ス ] で、 Infohub サービスが起動し
ているか確認して ください。

81 レジス ト リからオー
ディ ッ ト  サーバー名を

取得できません。

説明
コン ト ローラの名前がレジス ト リーに
あ り ません。 手動でレジス ト リーの設
定を変更した場合のみこのエラーは発
生します。

処置
Gentran:Server を再インス トールして

ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
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エラー メ ッセージ アーカイブ マネージャ  メ ッセージ G - 29
83 レジス ト リからプライマ
リ  サーバー名を取得でき

ません。

説明
コン ト ローラの名前がレジス ト リーに
あ り ません。 手動でレジス ト リーの設
定を変更した場合のみこのエラーは発
生します。

処置
Gentran:Server を再インス トールして

ください。

84 アーカイブ ファ イル 
([ ファ イル名 ]) 内の 
[ ファ イル名 ] ([ メ ッ

セージ ID]) を復元する と

きに次のエラーが発生
しました。 [ エラー テキ

ス ト ]

説明
これは、 一般的な復元エラーです

処置
エラー テキス トに従って処置して く

ださい。

99 ([ チャネル ID]) は存在し

ません。 メ ッセージ 
([ メ ッセージ ID]) を復元

できません。

説明
指定されたチャネルがシステムに存在
しないため、 メ ッセージを復元できま
せん。

処置
ユーザーによる処置は不要です。

100 ([ チャネル ID]) の ID は
異なり ます。 メ ッセージ 
([ メ ッセージ ID]) は復元

されませんでした。

説明
このエラーは、 指定されたチャネルが
システムから削除され、 再び作成され
たこ とを示します。 ( そのため、 ID 
は、 メ ッセージがアーカイブされた時
と異な り ます。 )

処置
ユーザーによる処置は不要です。

101 検索結果リ ス トの作成中
に次の例外が発生しまし
た。 [ 例外 ]

説明
これは、 一般的な検索の例外エラー
です

処置

◗ その他のメ ッセージから情報を取
得するため、 オーディ ッ ト  ログ
を確認して ください。

◗ 発生したエラーに基づき、 処置を
行ってください。

◗ 検索処理を再実行してください。

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



オーディ ッ ト通知サーバー メ ッセージ エラー メ ッセージG - 30
オーディ ッ ト通知サーバー メ ッセージ

はじめに この ト ピッ クでは、 オーディ ッ ト通知サーバーに代わり、 ト ランスレータに
よってオーディ ッ ト  ログと  Windows のイベン ト  ログ に書き込まれる、 エラー 
メ ッセージについて説明します。

メ ッセージ 次のテーブルでは、 Gentran:Server オーディ ッ ト / 通知サーバーで生成される

メ ッセージについて解説します。

メ ッセージ 
ID メ ッセージ テキスト 説明と処置

2 ANServer 機能 [ エラー

発生場所のプログラム機
能 ] の起動エラー [ エ
ラーの説明 ]

説明
Windows イベン ト  ログにのみエラー
が書き込まれます。

このエラーは、 データベースへのログ
イン、 テーブルの読み込み、 レジス ト
リからの値の取得など、 ビジネス  ロ
ジッ クの初期化エラーのため、 オー
ディ ッ ト通知が開始できなかった場合
に発生します。

処置

◗ [ エラーの説明 ] による説明によ
り、 エラーの原因を特定し、 適切
な処置をとって ください。

◗ [ コン ト ロール パネル ] の [ サービ
ス ] を使って、 ログインで使用さ
れる  ID を確認して ください。

◗ 詳細については、 Windows イベン
ト  ログを確認して ください。

◗ 再起動しない場合は、 サポートへ
連絡して ください。

例
エラーがデータベース  エラーの場合、
SQL を開始し、 そのサービスに対す
るデータベースのログインが正しいか
確認して ください。

( 次のページへ続く )
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エラー メ ッセージ オーディ ッ ト通知サーバー メ ッセージ G - 31
3 ANServer の機能 [ エラー

発生場所の停止機能 ] の
シャ ッ ト ダウン エラー 
[ エラーの説明 ]

説明
Windows イベン ト  ログにのみエラー
が書き込まれます。

このエラーは、 オーディ ッ ト通知が停
止したと きに発生したこ とを示してい
ます。 シャ ッ ト ダウン時に、 オー
ディ ッ ト通知はレジス ト リに値を保存
します。 レジス ト リへ書き込み中にエ
ラーが発生しました。

処置
サポートへ連絡して ください。

4 サービス  エラー : 
[ エラーの説明 ]

説明
Windows イベン ト  ログにのみエラー
が書き込まれます。

このエラーは、 " ハンド ラがインス
トールされていない " または " サービ
ス要求が間違っている " などのシステ
ム エラーのため、 オーディ ッ ト通知
が開始できないこ とを示しています。

処置
サポートへ連絡して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
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オーディ ッ ト通知サーバー メ ッセージ エラー メ ッセージG - 32
9 オーディ ッ ト  ログへの

メ ッセージ [ メ ッセージ

番号 ] の書き込みエラー: 
[ エラーの説明 ]

説明
Windows イベン ト  ログにのみエラー
が書き込まれます。

このエラーは、 オーディ ッ ト通知が
メ ッセージをオーディ ッ ト  ログへ書
き込む際にエラーが発生したこ とを示
しています。

処置

◗ エラー メ ッセージに従い、 適当
な処置をとって ください。

例
データベースが停止したため、 メ ッ
セージが書き込まれなかった場合は
サービスを再起動してください。

◗ システムが関連のエラーを書き込
んだかど うか、 オーディ ッ ト  ロ
グと  Windows イベン ト  ログを確
認して ください。

◗ サポートへ連絡して ください。

10 通知 [ エラーの説明 ] の
通知ログ [ 通知名 ] への

書き込みエラー : [ エ
ラーの説明 ]

説明
Windows イベン ト  ログにのみエラー
が書き込まれます。

このエラーは、 オーディ ッ ト通知が通
知ログへエン ト リ を書き込む際にエ
ラーが発生したこ とを示しています。

処置

◗ エラー メ ッセージに従い、 適当
な処置をとって ください。

例
データベースが停止したため、 通知が
書き込まれなかった場合はサービスを
再起動してください。

◗ システムが関連のエラーを書き込
んだかど うか、 オーディ ッ ト  ロ
グと  Windows イベン ト  ログを確
認して ください。

◗ サポートへ連絡して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



エラー メ ッセージ オーディ ッ ト通知サーバー メ ッセージ G - 33
11 ANServer の機能 [ エラー

が発生したシステムの場
所 ] のエラー [ エラーの

説明 ]

説明
Windows ログにのみエラーが書き込
まれています。

このエラーは、 一般的な処理エラーを
示しています。 このエラーは、 ユー
ザーがオーディ ッ ト  メ ッセージ、 オ
ペレータ、 通知を修正し、 システムが
データベース  エラーのため内部テーブ
ルを更新できない場合に発生します。

処置
エラーを解析し、 適切な処置をとって
ください。 サービスを再起動します。
サービスが正常に起動しない場合は、
オーディ ッ ト  ログと イベン ト  ログを
確認し、 サポートに連絡して くだ
さい。

例
データベースがダウンしたと きは、
サービスを再起動してください。

12 通知生成エラー : (HR=
[システム  エラー コード ]) 
[ エラーの説明 ] 通知 : 
[ 通知名 ] 動作 : [E メー
ルやページャなどの通知
動作 ] オペレータ : [ 通知
受信者の名前 ]

説明
ユーザーへの直接通知を生成できな
かったと き、 オーディ ッ ト通知はこの
メ ッセージをオーディ ッ ト  ログと  
Windows イベン ト  ログに書き込み
ます。

処置
エラーを解析し、 適切な処置をとって
ください。 サービスを再起動します。
サービスが正常に起動しない場合は、
オーディ ッ ト  ログと イベン ト  ログを
確認し、 サポートに連絡して くだ
さい。

例
データベースがダウンしている場合、
データベース と Gentran サービスを再
起動してください。 エラーが解消され
ない場合は、 オーディ ッ ト  ログと イ
ベン ト  ログを確認し、 サポートに連
絡して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



オーディ ッ ト通知サーバー メ ッセージ エラー メ ッセージG - 34
13 通知生成エラー [通知名 ] 
スケジューラ  イベン ト : 
[ オーディ ッ ト通知が起

動しよ う と した通知タイ
プ スケジューラの名前 ]

説明
通知タイプ スケジューラ  イベン ト を
生成できなかった場合、 オーディ ッ ト
通知はこのメ ッセージをオーディ ッ ト  
ログと  Windows イベン ト  ログに書き
込みます。

このエラーは、 オーディ ッ ト通知が通
知タイプ スケジューラ  イベン ト を生

成できなかったこ とを示します。 ( シ
ステムはエグゼクティブ サービスに 
RPC に基づいた要求を送信し、 イベ

ン ト を実行しよ う と します。 )

処置
エグゼクティブ サービスによって生
成されたメ ッセージをオーディ ッ ト  
ログで確認し、 適切な処置をと るか、 
サポートに連絡して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月
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200 [ 試行された処理 ] 
¥r¥n¥r¥n エラーが返され

ました : [ システム エ
ラー コード ] ¥r¥n[ エ
ラーの説明 ]

説明
AuditContext オブジェク トがこのメ ッ
セージを生成します。 AuditContext 
は、 オーディ ッ ト通知に要求を転送す
るこ とによ り、 プログラムからのオー
ディ ッ ト  ログへの書き込みの要求を
処理します。 AuditContext がオー
ディ ッ ト通知との通信に失敗した場
合、 プログラムがあるク ライアン ト  
マシンにこのエラーを書く込み、 オー
ディ ッ ト  ログ エン ト リ を要求します。

例
試行している処置が "ANServer から  
EventIDServer オブジェク ト を作成で
きません。 " 

このエラーは、 ネッ ト ワークが原因の
可能性があ り ます。

処置
オーディ ッ ト通知システムが稼動し、
エラーが発生していないこ とを確認し
て ください ( オーディ ッ ト通知サー
バー マシンにあるオーディ ッ ト  ログ
と  Windows イベン ト  ログを確認して
ください。 ) エラーがある場合、 オー
ディ ッ ト通知とほかの Gentran:Server 
サービスを再起動し、 エラー 200 が生
成されたと きにク ライアン ト  マシン
が実行しよ う と していた処理を再度試
してください。

ネッ ト ワークが問題の場合は、 ク ラ
イアン ト  マシンがサーバに接続でき

るか確認して ください (Windows エク

スプローラ、 またはネッ ト ワーク  コ
ンピュータを使用するか、 システム
管理者に連絡して接続を確認して くだ
さい )。

サービスを再起動しても問題が解消し
ていない場合は、 ネッ ト ワークの接続
を確認し、 サポートに連絡して くだ
さい。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
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オーディ ッ ト通知サーバー メ ッセージ エラー メ ッセージG - 36
201 オーディ ッ ト  ログの呼び

出しに失敗しました。
ANServer から次のエ

ラーが返されています : 
[システム  エラー コード ] 
¥r¥n [ エラーの説明 ] 
¥r¥n オーディ ッ ト  ログ 
データ : ¥r¥n [ プログラ

ムがオーディ ッ ト  ログに

書き込も う と した書式化
されたテキス ト ]

説明
AuditContext オブジェク トがこのメ ッ
セージを生成します。 AuditContext 
は、 オーディ ッ ト通知に要求を転送す
るこ とによ り、 プログラムからのオー
ディ ッ ト  ログへの書き込みの要求を
処理しますオーディ ッ ト通知システム
がオーディ ッ ト  ログへの書き込み要
求を処理できず、 エラーを返した場
合、 AuditContext はク ライアン ト  マシ
ンの Windows イベン ト  ログにこの
メ ッセージを書き込み、オーディ ッ ト  
ログ エン ト リ を要求します。

例
分散システムでは、 メールボッ クス  
サーバーとオーディ ッ ト通知サーバー
がインス トールされているサーバー 
マシンと異なるマシンでメールボッ ク
ス  サーバー ク ライアン ト を開く と、
メールボッ クス  ユーザー インター
フェイスはク ライアン トが起動された
こ とをオーディ ッ ト  ログ メ ッセージ
に書き込みます。 ユーザー インター
フェイス  プログラムは、 AuditContext 
がオーディ ッ ト  ログ エン ト リ を書き
込むこ とを要求します。

しかし、 エン ト リの書き込みが要求さ
れる と、 オーディ ッ ト通知は 
AuditContext にエラーを返します。

AuditContext は、 このエラー メ ッセー

ジをローカル マシンの Windows イベ

ン ト  ログに書き込みます。

処置
オーディ ッ ト通知から発行されたエ
ラーをオーディ ッ ト  ログと  Windows 
イベン ト  ログ ( ク ラ イアン ト  マシン
ではなく、オーディ ッ ト通知サーバー 
マシン上の ) で確認してください。 エ
ラー次第、 必要に応じてオーディ ッ ト
通知システムを再起動してください。
問題が解消されない場合は、 サポート
に連絡して ください。

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



エラー メ ッセージ プロセス管理、 コ ミ ュニケーシ ョ ンズ、 およびト ランスレータのエラー メ ッセージ G - 37
プロセス管理、 コ ミ ュニケーシ ョ ンズ、 および
ト ランスレータのエラー メ ッセージ

はじめに プロセス管理、 一般的なコ ミ ュニケーシ ョ ン、 およびト ランスレータのエラー 
メ ッセージは、 オーディ ッ ト  ログ、 ドキュ メン ト  ト ラ ッキング、 およびイン

ターチェンジ ト ラ ッキングに表示されます。

参照
ト ラ ッキングの詳細については、 『ユーザー ガイ ド』 の 「 ト ラ ッキングの使い
方」 を参照して ください。 オーディ ッ ト  ログの詳細については、 「オーディ ッ ト
通知システムの使い方」 を参照して ください。

メ ッセージの内容 次の表には、 エラー メ ッセージの 4 桁のメ ッセージ番号とエラー メ ッセージ テ
キス ト を示します。 変数パラ メータを含むエラーもあ り ます。 これらのパラ
メータは、 括弧で示されています ( 例 : [ ファ イル名 ])。

メ ッセージ 
ID メ ッセージ テキスト 説明と処置

10 メ ッセージ ス ト アが存在

しません

説明
メールボッ クス  プロパティ  ([ ファ イ
ル ] タブ ) 内の設定が、 有効なメ ッ
セージ ス ト アの場所を指定しな く
なっています ( たとえば、 指定された
メ ッセージ ス ト アの場所が削除され
ている可能性があ り ます )。

処置
ファ イル システムのメ ッセージ ス ト
アの場所を修正または復元します。

1305 セッシ ョ ンの失敗 – 不明

なパートナー – [ パート

ナー ID]

説明
指定のパートナー関係が存在しないた
め、 ト ランスレーシ ョ ン セッシ ョ ン
は失敗しました。

処置
パートナーに、 適切なパートナー関係
を作成して ください。 パートナー関係
の作成の詳細については、 『ユーザー 
ガイ ド』 の 「新しいパートナーの定義
の作成方法」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月
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1306 セッシ ョ ンの失敗 – 不明

な関係 – スタンダード  
[ スタンダード ] バー

ジ ョ ン [ バージ ョ ン ] ト
ランザクシ ョ ン [ ト ラン

ザクシ ョ ンセッ ト ]

説明
ドキュ メン トに対するパートナー関係
が見つからないため、 ト ランスレー
シ ョ ン セッシ ョ ンは失敗しました。

処置
パートナーに適切なパートナー関係を
作成し、 ドキュ メン ト を再びト ランス
レート して ください。

1509 自動処理セッシ ョ ン マ
ネージャ  – データベース

接続取得エラー

説明
Commpost が Gentran データベースに
対して与えよ う と したデータベース  
ログオン証明が、 無効です。

処置
Gentran:Server に与えられたログオン
証明を確認します。

1535 プロセス管理 – [ イン

ポート ファ イル名 ] のイ

ンポートに失敗 – 
CONFIG にインポート  
ファ イルの指定があ り ま
せん

説明
GDW_Import で指定されたインポート  
ファ イルと一致する ト ランスレーシ ョ
ンオブジェク ト名が、 システム構成に
あ り ません。

処置
正しいインポート  ファ イルを指定し
たかを確認し、 システム構成 ([ イン
ポート ] タブ ) に対応する ト ランス
レーシ ョ ン オブジェク ト名があるか
を確かめてください。

1536 プロセス管理 – インポー

ト ファ イル [ インポート

ファ イル名 ] が見つかり

ません。

説明
GDW_Iｍport コマンドに存在しない
ファ イル名を指定しました。

処置
正しいインポート  ディ レク ト リ /
ファ イル名が指定され、 その名前が存
在しているか確かめてください。 イン
ポートするファ イルにディ レク ト リが
指定されていない場合は、 そのファイ
ルがシステム構成のインポート  ディ
レク ト リ名にファ イルが存在している
こ とを確認して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
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1537 プロセス管理 –  パラ メー

タ [ プログラム パラ メー

タ ] を持つ [ プログラム

名 ] が、 コマンド  [ コマ

ンド名 ] のために RC= 
[ プログラムの返り値 ] 
で失敗しました

説明
実行されたコマンドが Exec_Program 
または End_Script の場合は、 次の返り
値の一覧を参照にし、 適切な処置を
行ってください。

0 システムはメモ リー不足か、 実行

可能ファイルが壊れているか、 再
配置が無効です。

2 ファ イルが見つかり ません。

3 パスが見つかり ません。

5 タスクへのダイナミ ッ ク  リ ンクが

不可能か、 共有中か、 ネッ ト ワー
ク保護エラーです。

6 ライブラ リはタスクごとに分離し

たデータ  セグメン ト を要求しま

した。
8 アプ リ ケーシ ョ ンを起動するには

メモ リ不足です。
10 Windows のバージ ョ ンが誤ってい

ます。
11 実行可能ファ イルが無効です。

Windows アプリ ケーシ ョ ンでない

か、 EXE イ メージにエラーがあ り

ます。
12 アプ リ ケーシ ョ ンは、 違うオペ

レーティング システム用です。

13 アプ リ ケーシ ョ ンは、 MS-DOS 4.0 
用です。

14 実行可能ファ イルの種類が不明で

す。
15 Windows の以前のバージ ョ ンで作

られた リ アルモード  アプリ ケー

シ ョ ンを読み込も う とそました。
16 読み取り専用でない複数データ  セ

グメン ト を含んだ実行可能ファ イ
ルの 2 番目のインスタンスを読み

込も う と しました。
19 圧縮された実行可能ファ イルを読

み込も う と しました。 読み込むた
めにはファ イルが解凍されてなけ
ればなり ません。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 
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1537
( 続き )

プロセス管理 –  パラ メー

タ [ プログラム パラ メー

タ ] を持つ [ プログラム

名 ] が、 コマンド  [ コマ

ンド名 ] のために RC= 
[ プログラムの返り値 ] 
で失敗しました

20 ダイナミ ッ ク  リ ンク  ラ イブラ リ  
(DLL) ファ イルは無効です。 この

アプリ ケーシ ョ ンで実行を要求さ
れた DLL の 1 つが不正です。

21 アプ リ ケーシ ョ ンには Microsoft 
Windows の 32 ビッ ト  エクステン

シ ョ ンが必要です。
31 指定されたファイルの種類に関連

がないか、 ファ イル タイプに指定

されたアクシ ョ ンの関連があ り ま
せん。

処置
異なるコマンドが実行された場合、
オーディ ッ ト  メ ッセージをコピーし、
サポートに連絡して ください。

1538 プロセス管理 – コマンド  
[ コマンド 名 ] で利用可能

なデータがあ り ません ; 
取引先 [ パートナー ] ド

キュ メン トの種類 : [ ド

キュ メン トの種類 ]

説明
エクスポート または印刷するデータが
存在しないか、 エクスポート または印
刷を指定する ドキュ メン ト  パラ メー
タおよび / またはパートナーと一致す
るデータがあ り ません。

処置
指定したパートナーおよび / またはド
キュ メン ト  パラ メータを確認し、 イ
ン ドキュ メン トにある ドキュ メン ト
と比較して ください。

1539 プロセス管理 –  読み取り

ロ ッ クのためにファイル
を読み込めません。 コマ
ンド  [ コマンド名 ] を実

行できません

説明
指定されたデータベースの readlock が
取得できないため、 コマンドが実行で
きません。

処置
その他のどのプロセスが実行中なのか
をメモし、 サポートに連絡して くだ
さい。

1540 プロセス管理 – コマンド  
[ コマンド名 ] のパラ

メータ  ファ イル [ パラ

メータ  ファ イル名 ] が作

成できません

説明
アプ リ ケーシ ョ ンは、 GDW_Print コ
マンドを処理するプログラムに渡すパ
ラ メータ  ファ イルを作成できません。

処置
オーディ ッ ト  メ ッセージをコピーし、
サポートに連絡して ください。

( 次のページへ続く )
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1541 プロセス管理 – 無効なコ

マンド  [ コマンド名 ] を
無視しました

説明
無効なコマンドが指定されました。

処置
プロセス管理設定を使用し、 処理され
るセッシ ョ ン ファ イルを編集します。
無効なコマンド  パラ メータを修正し
て ください。

1542 プロセス管理 – コマンド  
[ コマンド名 ] は処理さ

れませんでした : ファ イ

ル [ ファ イル名 ] は存在

しません

説明
From-File 用に存在しない File_Copy ま
たは File_Rename を指定しました。

処置
From-File コマンド  パラ メータを修正
して ください。

1543 プロセス管理 – コマンド  
[ コマンド名 ] は処理さ

れませんでした : ファ イ

ル [ ファ イル名 ] を開く

再にエラーが発生しま
した。

説明
File_Copy、 または、 File_Rename コマ
ンドの From File または To File を開く
と きにエラーが発生しました。

処置
オーディ ッ ト  メ ッセージをコピーし、
サポートに連絡して ください。

1544 プロセス管理 – コマンド  
[ コマンド名 ] は処理さ

れませんでした : ファ イ

ル [ ファ イル名 ] のシー

クエラー

説明
From File から  To File への File_Copy 
コマンドの処理中に、 To File の 後
にデータを追加する と きにエラーが発
生しました。

処置
オーディ ッ ト  メ ッセージをコピーし、
サポートに連絡して ください。

1545 プロセス管理 – コマンド  
[ コマンド名 ] は処理さ

れませんでした : ファ イ

ル [ ファ イル名 ] の名前

を [ ファ イル名 ] に変更

できません ( ファ イルは

既に存在しています )

説明
ユーザーが File_Rename コマンドに
よって指定したファ イル名はすでに存
在しています。 File_Rename コマンド
は、 ファ イルが既に存在していない場
合のみ名前を変更します。

処置
ファ イルを削除するか、 新しいファ イ
ル名を指定して ください。

( 次のページへ続く )
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1546 プロセス管理 – コマンド  
[ コマンド名 ] は処理さ

れませんでした : ファ イ

ル [ ファ イル名 ] の削除

エラー

説明
プログラムは、 File_Delete コマンドの
パラ メータ と して指定されたファ イル
名の削除、 または、 File_Rename コマ
ンドのファ イル名の削除に失敗しま
した。

処置
オーディ ッ ト  メ ッセージをコピーし、
サポートに連絡して ください。

1547 プロセス管理 – コマンド  
[ コマンド名 ] は処理さ

れませんでした : 受信す

るプロファ イルがあ り ま
せん

説明
GDW_Receive コマンドで、 無効な通
信プロファ イルが指定されています。

処置
パラ メータ  1 で、 有効な通信プロファ
イル ( または <all>) を指定して くだ
さい

1548 プロセス管理 – コマンド  
[ コマンド名 ] は開始さ

れませんでした : 
SSCOMAPI からの不正

な戻り値

説明
コ ミ ュニケーシ ョ ンの受信処理実行中
に、 プロセス管理は SSComAPI 呼び
出しから不正な戻り値を受け取り ま
した。

処置
オーディ ッ ト  メ ッセージをコピーし、
サポートに連絡して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



エラー メ ッセージ プロセス管理、 コ ミ ュニケーシ ョ ンズ、 およびト ランスレータのエラー メ ッセージ G - 43
1549 プロセス管理 – 
SSComAPI は、 コマンド  
[ コマンド名 ] 0 セッシ ョ

ンをかえしました

説明
GDW_Send_Receive コマンドの処理中
に、 プロセス管理はコ ミ ュニケーシ ョ
ン処理エラーを検出、 または処理する
送受信するセッシ ョ ンが見つかり ませ
んでした。

処置
" プロセス管理 – コマンド  
GDW_Send_Receive を開始 " と、
" プロセス管理 – コマンド  
GDW_Send_Receive コマンドを完了 " 
間のコ ミ ュニケーシ ョ ン  プロセス  
メ ッセージを確認して ください。 コ
ミ ュニケーシ ョ ン エラー メ ッセージ
がある場合、 オーディ ッ ト  メ ッセー
ジをコピーし、 サポートに連絡して く
ださい。 コ ミ ュニケーシ ョ ン  メ ッ
セージがない場合、 コマンドは処理に
成功し、 メ ッセージは " 情報 " にな り
ます。

1550 プロセス管理 – プログラ

ム終了時 : セッシ ョ ン 
ファ イル [ ファ イル名 ] 
が見つかり ません

説明
プロセス管理は存在しないセッシ ョ ン  
ファ イルで開始されました。

処置
プロセス管理の設定を使って、 存在す
るセッシ ョ ン ファ イルを指定して く
ださい。

1551 プロセス管理 – プログラ

ム終了時 : すべてのセッ

シ ョ ン ファ イルは、 プロ

グラム開始時にパスして
いません

説明
プロセスするセッシ ョ ン  ファ イルが
渡されないまま、 プロセス管理の処理
が開始されました。

処置
プロセス管理の設定を使って、 正しい
セッショ ン  ファイルと 、 ( 必要に応じ ) 
プロセス管理モードで実行されるよ う
にカレンダーを指定して ください。 新
しいプロセス管理セッシ ョ ンを作成す
る方法の詳細については、 『ユーザー 
ガイ ド』 の 「セッシ ョ ンの作成方法」
を参照して ください。 新しいカレンダ
作成の詳細については、 『ユーザー ガ
イ ド』 の 「カレンダを作成または編集
する方法」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



プロセス管理、 コ ミ ュニケーシ ョ ンズ、 およびト ランスレータのエラー メ ッセージ エラー メ ッセージG - 44
1552 プロセス管理 – プログラ

ム終了時 : 無効なバー

ジ ョ ン レコード : [ セッ

シ ョ ン ファ イル ]

説明
処理されるセッシ ョ ン  ファ イルに無
効な代表的なバージ ョ ン レコードが
含まれています。

処置
有効な代表的なバージ ョ ン レコード  
"GDW_Session," "Version 1.0" に修正し
てください。 セッシ ョ ン  ファ イルの
編集には、 ファ イル管理を使い、 バー
ジ ョ ン レコードを正して ください。

1553 プロセス管理 – コマンド  
[ コマンド ] は処理され

ませんでした : オー

ディ ッ ト呼び出しからの
不正な戻り値

説明
コマンドは処理に失敗し、 不正な戻り
値を返しました。

処置
戻り値を確認し、 コマンドを修正して
ください。 問題が解消されない場合
は、 カスタマー サポートにお問い合

わせください。

1556 プロセス管理 – コマンド  
[ コマンド ] は処理中に

エラーが発生しました

説明
コマンドは処理に失敗し、 不正な戻り
値を返しました。

処置
戻り値を確認し、 コマンドを修正して
ください。 問題が解消されない場合
は、 カスタマー サポートにお問い合

わせください。

1557 プロセス管理 – [ データ

ベース名 ] のキー = 
[ キー ] 読み取りエラー

説明
データベースの読み取り中にシステ
ムに問題が発生したため継続できま
せん。

処置
データベース接続、 ユーザー権限を
確認し、 再試行して ください。

1578 プロセス管理 – 正しい

データベース  セキュ リ

ティーを取得できません

説明
データベースの読み取り中にシステ
ムに問題が発生したため継続できま
せん。

処置
データベース接続、 ユーザー権限を
確認し、 再試行して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



エラー メ ッセージ プロセス管理、 コ ミ ュニケーシ ョ ンズ、 およびト ランスレータのエラー メ ッセージ G - 45
1579 プロセス管理 – 無効な

Gentran セキュ リ ティ

説明
リモート  ク ラ イアン トがインス トー

ル時に定義されたログインを使ってコ
ン ト ローラに接続できませんでした。

処置
製品のインス トール時に、どのユーザ 
セキュ リ ティーがコン ト ローラに指定
されたか確認し、 ク ラ イアン ト  ログ

イン画面でそれを入力して ください。

1582 プロセス管理 – ファ イル

操作中に I/O エラー

説明
ディ スクからの読み取り、 または、 書
き込み中、 システムに問題が発生しま
した。

処置
オペレーシ ョ ン システムとディ スク  
ス ト レージで問題およびスペースの確
認をし、 スケジューラの操作を再試行
してください。

1583 プロセス管理 – mutex の
作成エラー mutex はすで

に存在しています

説明
プロセスのロ ッ ク機能が実行できませ
んでした。

処置
孤立プロセスが実行されていないこ と
を確認し、 再試行して ください。

1585 プロセス管理 – mutex の
待機に失敗

説明
プロセスのロ ッ ク機能が実行できませ
んでした。

処置
孤立プロセスが実行されていないこ と
を確認し、 再試行して ください。

1588 プロセス管理 – システム 
[ システム名 ] は起動し

ていません

説明
ク ラ イアン トがコン ト ローラ  マシン

への接続中に問題が発生しました。

処置
コン ト ローラ  システムをチェッ ク し、

アクセスできるか確認して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



プロセス管理、 コ ミ ュニケーシ ョ ンズ、 およびト ランスレータのエラー メ ッセージ エラー メ ッセージG - 46
1589 プロセス管理 – コマンド  
[ コマンド ] は処理され

ませんでした : From ファ

イル [ ファ イル名 ] は読

み取り専用です

説明
読み取り専用ファ イルへの書き込みが
できません。

処置
権限を変更するか、 違う ファ イルを指
定して ください。

1590 プロセス管理 – [ ファ イ

ル名 ] にエラー : セッショ

ン = [ セッシ ョ ン名 ]、 コ
マンド  = [ コマンド ]

説明
コマンドの処理に失敗しました。

処置
戻り値をチェッ ク し、 コマンドのシ
ンタ ッ クスが正しいか確認して くだ
さい。

1592 プロセス管理 – タイプ 
[ アーカイブの種類 ] の
アーカイブの ディ レク ト

リ を取得できません

説明
無効なディ レク ト リが指定されたた
め、 アーカイブの実行ができません。

処置
ディ レク ト リのパスが正しいか確認
し、 再試行して ください。

1593 プロセス管理 – [ ファ イ

ル名 ] は有効なアーカイ

ブ定義タイプではあ り ま
せん。

説明
このファ イルは、 アーカイブ プログ

ラムによって生成された定義ファ イル
と して認識されていません。

処置
ファ イル名のスペルとファ イルのパス
をチェッ ク して ください。 両方が有効
な場合、 アーカイブ マネージャで

ファ イルを再生成してください。 問題
が解決されない場合、 サポートに連絡
して ください。

参照
アーカイブおよび復元の手順の詳細に
ついては、 「アーカイブと復元の使い
方」 を参照して ください。

1594 プロセス管理 – %1 説明
これは、 一般的な表示メ ッセージ
です。

処置
解決するには、 サポートに連絡して く
ださい。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



エラー メ ッセージ プロセス管理、 コ ミ ュニケーシ ョ ンズ、 およびト ランスレータのエラー メ ッセージ G - 47
1606 CommPost は、 020 レ

ポートの回復中に、 イン
ターチェンジ [ インター

チェンジ ] 内にエラー 
[ ネッ ト ワーク  エラー ] 
を見つけました

説明
システムが 020 ネッ ト ワーク  レポー
トの回復中に、 指定したインターチェ
ンジにエラーが発生しました。

処置
ネッ ト ワークのエラーを特定するには
ドキュ メン ト を参照し、 適切な処置を
取ってください。

1607 CommPost は、 020 レ
ポートの回復中に、 不明
なインターチェンジ内に
エラー [ ネッ ト ワーク  エ
ラー ] を見つけました

説明
システムが 020 ネッ ト ワーク  レポート
の回復中に、 エラーが発生しました。

処置
ネッ ト ワークのエラーを特定するには
ドキュ メン ト を参照し、 適切な処置を
取ってください。

1608 CommPost は、 020 レ
ポートの回復中に、 イン
ターチェンジ [ インター

チェンジ ] 内に警告 
[ ネッ ト ワーク  エラー ] 
を見つけました

説明
システムが 020 ネッ ト ワーク  レポー
トの回復中に、 インターチェンジに警
告が発生しました。

処置
ネッ ト ワークの警告を特定するにはド
キュ メン ト を参照し、 適切な処置を
取ってください。

1609 CommPost は、 020 レ
ポートの回復中に、 不明
なインターチェンジ内に
警告 [ ネッ ト ワーク  エ
ラー ] を見つけました

説明
システムが 020 ネッ ト ワーク  レポー
トの回復中に、 警告が発生しました。

処置
ネッ ト ワークの警告を特定するにはド
キュ メン ト を参照し、 適切な処置を
取ってください。

1622 CommPost – データベー

ス接続取得エラー

説明
Commpost が Gentran データベースに
対して与えたデータベース  ログオン
証明が、 無効です。

処置
Gentran:Server に与えたログオン証明
を確認します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



プロセス管理、 コ ミ ュニケーシ ョ ンズ、 およびト ランスレータのエラー メ ッセージ エラー メ ッセージG - 48
1703 ト ランスレータ : 関係が

見つかり ません、 パート
ナー : [ パートナー ID]、
方向 : [ インバウンド / ア
ウト バウンド ]、 エージェ

ンシー : [ スタンダード  
エージェンシー ]、 バー

ジ ョ ン : [ バージ ョ ン ]

説明
ドキュ メン トに対するパートナー関係
が見つからないため、 ト ランスレー
シ ョ ン セッシ ョ ンは失敗しました。

処置
パートナーに、 適切なパートナー関係
を作成し、 ドキュ メン ト を再びト ラン
スレート して ください。 パートナー関
係の作成の詳細については、 『ユー
ザー ガイ ド』 の 「新しいパートナー
の定義の作成方法」 を参照して くだ
さい。

1704 ト ランスレータ : ト ラン

スレーシ ョ ン オブジェク

ト  [ ファ イル名 ] が見つ

かり ません

説明
ト ランスレーシ ョ ンの実行に必要な ト
ランスレーシ ョ ン オブジェク ト  ファ
イルが見つかり ません。

処置
指定された ト ランスレーシ ョ ン  オブ
ジェク ト  ファ イルを再び登録してく
ださい。 ト ランスレーシ ョ ン  オブ
ジェク トの登録の詳細については、
『ユーザー ガイ ド』 の 「新しい ト ラン
スレーシ ョ ン オブジェク トの登録方
法」 を参照して ください。

1707 ト ランスレータ : 無効な

ト ランスレーシ ョ ン オブ

ジェク ト  ファ イル [ ファ

イル名 ]

説明
指定された ト ランスレーシ ョ ン  ファ
イルが存在しないか、 ト ランスレー
シ ョ ン オブジェク ト  エン ト リが ト ラ
ンスレーシ ョ ン オブジェク ト  データ
ベースで見つかり ません。

処置
有効な ト ランスレーシ ョ ン オブジェ
ク ト をスターリ ング コマース社から
入手し、 ト ランスレーシ ョ ン オブ
ジェク ト をシステムに登録して くださ
い。 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク
トの登録の詳細については、 『ユー
ザー ガイ ド』 の 「新しい ト ランス
レーシ ョ ン オブジェク トの登録方法」
を参照して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



エラー メ ッセージ プロセス管理、 コ ミ ュニケーシ ョ ンズ、 およびト ランスレータのエラー メ ッセージ G - 49
1708 ト ランスレータ : 設定に

失敗しました

説明
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト  
ファ イルが壊れているか、 無効です。

処置
有効な ト ランスレーシ ョ ン オブジェ
ク ト をスターリ ング コマース社から
入手し、 ト ランスレーシ ョ ン オブ
ジェク ト をシステムに登録して くださ
い。 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク
トの登録の詳細については、 『ユー
ザー ガイ ド』 の 「新しい ト ランス
レーシ ョ ン オブジェク トの登録方法」
を参照して ください。

1754 ドキュ メン トのエクス
ポート中にエラーが発生
しました。 エクスポート  
ファ イル [ ファ イル名 ]、
外部データ  キー [ キー ]、
パートナー [ パートナー

ID]、 ドキュ メン ト名 [ ド

キュ メン ト名 ]

説明
ドキュ メン トのエクスポート中の ト ラ
ンスレーシ ョ ン エラー

処置
外部データの概要表示で指定したファ
イル探し、 エクスポートに失敗したド
キュ メン トの ト ランスレポート を
チェッ ク して ください。

6501 CommMgr: 通信セッシ ョ

ン中にメールボッ クスか
らエラーを受け取り ま
した

説明
通信処理中にエラーが発生しました。

処置
これは、 通信処理中に何らかの失敗が
起きたという、 一般的なエラー メ ッ
セージです。 コ ミ ュニケーシ ョ ン  マ
ネージャがこのエラーに対し、 特定の
メ ッセージを生成したかど うか、 その
他のオーディ ッ ト  メ ッセージを確認
して ください。 オーディ ッ ト  メ ッ
セージから処置を決定し、 ユーザーに
対処してください。

6503 CommMgr: ゲート ウェイ

への接続エラー。 メール
ボッ クス戻り コード  = 
[ 値 ]

説明
ゲート ウェイ接続の呼び出しでエラー
を受け取り ました

処置
表示されたメールボッ クスの戻り値
コードに基づいて、 『コ ミ ュニケー
シ ョ ンズ ガイ ド』 で推奨される処置
に従ってください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



プロセス管理、 コ ミ ュニケーシ ョ ンズ、 およびト ランスレータのエラー メ ッセージ エラー メ ッセージG - 50
6506 CommMgr:ODBC 接続を

開くのに失敗

説明
Gentran:Server エグゼクティブ サービ
スがプライマ リ  Gentran システム  コン
ト ローラで開始されたと き、 コ ミ ュニ
ケーシ ョ ン  マネージャは、
Gentran:Server データベースの単独 
ODBC 接続に失敗しました。

処置

◗ SQL サーバーの現在の接続数と、
SQL サーバーのユーザー接続に設
定されている 大数を使用してい
ないか確認してください。 ユー
ザー接続数を増やす必要があるか
もしれません。 詳細については、
SQL サーバーのマニュアルを参照
して ください。

◗ 上記の対処でエラーが解決できな
い場合は、 Gentran のカスタマ サ
ポートに連絡して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



エラー メ ッセージ プロセス管理、 コ ミ ュニケーシ ョ ンズ、 およびト ランスレータのエラー メ ッセージ G - 51
6507 CommMgr:ODBC 接続が

利用不可能です。 サービ
スは中断されました

説明
Gentran:Server エグゼクティブ サービ
スがプライマ リ  Gentran システム  コン
ト ローラで開始されたと き、 コ ミ ュニ
ケーシ ョ ン  マネージャは 
Gentran:Server データベースの ODBC 
接続を利用できませんでした。

処置

◗ ODBC システム データ  ソースが、
有効な SQL サーバーとデータ
ベースを指定しており、 SQL サー
バーが起動しているかを確認して
ください。

◗ SQL がインス トールされているマ
シンのイベン ト  ログをチェッ ク
し、 SQL サーバーのエラーに関す
る メ ッセージを確認します。 SQL 
サーバーが起動しているこ とを確
認して ください。

◗ SQL サーバーの現在の接続数と、
SQL サーバーのユーザー接続に設
定されている 大数を使用してい
ないかを確認して ください。 ユー
ザー接続数を増やす必要があるか
もしれません。 詳細については、
SQL サーバーのマニュアルを参照
して ください。

◗ 上記の対処でエラーが解決できな
い場合、 Gentran のカスタマ  サ
ポートに連絡して ください。

6508 CommMgr: システム情報

の起動時にエラーが発生

説明
RPC コールによる メールボッ クス  
サーバーと通知メールボッ クス名を取
得中に、 コ ミ ュニケーシ ョ ン  マネー
ジャにエラーが発生しました。

処置
Gentran カスタマ サポートに連絡して
ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
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プロセス管理、 コ ミ ュニケーシ ョ ンズ、 およびト ランスレータのエラー メ ッセージ エラー メ ッセージG - 52
6509 CommMgr: エラー [ エ
ラー ] メールボッ クス戻

り コード  = [ 戻り コード ]

説明
コ ミ ュニケーシ ョ ン マネージャは、
メールボッ クス  RPC インターフェイ
スの呼び出しで、 エラーの戻り コード
を受け取り ました。

処置
表示されたメールボッ クスの戻り コー
ドに基づいて、 『コ ミ ュニケーシ ョ ン
ズ ガイ ド』 で推奨される処置に従っ
てください。

6510 CommMgr: [ スレッ ド ] 
でデータベース接続時に
エラーが発生。

説明
コ ミ ュニケーシ ョ ン マネージャはさ
まざまなスレッ ドを通してデータベー
スを管理します。 ある機能がデータ
ベースへのアクセスを必要と しました
が、 データベースへの接続プールから
のデータベース接続に失敗しました。

処置

◗ プライマ リ  Gentran システム  コン
ト ローラ上の Gentran:Server エグ
ゼクティブ サービスを停止およ
び再起動してください。詳細につ
いては、 「システムの停止方法」
を参照して ください。

◗ エラーが解決できない場合、
Gentran のカスタマ サポートに連
絡して ください。

6515 CommMgr:Message ID 
[ メ ッセージ ID] の添付

からデータ抽出時にエ
ラー

説明
メールボッ クスがメ ッセージ ID に対
する添付データを抽出している際に、
エラーが発生しました。

処置

◗ 指定したメ ッセージ ID が 
Gentran:Server アプ リ ケーシ ョ ン
のイン ボッ クスに存在している
か確認して ください。

◗ Gentran カスタマ サポートに連絡
して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
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エラー メ ッセージ プロセス管理、 コ ミ ュニケーシ ョ ンズ、 およびト ランスレータのエラー メ ッセージ G - 53
6518 CommMgr: メ ッセージ 
[ メ ッセージ ID] のイン

バウンド処理開始時にエ
ラー

説明
GDW_Process_MBFile または 
GDW_Import セッシ ョ ンの開始時にエ
ラーが発生しました。 システムは、 プ
ライマ リ  Gentran システム  コン ト ロー
ラ  ( コ ミ ュニケーシ ョ ンズ プロセス
が Gentran:Server で開始された場合 ) 
または、 コ ミ ュニケーシ ョ ンが実行さ
れているプロセス管理セッシ ョ ンズで
実行されているコン ト ローラで、 既に
プロセスが開始している可能性があ り
ます。

処置

◗ プライマ リ  Gentran システム  コン
ト ローラ上で、 Gentran:Server エ
グゼクティブ サービスを再起動
してください。 これによ り、 未読
メ ッセージは再処理されます。

◗ 問題が解決されない場合、
Gentran のカスタマ サポートに連
絡するか、 そのメ ッセージのデー
タを手動での再処理を試みてくだ
さい。

6519 CommMgr: エラー – 
無効なメールボッ クス : 
[ メールボッ クス ] パー

トナー : [ パートナー ]

説明
インターチェンジの指定されたパート
ナーのメールボッ クスは無効です。

処置
指定されたパートナーが有効なメール
ボッ クスに関連付けられているか確認
して ください。 詳細については、
『ユーザー ガイ ド』 の 「パートナーの
定義の編集と削除」 を参照して くだ
さい。

6520 CommMgr: [ スレッ ド ] 
でスレッ ドの作成エラー 
[ エラー ]

説明
スレッ ドの作成中にエラーが発生しま
した。

処置
Gentran カスタマ サポートに連絡して
ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッセージ 

ID メ ッセージ テキスト 説明と処置
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プロセス管理、 コ ミ ュニケーシ ョ ンズ、 およびト ランスレータのエラー メ ッセージ エラー メ ッセージG - 54
6522 CommMgr: ファ イル 
[ ファ イル名 ] を開く と

きのエラー [ エラー ]

説明
コ ミ ュニケーシ ョ ン マネージャは 
TRANSIN フォルダに指定されたファ
イル名を開く こ とができませんで
した。

処置

◗ 実行されている  Gentran エグゼク
ティブ サービスの ID が、 指定し
たファ イルにアクセス権限がある
か確認して ください。

◗ アクセス権限が正し く設定されて
いるにも関わらずエラーが発生す
る場合は、 Gentran のカスタマ サ
ポートに連絡して ください。

6523 CommMgr: ファ イル 
[ ファ イル名 ] への書き

込みエラー [ エラー ]

説明
コ ミ ュニケーシ ョ ン マネージャは、
メ ッセージからの添付データを  
TRANSIN フォルダの指定されたファ
イル名への書き込みに失敗しました。

処置

◗ 実行されている  Gentran エグゼク
ティブ サービスの ID が、 指定し
たファ イルにアクセス権限がある
か確認して ください。

◗ ファ イルの書き込みに十分な空き
領域があるか確認して ください。

◗ アクセス権限が正し く設定されて
おり、 十分な空き領域があるにも
かかわらずエラーが発生している
場合は、 Gentran のカスタマ サ
ポートに連絡して ください。

 ( 続き )
メ ッセージ 
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